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　さくさくさく。

　雪に覆われた森の道を小さな人影が進む。

　人影は若い女だ。深い色のマントを目深に被り、背中に大きな荷物を背負っている。

　女は、すらりと華奢な姿に似合わない、森番のような出いで立たちであった。

　女の名はノーザン・レイフェリア。

　この冬、二十歳になったばかりである。

　親しい人は彼女をレイと呼ぶが、その愛称で呼んでくれる人たちはもう、この世にはいない。

「はあっ……はぁはぁ」

　吐息が凍いてつく空気で凍りつく。レイフェリアは長靴の跡を雪の上に残しながら、この道の先にある城、北の領主館への道を急いだ。

「面倒な……」

　せめて馬ぐらいよこしてくれたら、こんなに大変な思いをして五キロも離れた館まで歩いて行かなくてもすむのに、と無駄と知りつつレイフェリアは毒づく。辺あたりにはすれ違う村人の姿もなく、針葉樹が雪を冠に両側に並んでいるだけだ。

　よく知る道だが、昨夜降ったばかりの雪が、凍りついた土の上に被って歩きにくい。

　新しい雪は水っぽく、春がすぐそこまで来ていることを示している。

　──イェーツ叔父上も、なんだって急に呼び出したりするのかしら？　会えばいつも厄介者だの、生意気な娘だのと言うのだから、いっそ放っておいてくれたらいいのに。

　おまけに叔母ギンシアも、二つ歳下の従妹アリーナも、イェーツ叔父に輪をかけて意地悪なのだ。

　ようやく森を抜けたレイフェリアは、久々に晴れ上がった薄青い空を見上げた。

　深い紫の瞳に明るい空が映る。

「ああ、あれは……」

　黒い鳥がゆっくりと北へと飛んで行く。広げた翼の大きさから見て大鷲だろう。

　鳥はいい、とレイフェリアは思った。

　──自由な翼で、どこにだって飛んでいけるのだから。

　たとえ彼らの寿命が短く、いつか自分より強い敵と戦って、あるいは喰われて命を終えるにしても、こんな最果ての土地で誰に会うことも許されず、小さな家に閉じ込められて暮らすよりはずっといい。

　レイフェリアには一人で近くの村に行ったり、交流したりする自由はないのだ。

『お前たちは罪人の妻子だ。我が兄、エイフリークが反逆者となり、この地は中央の制約の下に置かれることとなった。お前たちは今後、私の許しなく館に入ってはならぬ。今すぐ出ていけ！』

　それはレイフェリアの父エイフリークの、異母弟イェーツが言い放った言葉。

　彼は、北方領主の正当な血を引く優秀な兄をねたみ、嫌っていたのだ。

　すげなく追い出された母娘が、館の北にある古く小さな猟師小屋で、ひっそりと暮らしはじめて七年。母は二年で悲嘆の内に亡くなったから、レイフェリアの一人暮らしも五年目だ。

　畑を作って耕し、川で小魚を釣ったり、罠を仕掛けたりして小動物を捕つかまえ、なんとか飢えずに暮らしている。お陰で弓矢の腕はかなり上達した。

　ごく稀まれに、昔を知る人がやって来て、レイフェリアが作った装飾品を現金で買い取ってくれることもある。内緒だが、希少な貴石の採れる川があるのだ。

　貧しく、孤独な一人暮らし。けれど、誇りまで失ってしまったわけではない。




　父、エイフリークは実直で賢明な領主だった。

　しかしある日、宗主国である真しん国こく王宮へ納めた祝い品の中に、毒物の付着した敷物が混じるという事件があった。それは当時懐妊していた寵ちょう姫きへ送る祝いの品物だっただけに、ゆゆしき失態となってしまったのだ。しかも、担当の女官が一人死んでいる。

　父は無実を訴えたが、東の領主に強く責任を問われ、剣で胸を突いて自害した。

　結局、明白な証拠が出なかったことと、父の友人たちの訴えにより、北の領地は潰されずにすんだ。しかし、母とレイフェリアは、父の異母弟イェーツによって、城から追放されてしまったのだ。

　レイフェリアは父の無実を信じ続けている。

　幼い頃はそのいきさつが理解できず、どうしたらいいかわからなかった。

　何より、父の死の前後のことをよく覚えていなかった。しかし、いつか父の無実を証明し、墓も建てられなかった不名誉から解放してやりたいと強く願っている。

　それだけが彼女の生きる目的だ。

　そのためにはなんでもしようと思う。いつかこの地を出て、王都での父を知る人たちに話を聞きにいかねばならない。

　しかし、この北の地の、更に辺境に閉じ込められた身の上では難しいことだった。

　──なんとかして、ここを出ていかなければ。

　レイフェリアは、少しでも歩きやすそうな古い轍わだちの残る場所を探して黙々と歩いた。

　やがて森が開け、凍った湖の向こうに北方領主館が見えてきた。

　刷毛ではいたような空の青が、濃く深い湖と、くっきりと分かれている。そして、その真ん中にうずくまるように建つ石の館は、青灰色でとても陰気に見えた。

「さてと、じゃあ近道」

　凍った湖の岸辺に立ったレイフェリアは、背負った荷物の中から一対の細長い金具を取り出した。

　倒木に腰掛け、鹿皮でできた靴の上からひもを巻き付け、しっかりと金具を固定する。踵を打ちつけて具合を確かめて立ち上がった。外套の下は男物の足通しだ。

「これでよし。さぁ、行くわよ。レイ、疾はしれ！」

　レイフェリアは、対岸に向かって氷の上を颯爽と走り出す。

　岸辺の氷は真ん中へ行くほど薄くなる。冬も半ばを過ぎたので、湖の中心は人が渡れるほど厚くないかもしれないが、レイフェリアは平気だった。

　自分は絶対に氷を割らない自信がある。

　彼女の背は高い方だが、体重は見かけよりも軽い。そして密かな自慢は脚力である。足も速く、抜群の跳躍力は一種の才能と言ってもよかった。

　これは北方領主家の直系だけに隔世的に現れる遺伝だと聞いている。父にはその能力は出現しなかったので、羨うらやましがられたものだ。

　ジャッジャッジャッ！

　鏡のような氷を掻かきながら、レイフェリアは湖を渡った。

　遮るものはなにもない。青と白の天と地。きんと静まり返った空間の中、レイフェリアの姿だけが滑らかに漂っている。

　髪を覆っていたフードが背中に落ちて、薄黄色い髪が後ろになびいた。

　青くも赤くもない。それでいて光の加減で、赤みや青みを帯びる紫色の瞳は、氷の照り返しを受けて光る。これは父から受け継いだもので、北方領主直系の証なのだ。

　このまま、風に乗ってどこかへ行けたらいいのに。さっき見た、あの大鷲のように。

「いい風！　跳ぼう！」

　右足で氷を蹴ると、体がふわりと宙に浮く。誰も見ていないところでなら遠慮なく跳べる。レイフェリアは氷上で優雅に舞った。

「素敵よ、レイ！」

　この時、レイフェリアは、陰鬱な館やかたで彼女を待ち受けている運命のことを、なにも知らなかった。

　風は白く冷たい北の地から、鮮やかな色合いと熱に彩られた南の地へと、激しく吹いていたのだ。

　牙を疼うずかせ、胸を焦がして、獣が彼女を待っている。









１章　北の娘











　館やかたに到着したレイフェリアは、城壁をくぐると正門を避けて、使用人が使う側面の出入り口から中へ入った。その方が後々面倒がないからだ。叔父に仕える王都から来た召使いたちは、こぞってレイフェリアに冷ややかなのだ。

　しかし、厨房や下働きの使用人たちは、先代領主、つまり彼女の父の代から働いている人が多く、城を追放されたレイフェリアに同情的な者が多い。彼らは表立ってかつての主の娘を助けられない分、見えないところでいつも気づかってくれる。

「こんにちは。ノーナ」

　レイフェリアは厨房に顔を出し、料理人の女に声をかけた。

「まぁまぁ！　レイ様！　またこんなところから！」

「いいの。久しぶりね。半年前に差し入れをもらって以来かしら。どう？　皆は元気？」

「レイ様、ますますお美しくおなりに……」

「美しい？　私はこの通りの隠者よ。なりも姿も男の子みたいでしょ？　最近こちらはどう？」

　前掛けの端でにじんだ涙を拭ぬぐうノーナに、レイフェリアはわざと陽気に尋ねる。

「はい。なんでも近々お客様が来るようです」

「お客？　どなた？」

　意外だった。

「私どもにはよくわからないのです。なんでも他領の偉い方みたいで。領主様も奥方様もこう申してはなんですが、見栄をお張りになって、お館のあちこちを修理させたり、磨かせたり、飾らせたりするのでございますよ」

「確かにこんな季節に、お客様って変だわね……」

　レイフェリアは厨房から顔を出して、薄暗い廊下を眺めた。特に変化はない。ケチな叔父たちは、客の目につくところだけを整えているのだろう。

「私は叔父上に呼ばれてきたのよ。とにかく着替えないと。物置を貸して」

「物置は冷えます。こちらに布をかけますので、暖炉のそばで着替えてください」

「ありがとう」

　レイフェリアはノーナの好意に感謝しながら、背負った袋からましな衣類を出した。寒さで布がごわごわしている。少し温めてから着たほうがいいだろう。

「お手伝いさせてください」

　ノーナは、レイフェリアが着込もうとしていた青い服の背中の紐を結んだ。それは従妹のアリーナのお下がりだ。アリーナよりも細いが背が高いレイフェリアは、裾と袖口の縫いしろを自分で出し、ごてごてした飾りを外して胸元に蝶結びを縫い付けた。

「こんな、古い服をよこすなんて……先代様と奥方様が見たらなんと思われるか」

「見られないから平気。青は好きな色だし」

　体の線にあった飾り気のないドレスは、確かに元の持ち主よりもレイフェリアに似合っている。

「御ぐ髪しは……まぁこんなに長くなって……少し結い上げましょうか？」

「ありがとう。でもノーナは自分の仕事をしてちょうだい」

　そう言ってレイフェリアは、腰まで伸びた薄い色の髪の両脇をゆるく編み込み、飾りひもで結んだ。

「なんてお美しい……」

　白い肌にはそばかすの一つも浮いていない。すらりとした手足は優雅で、曲線の深過ぎない体つきも上品である。髪は金と銀の中間で豪華ではないが、たっぷりと量がある。

　そして何よりも、北の領主直系の証あかしである紫色の瞳。

「さて、お優しい叔父上様にご挨拶をしてくるわね」

　レイフェリアは表に向かう廊下を進んだ。表はノーナが言った通り、掃除もゆきとどいており、新しい敷物まである。

　──そんなに気を使う……というより、見栄を張らねばならないお客というのは、いったい誰なんだろう？

「まさか、私が呼び出されたことと何か関係が？」

　言いかけて、レイフェリアはふっと笑った。

　こんなにもてなす大事な客と、厄介者扱いの自分が何か関係あるわけがない。

　多分、召使いが足りなくて呼び出されたのだろう。アリーナの侍女の一人にでも加えられるのかもしれない。となると、目一杯こき使われるだろうから、数日はここに滞在することになる。

　うんざりだと肩をすくめ、レイフェリアは正面階段の下の呼び鈴を鳴らす。

「おや、レイフェリア樣、ようこそお越しくださいました。ずいぶんご無沙汰ですな」

　かなり待たされてから、やっと顔を出した家令が横柄に言葉をかけた。

　とっくに、ここにいたことを知っていたんでしょう、という言葉を飲み込んでレイフェリアは家令の方を振りかえった。

「叔父上のお呼び出しなのだから、当然来る。さぁ叔父上のところに案内しなさい」

「ただいまご到着をお知らせいたします。もう少々お待ちを」

　まだ待たされるのか、とレイフェリアが冷え冷えとしたホールに突っ立っていると、左の廊下から人の気配がし、数人の女たちが現れた。従妹のアリーナと侍女たちだ。

「あら、レイお姉様、いらしてたの？　お久しぶりね」

「ごきげんよう。アリーナ」

「あら、その服、私の一昨年のだわ。まだ着てらっしゃるの？　ずいぶん物持ちがいいのねぇ、お姉様って」

「そうね。幸い私はあなたよりも細いから、充分入るわ。似合うでしょう？」

「……私にそんな口を聞いていいの？　罪人の娘のくせに」

　アリーナはまるでもともと自分の服だったように、すらりとした体で青い服を着こなすレイフェリアに、憎々し気な視線を投げる。

「あなたが私に口を聞かないでくれるなら、喜んで黙るけど」

「ふん！　せいぜいお父様に叱られてしょげるといいわ。ねぇお前、レイお姉様の綺麗な服をもっと見栄えよくしておやり」

　アリーナは花瓶を持って後ろに控えていた侍女に顎で合図した。

　その侍女は花瓶の花を取り替えようとしていたのだろうが、前に進み出ると、枯れた花ごと汚れた水をレイフェリアにぶちまけた。レイフェリアは身軽に避けたが、いくらかはかかってしまい、服が濡れる。

「とんだご挨拶ね、アリーナ」

「あら、お古しか持ってないお姉さまに、お花を飾ってあげようとしただけじゃない。よくお似合いよ。あはははは！」

「レイフェリア様、お掃除お願いいたしますねぇ」

　笑い転げながらアリーナと侍女たちは階段を登って行く。

「嫌な娘だ……」

　レイフェリアは水滴と枯れた花をはらいながら毒を吐いた。

　大きな花瓶ではなかったので、裾が濡れただけだが、服に水染みができてしまった。

「お待たせいたしました。領主様がお会いになります。おやおや、少しの間に随分な姿になられましたな。そのままお会いになられますか？　それともお着替えに？」

　戻ってきた家令が、大げさに驚いた様子を見せる。

「着替えはないし、どうせ手布ハンカチも貸してもらえないんだろうから、このまま行く」

「お似合いでございますよ……ひ！」

　突然、家令は体をこわばらせた。レイフェリアが素早く動いて、至近距離から彼を見据えたのだ。紫の光が男を射抜いている。

「お前の頭の上に立つことなど、私にはたやすいぞ。なんなら今、やって見せようか？」

「お、お許しを……レイフェリア様」

「さっさと案内せよ」

　権力の威を借る卑しい人間には、高圧的に出る方が効果がある。案の定、レイフェリアの気迫に圧倒された家令は震えあがり、先導して階段を上がる。

　そして、レイフェリアは現北方領土領主、叔父のイェーツの部屋の前に立った。

「叔父上、ただ今参上いたしました。レイフェリアでございます」

「入れ」

　そこはかつて彼女の父親の執務室だった。幼い頃は慣れ親しんだ部屋。だが、レイフェリアがここに入るのは一年ぶりだ。

「なんだ、そのなりは」

　執務机からレイフェリアを一いち瞥べつしたイェーツは、一年ぶりに対面する姪に挨拶もせず、狭きょう隘あいな眉を顰ひそめた。

「お見苦い姿で申しわけございません。叔父上のお優しい娘御に花瓶の水をかけられまして」

「アリーナか。あいつはお前を嫌っているからな。無理もない」

　自分の娘のしでかしたことを詫びもしない叔父の態度に、レイフェリアは呆れ果てる。しかし、挑発に乗るほど馬鹿ではないレイフェリアは、丁寧に淑女の礼を返した。

　気位の高い人間には必要以上に敬って見せ、満足させてやる。これも彼女が身に着けた処世術である。

「ともあれお久しゅうございます。それで私を呼び出されたのは、どういった御用でございますか？　叔父上様」

「それだがな。十日ほど前、突然に真国国王、ゼントルム陛下から書状が参った」

「国王陛下から？」

　驚くレイフェリアに、イェーツは手紙を広げて見せた。

　ゼントルムというのは病死した前王に変わり、一昨年戴冠したこの国の宗主国、真国王である。

「……これは」

「ああ、書状を読んだときは私も、なんのことだかすぐに理解できなかった。だが、どうやら事実らしい。ここには前領主の遺児──つまりお前だ。お前を南方領主後継者であるサーザン・ティガール殿の花嫁に推挙する、ということだ」

　イェーツは、国王の書状を指の関節で叩きながら言った。

「私が南方領主様のご嫡男の……は、花嫁ですか？　アリーナのまちがいでは？」

「私もそう思って使者によく確認したが、お前でまちがいないと言う。使者は王の側近のようだった」

　普段は努めて表情を出すまいとしているレイフェリアだが、あまりにも思いがけない事態に言葉もないほど驚いた。

　──いったい、なにが起きているの？

「まぁ、私としては可愛い一人娘のアリーナを、野蛮な南方などへ、遣やらなくてすむのだから僥ぎょう倖こうなのだがな」

「推挙……の意味は、なんでしょうか？」

　レイフェリアは子どもの頃に何度か、両親と共に王都に滞在したことがあり、その折に前国王に拝謁したことは覚えている。その時、青年だったゼントルム王太子を紹介された記憶があるが、ただそれだけだ。幼かったため、言葉も交わしてはいない。

　ただ、灰色の鋭い目を持つ王太子が、父王より強い印象があったことは覚えていた。

「さぁな。あの革新的な国王殿の考えることはさっぱりわからん。派手好きな人だから、けばけばしい南方と気が合うのだろうさ」

　イェーツは、南方を、そしてその風土や領主を昔から毛嫌いしていた。

　だが、野蛮人だ、盗ぬす人びとだとけなすだけで、叔父がなぜ南の領主を嫌悪するのか、レイフェリアは知らない。

「ここでは厄介者のお前にとっては、いいことなのかもな。だが浮かれるでないぞ。南は野蛮で開放的だから、他にも候補がいるのかもしれんし」

「浮かれてなぞおりません」

　正直、驚愕の方が大きすぎ、レイフェリアは浮かれるどころではない。なぜ自分が選ばれたのだろう？　そこに政略や陰謀が隠されているのだろうか？

　冷静になって考えようとしたが、レイフェリアにはゼントルム王の真意がさっぱりわからない。しかし、一つだけわかることがあった。

　──ここを出ていける。

　レイフェリアは固く閉ざされた扉が、開きはじめる気配を感じていた。

　だが、そこから覗のぞくのは光か闇か？

　──私は南方のことをなにも知らない。

　南方領土は豊かだ。

　肥沃な大地、豊富な資源、そしてそこに住まう人々は、大柄で逞たくましいと聞いている。太陽を信仰する風習があり、赤を尊ぶということも。

　──たとえ、どのような結婚でも、ここを出て、父の汚名を雪すすぐ手がかりを探すことができたなら。

　一方、イェーツも自分の思案に耽ふけっていた。

　大国の四方を治める四領主の宗主である真国のみならず、南方領土に繋つながりを持つことは、厳しい土地柄の北方領主としては願ってもないことだ。また経済的にも、南と北では産出資源や特産品も大きく異なり、交易が広がることは両国としても良いことだろう。

　そして、王都で教育を受けたイェーツは、ゼントルム王の人となりを知っている。

　レイフェリアを差し出すことで、王の受けをよくしておくのは悪い取引きではない。そして厄介者の姪がいなくなっても、少しもイェーツの損失にはならないのだ。

「書簡によると、数日中に南方から迎えの一行がやって来るとある。だからお前は、今日からこの館に逗留するように」

「まぁ、物置きでも用意してくださるのですか？」

　父の館であった頃に使っていた彼女の部屋は、愛用していた調度品と共に、アリーナのものとなっている。

「ふん。部屋は適当に用意させるから、うろうろと出歩かぬようにしろ。この城にはお前を不快に思う人間が多いからな」

「かしこまりました。叔父上様」

「相変わらず生意気な娘だ。温厚だったお前の両親には似ても似つかぬな」

「長らく逆境におりましたので」

「そうか、それではさらなる試練を与えてやろう」

「……試練、でございますか？」

　叔父の挑発に乗るものか、とレイフェリアは用心深く聞き返した。

「そうだ。試練だ。だが、これをやり遂げたら、お前の父の名誉回復を国王に取り計らってやる。墓も建てると約束しよう」

　紫の瞳が見開かれる。

　父の無念を晴らすことは彼女の悲願だ。その棺は先祖代々の墓地にも埋葬されず、城の裏にある粗末な石の下で眠っているのだ。

「そのお話、伺いましょう」

「……お前の行く南方領主家には、昏くらい秘密がある」

　そう言う叔父の声こそ昏い。あまり聞きたくない話だと、レイフェリアは思った。

「秘密……？」

「そうだ。あの家は獣を飼っている。それも人を喰らう獣を」

「獣？　これはまた……いったいなんのお話でしょうか？」

「まぁ、誰しもそう思うだろう。だが私は見たのだ。ずっと昔にこの目で。その、獣を」

　叔父はレイフェリアから目をそらし、南の窓へ体を向けた。

「私が王都で暮らしていた二十年前、客として招かれた先代の南方領主の屋敷で、獣に襲われた。そして私を助けようとした家臣は、首を噛まれて殺された」

「……」

「信じておらぬな。しかし私は、その姿をまざまざと思い出すことができる。あれは、体全体に気味の悪い模様のある巨大な化け物だった」

「なぜ、獣が招いた客を襲うのです」

「それは……まぁ、その時の私は、ある事情で庭の奥にいたのだ」

　明らかに人に言えないことに違いない、とレイフェリアは確信した。

「……で、仮に獣がいたとして、それが南方の領主家の持ちものだと言う確証は？」

「仮ではない！　私が獣に襲われた時、物陰から聞こえたのだ。『主あるじ様さまおやめください、ここは王都です！』と叫ぶ声が。あの声は南方領主家の家令のものだった。獣は主に命じられて人を襲うのだ。おそらく、屋敷内で飼われている。人間を喰ろうてな」

　その時のことを思い出したのか、イェーツは顔に汗をかいている。明らかに彼はおびえていた。

「……ですが、それだけでは確証とは言えますまい。それに叔父上がその獣に遭遇したのは二十年も昔の話。普通の獣はそれほど長くは生きられません。その獣が南方領主家で飼われていたとしても、既に死んでいるのでは？」

「いや、まだいる。私は何年も、王都に領主が集まる機会を狙って情報を集めさせた。遭遇はしていないが、影を見た密偵がいる。あの家は、夜に徘徊する獣を代々飼い馴らしているのだ」

「代々？　でも今の話では二十年の間、獣は人に害をなしてはいませんね」

　獣より、叔父の執着の方がレイフェリアには恐ろしく思える。

「しかし、いることはいるのだ。あの家に、獣が。いなくなっても騒がれない下賤の者を喰わせているかもしれない。しかし、それは犯罪だ」

「恐ろしいことですね」

　レイフェリアの声は冷淡だ。叔父の情報には確かな根拠は全然ない。

「お前の役割は、その獣の存在を証明することである」

「はぁ。それは私に自分の命は二の次にしろ、ということでございましょうか？　叔父上の話によれば、獣を見つけた途端、私は襲われますよね。そうなれば証明どころの話ではないのでは？」

「襲われないように殺すのだ。この毒薬なら、ひと舐めしただけで効果がある。これを肉片か何かに塗りつけ、餌として喰わせれば良い。そして死んだ獣の体の一部を切り取って持ち帰れ」

　理不尽極まることを言われながら渡されたのは、レイフェリアの掌たなごころに収まるほど小さな黒い瓶だった。

「先だって東方領土の商人から手に入れた毒薬だ。たったこれだけの量で熊も殺せるそうだ」

「東方……」

　東方領土は、この大陸で一番謎めいた地だ。古くから医術や占術が盛んで、その領主家は他領家との交流を好まず、王家にのみ仕えるという。最近ファハル・ザイードと名乗る若い領主が治めるようになったという噂だった。

　レイフェリアは胡う散さん臭くさそうに小瓶を見つめた。イェーツは何かで試したのだろうか？

「百倍に希き釈しゃくすれば、薬にもなるらしいから問題はない」

「……はぁ」

「話はここまでだ。よもや断わりはすまいな。父の名誉回復をさせてやると言っているのだ。お前にしても、ここで飼い殺しのように、人生を終えるのは本意ではなかろう？」

　レイフェリアはそれ以上、何を言っても無駄だと悟った。

　叔父の話が本当なら、とても危険な役割を背負うことになる。しかも、万が一その獣を殺せたとして、その後のレイフェリアの身の安全は誰も保証してくれない。もとより失敗すれば命はない。

　しかし話を聞いた以上、断ったら幽閉されるかもしれない。引き受ける選択肢しかないのだ。

「では、伯父上の署名と印いん璽じを押した誓約書を認したためてください。もし役目を果たせたら、父の汚名を雪ぐ機会をいただけるよう、ゼントルム陛下に申しいれてくださると」

　外の雪の反射を受けて、レイフェリアの紫瞳が煌めく。

　それは彼の兄と同じ目。しかし、温厚な前領主よりもずっと強い意志を込めて、イェーツを射抜いた。

　イェーツは一瞬言葉を飲み込み、ごくりと喉を鳴らしてから頷うなずいた。

「わ、わかった。約束しよう。お前がことを成した暁には、父親の名誉回復を真国王に願い出よう。私にしても兄上なのだからな、二言はない」

「では、誓約書を用意していただき、私の目の前で署名と押印を。私といたしましても命がかかっておりますので」

「……わかった。準備しておこう。お前の目の前で署名してやる」

「左様でございますか。ならばお引き受けいたしましょう。では、失礼いたします」

　長い髪を翻ひるがえして、レイフェリアは叔父の前を辞した。




「やれやれ」

　レイフェリアは案内された部屋に落ち着き、持ってきた荷物を片付けている。

　二階の召使い用の空き部屋だ。温かいお茶が欲しいところだけれど、そこまでは望めそうもない。暖炉に火もないので、レイフェリアは外套も脱がずに年代物の椅子に背中を預け、頭の中を整理する。

　──国王の推挙があるから南方の御領主は、私を妻にするのだろうか？　貴族社会に忘れ去られた私を迎えて、どんな利益があるのだろう？

　おそらく叔父は南方領主に恨みがあるのだろう。領主の館に珍しい動物が飼われていたくらいは信じてもいい。

　南方には、北国では見たこともないような動物がいるということは、レイフェリアも書物で知っている。

　──だけど、人を襲う獣などを屋敷で飼うわけがないわ。それも放し飼いだなんて。

　イェーツ叔父は見たこともない動物がじゃれついたのを、襲われたと思いこんだのだ。部下が死んだのも話だけで証拠もない。叔父は南方領主家を陥れようとしている。レイフェリアの父の名誉回復の話も、彼の約束だけでは心もとない。

　──現状では、判断材料が少なすぎる。これではなにもつかめないわ。

　レイフェリアは天井を睨にらみつけた。

　いざとなれば、国王に直訴する覚悟もしておかなくては、とレイフェリアは考えた。

　しかし、南方へ行くとなると、何年もここに帰ってこられないかもしれない。もしかしたら一生。

　猟師小屋には、父と母の形見の品を大切に隠してある。もう帰ることが許されないのなら、それだけでも持って来たかった。

　──まぁいい。いざとなったら、こっそり自分で取ってくるまでのことだわ。

　レイフェリアは少し考えて、図書室に行くことにした。うろうろするなとの指示だが、この館では図書室に行く者はいない。かび臭い図書室で、南方について書かれた本を数冊選ぶと、レイフェリアはそっと自室に戻り、ついでに廊下の薪の箱から薪も失敬する。

　乾いた木はよく燃え、部屋は暖かくなった。ランプがないので火を灯りにしようと、床の上で本を広げる。

　──この本は昔、父と見たことがある。

　レイフェリアが去って以来、誰もこの本を開く者はいなかったのだろう。濃く青い空に広がる大草原の絵は、レイフェリアが憧れた土地のものだ。

　見たこともない花や獣、大河に湖、そして城や街。石造りの建物は北の地と同じだが、石の色が赤っぽくて明るい。水路をうまい具合に取り入れて街中に緑が溢あふれている。

　こんな豊かで綺麗なところに住む人たちが、私のような田舎者を歓迎するだろうか？

「違った。王様の推挙だから仕方なく迎えに来るのだった」

　だったら、こんな陰気な場所と私を見て、がっかりするかもしれないわ。

　南方領主に望まれるなんて、本当に驚くべき話だった。だが、同時に不思議な予感も湧き上がった。長らく閉まっていた重い扉が開く気配を感じる。

　レイフェリアの時間は、今動き出そうとしていた。









２章　獣











　その日、南方からの使者が城に到着したのは、正午を過ぎた頃だった。

　館に来てから二日経たったが、相変わらず低い冬の空が広がり、重たい雪が降っている。

　だからレイフェリアは、気にしながらも両親の形見を取りに行けなかった。

　一度、叔父の妻で、領主夫人であるギンシアがやって来て、恩着せがましい態度でアリーナのお古のドレスを数着置いていった。それを着て南の国の使者を迎えろということだろう。

　それはレイフェリアのためというより、自分たちの体裁のためだった。罪を疑われて死んだ前領主の一人娘とはいえ、徒いたずらに不遇を強いている自覚はあるらしい。

「あなたがみっともないと、この領地の恥になるのです。あなたは髪色が見栄えがしないのですから、せめて少しは見られるようにしておきなさい」

　ギンシアはさも見下したように言った。

「それは大変ご親切なことですわ、叔母様」

　レイフェリアは丁寧かつ、素っ気なく言った。

「奥方様と呼びなさい。あなたに叔母と言われたくありませんよ」

「はい、奥方様。さように」

　淡々と受け流すレイフェリアを悔しそうに睨みつけ、ギンシアは部屋を出て行った。

　他にすることもないので、レイフェリアはノーナから裁縫箱を借りて、リボンや襞ひだがごてごてついたドレスから、ほとんどの飾りを取り去り、身ごろを自分の体に沿うように補正することにした。手先の器用なレイフェリアにはさほど難しくはない。

　一日そうして過ごしたが、二日目には飽きてしまう。いつしか雪はやんでいた。

　レイフェリアは少しでも気分を変えようと外套を着込み、城の正面に大きく作られたテラスへと出た。そこなら寒いので昼間は誰にも会わない。

　──ああ、息がつける。

　広い張り出しの上を進みながら、肺の奥まで冷たい空気を吸い込む。

　ここは南向きで、晴れていたらとても見晴らしのいいところだ。

　レイフェリアはゆっくりと壁際までたどり着き、身を乗り出して城の外を眺めた。

「ここの景色だけは昔と変わらないわ」

　城の正面には広い前庭、厩、井戸。その向こうに厳めしい城門と両側に伸びる城壁がある。城門の向こうには南へと続く街道がまっすぐに伸びていた。

「……？」

　遠くに見つけた見慣れぬものにレイフェリアは爪先立ちで伸び上がった。

　鈍にび色いろの景色の奥に、鮮やかに赤いものが見える。それはせわしなく動いてレイフェリアの興味をひどく惹きつけた。街道を進む人間の一団だ。

　騎馬の男が三人、あとは一台の馬車である。赤く見えたのは彼らの衣服だった。いずれも原色の華やかな色をまとっている。それは南方の赤だった。

　無彩色の空間の中で、それらはひどく異質に感じられた。

　目を凝らして見つめているうちに、彼らはすごい勢いでこちらへとやってくる。馬車には紋章があり、三日月のような意匠が盾型の枠の中に表されていた。

　先触れがあったらしく、城の中から数人が駆け出して城門を開け放った。ごろごろと重い音が冷たい空気に響く。

「入ってきた……」

　分厚い城壁を潜り抜けた使者たちが前庭を横切る。

　近くで見ると、彼らの身につけている衣類や馬飾りは、汚れた雪を馬鹿にするように鮮やかだ。中でも一際目だつ大きな男は、先頭に立って黒馬を進めていた。

　レイフェリアが尚も見つめていると、その男がふいに顔を上げた。

　上下の空間を隔て、男と視線がぶつかる。

「あ……」

　レイフェリアを射抜いたのは彼の瞳だ。その美しさに息が止まる。

　それは黄金の輝き。秋の麦の穂よりも、蜂蜜よりも強い色だった。

　まさか、自分がここにいるとわかって上を向いたわけではないのに、その目はまっすぐにレイフェリアを見ていた。とんでもない美男である。

　彼は意志の強そうな顔つきで、レイフェリアの全身を射抜くように見つめている。

　唇がにっと笑って開かれる。




　ミツケタ。




　唇がそう動いたように見えたのは、絶対に気のせいだ。なのに、レイフェリアの全身にわけのわからない震えが走った。男の唇が官能的に蠢うごめく。二人の間には距離があるのに、その刹那だけ、肌が触れ合ったような感覚に陥る。

　息もできない時間は長かったのか、短かったのか。

　突き上げる疼とう痛つうめいた感覚。

　レイフェリアが動けないでいる間に彼の馬は進み、男の姿は張り出しの下に消えた。

「な……に？」

　レイフェリアは詰めていた息をどっと吐き切ると、気の強い彼女にしては珍しく冷たい石の上にへたり込んだ。

　──あの色……透き通った金色は、昔どこかで見たことがあるような……？

　北の地にはあんな色の目を持つ者はいないから、イフェリアが幼いころ滞在した王都でのことだろう。

　あんな美しい目の持ち主なら覚えているはずだが、あのような印象的な男性に出会った記憶はない。見た感じの年齢は二十代だろうから、当時は少年だったはずだ。

　王都での思い出は、父の一件のせいか、ひどく曖昧なのだ。

　腰を抜かした自分を情けなく思いながら、レイフェリアは立ち上がった。

　客たちは部屋を与えられてから、しばらく休息するだろう。そして、今夜にでも叔父の家族と晩餐を共にし、この度たびの一件について、やりとりがなされるはずだ。

　自分が呼び出されるのは、早くても明日以降になる。そう考えたレイフェリアだが、部屋に戻った後も好奇心が抑えられず、ひどく心が騒いだ。

　──こんなことは初めてだわ。どうしてこんなに私は動揺しているの？

　正面扉が開くと、たちまち館は大騒ぎになったようで、たくさんの召使いたちが忙しそうに表廊下を行きかっている。城中がそわそわと落ち着かない。

　彼女の食事は忘れられているようで、この様子では夕飯どころか、明日の朝食まで忘れられるかもしれない。

　やがて夕刻になり、晩餐の支度が整ったのか、ざわめきが少し収まる。今頃大広間でご馳走が振舞われているのだろう。笛や弦の音まで聞こえるから、近くの村から誰かを雇ったと思われる。

　──南方を嫌っているくせに、見栄は張りたいというわけね。

　予想通り、レイフェリアは招待されなかったが、時折従妹のアリーナの甲高い笑い声が聞こえて来た。彼女は今、あの金色の目をした男と向き合っているのだろうか？

　そう考えると、レイフェリアは胸の奥が少しざわつくのを感じた。

　──何かが起きる。何かが変わる。何かが私の運命を変えようとしているのだわ！

　それだけは、レイフェリアにもはっきりと感じられた。




　レイフェリアはいつの間にか、うたた寝をしてしまったらしい。

　目を覚ました時は真夜中近かった。

　夜になってから雲が晴れたのか、窓から見える月が煌々と照っている。

「……っ、さむ！」

　暖炉の火は熾おき火びになり、部屋には冷気が染み出していた。晩餐もとっくに終わってしまったようで、城の中は静まり返っている。

「さすがに、もうみんな休んだみたいね……」

　レイフェリアは、外套の上から分厚いショールを体に巻き付けると靴を履き、手探りでそっと階下に降りた。目を覚ました途端、とても空腹なことに気がついたのだ。

　案の定、厨房は既に真っ暗で、竃かまどの火も埋うずみ火になっている。

　かすかに暖かさの残る空気の中には、複雑に入り混じった食べ物の匂いが漂っていた。

　月明かりを頼りに竃に置きっ放しの鍋を覗くと、嬉しいことに大鍋の底にスープの残りがあった。

　レイフェリアはいそいそと鉢を取り出すと、具をたっぷりと入れてスープをよそった。熱々でなくて残念だが、十分美味しい。空腹の問題はこれで解決だ。

　──夕方からずっと寝ていたのだから、もう眠れないわ。

　レイフェリアは、月の光に誘われるように窓の外を見上げた。

　冷え込んでいるが、少しの間なら大丈夫だろう。ショールを掻き合わせて、厨房の奥の裏口からそっと外に出る。

　裏庭は、花壇も噴水もない殺風景な場所だが、広さだけなら前庭よりも広い。

　すぐ横には井戸や倉庫があるが、雪に埋もれて月光を浴び、昼間ほど見苦しくはない。向こうには針葉樹の大木、常緑樹の植え込みなどがあり、手入れが追いつかないのでちょっとした林のようになっている。

　積雪に振りそそぐ月の光は、全てのものを白く浮き上がらせ、青い影を作っていた。

「なんて綺麗……」

　冬の夜空は曇っていることが多いので、満月を見上げるのは久々だ。

　レイフェリアは雪を踏んで裏庭の真ん中に立ち、目を閉じて冷たい光を瞼まぶたに浴びた。

　寒さは少しも気にならなかった。

　その──時。

　なんの物音もしなかったのに、どうして振り向くことができたのか、後になってもレイフェリアには説明できなかった。

　異様な気配を感じて首筋が泡立ち、背後を振り返ったのは覚えている。

　そして、そのまま動けなくなった。こんもり雪の積もった灌木の陰から、二つの金色の光がこちらを見ている。

「な、なに!?」

　レイフェリアは思わず大きく一歩下がった。

　金色の光もさることながら、その大きさが異様だった。灌木の高さはレイフェリアの背丈ほどはある。黒く見える獣は、その木とほとんど同じくらいの高さから彼女を見据えているのだ。

　色彩はわからないが、その形状と質量はレイフェリアの知る動物ではない。熊よりはほっそりとしていて、狼よりも背が高い。

　生まれて初めて味わう恐怖をレイフェリアは感じていた。逃げようにも、金色の目に射すくめられ、足が動かない。

　いや、たとえ動いたとしても、この距離なら跳びかかられたら終わりだろう。この獣が彼女を襲おうと思っているのならば。

　だが獣は、微動だにしなかった。音のない空間で、獣と娘は彫刻のように佇ちょ立りつしている。

　それは一瞬だったのか、それとも数分の間だったのか？

「……？」

　レイフェリアの視界で音もなく獣がゆっくり歩み出る。灌木の陰から身を出したのだ。顔をこちらに向けたまま。

　──死が間近に迫っている！

　レイフェリアは目を閉じ、体を丸めてその時に備えた。しかし、熱く生臭い吐息も、鋭い牙が喉に食い込む感触も襲ってこない。

　おそるおそる目を開けたレイフェリアが見たものは──。

　月光の下もと、全身を見せた獣だった。丸い頭、太い四肢、長い尾。

「あ……ああ」

　驚いたことに、獣は黒くはなかった。どころか、レイフェリアの薄色の髪よりもずっと濃い黄色だったのだ。白い光の下でもわかるくらいだから、陽光の中ではどんなに鮮やかな色合いだろうか。

　中でも一番目を引いたのは、毛皮の上に不思議な縞模様が描かれていることだ。模様は黒く、獣の全身に及んでいる。尾の先までも。

「お前は……だれ？」

　掠れた声で問いかけても、当然ながら答えはない。ただ、ぐるんと首を回したので、まるで頷いているように思えた。



　獣の顔は──顔も無論大きいのだが、犬のように口こう吻ふんが長く伸びておらず、どちらかというと丸い。突き出た二つの耳もまた、猫のように柔らかな曲線を描いていた。

　──猫？　そうだ、猫に似ているかも……大きさは桁違いだけれど。

「綺麗……」

　慄おののいているはずなのに、レイフェリアが漏らしたのは感嘆の言葉だ。

　獣は美しかった。

　月光の下で光る被毛と、その上に描かれた不思議な黒い紋様──いや、模様なのか。

　こちらを見つめる金色の瞳は瞳孔が小さくて鋭いのに、なぜだか凶暴な感じはしない。

　姿を現した時も、その動作はゆっくりしたもので、被毛の下で豊かな筋肉の動きが目で追えるほどだった。

　獣はレイフェリアに、その全身を見せつけるようにしばらく立ち止まると、その巨大な肢体を沈め、雪の上に腹ばいになった。顔の位置がぐっと低くなり、背中の模様までも明らかになる。

　目は相変わらずレイフェリアを見つめたままだが、敵意がないことを示すかのように、顎を前足の間に埋めている。

　──まるで日向ぼっこをする猫にそっくり……。

　レイフェリアは少しずつ冷静になってきた。

　もし彼──なぜかこの獣が雄だという確信があった──が、自分を喰らうつもりなら、とっくの昔に襲われているはずだ。それなのに、彼女を見つめる目には殺気が篭っていない。単に腹が減っていないだけかもしれないが。

　──もしかして、身を低くして私を怖こわがらせないようにしている？

　顔が丸く見えるのは、頬の周りに白い長めの毛がぎっしりと生えているからだ。額は狭く、ここには蝶のような形の模様が見える。

　そして、顔からはみ出るほど真横に伸びた立派なひげ。前足はとても逞しい。今は雪を踏んで見えないが、きっと鋭い爪が隠されているのに違いない。

　──でも、そろそろ逃げたほうがいい気がする。

　驚愕や恐怖が次第に薄れていくが、警戒心がなくなるわけではない。未知なるものにはいつでも慎重に対応しなくてはならないのだ。

　彼はまちがいなく肉食だろう。彼女を丸ごと食べても満足しないかもしれない。

　レイフェリアは視線を獣に据えたまま、少しずつ後ろに下がった。野生動物は素早く動くものに反応すると、父の本で読んだことがある。

　三メートルの距離が五メートルになり、七メートルに広がって行く。あと少しで出てきた裏口にたどり着けるはずだ。獣は身を伏せたまま、レイフェリアを眺めている。

　──なんだろう、この目。この獣は、どういう感情を私に向けているのだろう？

「あ……っ！」

　突然、獣が動いた。腹ばいの姿勢からすっくりと立ち上がったのだ。

　レイフェリアの体が再び恐怖で硬直する。

　──襲われる!?

　獣はしなやかな動作でこちらに向かって来た。喉が引きつって声も出せない。しかし、逃げても無駄だとわかるくらいには冷静な自分がいた。

　雪の上に深い足跡が残る。これは幻影ではなく、物理的な重さのある現実の獣なのだ。前脚のつま先は丸まっていて、その動きは優雅ですらある。

　獣はレイフェリアの腕が伸ばせるところまでのそのそとやって来ると、再び腰を下ろした。そしてまた彼女を見つめたまま動かなくなった。

　──これは……？

　いくら竦すくみ上がっていても、理解できることはある。この獣には害意はないのだ。彼はふんふんと鼻を鳴らしている。まるで何かを期待し、促しているかのようだ。

　後から考えても、自分がなんでそんなことをしたのか思い出せない。

　もしかしたら、混乱した脳が生み出した妄想かもしれない。だが、その時レイフェリアは確かにある行動をとったのだ。

　座り立ちをしている獣の顔は、ほとんど自分の背丈と同じ高さにある。その鼻先へレイフェリアはゆっくりと腕を伸ばした。

　震える指先の感覚はない。それが寒さからなのか、恐怖からなのかも考えなかった。

　獣はその鼻先でそっとレイフェリアの指先に触れ、長く薄い舌でぺろりと舐めた。

「……っ！」

　刹那、体中にぞわりとする感覚が駆け巡り、下半身がぎゅっと収縮する。それは今日、目が合った旅人に感じたものと似ていた。

　自分に触れた舌は、薄くてざらざらしていて湿っており、大変に熱かった。

　あっと思う間もなく、獣は身を沈めた。

　そして一気にレイフェリアより高く跳躍する。獣の尻尾の先がレイフェリアの頬を軽く撫でた。

　獣は二階の庇ひさしの上で振り返り、レイフェリアに向けてその金色の目を少しだけ細めた。そして滑らかな動作で反転すると、一番近くの枝に飛び移る。そのまま二回ほど跳躍を繰り返し、ついには城壁の上にひょいと飛び乗って壁の向こうに姿を消した。

　後に残されたのは、魅入られたように息を詰めたレイフェリアだけだ。




　翌朝。

　レイフェリアは、窓を叩く風の音で眼を覚ました。

「んん……雪……？」

　この朝は、昨夜の晴れた夜空が嘘のように荒れ模様だった。吹雪く季節は過ぎたが、この空模様では水っぽい雪が半日は降り続くだろう。

　昨夜はどうやって部屋に戻ったのか、自分でもよくわからない。

　体は冷えているのに鼓動が高鳴り、頬が熱かったことと、夜半に帰り着いた部屋の窓から見えた月が、東に傾き始めていたことはうっすらと覚えている。

　おそらく寝台に倒れこんで、そのまま眠ってしまったのだろう。

　その眠りは穏やかなものではなく、浅い眠りの中で黒い影と、金色の光が飛び交う夢を何度も見ては飛び起きた。

　あの獣を見てしまったせいだ、とレイフェリアは思う。

　自分を射抜いた金の眼や不思議な縞模様、しなやかな動きなどを思い返しては、心がざわざわと落ち着かなかった。

　しかし、舐められたと思った指先には何の痕跡もない。

　──もしかしたら夢だったのかもしれない。

　のろのろと起き出し、暖炉の上に置きっ放しの水差しから、冷え切った水を杯に注いで飲み干した。よほど喉が渇いていたのだろう。二杯飲んでやっと渇きが収まり、頭が働き出した。

　──昨夜の獣のことを調べたい。でも、確かめたくてもこの雪じゃ、足跡なんか残ってないだろうし……仕方ない。まずは身支度だわ。

　顔を洗うと、いつもの服に着替える。面倒なので髪は結わずに梳すかすだけにして、後ろで一つに括くくった。

　ノックの音がして、召使いが朝食を運んで来る。

　南方からの客をもてなすため、てっきり自分の食事のことなど忘れ去られると思っていたので意外だったが、レイフェリアはありがたく頂くことにした。

　朝食は温かいスープとパン、それに薄く切った燻製肉と、茹でてソースをかけた根菜という、珍しくまともなものだった。きっと客たちのおかげだろう。

　食事を堪能していると、驚くべきことに召使いがお茶の用意までしてくれている。見たところレイフェリアよりも若い娘だった。

　この娘はごく最近雇われた者のようで、まだ口をきいたことはない。彼女は、叔父の家族の近きん習じゅのように、レイフェリアを馬鹿にした素振りを見せたことはなかった。

「ありがとう」

　熱いお茶を前に礼を言うと、召使いは驚いたように眼を見開いたが、慎ましく「はい」と応じて後ろに控えている。どうやら食事が終わるまで側にいてくれるらしい。

　そこでレイフェリアは気がついた。

　母が亡くなってから、こんな良い待遇を受けたのは初めてだった。叔父は意味もなくこんなことをする人ではないから、きっとこの後になにかがある。

　案の定、食事が終わって、レイフェリアが歯を整えている間に、若い召使いは衣装箪笥の中から、数枚の服を選び出して寝台の上に広げていた。ギンシアからもらってから、レイフェリアが自分で手直ししたものだ。

「お好きな服を選んでお召し替えを。そのあとで御お髪ぐしを整えさせていただきます」

「誰に言われたの？」

「奥様です」

　レイフェリアの問いに、娘はあっさりと答えた。

「そう……じゃあ、これにしようかしら」

　レイフェリア選んだものは臙えん脂じ色の服だ。北方の染料には、あまり鮮やかな赤を発色するものはないのだが、この色が昨日見た客人の衣服に一番近かった。

　南の地の人々が赤を尊ぶならば、少しでも赤みのある服を選んだほうがいいのかもしれない、そう思って。

　北の地方の衣服は、冷たい空気が入り込まないように首元も袖口も詰まっているものが多い。背中は交差しながら紐を結び、胴をきつく締め上げる。

「では御髪を」

　鏡がないので、彼女に頼るしかない。レイフェリアの髪は、金と銀の中間の薄い色だ。北国では濃い金髪が一番美しいとされるから映えないが、髪質は艶やかで梳き上げると豊かに輝く。

　──昨夜見た獣は、もっと豪華な色合いだったのに……。

　髪を結われながら愚にもつかぬことを考えた。

　ぼんやりしているうちに髪が結い上がっていく。アリーナのように高く結い上げずに、脇髪を編み込みながら後頭で一つに結び、後ろ髪は垂らすだけの簡素な髪型だ。

「あら、お衣装と共布の飾り紐がありました。これを結んでよろしいですか？」

　娘は横の棚に並べられた飾り紐を手に取って言った。それは服の飾りを取り外した時の余り布で自ら作ったものである。

「お願い。あなた、名はなんていうの？」

　改めて見ると、深い茶色の目をした利口そうな娘である。

「ルーシーと申します。お嬢様」

「そう？　いい名前ね。幾つ？　いつからここに勤めているの？」

　古参の召使い以外にお嬢様と呼ばれるのも久しぶりで、レイフェリアは少しこの娘に興味を持った。

「十九でございます。こちらに勤めて三み月つきになります。お嬢様」

「私は二十歳よ。近いわね」

　召使い──ルーシーが初めて微笑む。それは気持ちの良い笑顔だった。

「じゃあ改めて、ルーシー。あなたに聞きたいことがあるんだけど、答えられる範囲でいいから教えてくれないかしら？」

「はい、お嬢様。何なりと」

「その前に、お嬢様はやめてちょうだい。名前で呼んで欲しいの」

「ですが……お嬢様は前の御領主様のご令嬢で……その……」

　ルーシーが困ったように口ごもる。

「名前のほうが嬉しいの。わたしを名前で呼ぶ人はもう少ないから」

　レイフェリアはきっぱりと言った。叔父はお前としか呼ばないし、叔母もアリーナも自分を見下してあなた、と呼ぶ。

「それに私をお嬢様と呼んだら、ご領主様と、そのお身内に怒られるかもしれないわ」

「……ではレイフェリア様と」

　ルーシーはレイフェリアの名を恥ずかしそうに、しかし大切そうに呼んだ。この娘になら、いつかレイと呼んでもらってもいいかもしれないと思う。

「ありがとう、ルーシー。で、聞きたいのだけれど、この後、私がどうすればいいか聞かされている？」

「はい。ご領主様からお召しがあるまでここでお待ちを、ということです。私がお側に控えさせていただきます」

　要するに見張り、だろう。

　──イェーツ叔父は私の性格をよく知っているから、何かしでかさないように、ルーシーをつけたのだわ。

　叔父の魂胆が見えて笑いそうになる。そういえば、約束した念書もまだ、もらっていない。ただ、この娘からは悪意は感じられなかった。

　──このまま、うやむやにはさせない。

「ルーシーは、なんでこの城に勤めるようになったの？」

「昔、私のおじいちゃ……祖父がこちらの庭師をしておりましたので、その伝つ手てで」

「えっ？　そうなの？　庭師って、もしかしてトマス爺や？」

　その名を出した途端、ルーシーの顔がぱっと輝いた。

「そうです！　ご存知なんですか？」

「もちろん」

　レイフェリアは幼い頃の記憶を掘り起こした。

『嬢様、レイお嬢様。ほら、今年初めての薔薇の蕾ですよ』

　そう言って、しわくちゃの手で大切そうに差し出された紅色の蕾。

　もう戻らない、幸せだったころの思い出だ。

「爺やはお元気？　だいぶ前に引退したのは知っていたけれど」

「いえ、祖父は半年前に亡くなりました。私がこちらに上がったのも、祖父の願いがあったからなんです。いつか侍女として、レイフェリアお嬢様にお仕えできるよう、教養をつけなさいって……でもまだ下働きの雑用ばかりですけど」

「そうだったの……トマス爺やは、いつも私に優しくしてくれたのよ。働き者でね……もう一度会いたかったな……」

　この一年ほとんど森の中で過ごしていたレイフェリアには、親しい人の様子を知らせる手紙も、遣いも来ない。叔父が彼女を孤立させるように計らっていたからだ。引退した使用人の死など知らせてくれるはずがなかった。

「おじいちゃんもレイフェリア様のことをずっと気にしていました。腰と足を悪くして、最後は歩くこともままならなかったですけど」

「そうだったの……。叔父上はちゃんと爺やに報いてくれたのかしら？」

「いいえ。今のご領主様になってから、庭園にあまり手間をかけなくなって、おじいちゃんもわずかのお金で追い出されました。でも亡くなるまで、前領主様から受けた御恩は忘れないと言っていて……私もレイフェリア様にお会いしたいと、ずっと思っていました」

　その時、扉を叩く音がした。家令だろう。

「ご領主様がお待ちです。すぐにおいでくださいますよう」

「すぐに行く」

　レイフェリアはルーシーに片目をつぶって見せると、背筋を伸ばして立ち上がる。

　金の目の男との対峙だった。




「叔父上、参りました」

　階下の大広間の隣にある、領主の接見の間の扉の前にレイフェリアは立った。

　室内には三人の男がいて、椅子に腰を下ろしていたが、彼女が部屋に入ると一斉に立ち上がり、深く礼をしてレイフェリアに視線を集める。

　皆、一様に肌の色が浅黒く、背が高かった。そして少しずつ色味の異なる赤い色の衣服をまとっている。彼らが南からの客人なのだ。

　奥にはイェーツがもったいぶった様子で、組んだ指の中に顎を埋めている。だがレイフェリアは叔父の姿など眼中にない。

　部屋の中央に立つ、大柄な男に目を奪われていたから。

　それは昨日、張り出しの下からレイフェリアを見上げた男だった。

　北国の男たちは長身でも痩せているものが多いが、この男の体は分厚い。それでいて引き締まっている。腰など、肩幅に比べると細く見える。

　昨日はフードで見えなかったが、豊かな髪があちこちに跳ね返っている。

　髪色は橙色に近い濃い金。この大陸で最も尊重される色合いだ。しかし珍しいことに、ところどころに黒い毛束があり、それが彼を一層華やかに見せていた。褐色に近い皮膚は滑らかで、身につけているものは他の男たちのものよりも一際赤く、装飾も多い。

　一言でいうなら非常に目だつ男だった。

　──わざと髪をあんなふうに染め分けているのかしら？　だとすれば相当屈折した美意識の持ち主だわ──それに、あの眼。

　部屋に入った瞬間から自分を見据えている、恐ろしく透き通った金の瞳。

　レイフェリアは、このところ金色ばかりを見ているような気がしている。

　──この既視感はなに？　昨夜の夢と重なる。これは偶然？　それとも──まさか。

　男は眉間を寄せ、瞬またたきもせずにレイフェリアを見つめていた。

　不ぶ躾しつけだと思えるほどに、頭のてっぺんから足の先まで。

「……無礼な男ね」

　まるで品物を検品するような男の視線に、居心地の悪さがどんどん募り、レイフェリアは口の奥で悪態をついた。

「レイフェリア、なにをぼんやりしている、お客人に挨拶をしないか」

　叔父の叱責にレイフェリアは我に返り、慌ててスカートをつまんで淑女の礼をする。

「……これは、失礼いたしました。お初にお目にかかります、私は前北方領主、エイフリークの娘、レイフェリアと申します。皆様方には遠方よりこの北の地に、ようこそお越しくださいました」

　レイフェリアはノーザン家の名を敢えて伏せて名乗った。叔父に追放された身の上であると、暗に彼らに示したのである。

「方々、これは我が兄の娘である。ご存知の通り、兄は不名誉な死に方をした。ゆえに、この娘は父の汚名を被り、今はこの館には住んでいない」

　──よく言う。

　これではまるで、レイフェリアが自分から出て行ったように聞こえるではないか。

「レイフェリア姫、どうぞ顔をお上げください」

　レイフェリアが頭を下げたまま顔をしかめていると、渋い声が叔父の隣から聞こえた。

　──姫？　姫ですって？

　レイフェリアはゆっくりと顔を正面に戻す。

　豪華な男はまだ自分を見据えているが、声はその後ろの壮年の男から発せられたようだった。彼は恭うやうやしく腰を折り、そしてすぐに伸ばして言った。

「お初にお目もじ叶い、大変光栄に存じます、レイフェリア姫。私はオセロットと申しまして、南方領主家の次席家令を仰せつかっております。そしてこちらが……」

　オセロットは、視線を中央に立つ男性に流した。

「我らが主あるじ、南方領主であるリューコ閣下の後継者、サーザン・ティガール卿でございます」

　ティガールと呼ばれた男は、一つ瞬きをすると、一歩だけレイフェリアに歩み寄った。

「ティガールだ……見知りおくがいい」

　男は唸るような声で言った。レイフェリアの眉がぴくりと上がる。

　──なんて尊大な口のききかた！　私のことを見下しているの？　それとも私に口をきくことが不愉快なのかしら？

　彼の視線の強さに負けないように、レイフェリアも力を込めて男を見つめ返した。

「こ、これ主、姫君にはもう少し恭しく接するものですぞ！　お顔も恐すぎます！」

「む？」

　従者の言葉でティガールは我に返ったように、拳で自分の顔を擦っている。

「……いえ、かまいませんの。それに私は姫ではありません」

　レイフェリアは軽く受け流す。こんなことで感情を乱していると思われたくなかった。

　さっきから姫、姫と呼ばれているが、領主の娘だった頃からそんな尊称で呼ばれたことなどない。両親はレイと呼び、召使いたちはレイ嬢様、レイフェリアお嬢様と自分を呼び習わしていた。

「そうとも、お客人。気持ちはありがたいが、レイフェリアは人馴れしていない娘なのでね。大げさなことは勘弁してやって欲しい」

　イェーツの言葉に、なるほど、とレイフェリアは思った。

　叔父は南方のことは嫌っているが、都合の悪いことは伏せておきたいのだ。彼らに、前領主の娘である自分を冷遇してきたと知られたくないのだろう。

　その時──。

「レイ、レイフェリア……ひめ」

　低い声が彼女の名を呼んだ。

　それは真ん中に立つ男から発せられたものだった。

「ティガール卿。先ほども申し上げましたが、私は姫ではないゆえ、そのような敬称は無用に願います」

「……ならば俺も卿ではなく」

　二人の視線がぶつかる。男は複雑そうな表情をしていた。さっきから一度も視線が外れないのがどうにもきまりが悪い。

「名前で呼んでもらいたい」

「……かしこまりました、ティガール様」

　さすがに呼び捨てにはできないのでそう呼んだが、相手はなぜか不服そうにしている。

「俺は……」

　男は自分の中に何かを探り出している様子で、ゆっくりと言った。

「あなたを南方へ連れて行く」

「……ティガール様は、私をお望みなのでしょうか？」

　レイフェリアは思い切って尋ねた。詳しく聞かされていないので、聞くとしたら今しかない。

「レイフェリア、控えろ」

　叔父の叱責が飛んだが、レイフェリアはそちらを見ようともしなかった。ティガールも同様である。

「俺はそのために来た。あなたを我が領地に迎え入れるために」

「国王陛下に推挙されたから、ですか？」

「うう……そ、そうだ。そうとも言える」

　やっと目をそらして男は頷いた。周りの従者たちは心なしか、はらはらしている。

「この国の王は、南と北の友好を望んでいる」

　ティガールは取ってつけたような口調で言った。

「はい」

　──やはり国の政策の一環というわけね。まぁ納得はできる。そんな理由なら、私がこの人の花嫁に選ばれる可能性も高いのかもしれない。そこに愛はなくとも。

　愛など、もうずいぶん前に諦めてしまったものだ。父と、そして母の死以来。

「……南方は、ここからどのくらい遠いのですか？」

　レイフェリアはオセロットに向かって尋ねた。

「はい。この地からだと、馬で一ひと月つきぐらいの旅になるのではないかと思われます。姫君、レイフェリア様には馬車を用意いたしました。これから気候もよくなるので、さほど辛い旅にはならないかと存じます」

「……随分遠いのですね」

　父が亡くなってからずっと孤独だったレイフェリアだが、この土地に未練がないかといえば嘘になる。

　痩せた土壌に厳しい気候。しかし、なんと言ってもここが故郷なのだ。北の領主の直系の者たちは、先祖代々この土地で暮らし、そして死んでいったのだ。

「大丈夫です！　俺たちがお守りします！」

　答えたのは今まで黙っていた若者だ。彼も背が高く、砂のような髪色の青年だった。瞳は明るく邪気がない。

「黙っていろ、ヒューマ」

「あっ！　失礼いたしました！　主様、レイフェリア様！」

　ヒューマは、主であるティガールの不機嫌な声にもまったく悪びれず、大げさな身振りで頭を下げると、レイフェリアににこにこと笑いかけた。

「ありがとう……それで出立はいつになりますか？」

「レイフェリア様にもご準備がおありでしょうから……そうでございますね、三日後くらいにはこちらを発ちとうございます。できましょうか？」

「三日、ですね。承知いたしました」

「本当か！」

　声をあげたのはティガールである。部屋中の視線が彼に集中した。

「はい？」

「あ……、い、いや、なんでもない。三日だな！　重ちょう畳じょうである！」

　ティガールはもごもご言いながらも、なんとか威厳を保とうとしている。レイフェリアが見つめると、むっとした顔つきで視線を逸らした。浅黒い肌が少し赤みを帯びている。

　──この人は何を困っているのかしら？　迎えに来たと自分で言ったんじゃない。

　無礼な男だが、案外感情が顔に出る。

　──こんなに立派な男性なのに、なんだか子どもみたい。

　レイフェリアは、ほんの少し彼をおもしろく感じている自分に気がついた。




　翌日、朝の支度を終えたレイフェリアは、ルーシーを下がらせて一人で部屋にいた。

　結局、昨夜の晩餐にはレイフェリアは参加させてもらえなかった。

　叔父が「姪は少々混乱して頭痛を起こしているので休ませてやりたい」と言ったからである。

　もちろんそんなことはない。あの会見で自分の存在を無視された事を、不快に思っての仕打ちだ。

　だからティガールとはあれっきりだった。

　しかし、かえってよかったと、レイフェリアは思っている。

　一晩考えたレイフェリアの気持ちは既に固まっていた。

　叔父から唐突な話を聞かされた時は受け身で承知したが、今は自分の意思で行くという思いが強い。

　故郷を離れる不安はある。だが、ここにいてはなにもできないことも確かだ。

　父の汚名を雪ぐためには、まずここから出なくてはならないのだ。

「正式に婚約が決まったら、いずれ国王陛下の元へ挨拶に行く機会もあるだろうし、その時に昔の事件について調べる機会があれば……」

　彼女の顔は数日前、この城に来た時よりも明るくなっていた。それは昨日のティガールのむっつりとした顔を思い出しても変わらない。

「……確かに王様のご推挙で、自分の結婚相手を決められては不愉快だろう。意志の強そうな人だったし。もしかしたら他に好きな人がいるのかもしれない……」

　嫌われることには慣れているから、今さらそんなことでレイフェリアは消沈しない。

　──だけど……なにか忘れているような……？

「あっ！」

　思わず立ち上がってしまい、椅子が倒れる。

「獣……獣だ！」

　一昨日の夜、幻のような月の光の下もとで獣を見たのだった。

　また、その前にも叔父が見たという獣の話を聞いている。その時は突拍子もない話だと思ったので、獣の話をあまり信用してなどいなかった。

　──夢だと思い込もうとしていた。でも、もし叔父の話が本当だったとしたら？　あの大きくて縞模様の獣が幻ではなく、昔、イェーツ叔父が見た獣と同じものだったら？　獣……獣か。嘘みたいだけど。

　二つの獣には、共通することがある。

　それは──。

「南方領主家……」

　かつて叔父が獣に襲われたのは南方領主の王都の屋敷。そしてレイフェリアが獣を見た夜は、南方領主の後継──あの男が、館に到着したその日の出来事だったのだ。

　どちらの件も時刻は深しん更こうだ。

「偶然ではない……のかも？」

　──叔父の言うとおり、南方領主家にはもしかしたら、何か重大な秘密があるのかもしれない。あの獣は言うなれば、南方領主家の守り神──守護獣のような存在だとしたら？

「守護獣……」

　普段は思い出しもしないが、この大陸の伝説としてならある。

　その昔、神の末裔である真国王により、大陸の東西南北に四方侯が任ぜられた時、国を守るための特殊な力や技術を授けられたという、おとぎ話だ。

　その能力はその家独特のもので、他家に明かしてはならないと伝説は語る。

　現に、それほど強い能力と言えるかどうかはわからないが、この北方領主家にも跳躍という力がある。紋章は大鷲だ。

　──だけど三代に一人出るくらいで、それも空を飛べるわけでなし。ましてや国の役になんて立ちそうにもない能力だわ。南の領主家に一族を守る獣が実際にいるなんて、ありえる話かしら？

　レイフェリアは首を振った。

　ともかく、叔父の話がまったくの偽りではない可能性が高まったことは事実だった。だが、もし彼の話が真実だったとしたら、その獣は人を襲い、殺しているのだ。

「でも、私が見た獣から殺気は感じられなかった……むしろ私を怖がらせないように、ゆっくり動いていたような……単にお腹が空いていなかったのかもしれないけど」

　一昨夜のことを思い出そうとしてみても、それ以上はどうしてもわからない。レイフェリアは獣について、それ以上考えることを諦めた。

「結局、父上の冤罪のことも獣のことも、いまの私の立場では、なにもできないんだわ」

　だからこそ行かなくてはならないと決心したのだ。あの不躾で不思議な男、ティガールの花嫁として。

「花嫁？」

　それは夫になる男を前にした娘を表す言葉である。

　ティガールは、真国王に勧められたからレイフェリアと婚約するのだと言った。

　国の重鎮たる四方侯の配偶者は、国王の御前で結婚の報告をするのが慣例だ。

　現国王のゼントルムは大らかな人柄で、領主の意向を尊重するというが、例えば自分で見初めた女性であっても、王への報告と承認がなければ正式な婚姻とは認められない。

　それがこの国のしきたりである。

　もしかしたら王は、レイフェリアが反逆の汚名を着せられ、自死した前領主の娘であると知って、ティガールの婚約者に推したのだろうか。

　王がどういうつもりなのかわからないが、北方領土を出ることができればいつか王都に赴き、父の汚名を雪ぐ機会が生まれるかもしれない。

　ならば──。

　──もしかして……まだ望みはある？　だとしたら、私はそれに賭けてみたい！　いや、賭けよう！

　いつか王都に赴くことがあったら、是非ともゼントルム王に会ってみたい。

　レイフェリアは強くそう思った。

　──そのために私は、あの人の妻にならなくてはいけないのだ。

　王に言われて自分を娶めとろうとするあの男と。









３章　南からの客人











「主様」

「……」

「主様？」

「……」

「主様ってば！」

「なんだ！」

　ティガールは若い従者の呼びかけに獰猛に答えた。

「そんなに落ち込むくらいなら、姫様にもっと紳士的に接すればよかったんですよぅ」

「うるさいぞ！　ヒューマ」

「まぁまぁ主様、お茶をどうぞ。北の地のお茶もなかなかいけますぞ。なにやらぴりっとした風味で体が温まります」

　オセロットが、暖炉に向かって背中を丸める主の傍に大きな杯を置いた。

「北国の杯は重うございますな。飲み物が冷めにくいようにできているのでしょう」

「……」

　ティガールは応えず、ひたすら暖炉の炎を見つめている。

「俺は……」

　──どうして会えば直ぐ上手くいくなんて、勝手に信じてしまったんだろう……。考えてみればあの人は、俺を知っていたわけではなかったのに。

「馬鹿だ……」

　炎に向かって漏れた小さなつぶやきを、耳のいい従者が捉える。

「主様、なんて悲しそうな顔をなさるのです。俺まで悲しくなっちまう」

「ヒューマ」

　年配のオセロットが若い従者を連れて部屋から出て行ったが、ティガールはまったく頓着しなかった。気がついてもいない。

「……どうすりゃいいんだ」

　男の呟つぶやきを聞いた炎が笑うように爆ぜた。




　国王の勧めで自分を花嫁として迎えにきた男の家の秘密を探り、不都合な事実があった場合はその証拠を握る。

　このことは、気が強いと自覚があるレイフェリアにも相当な負担を感じさせた。

　普通の娘ならば、国王に他の領主後継の花嫁として推挙されただけでも、嬉しくて舞い上がってしまうだろう。

　推挙は強制ではないから、もっともな理由さえあれば、話を白紙に戻すことはできる。例えば、王都や領地に彼にとって、もっとふさわしい令嬢がいた時などだ。一方、レイフェリアは世間で罪人だと思われている前領主の娘で、身分も権利も財産もないから、自分からこの話を断る選択肢はない。




　ティガールと初めて対峙してから二日目。

　レイフェリアは今日も一人部屋にこもっていた。叔父からはなにも言ってこない。そろそろ、おとなしくしていることにも飽きている。

　──旅に必要なものを取りに、一度森の家に帰りたいのだけど。

　オセロットがくれた三日間の猶予は明日までだ。

　明後日には、客人の一行とともに出立しなければならない。もしかしたら一生帰って来られないかもしれないのだ。父母の形見の品だけはどうしても持って行きたかった。

　代々伝わる宝飾品や礼装は、叔父と家族に奪われたから、残っているものは両親が残した手紙や、僅かな品々のみだ。

　特に父が死ぬ前に密かに母に託した小箱は、今も猟師小屋の奥に隠している。その小箱には厳重に封がされていて、母からは、どうしてもだめだと思う時にのみ開けなさいと言われているものだった。

　それだけは、なんとしても持ち出さなければならない。

「何かもっともらしい理由を作って叔父上に頼んだら、取りに行かせてもらえるかしら」

　しかし、それは難しいだろう。この部屋からも出歩くなと命じられ、晩餐にも出席させてもらえないのに、館から出る許可が出るとは思えない。

　だとすれば──。

　──黙って取りに行くしかないわ。

　今日は曇っているが、幸い雪が降る気配がない。急いで出かければ夕方までには戻れるはずだ。ルーシーに言っておけば、誰も入ってくることはないだろう。

　たとえ叔父にばれたところで、いったん外に出てしまえばなんとでもなる。少々叱責されたところで少しも怖くない。

　レイフェリアは手早く身支度をはじめた。

　ここにきた時と同じ、男物の足通しに大きなフード付きの外套。背中に背負える袋には携帯食と火を熾おこす道具。いつもの持ち物だ。

　階下に降りて裏口から出る。あとは城壁の側を伝って門を出たら城の外だ。

「大丈夫よ、きっと」

　今はお客が来ているから城門は閉ざされている。しかしフードを深く被れば、門衛も使用人の用事だと思って、脇の小門から通してくれるだろう。

　しかし、レイフェリアはその考えがすぐに甘かったことを知った。外に出て、前庭を横切ろうとしたところで、家令を連れた叔父と鉢合わせしてしまったのだ。

「レイフェリア、どこに行くつもりだ。逃げることは許さんぞ」

「逃げたりなぞ、いたしません。私はご命令どおり、南へ行きます」

「あたりまえだ。だが、私はお前を信用しきれないのでな。なにしろ反逆を疑われたあの兄の娘なのだから」

　レイフェリアの紫の瞳に炎が宿る。自分のことはなんと言われても構わないが、父のことを悪く言われるのだけは我慢ならなかった。

「なにがおっしゃりたいのです？　父上は無実を訴えていました。自死を選んだのも名誉を守るためです！　父を反逆の徒と呼ぶのなら、叔父上だって父の弟なのですよ」

　レイフェリアの気迫に、イェーツは我知らず顎を引いた。

「だ、黙って命に従え！　おい、この娘を部屋に閉じ込めておけ！」

　イェーツは背後に控えた家令に命じた。彼女の大嫌いな男だ。

「触るな無礼者！」

「これは淑女にあるまじきお言葉。見かけだけでなく、中身までも落ちぶれられたか」

　今日は横に領主がいるので、家令の態度は一層尊大だった。

「私は北方侯家の直系だ！　汚い手で私に触れるな！」

「うるさいぞ！　とっとと連れて行け！」

　業を煮やしたイェーツが、暴れるレイフェリアの腕を取ろうとした時。

「イェーツ殿」

　雪の中でも通る声。それは聞きまちがいようのない、獰猛な感情をはらんでいる。

　三人は思わず声のする方角を見た。館の正面入り口を塞ふさぐように立つ大きな影がある。影は足音も立てず、大股でこちらにやってきた。

　ティガールだった。

「朝の鍛錬から戻ってきてみれば、これはなんの騒ぎか。イェーツ殿」

「これは申しわけない。客人に見苦しいものをお見せしましたな。いやなに、言うことを聞かないこの娘を部屋に連れ戻そうとしただけですよ」

　嫌なところをこの男に見られてしまった。レイフェリアは力なくうつむく。今日はもう諦めるしかない。

　──明後日には出立だというのに……。

　その時、信じられない言葉が耳に飛び込んできた。

「イェーツ殿、しばらくレイフェリア殿をお借りしたいのだが」

　その言葉にイェーツだけでなく、当のレイフェリアまでが目を見張る。

「心配召さるな、イェーツ殿。俺は少し外を見たいだけだ。実は少々退屈していた」

「だが今は冬で、見るものはなにもありませんぞ」

「いや、南から来た無骨者には、心洗われる清せい冽れつな風景だ。レイフェリア殿、案内を頼めるか？」

「では、案内なら別の者に」

「レイフェリア殿に頼んでいる。どうか？」

「か、かまいませんわ」

　レイフェリアはこくこくと頷いた。

「では行こう。イェーツ殿、晩餐までには戻る」

「好きにされるがよろしかろう」

　イェーツはしぶしぶ了承し、忌々しそうにレイフェリアを睨みつけた。

「では、決まった。幸い、すっかり準備はできているようだ」

　ティガールは男物の服と外套をまとったレイフェリアを眺め、口の端で笑った。

　レイフェリアは思いがけない成り行きにものも言えず、男を見つめるばかりだ。

　二人は無言で城の前庭に出た。

　日が昇るにつれて気温が上がり、溶けだした雪がぬかるんで、ひどく歩きにくい。空は曇り、どこにも色みは見えなかった。見渡す限り、無彩色な早春の風景だ。

　──この方は、こんな寂しい土地のどこを見たいというのだろう？　色彩鮮やかな南方から来た人なのに。

「……馬には乗れるか？」

　ティガールがぶっきらぼうに問うのへ、レイフェリアも短く応じた。

「乗れます」

「では、厩に」

「ですが、この城には私の馬がありません。叔父の馬には乗ることを禁じられています」

「俺の馬を使うがいい」

　ティガールはそう言うと、さっさと厩に向かった。

　川が凍りつく冬場は、馬がなくては移動も輸送もままならないから、北方領主の厩はかなり規模が大きい。当然馬番も警備の者も常時いるが、二人の姿をみると目をそらしてしまった。

　ティガールは構わず、レイフェリアを伴って中に入って行く。

　──ここに入るのは随分久しぶりだわ。

　厩独特の湿った暖かい空気と、飼葉の匂いを吸い込む。数十頭の馬が耳を震わせて、見知らぬ人間に注目する気配が伝わった。

　ここ数年の間に新しく揃えられた馬がほとんどだが、中には年をとった馬も数頭残っている。かつての父の持ち物だ。彼らはレイフェリアを覚えているらしく、軽くいなないて挨拶をしてくれた。

「これだ」

　広い厩の一番奥の馬房に、見慣れぬ四頭の馬が繋がれている。その見事さに、レイフェリアは目を見張った。

　北の領地の馬とは違い、彼らは毛深くはなく、首も腰もほっそりしている。しかし、艶やかな皮膚の下に、強靭な筋肉を持っていることが見た目にもわかった。

　農耕には向かなさそうだが、走ればどんなに早いのだろうか。

　──こんな素晴らしい馬に乗せてもらえるの？

　知らずレイフェリアの胸が高鳴る。久しく乗らなかったが、乗馬は大好きだったのだ。

「これが俺の馬だ」

　ティガールは四頭の中でも、ひときわ大きな馬の前で足を止めた。立派な若い黒馬である。馬は主に会えて嬉しいらしく、鼻を鳴らしてティガールに鼻先を擦りつけている。

「素晴らしい黒馬ですね。とても賢そうです」

　主はぶっきらぼうだが、馬はとても人懐っこい様子だ。

「ああ、こいつはとても賢い」

「それで……私はどの馬に乗ればいいのですか？」

　レイフェリアはわくわくしながら尋ねた。この馬ほどでなくても、どの馬もとても様子がいい。

「……こいつだが？」

　ティガールは黒馬の額を撫でた。

「……は？」

「これだ」

「え？　一緒？」

　──まさかの相乗り？

　あんぐりと口を開けたレイフェリアを、ティガールは面白そうに覗き込んだ。

「心配はいらない。こいつは強いから大丈夫」

「大丈夫って、南方の馬は雪道に慣れていないのでは？　馬の負担になってしまいます」

「ここに来るまでに慣れた」

　自信たっぷりのティガールだったが、レイフェリアは、相乗りという事態は避けたいところである。なにしろ、ほとんど知らない男なのだ。

「だけど、私も雪道に慣れています。もしよければ別の馬を……」

　レイフェリアがそういった途端、金色の瞳が翳かげった──ような気がした。ただ、厩は薄暗いし、刹那のことだったので気のせいだったかもしれない。

「あなたは、俺の馬に、乗るんだ」

　ティガールはゆっくり言った。

「……わかりました。では同乗いたします」

　この男のおかげで外出することができたのだ。レイフェリアは仕方なく頷くと、ティガールは黙って馬を馬房から出した。厚い馬用の毛布をかぶせ、その上から美しい馬具や鞍を手際よく付けていく。鞍には見事な細工がなされていた。

「行くぞ」

　ティガールは肩に掛けていた赤いマントを下ろす。二人は前後して厩を出た。薄汚れた雪の積もった前庭には誰の姿も見えなくなっていた。

「あの、ティガール様はどこか見たい場所はありますか？　湖か、村など？」

　行き先がわからなくては案内できないので、レイフェリアは無難な所を提案した。

「俺じゃない」

「え？」

「あなたに行きたいところがあるのだろう？」

　意外な言葉だった。

「行くところがあるのではないのか？」

　黙り込んだレイフェリアに、男は辛抱強く繰り返した。

　確かに彼女は、両親の形見を取りに行こうと考えていた。

　だが、なぜ彼に知られてしまったのだろうか？　叔父と外に行かせてくれと揉めていただけなのに。

　ティガールは、ひらりと馬に飛び乗った。そしてレイフェリアに大きな掌を向ける。

　レイフェリアは思い切ってその手を取った。

　あっという間に鞍の前に乗せられたが、勢いがついたせいで反対側に落ちそうになってしまう。

「……お！」

　すぐさま太い腕が腹に回った。

「軽い、軽すぎる」

「はぁ。私、見た目よりも軽いんです」

　馬の高さはよく知っているつもりだったが、馬種が違うせいもあって驚いてしまった。相乗りなので鐙あぶみもなく、姿勢の保持が心もとない。

「大丈夫か？」

「は……はい」

「では行くぞ」

　軽く手綱を振っただけで黒馬は軽快に歩き出す。久しぶりの外が嬉しいのだろう。

「こいつの動きに慣れるまで俺にもたれていたほうがいい。この鞍は大きいからな」

「……はい」

　本当はしゃんと背筋を伸ばしていたかったが、足を支えるものがないために、どうしても体が不安定になってしまう。

　情けないとは思ったが、ぐらぐらするのはみっともないし、馬の負担にもなるだろうから、レイフェリアはその言葉におとなしく従うことにした。

　預けた背中が触れているティガールの体は大きく硬く、それでいて案外心地がいい。体の側面を支えるように腕が添えられ、手綱を操っている。

　なんだかこの男の囚われ人になってしまったようで、レイフェリアはきまりの悪さを感じながらも、大きく呼吸をして体の力を抜いた。

　緊張していると思われるのは嫌だったのだ。

　ティガールは慣れているのか、最小限の動きで馬に指示を出している。

　──この人の体の匂い……私は知っているような気がする。父上に似ているのかしら？

　黒馬は主人に従って、いそいそと門に向かって進み、門衛はすぐに馬一頭が通れるだけ重い扉を開けてくれる。二人は何の障害もなく外へと滑り出た。

「しばらく道なりに走ってくださいますか」

「わかった。は！」

　手綱の一振りで黒馬は気持ちよく走り出す。彼は優れた騎手であるらしく、滑らかに速度が上がった。

　馬も優秀で、ぬかるんだ雪に足を取られることもない。鞍の下に敷いた馬用の毛布がひらひらと足を打つ。この南からきた馬は、慣れない自分が操るのは難しそうだから、相乗りさせてもらって正解だったとレイフェリアは思った。

「美しい赤ですね」

　レイフェリアは思い切ってティガールに話しかけてみた。と言っても、共通の話題などないから、自分が興味のあることについて尋ねてみただけだが。

「赤？」

　短い返事が返ってくる。どうやら話す気はあるようだ。

「身につけられる物のほとんどが、明るく暖かい色をしております。お仲間も、馬も」

「ああ、我々の住む南方では太陽が最重視されている。赤はその象徴だ」

「綺麗ですね」

「……綺麗か」

　ティガールはレイフェリアの後頭に向けて呟いた。吐息がかかる。

　なんだか最初よりも、体が密着しているようなのは気のせいだろうか？

　自分の背中と彼の胸、そして下腹がこれ以上ないほどくっついている。どうにも慣れなくて、レイフェリアはほんの少しだけ尻の位置を変えた。

「とても綺麗です。それに様々な赤があるのですね。どのように染めるのですか？」

「確か、植物を煮出したり、鉄を含む赤い泥に浸したりして染めるのだと思うが、俺は詳しくはない。館の下の街に職人が多くいるから、彼らから聞くといい」

「……南の領土のことは、本で見たことしか知りません。それも少しだけです」

「行けばわかる」

「あなたの花嫁が私で、本当にいいのですか？」

　それは昨日、中途半端に終わった話題だった。

　今ここで出すのもどうかとレイフェリアは思ったが、館では誰かの目があるし、二人で話す機会などそうそう無いので、思い切って尋ねてみることにしたのだ。

「国王陛下のお言葉で、私を迎えに来られたのでしょう？」

「……それだけ、ではない」

「ではなんですか？」

「……それは」

　どんどんティガールの口が重くなっていく。

「今は……言いたくない」

「そうですか。わかりました。湖を超えたら左へ」

　何か事情があるのだろうと察して、レイフェリアはそれ以上尋ねなかった。

　──やっぱり何かあるんだ。語尾がなんだか不明瞭だもの。

　それが自分に関係があるのか、ないのかはわからない。ただ、これ以上教えてもらえないことだけは伝わった。

　なぜか、体の密着具合が元に戻っている。馬の揺れのせいだろうか？

　その間も駿馬は軽快に森の道を駆け抜け、湖の岸を回った。雪のおかげで曇っていても視界が開けると明るい。

「もうじきです。速いですねこの子」

　心から感心してレイフェリアは言った。数日前、氷滑りをしてきた館までの道のりを、ずっと短い時間で逆走していく。

「この子の名前はなんというのですか？」

「パブロ」

「素敵な響きです」

　間に再び森に入る。いくらも進まないうちに、茶色い屋根が見えてきた。森の中の小さな家、七年間暮らしてきた彼女の住まいだった。

「あれです。あれが私の家。あそこに行きたかったのです」

　レイフェリアはティガールの胸の中から腕を上げ、まっすぐ前を差した。

「あなたは……家に帰りたかったのか？」

「はい。もう簡単には戻れないのなら、持っていきたい品があったのです。叔父の呼び出しが急なことだったので、最低限のものしか持ち出してこられなかったので」

　──これでは自分が蔑ないがしろにされていると、遠回しに打ち明けたようなものだわ。この人になんて思われるかしら？

　言いわけするのも、振り向くのもなんだか気まずい。そう思っていると「そうか」と低い声が落ちて、頭の上に息がかかった。

　やがて黒馬は、小さな小屋の前で足を止めた。

　ティガールが家の前の柵に馬を繋いでいる間に、レイフェリアは近くの木の洞ほらに隠しておいた鍵を引っ張り出し、扉を開けた。

「ただいま……」

　呟きに応えるものはいない。もう五年も前から。

　灰と薬草の匂いが締め切った部屋中に満ちている。人気のなかった部屋は冷え切っていて、室温は外と大差ない。全て自分が出て行った時のまま、時間が止まっていた。

　つい数日前まではここで、隠者の暮らしをしていたのだ。

　ふと気がつくとティガールが後ろに立っている。

「申しわけありません、ぼんやりしてしまって……。どうぞ、こちらにお掛けください。寒いでしょうけど」

「構わない」

　ティガールは珍しそうに周囲を眺めている。

「では失礼して、必要なものを取りに行ってきます」

「ああ、ゆっくりと選んでくるがいい」

「ありがとうございます」

　傲慢な男だと思っていたのに、意外な気づかいに戸惑いながら、レイフェリアは二階に上がった。

　父の形見の小箱は、以前見たときのまま、母の寝室の隠し場所にあった。箱には北方領主の紋章である大鷹の焼き印押がある。厳重に封がしてあり、今ここで開けることは躊躇われた。

　振ってみても、中身が布か紙に包まれているのか、音はしない。いずれ中身も確かめなくてはならないだろうと、レイフェリアは丁寧に小箱を袋の底にしまう。

　あとは、数冊の本と私物を選んで、ここでの仕事は終わった。

「納屋から薬草をいくらか持っていこう。南の国では採集できないものもあるだろうし」

　階下に下りると、ティガールはさっきと寸分違わぬ場所に立っていた。

「よろしければ、裏の納屋から薬草を持っていきたいのですが」

「薬草？　あなたは薬学の知識があるのか？」

「知識というほどのものは。ただ母が昔、王都で学んだことがあるらしく、それを受け継いだだけです。体系的な学問ではありません」

　──しまった！

　余計なことを言ってしまったと、レイフェリアは唇を噛んだ。

　──父は、前王妃への祝いの品に毒を仕込んだ疑いをかけられて死んだ。あれから年月が経っているとはいえ、疑いを煽あおるようなことを言ってどうするの！

「そうか」

　幸い、ティガールは気にもとめないようだった。

「ところで、この飾りものはなんだ？」

　ティガールは、棚の上に小さな装飾品を指差した。そばに青や緑の細かい貴石もある。

「ああそれは、拙いものですが、私がつくったものです」

「持っていかないのか？　見事なものだ」

「……いいのですか？」

「この程度大したことはない。そっちの原石も包めばいい。持つから」

　──持つから？

　レイフェリアはわけもわからずに頷く。

　小さな装身具は、商人からはいい細工だと言われたが、素朴なものばかりだ。むしろ、彼を飾る衣服や、装飾品のほうがよほど高価だろう。

　しかし、レイフェリアは素直に嬉しかった。

「次は薬草だな。あの扉が納屋か？」

　台所の奥に納屋兼、貯蔵庫がある。二人も入ればいっぱいの小さな場所だが、石組みでできているため頑丈だ。扉を開けると、香ばしい薬草の匂いが流れ込んでくる。

　レイフェリアは干しておいた数種類の薬草の束を袋に入れた。

「それらは何に効く？」

「打身や頭痛、熱冷ましなどです」

　毒ではないと暗に示すため、レイフェリアは一部を揉んで口に入れた。苦く懐かしい味だ。子どものころ熱を出した時に、母によくこの煎じ薬を飲まされた。

「そうか。なら、もっと持っていくがいい。俺が持ってやる」

「じゃあ、こっちの瓶もいいですか。種が入っているんです」

「取ろう」

「ありがとうございます」

　ティガールの言葉はいつも短く、主語も省略されていることが多いので、自分で意味を汲んで答えなくてはならないということが、レイフェリアにもだんだんわかってきた。

　叔父とはそれなりに丁寧に会話していたようなので、こちらのほうが普段の姿ということなのだろうか？

　長身のティガールは吊ってある薬草を外し、棚から瓶を下ろしている。彼がどんどん袋に入れるので最初思っていたより荷物は多くなった。

「ありがとうございます。これで充分です」

　外に出たレイフェリアは、長い間自分の居場所であった家を振り向く。曇空とはいえ、空は眩しかった。

　ここで七年間暮らした。

　最初の二年間は母と、それ以降は一人でひっそりと。しかし、誇りは失わずに。

　貧しかったが、生き抜く術は身につけられた。辛い思い出も、経験も、自分の糧になっているはずだ。

　向こうに母の墓が見える。父の髪と一緒にレイフェリアが葬り、石を積んだものだ。

「あれは？」

　レイフェリアの視線を追ったティガールが静かに問うた。

「……母です」

「詣もうでよう」

「え……？」

　ティガールは黙ってレイフェリアの腕を取ると、ぬかるんだ雪を踏んで歩き出す。

　開けた場所には畑と薬草園があり、その手前に母の墓石が立っていた。石を積み上げただけの粗末なものだ。森の中はまだ雪解けが進まず、深い雪に埋まっている。

「母上、今戻りました。でもすぐに行かねばなりません……南へ」

　しゃがみこんで雪をどかしながらレイフェリアは呟いた。ティガールが手伝ってくれたので、小さな墓はすぐに綺麗になった。

「いつ戻ってこられるかはわかりません。でも忘れないわ。父上のことも……」

「娘御の御身には責任を持つ。ご母堂は安心召されよ」

　低い声にレイフェリアは、はっと振り返った。

　思いがけないほど近くに男の顔がある。危うくぶつかりそうになって、レイフェリアが身を引くと、転びかけて強い腕に支えられる。束の間、二人は息がかかる距離で見つめあった。腕は解とけない。

「……ティガール様。お伺いしたいことがあるのです」

　見つめる男の腕の中でレイフェリアは言った。なぜか、今聞かねばと思ったのだ。

「言うがいい」

「ゼントルム陛下は、亡くなった私の父のことを知っておられるのですか？」

「さぁ、俺にはよくわからない。ただ王は、四方侯の中で現在、北方領主の立場が著しく下がっていることを、よくないと思っている」

「だから私をあなたの花嫁に推挙を？」

「……理由の一つだ」

　切なげに伏せられた金色の瞳。腕が緩み、レイフェリアは自由になった。

　──そうか、やっぱり政治的配慮だったのね。新王が北方を軽んじてないと、国中に知らしめるには、婚姻が絶好の機会なのだわ。

　でもそれなら、こちらにとってもよい機会だ。必ず証拠を掴つかんで、父の名誉回復を上奏してみせよう。

　レイフェリアは最後にもう一度、母の墓に向き直った。

　冷たい石はなにも語ってくれない。だがこの下には、母と父の想いが眠っているのだ。

「行ってまいります、父上、母上」

　ティガールは黙って立ち上がると、大きな手をぐっと差し出す。

　つかまれ、と示されていることにレイフェリアが気づくまで、少しの間を要した。

　手を預けると、すっと楽に立たせてもらえた。さっきも感じたが、すごく大きな手だ。

　傲慢な人だと思ったけど、そんなに悪い人でもないのかもしれない。

「やり残したことは？」

　ティガールの問いにレイフェリアは首を振る。過去をなぞってもどうしようもない。これから向かう新天地で、自分にできることを探すしかないのだ。

　ティガールは荷物を馬に括りつけた。

「戻るぞ」

　もう昼を大きく過ぎている。早く館に帰らなくてはならない。今宵の晩餐には出なくてはならないだろう。叔父の家族と顔を合わせるのは嫌なことだが仕方がない。

「行きます」

　最後に家を振り返ると、垂れ込める空の下にうずくまるように小さな家があった。この家で彼女は子どもから大人になったのだ。

「……さようなら」

　別れの言葉は、黒馬の起こす風に乗って冷たい空気の中に消えた。

　もう振り向けない。唇が震えたが、空を見上げると耐えられる気がする。

　体を支えてくれる腕の力強さがありがたかった。









４章　出立











　城に戻ったレイフェリアは、厩の前でティガールと別れた。

「今日はご同行くださり、そしてお気づかいいただき、ありがとうございます」

　感謝を込めて頭を下げる。

「ん」

　ティガールは頷くと、さっさと背を向けて立ち去ってしまった。

　手にはレイフェリアの荷物の袋を下げたままだ。

　──まったくよくわからない人だわ。それでも助かったことには違いないんだけど！

「どこに行ってきたのよ！」

　レイフェリアがホールに足を踏み入れた途端、階段から甲高い声が降ってきた。見上げると、アリーナがつかつかと正面階段を降りてくる。

「なによ！　黙ってないで答えなさい！」

　アリーナは自分より背の高いレイフェリアに対抗するためか、階段を二段残して彼女を見下ろした。

「お墓まいり」

　いきり立っている従妹の横を通り過ぎながら、レイフェリアはそっけなく応えた。

「はぁ？　お墓？　そんなことになんでティガール様が同行するのよ？」

　思いがけずティガールの名を聞いて、レイフェリアは足を止め、初めて歳下の従妹を視界に入れた。アリーナは既に晩餐の支度を整えている。

　アリーナは濃い化粧を施し、一番いいドレスを着ていた。髪や首にはいくつもの装飾品が巻きついている。普段から着飾ることが好きな娘だが、今夜はいささかやりすぎのようだ。

「さぁ？　知らないわ。城にいても退屈だからって言ってたようだけど？」

「いい気にならないでよね！　罪人の娘が！　ティガール様にあんたの父親のこと、ばらしてやるから！」

　面倒なので、いつもなら無視して通り過ぎるところだが、父を持ち出されたことが気に障り、レイフェリアはぐるりとアリーナに向き直った。

「な、なによ。あんたがどういう事情で城を追い出されたのか、ティガール様に話すって言っているのよ」

　レイフェリアの注意を引いたことに気をよくし、アリーナは残酷な言葉を吐いた。

　しかしその態度には、どこか弱さが滲み出ている。レイフェリアは、彼女が言葉ほど傲慢ではないことを知っていた。

「ええどうぞ。好きになさい。それに彼はある程度、こちらの事情を知っているわ」

「あんた、自分が南の領地に行けると思って喜んでいるんでしょう？」

「この国の王様とあなたの父上が、私に行けと言ったのよ。私に否やは言えないでしょう？」

「……なんであんたなのよ！」

　アリーナが階段を飛び下りて詰め寄る。

「は？」

　──この子はなにを憤っているのかしら？　いつもは私をせせら笑うか、馬鹿にする言葉を投げつけて満足しているのに。

「ずうずうしいって言ってるのよ！　私のほうがずっと早く、都であの方にお会いしていたのよ！　そうよ、何度も夜会で踊ったわ！」

　アリーナは金切り声でまくし立てる。

「あんたなんて昨日今日、ティガール様に会ったばかりじゃないの！　それなのに、なんであんたが婚約者として南に行くことができるのよ！」

「……ああ」

　レイフェリアは、やっと支離滅裂な従妹の言わんとすることが理解できた。

　つまり、アリーナはあの男のことが好きなのだ。

　彼女とその両親は、レイフェリアの父が不名誉な死を遂げるまで、真国の王都、ミッドウェルシュに住んでいた。叔父のイェーツは、留学中に都の富裕な商家の娘ギンシアを娶ったのだ。

　イェーツはアリーナが生まれても、兄の治める北の領土にはあまり戻って来なかったため、娘のアリーナには王都の影響が濃い。

「あんたなんか嫌いよ！」

　アリーナは吐き捨てるように叫んだ。

「知ってるわ」

　アリーナはレイフェリアに劣等感を持っている。

　彼女の父イェーツは前領主エイフリークの異母弟で、しかも末息子である。その娘のアリーナは、もともと領主の身内だというだけで、公的な身分はなかった。父譲りの金髪だが背が低く、運動をしないため、やや太り気味である。

　対してレイフェリアは、領民に慕われる領主の後継であり、幼いころから文武に秀で、すらりと美しかった。アリーナは常にレイフェリアに対し、羨望を感じていたのだ。

　しかし、今や北方領主の後継はアリーナになったのである。そしてレイフェリアへの敵愾心をむき出しにしている。

　この数日、レイフェリアがアリーナに会うことはほとんどなかったが、城内に高い笑い声が響くのを幾度も聞いたし、遠目にも美々しく着飾っている姿を見てもいた。

　彼女は自分こそが、ティガールの花嫁になれると思っていたのだろう。

　とはいえ、南方を嫌っている叔父が、自分の愛娘を差し出すわけがない。

　──後ろ盾のない私には選択権なんかないって、わかりきっているくせに、この子は言わずにはおれないのだわ。

「あんたは、この陰気な領地に引っ込んでいなさい！　あんたにはそれがお似合いよ！」

「そうね。その通りだわ」

　必死で優位に立とうとするアリーナに哀れみを感じ、レイフェリアは同意した。

　四方侯の位は、国王に次いで高いのだが、派手好きなアリーナには、この北の領地はあまりに似合わなかった。しかも父の事件以来、北方領主は四方侯の中でも最下位に落とされ、交易も制限されて領地の力は弱まっている。

　アリーナが王都で出会い、この地で再会したティガールに憧れるのも無理はない。無愛想な部分を差し引いても、彼は雄々しく立派で、人目を引く美丈夫なのだ。

「でも、もう決まったことだわ。私だって思いもよらなかったことだもの。残念だけど、どうしようもない」

　レイフェリアは幼い子どもに言って聞かすように、ゆっくりと応じてやる。

　思いがけず国王の推挙を受けたのはレイフェリアだ。南がどんなところか、これからどうなるのかもわからないが、旅立つのは紛れもなく彼女なのだ。

「認めないわ！　もう一度お父様にお願いして、私がティガール様と王都へ行くのよ！　あんたは邪魔！　さっさとあの惨めな小屋に引っ込んで、一生墓守りでもしてなさい！」

「墓には既に詣でた」

　金切り声を遮ったのは、低く短い言葉だった。

　二人の娘が同時に振り返ると、扉の前に立ちふさがった男がいる。ティガールだ。

　馬を厩に入れて戻ってきたところなのだろう。

「ティガール様！」

　アリーナがドレスの裾を翻して駆け寄る。

「おかえりなさいませ！　今日は外出に最適の日だとは言えませんわね。レイフェリアに無理やり付き合わされたのではなくて？」

「違う」

「明日は私が近くの町を案内いたしますわ！　温泉の湧き出るところがありますの。とっておきの美しい場所ですわ！」

「明日は出立だ。部屋に戻る」

「ではご一緒いたしますわ！　今日の晩餐も、お隣に座ってかまいませんわよね！」

　アリーナはレイフェリアに勝ち誇った微笑みを向けて言った。

「構わないが、今夜はレイフェリア殿も同席する。その時は、さっきのような言葉や態度は慎むことだ」

　静かな、だが断固とした声が、頬を染めているアリーナの口元を強張らせる。

「部屋まで送ろう、アリーナ殿」

　そう言うとティガールは、二人の娘の意見は聞かずにすたすた歩き出した。




　予想通り、その夜の晩餐には、レイフェリアも出席するようにとの伝言が、イェーツから届けられた。婚約の体裁を整えるために、祝いという形にしたようだ。

　南方を嫌っている叔父としては、今夜の晩餐会は破格の大盤振る舞いなのだろうと、レイフェリアは思った。

　せいぜいもてなし、明日には自分と客人を厄介払いしようとする魂胆なのだろう。それで国王の心証が良くなるなら、万々歳だと思っているのに違いない。

　そう思いながら何を着ようか考えていると、ルーシーが衣装箱を持って入って来る。

「南のお客様からのご伝言で、レイフェリア様に今夜はこれを着て、晩餐に臨んでいただきたいとのことです！」

　大きな箱を抱えたルーシーは、好奇心を隠さずに言った。

　開けられた箱の中には、色鮮やかな南国風の衣装と装飾品一式が入っていた。開けただけで、陰気な部屋が明るくなるような色合いと模様である。

「わぁっ！　見てください、とても綺麗なお衣装です！」

「ほんとね、とても素敵だわ」

「なんて上等の絹！　でもこれ南国風ですよねぇ、私にちゃんとお着せできるかしら？」

　ルーシーは美しい布地を眺めながら考え込んでいる。

　広げてみると、こちらの文化に配慮してくれたのか、色は明るいが、この地方の衣類と同じ様式になっていた。してみると、国を出る時に既に準備していたのか。

　──もしかしてあの方が気づかってくれたのかしら？　いや……それはないわね。

　あのぶっきらぼうな男が女物の衣装を選んでいる姿など、想像しがたい。多分、おつきのオセロットあたりが、女の召使いに頼んだのだろう。

「ああ、これならお着付けできそうです。それにしても素晴らしいお衣装ですねぇ、柔らかいのに生地がしっかりしていて、相当な高級品ですよ。それにやっぱり、染料が全然違います。あと、この首飾りも素敵！　なんの宝石かしら？　いろんな色が混じっていて、とても豪華です！」

　ルーシーはレイフェリアに衣装を当てながら、しきりに感心している。

「じゃ、さっそくお顔を洗ってきてくださいな。お化粧も頑張りますわ！」

「……あまり頑張らなくてもいいから」

　レイフェリアは、ルーシーほどはしゃぐ気にはなれなくて、自分の姿を見下ろす。

　朝出かけた時のままの男物の服のままだ。確かにこれではアリーナに馬鹿にされても仕方がない。レイフェリアは苦笑しながら服を脱いだ。

「レイ様はお綺麗だし、姿がいいから飾りがいがあります」

　顔と手を洗い、下着姿になったレイフェリアに、ルーシーは服を着付けていく。

　雑用係だと言っていたわりに手慣れた手つきだ。首に巻かれたのは、さっき手に取った色とりどりの小粒の宝石を繋げて作った独特の首飾りだった。

　北の地方では重い金や銀が尊ばれるが、この首飾りは重くはなく、肌に直接付けてもとても柔らかい感触だ。

「さぁ、今度は御髪ですよ。あ、衣装とお揃いの髪飾りがあります……さて、どんなふうに結えば映えるかしら？」

　北の地方ではアリーナのような濃い金髪が良いとされるので、銀色の混じったこの髪は馬鹿にされる要因の一つだったのだが、ルーシーの手際と、美しい髪飾りによって見違えるようになった。

「まぁ」

　鏡に映った娘は、自分だとは思えない明るい色に包まれていた。

　衣装は赤を基調としているが、地模様と刺繍が施されて上品だ。着心地も申し分ない。

「素敵！　ルーシーはとても腕がいいのね？」

「ありがとうございます。お化粧は、頬と唇に少し紅をさすくらいにしておきましょう。どうせアリーナ様は塗りたくられるはずですから、清楚にいきましょう。まぁ、なにもなさらなくても、レイフェリア様はお綺麗ですけど。あ、アリーナ様の悪口は内緒ですよ」

「わかったわ」

「あのぅ私……レイフェリア様の侍女になれないでしょうか？」

　ルーシーはもじもじと言いだした。

「ありがとう。でも多分無理よ。私は明日にもお客人と一緒に、ここを出て行かなくちゃならないの」

「そうですか……」

　レイフェリアの答えに、ルーシーは考え込んでいる。

　その時、晩餐を知らせる鐘が鳴り、レイフェリアはルーシーに見送られて部屋を出た。

　今夜がこの館で過ごす最後の夜になるかもしれない──そう感じながら。




　そして、重い気分を抱えつつ臨んだ晩餐会。

　冬場はほとんど使われない大広間は、貴重なロウソクがふんだんに灯され、炎が石壁に反射してとても明るい。客人は南方の使者と、この地の商人や村むら長おさたちだ。

　羊を一頭捌さばいたのか、大テーブルの真ん中にこんがり炙あぶった大きな肉の塊が置かれている。その周りにも燻くん製せいのハムや、骨つき肉の煮込み、新鮮な魚の揚げ物、冬野菜のスープなどが、ところ狭しと置かれていた。冬場のこととて、生の野菜や果物は少ないものの、干した果実を生地に練りこんで焼いた菓子まである。

　レイフェリアにとっては、両親と共に館で暮らしていた時以来のご馳走だった。

　どうせ末席だと思っていたのが、驚くことにティガールの左隣の席だ。つまり、アリーナより上の席になる。

　アリーナもやはり客人から贈られたのだろう、新しい衣装を着ていたが、その色はレイフェリアのものよりもずっと淡く、濃い化粧の彼女にはあまり似合っていなかった。

　アリーナは、自分より上座についたレイフェリアに憎しみの目線を投げながら、悔しそうに扇を握りしめている。母のギンシアも同じように彼女を睨んでいた。

　レイフェリアはうんざりしながら二つの視線をやり過ごし、テーブルをまわる。卓の大きさの割に出席者が少ないので、席の間はかなり広い。

　これではひそひそ話はできないだろう。

「これは！　レイフェリア姫、なんと美しい！　我が南の赤がとてもお似合いでございます！　ティガール様もそう思われるでしょう？　おや、言葉もないご様子ですな！」

　金色の目を見開いたままの主人の代わりに、褒め言葉を繰り出したのは、無論オセロットである。彼は如才なく立ち上がると、レイフェリアの椅子を引いてくれた。

「それに、素晴らしいお目の色！　このオセロット、長い間生きておりますが、このような紫瞳は見たことがありませぬ。そのお色は北方領主家直系の証だと伺っております！」

　彼は些いささか大げさではないかと思えるほど、賛美の言葉を並べたてる。

「いや、ご婦人のお目を覗き込むなど、礼を失しておりますな。申しわけございませぬ」

「いいえ。身に余るお心づかい、ありがとうございます。でも少し褒めすぎですわ」

　もしかしたら何か狙いがあっての態度なのかもしれない、とレイフェリアは思った。

　北方領主家直系を示すこの瞳のことを持ち出すと、叔父と家族が嫌な顔をすることを知っているのだろうか？

　案の定、不味いものでも食べたような顔で、叔父がこちらを見ている。

　面倒は避けたいレイフェリアは、急いで話題を変えた。

「オセロット様、この北の地では、こんなに鮮やかな赤を発色する染料はございません。南方のご婦人は、いつもこのような美しい衣装をお召しになっておられるのですか？」

「そうですねぇ。わが国で一番尊ばれるのは緋ひ色いろですが、ご婦人方は橙や黄など、明るく美しい色を愛でておられます。南方は色彩豊かな地方です。しかし、青や緑は北方の染料が鮮やかですね。こちらの青は珍しがられるでしょう」

「北方の青ですか？」

　レイフェリアが興味を示したところでイェーツが立ち上がった。晩餐の始まりが告げられるのだ。

「方々、今宵はお集まりいただき感謝する。長かった冬も、もう終わりが見えている。そして、この場でご報告申し上げることがある。我が姪、ノーザン・レイフェリアが、この度、ゼントルム国王陛下のご推挙により、こちらの南方領主後継、サーザン・ティガール殿の婚約者として南の領土へ参ることとなった。まだ結婚が決まったわけではないが、とりあえずはめでたいと言うべきだろう」

　その口ぶりはとてもめでたいと思っているようには思えなかったが、レイフェリアは慎ましく首こうべを垂れる。

「来たる春と、北と南の領地の交流の発展に杯を上げよう！　乾杯！」

「乾杯！」

　主に男たちが唱和し、杯が干された。

「イェーツ様、おめでとうございます！」

「おめでとうございます。これで南方との絆が深まれば、この地はもっと発展することでしょう」

　招かれた商人たちが口々に祝いの言葉を述べている。

　レイフェリアも自分に注がれた琥珀色の液体に口をつけた。舌先が痺れるほど強い北の酒だ。彼女は大人になる前に館を離れたから、酒に耐性がない。しかし、アリーナやギンシアは平気で飲み干している。

　乾杯が終わると料理が給仕された。大皿に盛った料理は直接取るのではなく、給仕が切り取って取り分けてくれるのだ。酒も杯が空になると注いでもらえる。

　しかし、レイフェリアのところにはなかなか皿が置かれなかった。

　見るとアリーナがニヤニヤしながら、杯を傾けている。

　──この期に及んで嫌がらせか。

　実のところ、レイフェリアはかなり空腹だ。

　部屋で取る食事は量も質も乏しく、とても若い胃袋を満足させるものではない。

　森の家の暮らしも豊かではなかったが、それでも罠を張って捕えた動物を捌き、週に一度は肉を食べていた。だからレイフェリアは、この城にきてから痩せてしまったくらいなのだ。

　──さて、どうしようか……。

　一応淑女であるので、自分から料理を取ることは作法上ありえない。レイフェリアが戸惑っていると、後ろからことりと皿が置かれた。

　振り向くと、明るい瞳の青年が笑っていた。

「どうぞ？　お姫様」

　レイフェリアは、自分とティガールの間に立った青年を見上げた。

　彼は客人の中でも一番若く、笑うような茶色の瞳に人懐こい顔をしている。最初の日に会ったが、今まで口をきく機会はなかった。

「あ、失礼しましたお姫様。俺ヒューマって言います。ティガール様の従者です。初めましてじゃないけど、初めましてと言っておきます！」

　ヒューマが置いてくれた大皿には、肉や野菜が彩りよく盛りつけられている。

「ありがとう。でも私、姫じゃないわ。前にも言ったと思うけど」

「俺にとってはお姫様ですよ。とってもお綺麗だし。お料理、勝手に取り分けてすみません、お嫌いなものがなければ良いのですが」

「大丈夫。上手にお皿に盛れるのね。とても食べやすそう」

「えへへ。俺、いつもこんなことやってるもんで。ティガール様のお皿も俺が満たすんです。で、指示されたんで」

「……え？」

　レイフェリアがこっそり隣を見ると、ティガールがこちらを見ながら、もりもりと料理を平らげていた。

　ヒューマの席はずっと下座だ。いったいいつ、そんな指示を出していたのだろう？

「俺、素早くて、立ち回るのが上手いんですよ。もっと取ってきましょうか？」

　レイフェリアが不思議に思ったことを察したかのように、ヒューマが笑った。確かに機転が利いて重宝されそうな若者だ。

「いえ、大丈夫よ。あなただってお客様でしょう？　ご自分も召し上がって」

「俺は大丈夫です。こうやって誰の邪魔にもならずに動くのが得意なんです。じゃあ、ゆっくり召し上がってください。後で、お菓子をとってきますからね！」

　屈託のなさそうな青年の言葉に、レイフェリアも思わず微笑みを返す。

「あ……ありがとう。ヒューマ」

「ヒューマ、用事がすんだらとっとと席に戻れ」

「おっと叱られた。はいはい、主様。戻りまーす」

　ヒューマはおどけて肩をすくめ、自分の席へと戻った。確かにしなやかな動きで、給仕たちの間をするすると抜けて行く。

　──ありがたいわ。最近ほとんど食べてなかったし。でも……。

　ヒューマの言葉が本当なら、ティガールは空っぽのままの彼女の皿を気にかけてくれたことになる。レイフェリアがもう一度目を上げると、やはり自分を見つめる瞳とまともにぶつかった。ここで、知らんぷりをしてしまっては、自分まで無礼者になってしまう。

　さりとて叔父やアリーナがいる場で、お礼の言葉を述べるのもはばかられ、レイフェリアは目を伏せて頭を下げるだけにとどめた。

「給仕！」

　ティガールが、短く近くの召使いを呼ぶ。さっきまでレイフェリアを無視していたその男は、いそいそとティガールの前にやってきた。

「酒ではない飲み物を」

「かしこまりました」

　水に果物を漬け込んだ綺麗な飲料が運ばれる。ティガールは杯を受け取ると、長い腕を伸ばしてレイフェリアに差し出した。

「……ありがとうございます」

「食え、そして飲め。明日の昼前には発つ。故郷の味を堪能できる日は当分こない」

　レイフェリアはもう一度頭を下げると、食べることに専念することにした。空腹がほどよく満たされていく。

　羊の骨つき肉なんて久しぶりだ。たっぷりソースが絡んだそれに思い切りかぶりつく。骨つき肉はナイフを使わないのが習わしなのだ。

　夢中で食べていると、向こうからアリーナの声が聞こえてきた。向かいに座る父に話しかけているらしい。

「お父様！　お願い、私も南の領地に行けるように国王陛下にお願いして！」

「それはできない。アリーナ、お前はたった一人の娘だ。あまり遠くに行ってしまっては母上も寂しがるだろう。いずれしかるべき嫁ぎ先を見つけてやる」

「イヤよ、こんな冬の長い暗い国はイヤ！　私は都で、あの娘こより先に、ティガール様にお会いしてたのよ！」

「アリーナ、お父様にわがままを言うものではありませんよ」

　ギンシアが形だけはたしなめているが、その声はどこか投げやりだ。彼女も今回の件については不満があるのだろう。

「ですがあなた、アリーナの気持ちもお察しください。この子は幼い頃から王都で育ち、洗練された教育を受けたのですよ。もう少し世間を見せてやってもよいのでは？」

「それはおいおい考える。だが、今回は駄目だ。南へはレイフェリアを行かせる。それにこの土地にはまだまだ希望がある」

　イェーツはこれでこの話は終わりだというように、断固とした調子で言った。

　レイフェリアは食べることに集中するふりをしながら、叔父の言葉を聞いていた。

　──そうだ。この北の領地は、厳しいだけの土地ではない。

　山奥には砂金の採れる川があり、宝石を含む鉱物資源や森林資源も豊かだ。ここ数年、交易は制限されているとはいえ、領主の懐は見かけよりもずっと豊かなのである。

　そうこうしている内に、料理はあらかた食べ尽くされ、甘味の給仕がはじまった。

　北の作法では正餐が終わり、菓子や蜂蜜が給仕されると、席を立っても良いことになっている。

　そしてまたしてもアリーナの馬鹿馬鹿しい嫌がらせのお陰で、今回もレイフェリアの席の前にはなにも置かれなかった。

　──何が洗練された教育なんだか！

　けれど、再びヒューマが果実酒に浸した焼き菓子を持ってきてくれた。レイフェリアは遠慮なくそれに手をつけることにした。甘いものは大好きだが酒が混じっているので、なんだかお腹の辺りが熱くなってくる。

　多分、アリーナも酔っているのだろう。こちらは菓子だけでなく、本当の酒を過ごしてしまったようである。

「ねぇ、ティガール様ぁ、私お願いがありますの！」

　アリーナはついと席を立って、レイフェリアとティガールの間に割り込んできた。

「この後、私のお部屋に遊びに来てくださらない？」

　レイフェリアは思わずむせそうになった。

　──アリーナ！　あなたなにを言ってるの？

　いくら、真夜中ではないと言っても、領主の娘が若い男を部屋に引き込むなど、どういうつもりなのだろうか。

　だが、アリーナの背中に阻まれて、ティガールの様子はわからない。なにか唸るような声が聞こえただけだ。

「まぁ、誤解なさらないで？　なにも二人だけでというつもりではありませんのよ。アリーナはそんな娘じゃありませんわ。侍女もたくさんおりますもの。ティガール様に毛皮を見ていただきたいんですの。この地で取れる極上の白しろ貂てんもありましてよ。きっと交易の役に立ちますわ！　少しだけでも見にいらして……まぁ！　嬉しいですわ！　お母様、ティガール様が、私の毛皮を見にきてくださるって！」

　これを聞いて、レイフェリアは何ともいえない気分に陥った。抜け目のない彼女のことだ。うまく立ち回って、既成事実を作ってしまおうとしているのかもしれない。

　──まぁ、どうでもいいわ。どうせ私たちは政略の間柄なんだから。好きなだけアリーナと仲良くすればいいんだ。

　うんざりしたレイフェリアが最後のケーキを頬張りながら下座の方をみると、こちらを見ているヒューマと目が合う。

　その明るい瞳は、とても愉快なことがあるかのように可お笑かしそうに瞬いていた。

　晩餐が終わると、レイフェリアは早々に席を立った。

　これ以上この場にいても意味がないし、明日の出立に備えようと思ったからだ。

　目を合わせずに叔父とティガールに挨拶すると、レイフェリアはさっさと大広間を引き上げた。

　部屋ではルーシーが待ち構えており、好奇心もあらわに駆け寄ってくる。

「レイフェリア様、おかえりなさいませ。晩餐会、どうでございました？」

「どうって、別に何事もなく終わったわ。久しぶりにお肉を食べたような気がする」

「部屋着になられますか？」

「ええ、脱ぎたいわ」

「あの素敵なお客様と、お話しになられました？」

　替えの衣類を受け取りながら、ルーシーはなおも尋ねる。

「ティガール様のこと？　いいえ、特になにも」

「だってお席は隣でしたよね？　ドレスを送ってくださったんですもの。普通はお綺麗です、ぐらいは言われますでしょ？」

　髪飾りを抜き、紐を解くと、後ろに上げていた髪が滝のように流れ落ちる。

「言われないわ。それにアリーナにも同じようなドレスが贈られていたわ」

「ええ～、ほんとですかぁ？」

「本当よ。さぁ、これから荷物を詰めなくちゃ……」

　すっかり部屋着姿になったレイフェリアは、やれやれと伸びをした。

　既にあらかたの荷物は部屋の隅に積んである。ここにくる際に持ってきた荷物がほとんどそのままだから、手間はかからなかったのだ。

「今日持って帰られたものですね。ああ、こんな小さなものなら、こちらの櫃ひつに余裕があります」

「ありがとう。油紙をちょうだい。自分で入れるわ」

　レイフェリアは、両親の形見の小箱と手紙を大切に油紙に包み、櫃に入れる。

　分厚い皮でできた頑丈な櫃だ。留守の間にオセロットが持ってきてくれたものらしい。

　叔父たちは本当になにも用意してくれなかった。

　──南方の方々には、なにからなにまでお世話になってしまったわ……。

　壊れないように衣類の間に小箱を忍ばせると、これで荷造りは完了だった。

「あの……レイフェリア様。お願いがあるのです」

「なぁに？」

「私はレイフェリア様づきの侍女として、一緒に南方に行きたいのです」

　ルーシーは真剣な様子だった。

「本気なんです」

「気持ちは嬉しいけど……それは私には決められないわ。それにあなたには家族もいるでしょう？」

「私は四人兄弟の末っ子で、兄には義姉と三人の子がいるから、家はもう手一杯です。私は自立したいんです。両親は反対なぞしやしません。それにおじいちゃんは喜んでくれるでしょう」

「ええ……でも、本当に私の一存では……たぶん叔父に反対されるだろうし」

　侍女なんて贅沢だと、イェーツなら即刻却下するだろう。だが、たった一人で知らない土地に行くのは確かに心細い。慣れない旅の道中ならなおさらだ。

　ただ、レイフェリアには拭いきれない不安がある。

　ルーシーはいい娘だが、彼女が叔父の監視役ではないという確信が持てないのだ。悪気はなくても、無自覚に丸めこまれている可能性もある。

「実はお昼間、あのかっこいいおじさんに、お話をしたんです！」

　レイフェリアの懸念を察したかのように、ルーシーは明るく胸を張った。

「かっこいいおじさん？　もしかしてオセロット様のこと？」

「ええそうです！　お昼間あの方に、私をレイフェリア様づきの侍女として雇ってもらえませんか、って」

「直談判やっちゃったの？　すごいわねルーシー。で、どうだった？」

「ご領主様が許してくれたらいいって。お給金は自分たちが払うからって、あっさりご了承くださいました。御一行には女の人がいないので、道々レイフェリア様のお世話をする人を雇うかと考えていたそうですよ」

「そう……だけど、ルーシーはどうして私と行きたいの？　誰かになにか言われたの？」

　尋ねてからレイフェリアは注意深くルーシーの様子を観察する。もし彼女に何かやましいところがあるのなら、表情や仕草に何らかの変化があると思ったのだ。

「私、前から別の土地を見たいって気持ちが強かったんです。でも、一番いいことは、レイフェリア様と一緒にいられることです。誰からもなにも言われていません！」

「私があなたの一番いいこと？」

　予想もつかないことばかりルーシーは宣言する。

「私、ずっとお館の侍女になりたかったんですけど、ここでは、都から来た侍女さんたちに馬鹿にされるし、おじいちゃんには悪いけど、春には辞めようとしてたところに、レイフェリア様がいらして、なんと南方へお嫁に行かれるって言うじゃないですか！　これはもう、絶対頼み込むしかないって思って！」

「まだ婚約の段階だけどね。でも、いったんここを出たら、簡単に帰れないわよ」

「わかってます。でも実家にはもう居場所はないし、私は本当に自立したかったんです。勝手な都合ばかりですみません」

「……」

「やっぱりいけませんか？　侍女って、教養とかお作法が必要ですもんね。向こうでレイフェリア様に恥をかかせてしまうかもだし……」

「そんなことはいいの。ではまだ叔父上には伺っていないのね？　家令には？」

「いいえ、あの家令さんは苦手です」

「そう……じゃあ、今夜のうちに、もう一度オセロット様を通して叔父上にお願いしてもらうといいかも」

「わかりました！　じゃあレイフェリア様、今夜は早くお休みください！」

「……あなたもね。おやすみなさい」

　ルーシーを下がらせてからも、レイフェリアは眠る気になれなかった。

　──あの方はまだ、アリーナの部屋にいるのかしら？

　自分には関係のないことだと何度思っても、どうしても気になってしまう。

　──今頃二人で、どんなふうに過ごしているの？

　アリーナは誘惑する気が満々だった。ティガールは無口でも、義理を重んじる男だと感じたのは、レイフェリアの思い違いだったのだろうか。

「ああもう！　ちょっと、ちょっとだけ見てみるだけよ！」

　レイフェリアは寝間着の上に外套を羽織り、ショールを巻きつけて長靴をはくと、そっと部屋を出る。

　叔父たちの私室が並ぶ三階には行けないので、裏口から寒い戸外へ出た。曇った夜で月も見えないが、城内にはまだところどころ灯りが点いている。

　かつて自分のものだったアリーナの部屋は東側だ。その下に立つと、厚い帳とばりごしに灯りが漏れていた。中には複数の人の気配もする。

　──こんなに遅くまで……。

　レイフェリアは寒さで震えた。明日からずっと一緒だというのに、自分はいったいなにをやっているのだろう？　部屋に戻ろうと、ショールをかきあわせた、その時。

「え……？」

　アリーナの部屋が不意に暗くなった。しかし、今の今まで人の気配がしていたのだ。いきなり眠ってしまったわけはないだろう。

　見上げるレイフェリアの視線の先で、部屋の窓が開いた。真っ暗になった部屋から帳が捲まくれ上がった瞬間、中から飛び出した大きな影。

「あ！」

　それは窓の前の木を蹴って体を返すと、二階の庇から跳んで、音もなく雪の上に着地した。レイフェリアの立っている場所から、わずかに十歩ほどのところである。

「け、獣！」

　今夜は月がないのでよく見えないが、猫のような影としなやかな動き、うっすらと見える縞模様でレイフェリアにはそれとわかった。

　数日前に、突然現れたあの獣。やはり夢ではなかったのだ。

　影はレイフェリアを見つめ、ひたりと静止する。二つの視線がぶつかったが、獣はすぐに身を翻すと壁沿いに走り、城壁の向こうへ消えた。

「あ！　アリーナは!?」

　もしかしたら、アリーナは、あの獣に襲われたのではないだろうか？

　レイフェリアが駆けだそうとした途端、思い切り何かにぶつかる。驚いて見上げると、それはヒューマだった。

　彼は晩餐の時と同じ、愛想のいい笑顔を浮かべている。

「こんばんは、姫様。こんな寒い夜更けに外にいると風邪をひきますよ」

「い……今、大きな獣が見えたの！　私、アリーナが無事か確かめに行かなくちゃ！」

「大丈夫です。姫様、なにも心配ありません」

　人の良さそうなヒューマの笑顔に、別の気配が漂う。本能でレイフェリアは後ろに飛びのいた。

「俺を信じてください」

　そう言うと、ヒューマはレイフェリアの顔の前にすっと手を翳かざした。

　レイフェリアが覚えているのは、そこまでだった。

　その夜。

　レイフェリアの眠る二階の部屋の窓の外に、一頭の獣がうずくまっていた。

　獣は時折、大きな体を伸ばし、窓の中を覗き込む。闇を見透かす彼の目に、寝台の上の若い娘が安らかな寝息で胸を上下させている姿が映った。

　獣はその度、安心したようにふっふと鼻息を漏らし、再び庇の上で微睡まどろむのだった。




　目覚めた時、レイフェリアは自分が寝台にいることに気がついた。

「うう……」

　慌てて半身を起こすと、ちゃんと寝間着を着ている。外套と長靴は寝台の近くに置かれてあった。まるで何事もなかったように。

　いや、何があるというのだろう？

「あの獣は……」

　寝台から這はいだし、急いで身支度をすると、裏の階段を下りて庭に出る。もし昨日のことが現実だとしたら、雪の上には獣の足跡が点々と残っているはずである。

　しかし──。

「……あれ？」

　本館の東側の雪は綺麗に除雪されていて、足跡どころか木の葉さえも落ちていない。薄汚れた雪が城壁の下にうず高く積まれているだけだ。

　──これじゃ確かめようがない！

「でも、そうだ……アリーナ、アリーナだ！」

　昨夜の獣は、確かに三階のアリーナの部屋から飛び出した。いくら意地悪な娘でも、獣に害されていいはずはない！　レイフェリアは大急ぎで屋内にとって返した。

　だが、駆け込んだ館の中は、特にいつもと変わりがなかった。

　階上で何か騒ぎが起きている気配もない。レイフェリアは普段利用しない正面階段を使ったが、すれ違う召使いたちも、朝の支度で忙しそうだ。

　──やっぱりあれは夢？　昨夜私、いらいらしていたからかな？

　拍子抜けをして部屋に戻ると、ルーシーが朝食の用意をして待ち構えていた。

「おはようございます！　お部屋におられないからびっくりしましたよ。レイ様は朝からお散歩をしていらしたのですか？」

「え？　ええ、まぁ……そうね」

　バツが悪くて語尾が弱い。

「ですが、スープが少し冷めてしまいました。温め直しますか？」

「いえ、大丈夫よ……あの、ルーシー？」

「はい？」

「アリーナのところにも、もう朝食は運ばれているわよね？」

「え？　はい。私が厨房から出る時、アリーナの侍女さんが上に上がるのを見ました」

「そ、そう……？」

　レイフェリアはもう一度耳をすませた。しかし、特になにも聞こえない。

　──やっぱり夢だったの？　でも、どうして最近獣の夢ばかり見るのかしら？

　不思議に思いながらもレイフェリアは朝食を食べ終え、ルーシーに手伝ってもらいながら朝の身支度を済ませる。

　今日の昼には旅立たねばならない。

　再び着替えるのは面倒だったので、旅に耐えられる、丈夫で飾りけのない服を身に着ける。つまり、いつもの外出と同じ少年のような足通しの上から、裾の長い上着と幅広の帯を締めた格好だ。

　着ていた寝間着と、最後の日用品を箱に詰めたら旅支度はできあがった。

　ルーシーは朝食の盆を下げて慌ただしく出て行く。この後、呼び出しが来るまで部屋で待機なのだろう。

　──どうも調子が出ないわ。

　レイフェリアはぼんやりと考えながら、寝台に倒れて上半身を預けた。行儀が悪いとは思ったけれど、少しゆっくり考えたかったのだ。

　目を閉じると、昨夜の獣の姿が浮かぶ。

　闇の中でも光を放ちながら、こちらを見据えた金色の双そう眸ぼう。

　はっきり覚えている。あれが夢だったのなら、レイフェリアはもう、自分の感覚を信じられない。

　そして、叔父の話にも出てきた獣。

　荒唐無稽にも思える突拍子もない話だったが、ここにきてレイフェリアの身近に感じられるようになってきている。証拠もなにもないが、どうしても昨夜のことが夢だとは思えなかった。

「……」

　外套の隠しに入れっぱなしにしていた毒薬を確かめる。小さくて硬い瓶はまだそこにあった。

　──ああ、いったいどうしたのかしら？

　考えがまとまらない。

　──イェーツ叔父が見たという恐ろしい獣。そして自分が見た獣。叔父は南方領主の屋敷で見たと言い、私は南方領主の後継が滞在しているこの城で見た。これは偶然なのだろうか？　そうではないと考えたほうが自然だわ。けれど、叔父が言うような恐ろしい印象はなかった。

　いや、恐ろしいのは、確かにそうなのだが、獣はレイフェリアに襲いかかったり、吠えたりする攻撃的な行動は何一つする気配はなかったのだ。

　それはただ、大きく美しかった。

　そうなると、叔父上の言うように南方領主は、ただの見慣れない獣を飼っていて、護身用かなにかで連れているのかもしれない。今のところ、事件も起きていないし、村人が襲われたという報告もない。

　──でも、いくらおとなしくても、普通あんな大きな獣を連れ歩くかしら？

「もしかしたら、あれは人を襲わない獣なのかも。でも、だったらなぜ、アリーナの部屋にいたのかしら……そうだ！」

　レイフェリアはガバリと起き上がった。

「ヒューマだ！　あの時、振り返ったらヒューマがいて、それから先がわからなくなったんだわ！」

　しかし、どうして自分が意識をなくしたのか、さっぱりわからない。ヒューマに聞くしかないが、おそらく教えてもらえないだろう。

「やっぱりなにか……なにかわけがあるんだわ」

　レイフェリアは唇を引き結んだ。

「とにかく、南に行ってみないことには！」

　その時は刻々と近づいている。

「そういえばルーシーは、どうしたのかしら？　ついていく許可は下りたのかな？」

　なにもできないことに焦れながら、レイフェリアは出立の時を待つ。部屋を出るように言われたのは、それから半刻ほど立ってからだ。

　まず叔父の部屋に向かう。約束した念書を貰うためだ。

　ルーシーが扉の前に立って自分に微笑んでいる。彼女は旅装だった。してみれば叔父は、レイフェリアに従って旅立つ許可を出したのだろうか。

「叔父上、入ります」

　叔父は執務机に座り、書紙を広げて何かを書きつけていた。レイフェリアが進むと黙ってそれを差し出す。

　中身は、父の名誉回復を願い出る嘆願書だった。

　正式な用紙を使ってくれたらしく、下の方には北方領主家の紋章、大鷹の印がある。

　書いたばかりなのだろう、叔父の署名の文字がまだ濡れていた。

　レイフェリアは文字が乾くのを待って丸めると、丁寧に油紙に包んだ。

「ありがとうございます」

「これでよかろう。ただしこれを使うのは、私が言ったことを果たしてからだ」

「承知しました……あの、叔父上、叔父上はルーシーを連れていく許可を出してくださったのですね」

「ああ、オセロット殿が給金を出すと言うのでな」

　さすがに、領主の婚約者として旅立つ姪に、召使いの一人もつけないのは、憚はばかられると思い、仕方なく許可したのだろう。しかし、それでもレイフェリアは嬉しかった。

　これで道中も少しは気がまぎれるだろう。なにしろティガールは、決して話しやすい男ではない。

「では、まいります」

　部屋を出る前にちらりと壁の姿見を見たが、男物の旅装に身をやつした自分の姿は、どう見ても姫でも令嬢でもない。こんな娘を婚約者にして、彼はどう思うだろうか？　とちらりと思った。

　──まぁ今さらか。

　廊下に出ると、荷物と共に待ち構えていたルーシーがすぐさま後に続いた。荷物は自分で持つのがレイフェリアの主義だ。

　外套の胸の隠しには黒い小瓶のわずかな重み。

　中にはそのままで使えば、恐ろしい毒薬が入っているのだ。レイフェリアは出かける間際に、小瓶を布で包んで隠しの底に縫い付けた。こうすれば割れないし、外からはわからない。

「さぁ、待っていなさい」

　誰にともなく呟く。

　ホールの上に出ると、正面階段の下のホールでは、すっかり旅支度をすませた一行が整列していた。真ん中に派手な男が立っている。

　彼は飢えたような目でレイフェリアを見上げていた。




　ティガールは、大階段をゆっくりと下りてきたレイフェリアを見上げた。

　今日、彼女に会うのは初めてである。

　日当たりのあまり良くないこの館のホールは、がらんと広いだけの空間だ。北は暗くて冷たい。寒いことは平気なティガールだったが、この暗さは好きになれなかった。

　──あの娘には似合わない。

　昨夜、自分が贈った服を着たレイフェリアは、息を飲むくらい美しかった。

　緋色が映える白い肌。帯は高く結んで女らしい曲線を露わにしていた。南の国では誰もその色を持たない銀に近い髪に、世にも珍しい紫の瞳。

　そして打って変わって今日の姿は勇ましく、まるで女狩人だ。

　大きな外套をマントのように肩に掛けているので、幅広のベルトが細い腰を締め付けているのがよくわかる。膝上までの長靴はよく使い込まれた柔らかい皮で、彼の目には草原にいる草食動物のように見えた。

　──俺の花嫁だ。

　しかし、どうも今の彼女は機嫌が良くないように見える。

　彼女の口数は多くはないが、表情が実に豊かだ。昨日、森の家に行った時は馬に乗って楽しそうにしていた。思い出の品を選ぶ時には切なそうな顔になり、薬草を吟味するときは生まじめな表情をしていた。そして、母の墓の前では瞼を伏せ、かすかに濡れた睫毛は小さな影を落としていた。

　今、その顔は物憂げで、紫瞳が煙水晶のように翳っている。

　ティガールの目には、それが不安と不信の表れに見えた。

　──おそらく、知らない男が迎えに来て、住み慣れた故郷を出ていくことに心細さを感じているのだろう。何か元気の出る言葉をかけてやらなくては。

「……そのなりで行くか？」

　口から飛び出た言葉は、自分でもあきれるほど無礼なものだった。

　案の定、レイフェリアがぐいと柳眉を上げる。自分の失言に、ティガールは喉の奥で唸った。

　間の悪いことに、その音も階段を下りきったレイフェリアに聞こえたらしく、すぐに目をそらして床を見たまま、そっけない会釈をした。背後に挨拶に下りてきたイェーツもいる。

「南方領主後継ティガール様、私は不ふ束つつか者ものでございますが、これからの慣れぬ旅路、どうぞよしなにお願い申し上げます」

　丁寧なのに冷ややかさを乗せた声に、ティガールは唇を噛みしめる。

「心得た」

「ありがたき幸せ。では行って参ります。叔父上もご壮健で」

「うむ。達者で暮らせ」

　レイフェリアは、もはやここには用はないとばかりにルーシーを伴い、外の馬車に乗り込んで行く。その態度にはまったく隙がなかった。

「怖い顔してますねぇ、主様」

　横からヒューマがからかった。

「ただでさえ怖い顔なんですから、もっと柔らかく微笑まないと。ほら、姫様につれなくされちゃったじゃないですかぁ」

「……黙っていろ」

「だからそれが怖いってんですって。主様はどうしようもなく口下手なんですから、せめて顔だけでも柔和にしないと」

「うるさいぞ！　ヒューマ！」

「あーあ、姫様行っちゃいましたよ。さっさと追いかけて！」

「追いかけてどうする？」

「どうって……荷物を持ってあげるに決まっているじゃないですか。ほら、一人でさっさと馬車に乗ろうとしてますよ。あ、御者の手を無視した。気の強い姫様だなぁ……って、主様！　待って！」

　ティガールが大股でホールを横切り、馬車へ向かって行く。

「やれやれ……まぁ、気持ちはわかるけど、これからが大変だ」

　ヒューマは楽しげに肩をすくめた。




「……え？」

　レイフェリアが馬車に乗り込もうとすると、背負っていた荷袋の紐が引っ張られた。

　驚いて振り返ると、ティガールが大きな手で袋の肩紐をつかんでいる。そのずっと後方では、ヒューマが哀れむような視線でこちらを眺めていた。

「持とう」

「いえ、大丈夫です」

「持つ」

「いいのです。この荷物は身近において置きたいし。それにもうここ、馬車の前だし」

「ぶふっ」

　後ろでルーシーが笑いを堪えている。

「わかりました……では荷を中に入れてくださいませ」

　もうすぐ出立というのに、押し問答をしていても仕方がないと思ったレイフェリアは、黙って袋をティガールに渡した。

　男は憮然とした顔で、それでも荷袋を丁寧に馬車の座席の下に収納してくれた。

　振り返ると、ヒューマやオセロットが深く頭を下げていた。開け放たれた正面扉からイェーツが出てきたのだ。ギンシアとアリーナの姿は見えなかった。

「準備が整うたようでございます。我らはこれから南の地へと参ります。北の地のご領主様の温かい歓迎、我々一同深く感謝いたします」

　オセロットが恭しくイェーツに礼を述べる。

　いつの間にか、ヒューマやその他の随身までもきちんと並んでいた。そしてティガールがゆっくりと進み出た。先ほどの消沈した様子はない。

「世話になった、イェーツ殿。姪御殿のことは責任を持つゆえ、ご安心召されよ。王にはイェーツ殿のご配慮を必ず伝えておこう」

「よしなに。道中気をつけて行かれよ」

「おう。ではこれにてさらば！」

　レイフェリアは叔父に頭を下げると、馬車へ乗り込んだ。ルーシーもその後に続く。

　扉が閉められた。

　最後に窓から父の弟である男に目を向けると、彼もレイフェリアを見ていた。しかし、その目には何の感情も見いだせない。

　イェーツは最後に軽く頷くと、用はすんだとばかりに城の中に消えて行った。

　──まぁ、こんな別れが私たちにはお似合いか。

　レイフェリアにも特に感慨はない。

　もうずっと前からこの館も、そこに住まう人たちも、彼女の家や家族でなくなってしまっていたのだから。

　この先どうなるのかはわからない。

　しかし、閉ざされたままだと思っていた、未来への扉が開かれたことだけは確かだった。









５章　襲撃











　南への旅路は、意外なほど快適だった。

　北の領地を出たのは冬の終わりだったのだが、南へ向けて三日も走れば、雪などもう、どこにも見えなくなった。

　白い山脈は遠ざかり、代わりになだらかな丘陵があちこちに現れる。丘は柔らかな緑をまとい始めていた。

　吹く風にかすかに花の香りが漂う。

「ここら辺は、もう春なのだわ……」

　レイフェリアはずっと馬車の中である。

　──そろそろ馬に乗せてもらえないかしら？

　これではせっかく男物の足通しをはき、勇んで旅立った意味がない。

　街道はよく整備されていて、今まで立ち寄った町や村の治安は、そう悪くないように見える。南の馬たちも興味深い。彼らは体が大きいが人懐こく、レイフェリアが触れるのを嫌がらなかった。

　それほど急がないのなら、少しずつでも乗馬を練習させて欲しいと思う。いつまでも馬車に揺られているのはつまらないとレイフェリアは思った。

　──幸い、予備の馬が一頭いるのだから、少しずつでも慣れさせてもらえると嬉しいのだけど。

　しかし、わがままな娘だと思われるのも嫌だったので、レイフェリアは今日も、おとなしく馬車の後部座席に収まっている。

　出立以来、ティガールとは一度も話をしていない。

　彼が自分のことを好いているとは思えないが、特に嫌われてもいないと思う。

　それはレイフェリアも同じようなものである。人間としては信頼できると思うのだが、異性としては彼の不遜な態度もあって、なんだか壁のようなものを感じるのだ。

　一応花嫁候補なのだから、乙女としては、少しくらいは今後のことを聞いておきたいと思う。

　けれど、宿についても、顔を合わすのは精々食事の時だけで、周りには大勢の人間がいるから立ち入ったことを聞くのは、はばかられた。

　かといって、部屋を訪ねることもできない。春に商売をする行商人たちで、どこの宿場も混んでいるから、部屋は取っても個室という贅沢はできない。レイフェリアはルーシーと、ティガールは従者の誰かと一緒でゆっくり話はできない。

　そういうわけで、レイフェリアは彼と二人で話をすることを諦めてしまった。

　花嫁候補といっても恋愛関係はないのだから、と自分を納得させたのだ。

　そう考えると、もやもやしていたものが楽になった。

　ティガールがたまに視線を向けてきても、あっさり躱かわすことができる。表面上は微笑んでいるのだから、愛想を悪くしているわけでもない。

　それから服装にも少し気を使うことにした。

　あまりに粗末な格好をしていては、ティガールの沽こ券けんにも関わると思ったからである。普通の娘らしくしていればいいだろうと考えたのだ。

　出立してから三泊目の朝。

　レイフェリアがいつもの男ものの服から、地味ながらスカート姿になって、後ろできつく括っていた髪もおろした。ルーシーに手伝ってもらって、脇髪を編み込んでもらう。

　その姿で朝食を取りに宿の食堂に下りた時、大勢の客でにぎわっていた広間に、一瞬妙な雰囲気が漂った。特にティガールから放たれる険しい空気が周囲を圧している。

「……なに？」

　怪け訝げんそうに眉をひそめたレイフェリアの前に、慌てた様子のオセロットがやってきて、申しわけなさそうにこう言った。

「れ、レイフェリア様。もしできますれば、いつものお姿にお着替えくださいますよう、お願いいたします。街道筋は一見平和なように見えても、何が起きるかわかりません。ですから、そのような娘らしいお姿でないほうが、なにかと無難でございますので……」

「娘らしくしてはだめなの？」

「は、はい、その……あまりにお綺麗すぎて。ご無礼は重々承知でございますれば」

「……わからないけど、わかったわ」

　眉を八の字にしてお願いされてしまっては、強く反発もできない。

　──だけど、他の女の人たちは普通の格好をしているのに、どうして私だけ着替えさせられるのかしら？　着慣れないのはそうだけど、よっぽど似合ってないのかしら？

　仕方なくいつもの服装に着替えながら、レイフェリアは腑に落ちない。横でルーシーがしたり顔で手伝ってくれている。

「今夜はどんな街で宿を取るのでしょうかね？　私わくわくしますわ！」

「……そうね」

　ルーシーは旅立って以来、常に朗らかな様子だ。衣服を取り替えられた理由を尋ねてみると「レイ様がお綺麗すぎて、殿方のうっとりした視線を集めてしまうから、に決まってます！」と、むしろ嬉しそうである。

　しかし、レイフェリアには、とてもそんなふうに思えなかった。現にティガールは非常に不愉快そうだったではないか。

『私、馴れ馴れしくレイ様ってお呼びしているけども、これからもそうお呼びしても構いませんか？　私まだ勉強中ですけど、できるだけお役にたちます！』

　ルーシーは旅立ったその日に、レイフェリアに願い出ていた。

　以来、ルーシーはレイフェリアの侍女見習いとして、いつも側にいる。

　気がきく娘だとは思っていたが、こうして慣れない旅に出ると、同性が側にいてくれることのありがたみがよくわかった。

　ルーシーはよく気がついてくるくる動くが、決して出すぎることはない。レイフェリアが物思いに耽ふけっているときは、彼女が口を開く気になるまで放っておいてくれるのだ。今まで一人で暮らしてきたレイフェリアにとって、それは嬉しい配慮だった。

　そして、それは、彼女を雇ってくれたこの南方の一行にも言えることだった。

　──オセロット様のお陰だわね。

　ティガールは、雇い人のことを気にかけるような性格ではないだろうから、彼の意見役であるオセロットの配慮の賜物だろう。

「ああレイ様、向こうに小さな村が見えてきました。小さいけど、綺麗なところみたいです。少し早いけれど、多分今日は、ここでお泊まりにするんですね。レイ様はお腹が空かれました？」

　午後の日差しがぽくぽくと地面を温める頃、ルーシーが声をかけた。

「いえ、それほど。だってほとんど動いてないんだもの。もうそんな時間なの？」

「まだ日は高いですけどね。ですけど、私はちょっとお腹が空きましたよ。馬車に揺られるのって、けっこういい運動になると思うんですけど、馬車酔いも最初だけだったし。レイ様は平気なようでしたが」

「私は揺れるのは気にならないようね。でも動いているほうが好きだわ」

　そうこうしている内に、馬車は小さな村の広場で停止した。やはりここで一泊するのだろう。

　すぐにヒューマが扉を開けてくれた。既に足置きも設置されている。これもこの数日間で、すっかりお馴染みの段取りになった。

「今日逗留する村に到着いたしました」

　二人の娘は馬車から降りると、直ぐにううんと伸びをした。さすがにずっと座っているので、背伸びをすると気持ちがいい。日差しは勢いを失っていたが、夕陽が山の端に落ちるにはまだ少し間があるようだ。

「お体は大丈夫ですか？」

「平気。でも少し早くない？」

　馬車が停まったのは、大きな三階建ての家の前だったが、周囲を見渡すと、北方辺境の村と大差ないほどの小規模な集落だ。

「ええ、次の街まではかなり離れているようですし、少し小さいのですがこの村で泊まるのがいいようです。今朝の宿ではよくない噂も聞きましたしね」

　ヒューマが愛想よく話しかけて来た。

「よくない噂？」

「ヒューマ！　さぼっていないで、さっさと馬の世話をしろ！」

　彼の背後から乱暴な声が飛ぶ。

「うへぇ！　はぁい！　今行きます！　もうやんなっちゃうなぁ、ちょっとでも俺が息を抜くと、こうなんだから……」

　ヒューマは肩を竦めて、呼ばれた己が主の元へ走って行った。

「レイフェリア様、お疲れではありませんか？」

　代わりにやってきたのはオセロットである。この家の召使いらしい女もやってきて、レイフェリアたちを部屋へと案内する。歩きながらレイフェリアは尋ねた。

「大丈夫。それよりヒューマが言っていたのですけど、よくない噂があるって？」

「あいつめ、余計なことを……いえ、春先になると、物騒な奴らも出てくるんですよ」

「物騒……それは物盗り、とかいうこと？」

「まぁ、そうです。春になると、ここらでは冬の間に獲った動物の毛皮や角、肝きもなどを売って現金収入にします。するとそれを買い付けに来る行商人も多くなります。当然、それを狙う奴らも多くなるのです」

「なるほど、そういうことね」

「ええ、でも大丈夫です。我々は強い。生なま半はん可かな物盗りなどに害されやしません。ご婦人方には安心してお休みを」

「……そうね」

　──だけど、自分たちは無事でも、村の人たちはどうなのかしら？

　今夜の宿は宿屋ではなく、村長の家だとオセロットは説明した。

　聞くと、行きの道中でも世話になった村長に、帰りもぜひ寄っていけと約束させられたそうだ。

　出立から五日。

　だいぶ南に下って、ここは北方と中央、そして東方との三つの国境に当たる辺境だ。近くに大きな街はない。

　オセロットの話が本当なら、れっきとした騎士たちに逗留してもらえるのは、小さな村にとって、治安の面からも払いの面からもありがたいのだろう。

「疲れてはいないか？」

　耳元で囁く低い声はティガールだ。

　レイフェリアは自分が鈍感なほうではないと思っているが、この男が近づく気配はいつも察せられない。もう慣れたが、それでも声を掛けられる瞬間は肩が跳ね上がる。

「大丈夫です」

　このやりとりも今日三度目だ。それも毎日となると、いささか飽うんでくる。

　しかし、それ以外に話題の提供がないのだから仕方がない。今日もいつものように夕食と簡単な入浴を済ませたら、あとは寝るだけだろう。

　──思い切って頼んでみようか……？

　さっき考えていた乗馬のことだ。たとえ予備の馬に乗せてもらえなくても、もしかしたら以前のように、同乗させてもらえるかもしれないと思ったのだ。

　同じ馬に乗れば、まとまった話ができるかもしれない。

　──だめで、もともとだわ。

「ティガール様、お時間がいただければ、少しお話があるのですが……」

「……」

　向けられたのは、いぶかしむような眼差しだった。

　だめかと思った途端、ティガールは黙って戸口を指差した。屋内では思い切った話はできないから、外に出ようというのだろう。

　ルーシーとヒューマが好奇心も露わに見守る中、二人は暮れなずむ村に連れ立って歩き出した。

　屋外に出ると、春の宵は意外に早く、既に陽は遠くの山並みに引っかかっている。あと少しで小さな村は宵闇に包まれるだろう。

「……それで話というのは？」

　男の声が少し弱いのは気のせいだろうか。

「はい、あの……だめなら別にいいのですが、動けない馬車の旅に少し気持ちが塞いでしまって……その、できたら少しの間だけでも、予備の馬に乗せてもらえないかと」

　村には灯りが点り始めている。

　街道から一人二人とこちらに向かってやって来るのは、村の外にある畑や仕事場からの帰りの人たちだろう。そんな村人たちが遠巻きに眺める中、二人は村を囲む石を積んだ壁の近くまでやってきた。

　大通りとも言えないような、村を突き抜ける道の終わりはすぐそこだ。終着点が村の入り口だった。

「馬か……構わない」

「え？」

　わがままと言われるかと思った願いが、なんともあっさり叶えられたことに、レイフェリアは思わず声をあげる。しかし、ティガールと目が合うことはなかった。彼は所在なさげに地面を見つめていたのだ。

「本当にいいのですか？」

「あなたはそれで気がすむのか？」

　男はわずかに視線を流して問うた。

「もちろんです！」

「では陽の高い間だけなら」

「ありがとうございます！」

　ティガールの様子が、なんとなく悄然としているのがやや気になるが、この男の態度はいつも不可思議だったから、そこは知らんぷりをすることにした。

　なにしろ、個人的な話がまったくできていなかった。

　ティガールは、今までの宿でも一番いい部屋を女二人に当てがうと、自分たちは一部屋だけを取り、交代で寝ずの番をするという有様だったのだ。

『平気です。このくらいのことで我々は参ったりしませんよ。生国での教練のほうがよっぽど厳しいくらいで』

　レイフェリアが部屋で休むように言っても、ヒューマはなんでもないことのように笑い飛ばしていたのだ。

「明日からでもいいですか？」

「ああ」

「楽しみです」

　いつの間にかすっかり陽は山並みに沈み、反対側から針のような月が顔を出しはじめていた。

　──その時。

「レイ──フェリア、すぐに宿に戻れ」

　急に低くなった声に驚いたレイフェリアの目に映った男の顔。

　それは、ついさっきまでの沈んだものではなかった。

　彼は金色の目を爛々と光らせながら、街道の遥か向こうを見つめている。

　しかし、そこにはただの物寂しい国境の草原が広がるばかりだ。

「なに……なんですか？」

「いいからすぐに戻れ！　それからヒューマたちに、武器を持ってここに来るように伝えてくれ。走れ！　走るんだフェリア！」

　それ以上聞かずにレイフェリアは身を翻した。初めて感じたティガールの、張り詰めた顔と声。

　──今、私の名を呼んだ？

　それは初めてティガールが呼んだ、自分の名前。しかも今は呼ばれることもなくなった愛称だ。

　しかし、今は感慨に浸る余裕はなかった。はるか荒野の奥から、何かがやって来るのが彼には見えたのだ。

「大変です！　ティガール様が武器を持って村はずれに来いと！」

　知らせを聞いたオセロットとヒューマ、そして御者のジャグの行動は早かった。

　彼らはすぐに武器を取ると、家のものに絶対に外に出るなと厳命し、外に飛び出して行った。しばらくすると、何人かの村人が村長宅にやって来る。

　どうやら彼らは村の入り口近くの住人らしい。わけを聞くと、賊がやって来るから、村の奥に逃げろと命じられたと怯おびえている。オセロットたちの指示だろう。

「賊ですって！　レイ様、怖いです！」

「大丈夫でしょうか？」

　村長夫人も竦み上がっている。

「大丈夫、落ち着きましょう。奥様、この村には野盗が襲って来ることがあるの？」

　レイフェリアは怯える夫人に尋ねた。もしそうなら、さっき見た低い石塀は、なんとも心もとない守りだと思ったのだ。

「いいえ、ここはこんなに小さな村ですし、街道からも少し離れているので、今までは何事も」

　それはそうだろう、とレイフェリアは思った。

　ゼントルム王になってから国境の治安は改善していると聞く。しかし、いつの世の中でも、無頼の輩はいるものだ。ここは北方、中央、そして東方の境目なのだ。

　大きな村や商隊は警備のものが守りを固めているため、彼らは食い詰め、こんな小さな集落を襲うようになったのかもしれない。

「騎士様たちが飛び出して行かれたようですが、たった四人です。大丈夫でしょうか？」

　村長宅の広間は避難してきた人で溢れかえっている。もしティガールたちが突破され、ここに襲いかかられたら、全員ひとたまりもないだろう。

「賊……野盗は何人くらいいたか、見た人はいる？」

「慌てて逃げ出してきたので確かな数はわかりません。でも、少なくとも十頭くらいの馬の足音が響いてきたんです。だから万が一……」

　騎士たちが倒されてしまえば、という言葉を、その村人は飲み込んだ。恐ろしくて口にできないのだろう。その横で女が叫ぶ。

「わ、私の家には足の悪い母がまだ残っていて、子どもがいるから仕方なく置いてきてしまった！　ああ！　どうしよう！」

「私、見て来るわ。あなたの家はどこ？」

　取り乱す主婦にレイフェリアは頷いた。

「壁のすぐ近くの赤い煙突の家です。でも……」

「レイ様！　おやめくださいまし！」

「大丈夫よ、ルーシー。私には特技があるの。赤い煙突の家ね。お母様をなんとか連れ出すわ」

「と、特技？　あっ！　レイ様！」

　ルーシーが止める間もなく、レイフェリアは駆け出した。空には昇り始めた細い月。

「やっ」

　村長宅から出ると、まず一番近い家の屋根に跳び乗る。

　跳躍力。

　これだけが北方領主家直系の、レイフェリアの自慢だ。

　古き伝説では、祖先は鷹の王から能力をもらったと聞く。膝を軽く屈めただけで五メートルは跳べるのだ。本気を出せば、もっと飛ぶことも可能だ。レイフェリアは家の屋根伝いに村の入口へと向かった。

　赤い煙突のある家は、村の入り口近いところに建っていた。レイフェリアは煙突の陰に身を潜め、下の様子を窺う。

　確かめるまでもなかった。村の石塀の外。そこでは戦いとも呼べないような一方的な戦闘が繰り広げられていたのだ。

「こ……これは？」

　屋根越しに見下ろす眼下の騒乱。

　野盗の数は十二、三人もいただろうか。いずれも騎馬だ。いや、騎馬だったのだろう。

　だが今、馬上にいる者は半分もいない。引き摺り下ろされて地面に伸びている。この短時間に、いったい何が起きたのだろうか？

　答えはすぐにわかった。

　振り下ろされる賊の剣をかい潜って、南の男たちは地面を蹴る。そして騎乗している相手の首根っこを掴むと、そのまま向こう側に飛び下り、地面にたたきつけるのだ。

　突き落とされた悪党は、頭をしたたかにぶつけて動けない。その上に拳を叩き込まれるのだから、たまらず地面に伸びている。

　一人倒すのに瞬き三度で済むだろう。そして四回目の瞬きで、戦士は次の相手へ跳び掛っている。

　そして中でもティガールは恐ろしく強かった。

　彼は走る馬の背に苦もなくひらりと飛びかかると、長い足で容赦無くで蹴り落とす。

　蹴られた男は他の騎馬に命中して、悲鳴を上げて転がり落ちるのだ。一蹴りで二人の男がやっつけられてしまう計算だ。狙った獲物を確実に倒す、俊敏で無駄のない動き。

　──まるで猛獣のよう。まったく……相手にならない。

　南の男たちは剣すら抜いていないのだ。まさに一撃必殺の体術である。

「うわあぁ！」

　また一人、賊が沈んだ。地面に転がりながら懸命に叫ぶ。

「なんなんだお前ら！」

「さぁて、なんでしょうねぇ。そぉら！」

　ヒューマが上機嫌で止とどめの拳を、男の鳩尾にお見舞いする。

「ぐぶぁ！」

　蛙のような苦鳴をあげて、男が吹っ飛ぶ。口から吐しゃ物が噴水のように流れ出た。

　一行の中では年配に見えたオセロットも、実に優美な動きで敵を次々に仕留めて行く。レイフェリアの見ている前で、賊は残すところ、数人となった。

「ひいぃ！」

　堪らず、馬を駆って逃げ出す男が数名。

　その中で一番大柄な男の背中に飛びかかったのは、ティガールである。彼は長い腕を伸ばして逃げる男のベルトを掴むと、思い切りよく鞍から投げ飛ばした。投げられた男は十メートルは飛んだだろうか？

　それは、屋根の陰に潜んでいるレイフェリアの眼下まで飛んできて、切妻にぶつかると、そのまま落下した。男はピクリとも動かない。衝撃で失神したのだろう。

「……すごい」

　あれほど騒がしかった眼下は、今や静まり返っている。数を頼んでいた賊のほとんどが叩きのめされていた。逃げおおせたものは一人もいないと思われる。

　レイフェリアが屋根からひょいと下に顔を出すと、そこには思いがけず怒ったティガールの顔があった。彼はいつの間にか、この家の庇の真下に立っていたのだ。

「戻れと言ったはずだ！」

　言った瞬間ティガールは、すたりとレイフェリアの前に立った。予備動作もなにもない静かな、そして見事な跳躍だった。

「……っきゃ！」

　こんな跳躍は自分にもできない。レイフェリアは驚きと恐れで身を竦すくませた。

　けれど、怯む姿を見せたくなくて唇を引き結ぶ。いったい、なんの意地なのだろう？

「あなたはなぜここにいる!?」

　ティガールは怒っている。月を背に彼は佇立していた。

「ジャグ、お前はすぐに近くの街に走って守備隊を呼べ。あとの二人は、こいつらを縛り上げ、交代で見張れ」

　上から降ってくる主の言葉に、御者はすぐに馬の元に走り、ヒューマとオセロットは、近くの家から荒縄を失敬して意識のない野盗を縛り上げた。

「まだ答えを聞いてない」

　レイフェリアが黙ったまま後あと退ずさったのを見て、ティガールはすぐに間を詰めた。

「すみません。どうしてもこの家の様子が気になったものですから」

「なぜだ」

「避難した村人の母上が、この家に残っているようで、私が助け出すと言ったのです」

　どんどん屋根の端に追い詰められるのを挽回しようと、レイフェリアは腹に力を込めて言い返した。

　──そうよ。私は足の悪いご婦人をお助けしようとしたのよ。断じて、戦いの様子を見にきたわけではないわ。なにも悪いことはしてない。

「だから、今から様子を見に行ってきます」

　そう言ってティガールを見据えたまま、レイフェリアは屋根の端から垂直に飛び降下りた。しかし、地面の感触が足に伝わる前に太い腕が腰に巻きつき、男の体ごしに接地の感覚を味わう羽目になった。

　ティガールが空中で彼女を抱きとめたのである。その着地は音もなく、なんの衝撃も感じないほど滑らかだった。

「なにをしますか！」

「こちらの台詞だ！　なんで急に落ちる！」

「落ちたのではないわ！　下りたのです！」

「女は普通そんなことはしない！」

「私はするんです！　うちの家の能力なの！」

　がっしりと抱きしめられていることに気がつかないまま、レイフェリアは口答えを繰り返した。

「能力だって？」

「能力です」

　ティガールは信じられないというふうに、黄金の目を見張っている。家の影になって、それは淡い光を放っていた。

「わっ！　下ろして！」

　ようやく密着している体に気がつき、レイフェリアは焦った。金色の光がひときわ大きくなったかと思うと、次の瞬間につま先がそっと地面に下ろされる。

「……フェリア、レイフェリア」

「……はい」

「俺は……肝をつぶした」

　くっついていた体を離すと、冷たい空気と気まずさが二人の間に流れる。それを意識しないよう、レイフェリアは体を捻ひねり、窓から家の中を覗き込んだ。

「誰かおられますか？」

「……」

　弱い応えがあったようだ。

「もう大丈夫ですよ！　お婆様、お迎えにあがりました！」

　気恥ずかしさを誤魔化すために張り上げた声は、妙にうわずっている。

「さぁ、ご家族の元に参りましょう」

　よちよちと出てきた老婦人に、レイフェリアは不自然なほど明るい声をかける。

　さっき抱かれた時の肌の感触を振り払うように、ぴったりと寄り添い、レイフェリアは通りを歩き始める。

　足の悪い老婦人は特に怪我もなく、様子を見に戻ってきたオセロットが背負って村長の家に送り届けてくれることになった。

　昏倒している野盗たちはヒューマが見張っている。御者のジャグもじきに戻るだろう。

　オセロットは、お互い目を逸らしているレイフェリアとティガールを心配そうに見比べながら、老婦人と共に立ち去った。一緒に戻ろうとも言わなかった。

「レイ……フェリア、あなたは……」

　ティガールが言いかけたまま黙っている。

　レイフェリアも居心地の悪さを感じながら、あえて問い返そうとしないで立ち尽くしている。

「さっき……能力と言ったか？」

「はい、申しました」

　努めてなんでもないように応じる。

「聞いてもいいか？　その、能力について」

「かまいません、ティガール様。吹聴する必要はありませんが、別に秘密というほどのものではないですから」

　レイフェリアは言葉を選ぶために、一呼吸おいてから話しだした。

「……私の家には直系の血を持つ者にのみ、受け継がれる特徴がいくつかあります。その一つがこの瞳。青でも赤でもないのに、光の具合で混じる変な色でしょう？　これは一世代に一人だけ現れるそうです。私の亡くなった父もそうでした。そしてもう一つが隔世遺伝的に現れる、跳ぶ力。私には人よりも高く跳べる脚力があります。これは三世代ぶり、そして女では初めて私に出現したと、父から聞きました」

「……」

「もちろん、鳥のように飛ぶのではなく、せいぜいが七、八メートル跳べるくらいなんですけども。でも普通の令嬢だったら一生使わない能力でしょうね」

「……るのか？」

「え？　なんですって？」

「四し方ほう侯こう家けにはそれぞれ異なる遺伝、というか、体質があるということなのだろうか？」

「さぁ、よくは知りませんが、史書によると神代の項には、四方侯の祖先は動物たちから能力を授かり、王を守ったことになっていますよね」

「俺は史書など読まない」

「ですよね」

　この派手な男が神妙に書物に向き合っている姿が想像できない。美女をはべらしている姿なら容易に思い描けるが。

「そこには北家は大鷹から跳ぶ力を、西家は神猿から手て技わざを、東家は黒こく蛇だから医と薬の知識を、そして南家は……」

「烈れっ虎こから戦う力を……か」

　史書といっても、神代の項目は国造りの伝説である。

　レイフェリアとて、ただの御伽話と思っていたが、こうなってみるとそれは、幾ばくかの真実を含んでいるのかもしれない、と思った。

　先ほどのティガールの戦闘能力は、どう見ても並の人間のものではない。

　おそらくヒューマもオセロットも、遠くで彼と血が繋がっているのだろう。

　──動物から能力を貰ったというのは伝説でも、何らかの能力を持った人間が王家の祖先に重用された、とか？

「烈虎という名は知りません。私の読んだ史書には戦う大きな獣とありました。もともと伝説だから地方によって、いろいろ言い回しが違っているのでしょう」

「そう……なのか？　俺は無学だからあまり知らない」

　ティガールは瞳の光を暗くして呟いた。感情が目に出る男だ。

「どの四方侯家も家系のことや、領地のことは外で話さないのが普通なのではないですか？」

「あなたはなぜ俺に話した？」

「私は……もう、北方領主家の後継ではないし、家を守る義務もない。それに、王命とは言え、一応あなたの婚約者となるのだから、隠し通すのもよくないと思って……まぁ、今考えた理屈なんですけど」

「そんなもんか？」

「……」

　ティガールは一歩踏み出した。

　今まで家の影に隠れていた彼の姿が、昇りつつある月の下に明らかになる。

「ティガール様！　それは、その姿は!?」

　レイフェリアは思わず一歩前に出た。

　なぜならば──。

　浅黒い彼の皮膚の上に、青い模様がうっすらと浮き上がっていたのだ。

　純粋な青ではない。

　緑ろく青しょうとか翡翠とでもいうような、色味である。

　弱い月光を反射して、それは仄ほのかに不思議な模様を浮かび上がらせた。縞のような、螺旋のような不思議な紋様だ。

　北方を出てからティガールは袖の短い服を着ていたが、今むき出しの二の腕を回り込むように模様が浮き上がっている。

　そして首筋からも伸びたそれは、頬や額を囲むように現れていた。おそらく手甲や衣類で見えない胴や脚にも続いているのだろう。

「その肌は……」

「俺の家のしるしだ」

　ティガールは苦々しく答える。

「綺麗……」

「なに!?」

　思わずティガールは声をあげた。

「美しいと申したのです」

「……気味が悪くないのか」

「不思議だと思います。でも、あなたの赤みを帯びた肌に、青い模様はとても映えます」

　レイフェリアは思った通りを答えた。

　そしてティガールの肌の上に遠慮なく視線を這わせる。もっとずっと見ていたかった。

「夜にしか表れないのですか？」

「いや、月の光を浴びた時だけ表れる……あまり見るな」

　ティガールは服の袖を引っ張りながら言った。まるで少女のように恥じらっている。

「今日は三日月です……もしかして、満月に近づくほど濃く表れるとか？」

「なっ、なんでわかる!?」

「なんとなく。それは特殊な顔料で彫られた刺青なのですか」

「……生まれつきだ」

「この模様……いえ紋様は……ずっと前にも見たような気がします。そしてつい最近も同じようなものを見たわ。それもティガール様が来てから」

「……」

「あなたの家には、戦う獣がいるのですか？」

　ここまで見たからには聞かずにおれないと、真正面からレイフェリアは尋ねた。

　そういえば、南方領主家の紋章は並んだ三日月のようだと思ったが、鋭い爪痕にも見えなくはない。

　ティガールはしばらく黙り込んでいたが、やがて観念したようにぼそぼそと呟いた。

「あれは……我が家に憑ついた獣だ」

「憑いた？」

「姿は見えなくても、いつも俺たちの近くにいる……それだけだ」

「人を食べたりはしないのですか？」

「食べるか！　あ……いや、よほどのことがない限り、人間は襲わない」

「つまり、よほどのことがあると襲うのですね」

　確かに北方領主家の能力と違って、南方領主家の特質は世にはばかるものだろう。

　しかし、ティガールの言うことが本当なら、叔父から聞いた話と被る部分もある。彼は従者が殺されたと言ったのだ。

「よほどのこととは？」

「家の者に危害が加えられる……とか」

　ティガールの声は弱い。しかし、レイフェリアは考え込んでしまった。

　とりあえず、ティガールの言を信用するなら、叔父は彼らの一族、南方領主家に、何かよくない企みを仕掛けたのだ。

　その辺りの事情はわからないが、あの陰険な叔父のことだから、自分本位な理由があれば、そのくらいのことはしそうな気がする。

　──まだまだ知らないことが多すぎるわ。叔父から父の無念を晴らす助力を引き出すのならば、私が獣に襲われて、しかも逃げ切らなくてはいけないのだし。だけど、そもそも私は、イェーツ叔父のことを……。

「信用していないのだわ……」

「本当だぞ！」

「え!?」

　突然両腕を掴まれて、レイフェリアは我に返った。

　どうやら物思いに耽っているうちに、誤解を与えてしまったらしい。すぐ近くに必死な色を浮かべた金色の目がある。

「あの獣は、あなたを絶対に傷つけたりはしない！」

「あ、は……はい」

　出立前夜、アリーナの部屋から飛び出してきた獣は、彼女を害さなかった。別に若い娘をとって喰うというわけではないのだろう。

「怖いのか？」

「怖い？」

「こんな……獣に取り憑かれた家に迎えられるのが」

　──ああ、そういうことか。

　獣はこの瞬間も、どこかに潜んで、こちらを見つめているかもしれないのだ。あの、恐ろしくも美しい獣が。

「あれは……普段は姿を見せないんだ」

　ティガールはレイフェリアの考えを察したように言った。

「……どうしたら見られるのですか？」

「今は……言えない。でも、あなたに害は及ばない。約束する」

　──イェーツ叔父は、自分を襲わせて獣が実在する証拠をつかめと言った。

　しかし、ティガールの話を聞く限り、そんな手段をとらなくても、彼の気持ち次第で、獣に接する機会も見つけられるかもしれない。

「わかりました」

　レイフェリアの意思は、北の地を出ると決めた時に定まっていたのだ。

　これからの人生は自分で切り開くと。

「共に参りましょう、南へ」

「……だが」

「まだ何かあるんですか？」

　ティガールは憂鬱そうに下を向いている。

「それはいったい……？」

「我が城には、多分あなたの気を悪くすることがあるだろう……と思う」

「私の気を悪く？」

「北と同じく、南は南で閉鎖的なところがある。保守的な者も多い。よそ者は受け入れがたいと考える人間もいる」

「ああ、そういうことですか。幸い、私は理不尽な扱いには慣れておりまして。それに私たちの婚約は、国王陛下の推奨でしょう？　いわば政略結婚です。だったら、そういうものだと割り切るしかないではありませんか」

　レイフェリアはさばさばと言ってのけた。物わかりがいい女と思ってもらえるほうが、気を使わなくていいだろうと思ったのだ。

　しかし、ティガールの態度は、またしても予想外のものだった。

「ああ、そうだな！　その通りだ！　それが俺たちの関係だからな！」

　ついさっきまで、乙女のように恥じらい、レイフェリアの表情を伺っているように見えたのに。

　──なんで突然怒り出すのかしら、この人は。今回の件は国王の肝入りであると、自分で言ってたのに。でも……。

　ティガールの皮膚に浮かんだ文様は、僅かに色合いを変えているように見えた。

　もともと月の光が弱いせいか、近づかなければわからないほど淡いものだったのだ。だが今、少しだけ濃くなったような気がする。

　もしかしたらこの痣は、月光の他に感情にも影響を受けるのかもしれない。

　──だとしたら、今この人は、なぜだか私に怒っているのだわ。

　頬を取り囲む不思議な斑紋。

　男の態度は不可解だが、この紋様は美しく、鍛えられた筋肉を飾る装飾のようだった。

　──態度はともかく、なんて綺麗で不思議な人なのかしら。この美しい紋様、いくら見ても飽きない……。

「そんな目で見るな！」

　突然腕がぐいと引かれる。

　顔が何かにぶつかる寸前、思わずレイフェリアは目を閉じた。

「……っ!?」

　きゅう、と妙な音がする。唇が吸い上げられているのだと、レイフェリアが気がつくまでに、ほんの少し時間を要した。

　腰ががっちりと拘束されていて動けない。

「んぅ」

　噛みつかれるように唇が犯されている。

　──喰われる！

　そう感じた途端、ひどく熱くて濡れたものがレイフェリアをぺろりと舐めた。

　思わず背けようとした首を、大きな掌ががっちりと掴んで動けない。

「おお……甘い」

「な、なに？」

「甘い。生意気な言葉を吐く口がこれほど甘いとは」

　そう言うと再び覆い被さり、あろうことか唇を割って侵入してくる。

　それは無礼にもレイフェリアの口腔内を我が物顔に暴れた。上顎も下も、歯の裏側さえ思う存分に蹂じゅう躙りんされる。

　──これはなに？

　彼の唾液は熟れた果実の味がする。その香りを自分は知っているような気がした。

　記憶の深いところにある、もどかしい感覚。

　男の体温は高く、体は鉄のように硬かった。そして更に別の違和感がレイフェリアの腹部を刺激した。それがなんなのかはわからないが、絶対に確かめたくなかった。

　だけど、この陶酔感はなに？　頭がしびれて、なにも考えられなくなる。体の奥が蠢いて、疼いている。

　──ずっとこのままでいたい。体をゆだねていたい。ああ、でもこの感覚は危険だわ。早く逃れないと、だめになってしまう……。

　レイフェリアは必死で理性をかき集めた。

　太い腕が体に巻きついているため、自由になる腕は片方だけだ。鋼鉄の意思で、ゆっくりとその手を上げる。

　ぴしりと頬を打つ軽い音。

　口づけに夢中になっていた男は避けようがなかった。

　ティガールが呆然としていたが、やがて口の端から伝う唾液を拳でぬぐった。

「……俺を打つとは、あなたはやはり大した女だ」

　体を離したティガールは低く唸る。その声自体が獣のようだとレイフェリアは思った。すかさず打った手首を捕らえられる。指が消えた。男が口に含んでしまったのだ。

　──喰いちぎられる！

　と思った指先は、ねっとりと舐めあげられた。爪、指先、指の間、そして掌。唇と同じように、どこもかしこもじっとりとしゃぶられる。

　レイフェリアの手首を唾液が伝い落ちた。

「指は冷たいな。唇はあんなに熱かったのに……でも甘い。どちらも」

　指をなめしゃぶりながら男は笑った。レイフェリアは怒りで口がきけない。

　睨みつける紫瞳を嘲笑うように、男は口の端をあげた。

「館は居心地が悪いだろう。だが、俺はどうあってもあなたを、我が城に迎える」

　青い斑紋を全身に浮き上がらせた男は、動けないでいるレイフェリアに宣告した。

「逃れることは許さない」




　二人は無言で村長の家に戻った。

　ティガールは黙ったままレイフェリアの腕を放さないし、レイフェリアは男の無体な振る舞いに戸惑い、怒っていた。

　結局、なんの話もできなかったのだ。

　村長の家に着くと、ティガールはレイフェリアを中に押し込み、なにも言わずに外へ駆けだした。ヒューマやジャグの様子を見に行ったのだろう。

「レイ様！」

　心配して待っていたルーシーが飛び出してくる。それを労ねぎらい、村長に事のあらましを説明すると、その夜はもう休むしかなく、レイフェリアはあてがわれた部屋の寝台に潜り込んだ。

　しかし、眠りはなかなか彼女を訪れてはくれなかった。胎児のように体を丸め、胎はらの奥から突き上げる強烈で、悩ましい疼痛に耐える。

　全てはあの男のせいだった。

　武器も使わずに、騎馬の無頼を倒してしまうほど、凄まじい戦士の姿を見せつけたかと思えば、乙女のように恥じらいながら体に現れた斑はん紋もんを隠し、次の瞬間には飴を欲しがる子どものように彼女を喰らった。

　──あの腕、唇、そして舌……私、初めてだったのに！　厚かましく侵入して来たあの……妙な感覚は、いったい何だったの？　何か意味があるの？　言いつけを守らなかった私への罰なの？

　レイフェリアは寝具の中で唇をかみしめた。




　そして別室では──。

「主様、今回の野盗の件は……」

「ああ、わかっている」

　オセロットの問いかけに、ティガールは面倒くさそうに唸った。彼は部屋に戻ってから寝台にひっくり返ったままなのである。

「こんな、なにもない辺境の村を襲うにしては、人数が多過ぎますな」

「俺たちが通ることを、あらかじめ知っていたってことっすか？」

　ヒューマも話に加わった。

　捕まえた賊は全部で十八人もおり、全員近くの街の守備隊に引き渡したが、連れて行かれる前に尋問したところ、彼らは口を揃えてこの村にたいそうな財宝が隠されていると、何者かに唆そそのかされたと言うのである。

「村長に尋ねてみましたけど、財宝のようなものは、なにもないと驚いておりましたしねぇ。何者かによって偽りの情報を吹き込まれたのでしょう」

「そいつが誰かって、主様は見当がついておられるのですか？」

　ヒューマが壁を向いて寝そべったままのティガールに尋ねた。

「……つかんこともない」

「やはり東方、ですか？」

「おそらくは」

「お館様に間諜を放つように知らせましょうか？」

「間諜！　よかったら俺行きますよ！　目だたないように動くのは自信があります！」

「ヒューマ、めったなことは申すな」

　オセロットが真顔でたしなめる。

「そうだ。向こうは謀略にかけては、いわば本家だぞ。お前など、あっという間に、賽さいの目切りか、薬漬けだ」

「ええっ！」

　普段、大胆この上なく斬り込むティガールにまで脅され、ヒューマが青ざめる。

「なるほど。ここは、明らかな証拠を押さえてから正攻法で、というわけですな」

「東方は少しに代替わりし、ファハル・ザイードという男が領主になった。しかし、もっともらしい理由を設け、未だ王都に参上しておらん。ゼントルムはなにも言わんが、俺はきな臭く感じている」

「主様の勘は当たりますからな。しかしゼントルム陛下が黙っておられるのは、何かお考えがあってのことなのかも」

　オセロットも難しい顔をした。

「とりあえず、今できることはしました。主様もお休みくださいませ」

「……そうだな」

　珍しくティガールがぼんやりしている。視線がレイフェリアの部屋のほうへとさまよっているのだ。

「主様、さっきから元気がないんですけど、腹でも痛いですか？　そういえば姫様も、なんだか険しい顔つきで……」

「ヒューマ！　黙っていなさい」

　目ざとい青年の背中をオセロットが小突くが、ティガールはいつものように言い返さず、一層大きな背中を丸めた。

「なんで？　あっ……」

「ヒューマ、お前は外で見張りをしていなさい」

「はぁ～い。でもオセロットさん、主様のあの様子じゃ、姫様に手を出して叱られちゃった感じですかね？」

　ヒューマが声を落として囁く。オセロットはものも言わずに青年の背中を押した。

「うわぁ、最悪。馬鹿じゃないすか……」

「聞こえてるぞ！　ヒューマ！　明日飯抜きにされたいか！」

「うわっ！」

　主の怒鳴り声に、慌てて青年は外へと飛び出した。




　そして旅は更に南へ。

　国境を抜けた一行は、大陸宗主である、真国の領地へとさしかかっていた。春はどんどんその輝きを増している。陽射しは明るく、吹く風はぬるい。

　襲撃の、そしてあの濃密な口づけの夜から三日経っていた。

「レイ様、すごいですねぇ」

　ルーシーは飽かずに窓から顔を出し、辺りを眺めていた。

　街道は王都に近くなるほど、広く美しくなった。

　国境付近では疎まばらだった村や町も、間を置かず現れるようになり、行き交う人の数も日を追うごとに増えている。道の端で店を出す酒場や露店も多く、規則正しい距離を置いて駅えき逓てい所じょもある。人々はそこで馬を換えたり、手紙を預けたりするのだ。

「お祭りでもないのに、こんなに大勢の人がいるんですねぇ」

　幼い頃王都に来たことのあるレイフェリアと違って、ルーシーは生まれて初めて都会に出るのだ。見るもの全てがもの珍しいのだろう。

「そうね」

　答えるレイフェリアは、ルーシーと向かい合って馬車に乗っている。馬に乗っていいと言ったことは忘れられたようだが、彼に催促する気にはならなかったのだ。

　好奇心旺盛なヒューマなどは、あれから密かに観察しているのだが、二人は食事の席でもほとんど言葉を交わさなかった。

　レイフェリアはルーシーやオセロットとばかりしゃべっているし、ティガールも普段より一層無口になっている。

　ある日の朝食後、ティガールは出立直前に姿を現し、どこから調達して来たのか、小さめの雌馬を引いて来て、レイフェリアに示した。

「あなたのだ」

「まぁ可愛い！」

　口づけの一件をまだ許していなかったレイフェリアだが、喜びのあまり、思わず声をあげる。

「大人しい子ですね。馬具まで誂あつらえてくださったのですか？」

「俺の館でも繁殖に使う雌馬が必要だっただけだ。それだけだ」

　どういうわけか、そっけないティガールに対し、かなり努力して感情を飲み込んで、レイフェリアは微笑んだ。

「嬉しいです。大切に乗らせていただきますね」

「……」

　ティガールは目を合わせようともしない。

「……ヒューマ、こっちに来て」

「はーい、はいはい！　レイ様、なんでしょうか？」

「荷物を移し替え……あ！」

　すっかり面倒になったレイフェリアがヒューマを呼ぶと、ぐいと腕を掴まれる。

　きっと振り返ると、ぶっすりした男が鐙あぶみを指さしている。乗れということなのだろう。

　若い雌馬は、他の馬に比べると小さいが、北方のずんぐりとした馬よりは大きい。しかも、初対面だ。

　怖気づいていると思われるのも嫌で、レイフェリアは思い切って鐙に足をかけた。なんとか鞍に手を掛け、体を引っ張り上げようとすると、あっという間に体が浮いた。

　ティガールが体を支え上げてくれたのだ。体というか、尻であるが。

　とすん、と鞍の上に落ち着いたレイフェリアが礼を言うべきか、抗議すべきか迷っているうちに、ティガールは自分の馬を引いてきてひらりと跨またがった。

「ついて来るように」

　村の通りをゆっくりと歩き出す。並み足なのでついて行くのは容易だった。そのまま村の外に出て五百メートルほど進み、また引き返す。それを数度繰り返した。

　──意外に丁寧なのね、この前はあんなに乱暴だったのに。

　旅の空の下で練習を繰り返し、レイフェリアは次第に巧みに馬を御せるようになった。




「レイ様ぁ、ユタの調子はどうですか？」

　ルーシーが、主をのせて楽しそうに街道を行く馬を眺めながら尋ねた。ユタというのはレイフェリアが付けた名である。

「いいわよね、ユタ？」

　軽く首を叩いてやると、雌馬は鼻面をあげて答えた。数日の間にすっかり慣れ、指示に従うようになっている。だく足を始めたのは昨日からだが、この調子ならあとしばらくは続けられそうだった。

　この間、ティガールはずっと無言で、しかしレイフェリアから離れずに付き添った。

　口づけの件を忘れたわけではないが、彼の高い技術を間近で見ることは勉強になる。

　だからレイフェリアは、あの夜のことを不問にすることに決め、上手にできた時などに何度か微笑みかけさえした。

　しかし、その度ティガールは、顔を背けてしまうのだ。

　──多分、私が肌の紋様を見てしまったから気を悪くしているのだわ。あの夜、なんだか怒っていたもの。馬術を教えてくれるのは、約束したから仕方なく、よね。

「レイ様！　いい感じになってきましたね！」

　ヒューマが馬首を寄せて笑いかけた。

「お上手です。もともと素養がおありになったんでしょうけど、とてもいい姿勢ですよ」

「ありがとう、ヒューマ。あの……聞きたいことがあるのだけれど」

「はい、なんですか？　レイ様」

　最近、ヒューマはルーシーの真似をして、レイフェリアのことを愛称で呼んでいる。

　初めてそう呼ばれた時、目をぱちくりとさせたレイフェリアに「俺もレイ様ってお呼びしていいですか？」と素直に尋ねてくるので「もちろんよ」と答えた。

　そう呼んでもらえると、知らない土地で仲間が増えるような気がするのだ。

「何なりとお尋ねください」

「もう、真国領内に入っているわよね？　ミッドウェルシュにはあとどのくらい？」

　ミッドウェルシュとは、伝説の時代にこの国を造った英雄の名で、王都名の由来だ。

　英雄はこの地を平定した後、中心の豊かな中の国と、四方の守りを固める東西南北に国を分け、家来である動物に治めさせたという。

　東は医学と薬学を司る蛇、西は手指が器用で何でも作れる猿、北は空高く舞い上がり、俯ふ瞰かんであらゆるところを見渡せる鷹、そして、南は高い戦闘力で全てを守り抜ける虎である。

　この内、最も豊かで人口が多く、栄えているのは王都のある真国だ。

　だから、レイフェリアは幼い頃、両親と都を訪れたときには、人の多さにびっくりしたものだ。美しい家並みや溢れる品々も珍しく、いつか再び王都を訪ねることを夢見ていた。

「普通に行けば、明日の夕方ごろには到着するかと思われます」

「もうそんなところまで来ているのね。王城には立ち寄るの？」

　一行が王都に立ち寄るのなら、ティガールは国王に謁見すると思われる。王の推奨した婚約者を迎えたことを上奏するのならいい機会だ。そうなればレイフェリアも王に会う機会があるかもしれない。

　──そうなったら、父上の名誉回復のことを、私から直接陛下にお願いできるかも……。

「寄らない」

　割り込んできたのはティガールである。

　彼は前方で二人の話を聞いていたと見え、ヒューマに顎で前に出るように指示すると、愛馬パブロの馬首をユタに並べた。

「そう……ですか」

「寄りたいのか？」

「あ……いえ」

「寄れば会わねばならない」

「会う？　どなたに？」

　ティガールの言葉には大体主語がないため、いつも聞き返してしまう。いつか慣れるのだろうか？

「王に」

「それは……確かに臣下ならば。ですが、素通りしてよいものなのですか？」

「挨拶なら往路ですませた。その折に帰りに、都に寄らずに帰ると伝えてある」

　そんなことが許されるのだろうか？　だとすれば、真国王と相当親しいということになる。誰かにうまく取り入ることのできなさそうな男が、王宮で認められているということに、レイフェリアは少なからず驚いた。

　──ゼントルム陛下は今、四十歳くらいだったと思うけど、どんな方なのかしら？

「行きたかったのか？」

「ミッドウェルシュに、ですか？　それは……」

　──父上の嫌疑のことを、お話ししたかったのは確かだけれど……。

　考えてみれば、今のレイフェリアが王宮に行っても、何の伝手も地位もない。挨拶だけならまだしも、王に頼みごとをするなんて、とてもできないだろう。

　万が一、王の機嫌を損ねてしまえば、ティガールに対する心証までも悪くなってしまうかもしれない。

「い、いえ……なんとなく聞いてみただけです」

　無理だと思った。

　今のレイフェリアがするべきことは、南の領地で居場所を見つけることだ。

　婚約者と言っても、おそらく領地には彼を狙う高貴の女性がいるだろう。ティガールですら、彼女が館で気を悪くすることがあるかもしれないと、言っていたほどなのだ。

　国の交易を豊かにしたい王の思惑で推挙されただけ。レイフェリアの立場は盤ばん石じゃくではない。

　──妻にはなれなくても、ご領主様の奥方づきの侍女にでもしてもらえたら、いつか、王都に連れて行ってもらえるかもしれないのだけれど……。

　レイフェリアは、忙しくこの先のことを考えていた。

「……そのうち連れて行ってやる」

「え？　ごめんなさい。考え事で聞こえませんでした。何か？」

「な、なんでもない！　そら、手綱が疎おろそかになっている！　駆けるぞ！」

　突然ティガールが手綱を鳴らして前に出る。ついて来いという意味だと知ったレイフェリアも後を追った。彼の表情はわからない。

　けれどその大きな背中は、今のところレイフェリアが頼みにできる唯一の存在には違いなかった。

　──私は、この人と行く。憎たらしくて、たまに優しくて、どこか懐かしい気がするこの人と。

　見つめる先は南だ。

　どこまでも広がる空は、レイフェリアが知るどの空よりも青く深かった。









６章　南方領土











　──こんな景色は見たことがない。

　王都の鼻先をかすめて通り過ぎてから三日。

　レイフェリアは辺りの風景が劇的に変化していることに気がついた。ここはもう南方領土なのだ。

　土地はどんどん平らになっていき、町や村の間には草原が広がる。たまに踏み込む森では木々の背丈は低く、その葉はびっくりするほど大きい。

　花は鮮やかな色合いで、種類も形状も様々だ。一度葉陰から飛び出した鳥に驚かされたが、その鳥は虹のような派手な色をまとっていた。

　眠くなるような暖かい日、ある町に彼らは到着した。最後の昼食をとるのだ。

「レイフェリア様、今日の夕刻には我らが居城、ログウッド城が見えて参りますよ」

　オセロットは嬉しそうにそう告げた。北方を出てから約半月のことである。ティガールはこの町の町長を訪問しており、今この場にはいない。

「ログウッド？　それは確か赤い染料を取る植物の名前ね」

「左様でございます。城は台地の上に建っていて、まるで大きな鳥が羽を広げたように見えるので、別名紅べに鷲わし城とも呼ばれています。そして台地の麓にログウッドの城下町があります」

「街中を通るの？」

「いえ、そんなことをすれば物見高い街の連中が集まってくるので、今回は迂回します」

「南の人々は、きっと陽気なのでしょうね」

　無愛想なティガールや、穏やかなオセロットを見ていると、あまりそうは思えないが、今までに宿泊した街の様子から、南方の人々が陽気で、物怖じしないということは伝わってきた。おそらくその基盤には、穏やかな気候や豊かな品々があるのだろう。

　厳しく、物の少ない冬に耐える北の国の人々とは対極になる。

「ええ、左様で。お祭りなども大好きですよ」

「どんなお祭りがあるの？」

「そうですねぇ。季節ごとに行われますが、一番近い祭りですと、夏の赤せっ夏かの祭になります。あとは秋の収穫祭ですとか、冬の火祭りとか。秋は王都でも大きな祝日がありますから、そこにも出向きます」

「どれも楽しそうね」

　王都に出向くと聞いて、レイフェリアは胸を高鳴らせた。

「若い方々にとってはそうですね。レイフェリア様もきっと楽しまれると思います」

「じゃあ、オセロットが一緒に連れて行ってくださいな」

「そんな、私などは年寄りですよ。レイフェリア様にはティガール様がいらっしゃるではありませんか」

「……そうね」

　彼が賑やかな祭りに誘ってくれる姿を想像出来ないレイフェリアは、曖昧に笑うだけにしておいた。そんな日が来るとは思えなかったのだ。

「俺！　俺もいますよ！」

　話に割り込んできたのはヒューマである。彼は昼食のシチューのお代わりを貰いに行っていたのだ。ティガールの姿はまだ見えない。

「俺がレイ様をご案内します！」

「こら、出張ってくるんじゃない。お前はカラカ様のお相手をしていなさい」

「え～！　俺あの方はちょっと……」

「カラカ様？」

　初めて聞く名前だった。

　もしかしたらオセロットは、レイフェリアが尋ねることを想定して、わざとその名前を出したのかもしれない。だとしたら、ログウッドに到着する前に知っておくべき人物の名前なのだ。レイフェリアはその示唆に従うことにした。

「カラカ様？　それはどなた？」

「はい。カラカ様は、西方領主様の親族筋に当たるお方です。カラカ様の母、ナドリネ様は現南方領主の姪、つまりティガール様のお従姉となります。この方は西方領主の弟君に嫁がれたのですが、まぁその……いろいろあって、西方から出て……今はログウッド城でお暮らしで」

　オセロットは淡々とした口調で説明した。

　いろいろと言うのが気になるが、自分が聞くことではないと考えたレイフェリアは、予測していた事柄について尋ねた。

「……カラカ様という方は、ティガール様の花嫁候補のお一人なのでしょう？」

「城中には、そう考えている者も多いとは思います」

　オセロットは慎重に言葉を選んでいるようだ。

「だからあなたは、私に前もって教えてくれたのね」

「恐縮でございます。ですが、カラカ様はレイフェリア様と違って、国王陛下に推挙されたわけではありません。レイフェリア様がご心配されるには及ばないことかと」

「推挙ってそんなに大切なことなの？　結婚は、本人同士の気持ちが一番大切なんじゃないのかしら。もし、ティガール様がカラカ様を大切にお考えなら……」

「いやだって……」

　口を挟もうとしたヒューマを、オセロットが視線で抑える。

「四方侯の婚姻は、政治的にも大切なのです。最近の慣例では、領主は国王が勧めた妻を迎えることが多いですが、それはあくまで形式で、領土内で内定した婚約者を国王が認めるという形になります」

「じゃあ私の場合は、逆になるのね？　先に陛下が私を名指しされたのだから、私は邪魔者なのかしら？」

「いや……それは」

　オセロットは珍しく言葉を濁した。

「だから！　それは違うんですって！」

「ヒューマ、お前はさっさとそのシチューを食ってしまえ」

「うへぇ、わかりました」

「……それで、カラカ様とはどんなお方なの？」

　しゅんとなったヒューマに同情の眼差しを注いでから、レイフェリアはなおも尋ねた。

「ごく普通の令嬢でございますよ。今は客人という立場です」

「そう……お幾つなの？」

「確か十四におなりかと」

「まぁ、お若いのね。お会いするのが楽しみだわ」

「そうですね……ヒューマ、お前は食器を片づけてきなさい」

　オセロットは下唇を突き出したヒューマを追い払った。

「でも、夕方にはお城に到着するのだったら、今着替えておかないと。いくら何でも、これじゃあ恥ずかしいわ」

「お着替え？　お任せくださいませ！」

　それまで好奇心を抑え、慎ましく話を聞いていたルーシーが急に勢い込む。

「もうずっと、レイ様を装わせたくて、うずうずしていたのですよ！　この食堂で部屋を貸してもらえるかしら？　私、店主に聞いてきます！」

　急に張り切りだしたルーシーが、店主を探しに行くのを見送って、レイフェリアは再びオセロットに向き合った。

「オセロット、正直に言ってね。私、お館では何に気をつけたらいいの？」

　気を悪くすることがあるかもしれないと、ティガールが言っていたことが気にかかる。

「私はレイフェリア様には、いつどもどこでも堂々としていただきたいのです」

　オセロットは珍しく断固とした様子で言った。

「私は、最初からレイフェリア様を、ティガール様にふさわしい素晴らしい方だと思っております。お人柄も、ご容貌も」

「それは頼もしい言葉ね」

　オセロットの真意を測りかねて、レイフェリアも慎重に応じる。

「何度も申し上げますが、レイフェリア様はレイフェリア様です。あなた様は聡明な方ですから、ご自分の判断を信じてください。そして信じた通りに行動してくださいませ」

「かいかぶりだわ。私は世間知らずの小娘よ」

「いいえ、私は人を見る目だけは自信があります。それからティガール様のことも信じてあげてください。口下手な方ですから、わかりにくいかもしれませんが」

　はいそうです、とも言えずに、レイフェリアは黙り込んだ。

　──信じるって、何をどう信じていいのかわからない……私たちには愛情はおろか、信頼すら芽生えているとは言えないのだもの。

「お気持ちはわかります。あの方は圧倒的に言葉が足りない。ですが、私はあの方の代弁者にはなりたくないのです。これから先のことはお二人の問題です。二人で乗り越えて欲しいのです」

「レイ様、大丈夫です！　困った時は、俺が相談に乗りますから！」

　食器を片付け終えたヒューマが、にゅっと顔を出した。

「だから大船に乗った気でいてください！　レイ様、むぎゅ」

「そんな船に乗る必要はない！」

　にこにこしていた青年の頬を握り潰して割り込んだのは、金と黒の髪の男である。

「ふぐあっ、なにをするんですか～」

「もうたらふく喰っただろう。あっちへ行け！」

「ええ～、これからまだ乳酪クリームの甘味を……」

「いいから、俺の飯を持ってこい！　甘味も二つ忘れるなよ。あと、俺の……いや、主筋の婦人を愛称で呼ぶな！」

「でもレイ様にはお許しをいただいて……ひぃっ」

　金色の光に射すくめられた青年が硬直する。

「いいから、お前は御用を果たしてきなさい。我々がこんなふうに振る舞えるのも、後わずかなのだから」

　背中を丸めて奥に入って行く陽気な青年を、気の毒そうに見送ってから、レイフェリアはオセロットを振り返った。

「こんな風……とは？」

「旅の空は自由ですからね。お城やお館は複雑です。そういうことですよ」

　オセロットはなんでもないように微笑んだが、レイフェリアは思わず横のティガールを盗み見た。いつも表情の少ない彼も、どことなく不機嫌そうに空の向こうを見ている。

　しばし、妙な雰囲気が流れた。

「レイ様！　上のお部屋を貸してもらえるそうです！　これでお着替えができますよ！」

　三人の重い空気を破ったのは、嬉しそうなルーシーの声だった。




「レイ様！　ログウッドの街が見えました！」

　ルーシーのはしゃいだ声に、レイフェリアは、自分が居眠りをしていたことに気がついた。規則正しい馬車の揺れと、温まった空気の中、うっかり眠ってしまったのだ。さすがに馬での入城はできないので、午後は馬車に乗っていた。

「私はずいぶん眠っていたの？」

　いよいよ南方の首府へ、ティガールの居城へと足を踏み入れるのだと、緊張していたつもりだったのに。

　陽射しは幾分赤みを帯び、夕暮れが近いことがわかる。

「ほんの半刻くらいですよ。実は私もうとうとしていたんです。暑くはないですか？」

「そう言えば少し暑いかも」

　レイフェリアは昼食後に着替えていた。

　ルーシーは贈り物の南方の衣装がいいと言ってくれたのだが、レイフェリアは自分の出自を皆に示すほうがいいと、アリーナのお古のドレスを着ることにしたのだ。

　それは別に見すぼらしくはなかったが、なにぶん冬物で首が詰まっているため、けっこう暑い。既にうっすら汗をかいている。

「そちらの窓も開けましょう。風も通るし、外がよく見えますよ」

　ルーシーはそう言ってレイフェリア側の窓を開けた。斜め前に大きな街が見える。城壁から突き出している家の屋根は、全て赤で統一されていた。

「綺麗……あれが南の首府、ログウッドの街なのね」

「ティガール様のお館は……あ、あれですよ、きっと！」

「……大きいわね」

　オセロットが説明した通り、その館は台地の上に建っていた。

　真ん中にかなり高さのある建物、両翼にはそれよりも低い、ほぼ左右対称の棟が並んでいる。壁の全てが赤い。

　紅鷲城とはよく言ったものだ。まるで緑の台地の上から街を守り、敵を睨みすえる大鷲のような城だった。

「街を通り過ぎます」

　速度を増した馬車は、低い城壁に囲まれた街の手前で左に方向転換した。台地の更に向こうに山が見える。きっとあれが国境の最南端なのだろう。

　馬車は街を右手に見ながら斜面に差し掛かった。

「レイフェリア様、これから少し上り坂になります。お二人とも後部座席にお座りください」

　オセロットが顔を覗かせた。

「あれがログウッドの街の全貌ね。思っていたよりずっと大きいわ」

　窓から顔を出すと、街は既に下方にあり、全体が見下ろせた。

　城壁や建物の壁は、屋根ほど赤くはないが、街全体が暖色系の色みで統一されている。ところどころに生えている樹木の緑色が、赤を一層引き立てていた。

「左様でございましょう？　北方の青灰色の城や街も美しいですが、また違った味わいがありましょう？」

「ええ、本当に」

　そう言っている間にも馬車はどんどん道を登り続け、さっきまで遠くに見えていた城の全貌が、だんだんと下から見上げる角度になっている。

「もうじき城門です……おや？」

　オセロットの言葉が途切れ、別の姿がレイフェリアを覗き込んだ。

「俺の館が見えるか？」

「はい、ティガール様」

　ティガールはその答えに満足したように頷いた。

「外から見てみるか？」

「よろしいのですか？」

　馬に乗れということだろうと解釈し、レイフェリアは嬉しくなった。

　彼が合図したのだろう、すぐに馬車が停まり、扉が開いた。ティガールが自ら開けてくれたようだ。

「パブロに」

　ティガールは自分の馬を指した。確かにこの重くて長い北方のドレスでは、一人で馬に跨がれない。ティガールの馬に横乗りさせてもらうしかなかった。

　さっと腕が腰に回され、鞍に引き上げられる。体がこれ以上ないほど密着していた。

「進め！」

　一行が再び動き出した。馬車の窓から顔を出しているルーシーと目が合い、レイフェリアはいたたまれない思いがしていた。

「城門だ」

　ティガールが短く告げた。

　近くで見ると、ますますその威容が伝わってくる。

　城壁は街のものよりも、よほど大きくて頑丈そうだった。武器庫や厩も兼ねているのだろう。城壁の前にもいくつか石造りの建物があり、兵士が大勢出入りしていた。彼らはティガールを見ると一様に敬礼し、深く腰を折った。

「大きなお館なのですね」

「規模だけならな。しかし、北ほど優雅ではない」

　レイフェリアは故郷の町や城を思い出す。これだけ遠方なのだ。建物の様式が違うのは仕方がない。

　北の領地にはあまり大きな街はない。面積のわりに、平地も人口も少ないのだ。

　北方の建物は、厳しい冬と強い風を避けるため、窓は小さく壁が分厚くできている。同じ石づくりでも、壁も屋根も青みを帯びた白い石で、屋根は雪が積もらないように先鋭な形になっているから、確かに白鳥のように一見優雅に見える。しかし、内部は薄暗くて重々しい。

　対して、南の城は赤くて窓も大きく、部屋ごとに露台バルコニーがあるようだった。涼しげな布がはためいている部屋も見える。真ん中にある四角い塔は高く、てっぺんは平たくできていて、上に立てば街や後方の草原の果てまでも見渡せるだろう。

　草原を落ちてきた大きな夕陽を浴びて、城は燃えるように紅く染まった。

「ああ……なんて……美しい」

「そうか？　ただの不恰好な館だ。北のほうが品がいい」

　斜面はだんだんと緩やかになって行き、城門がすっかり視界に収まる頃にはほとんど平坦な道となっていた。城に堀はない。台地にあるからだろう。

　二人は兵士がずらりと並び、槍で敬意を表す正面の道をゆっくりと進んでいく。

　衛士の中には、ぽかんと口を開けてレイフェリアを見つめている者も多かった。

　──きっと、貧相な女だと思われているのだわ。

　南の人間は体が大きく、肌も髪の色も濃い。青白くて髪色も薄い自分では、ティガールのそばでは見劣りがするのだろう。

「この館では俺にもままならぬものがある。というか、ままならぬことばかりだ」

　レイフェリアの心を察したように、ティガールが囁いた。

「一方的に連れてきておいてすまないが、この中には俺でも従わせにくい者がいる。そういう者たちは、あなたをよく思わないかもしれない」

「そんなことには慣れております」

　レイフェリアは落ち着いて答えた。

　昼間オセロットがそれとなく注意してくれた、よそ者扱いが待っているということだろう。ティガールも同じことを言うのは、よほど面倒なことがあるのだ。

「慣れずともよいものを……」

「もともと多くは望んでいません」

「多くを、望まない？」

「私はここで、自分の人生を始められたらそれでいいです。だから、ティガール様も、もし不本意ならば国王陛下の推奨だけで、ご自分の意に染まぬことをなさらなくてもいい、と思うのです」

「それは、あなたが俺の妻になりたくないということか？」

　途端に男の声が固くなった。

　確か数日前もこんなふうになって、それから気まずくなったのだった。

「なりたくないと、言うつもりではないのですが、今まで一人で暮らしてきたので、そういう心の機微が私にはよくわからないのです」

「……これからは一人ではない」

「ええ、そうですね。旅の間中、珍しいことばかりで楽しかったです。でも、結婚は特別なことでしょう？　もしも、ティガール様が私を望まれないなら、無理に私を娶ることはない、と言いたいだけです。だいたい、私は候補の一人であって、もっとふさわしい方がいらっしゃるのでしょう？」

「あなたはそんなふうに考えているのか！」

　レイフェリアの言葉は、またしてもティガールを怒らせてしまったらしい。

　謙虚になればなるほど、彼は怒り出す。この美丈夫にとって、自分の恋人や情人になりたくない女など、今までいなかったということなのだろうか？

　ティガールは再び黙り込んでしまった。

　ただ、手綱を掴む拳がぐっと握り締められ、両の肘がきつく狭まってレイフェリアは身動きができなくなった。

　──これは黙って言うことを聞け、ということなのかしら？

「ティガール様、門が開きます！　レイフェリア様、皆に笑ってくださいよ！」

　ヒューマの声にレイフェリアが顔を上げると、重い扉が鈍い音を立てながらゆっくりと開かれるところだった。

　目の前に道が開いていく。この中に本当の居場所があるのかどうか。

　レイフェリアにはわからなかった。




　城門を抜けると広い空間があった。

　手前に厩が並んでおり、そこで馬を下りると、馬たちは直ちにどこかへ引かれて行く。

　そこでは、少なくはない男たちが立ち働いていたが、彼らは恭しくお辞儀をするだけでこちらにはやってこない。彼らはおそらく下級の使用人で、自分の仕事を全うするようにしつけられているのだろう。

　ログウッド城の中は、外から見るほどは美しくない。

　城壁のすぐ内側には歩兵の宿舎や鍛冶場があり、どちらかというと、無粋で武骨な印象だった。

　主宮に向かって伸びている石畳に沿って進み、外壁の内側にある、もう一重の壁を抜けると、そこが主宮の正面だった。

　そこは前庭になっていた。簡素ではあるが、外側と違って美しく整備されている。すぐに何人かの人間が駆け寄り出迎えてくれた。

　彼らは騎士階級の人間なのだろう。いずれも立派な服装で、赤い紋章のある胴丸を身につけていて、その前で拳を二回叩くと、深く腰を折る。

　これが南方式の敬意の表し方なのだろう。

「おかえりなさいませ。ティガール様！」

「先触れを頂ければ、城下まで迎えにまいりましたのに」

「街は通らなかったからね。触れは必要ないと主様がおっしゃられたのだ。出がけに申しつけた婦人用のお部屋は、用意ができているな？」

　オセロットがきびきびと衛士たちに答えていく。どの衛士も嬉しそうに顔を輝かしていた。久しぶりにティガールに会えるのが嬉しいのだろう。

「出迎え大義」

　ティガールは短く答えただけで、さっとレイフェリアを振り返った。

　掌を上に腕が突き出される。城内に婦人を伴うのに、男性が腕を差し出すのは当然のことだから、この行為にはなんの意味もない。ただの儀礼だ。

　だが、城門を潜った時からレイフェリアは、たくさんの視線が自分に突き刺さるのを感じていた。

　ほとんどが男性の視線だ。

　彼らは皆一様に大柄で、ティガールと同じように、よく日に焼けていた。まだ春先なのに、腕や脛をむき出しにしている者も多い。

　そんな彼らの視線がレイフェリアに注がれている。

　──別に悪意は感じないけれど……。

　しかし、出迎える者の中にティガールの身内は誰もいないようだ。

　いくら帰城の触れを出さなかったとはいえ、そろそろ領主に知らせが伝わってもいい頃だ。だが、兵士や召使いを除いて、挨拶に出てくる者はいない。

　レイフェリアは知らず、掴まった太い腕を強く握りしめていた。

「ここが俺の館だ。よく……よく来てくれた」

　ティガールが耳元で低く囁き、はっと我に返る。

　──そうだ、戸惑うことはない。私が落ちぶれた田舎者だと侮あなどられてはならないのだ。

　レイフェリアは意を決して顎をあげると、白い指先をティガールの手に添え、優雅な動作で庇の下の階段を登った。青いスカートの裾がひらひらと舞う。

　見れば、この大きな空間に、青色はほとんど見当たらなかった。

　驚くほど広く高い空を除いて。

　そして、いよいよレイフェリアは本宮の中に足を踏み入れる。

　入ってすぐにあるのは、天井の高いホールだった。

　中央に大階段があり、床には同心円状の模様を描いて、赤白二色の床石が敷き詰められている。太陽を尊ぶという土地だから、その意匠かもしれない。

「レイフェリア様、紅鷲城にようこそおいでくださりました」

「姫様。長の旅路、お疲れ様でした」

　一足先に城内で待っていたオセロットとヒューマが、かしこまって辞儀をする。その後ろにも十数人の召使いが控えていた。

　ここまでの道中、彼らにこんな事をされたことがなかったので、レイフェリアは戸惑ったが、これは彼らが自分をいかに尊重しているか、城の者に示すためと気がついて、自分も余裕を見せられるように微笑み返した。

「ありがとう。皆さん」

　すると、一部の使用人の表情も柔らかくなったように見える。

　しかし、ここでも身分の高い者はいないように見える。本来なら領主や、その家族が遠方からの客人を歓迎する場面なのに。

　──よほど軽く見られているのだわ。これでは……。

　先が思いやられそうだと、レイフェリアが肩を落とした時、ティガールがすっと腕を解いた。

「礼儀もわきまえない、田舎者だと思っているのだろう？」

「そうは思いませんが、歓迎されているとも思えません」

　レイフェリアは正直に言った。

「すまない。親父殿、つまり南方領主だが、体を悪くしていて、ほとんど部屋から出ることがない。あとの身内には、この場で出迎えるなと、きつく言ってある」

　やはり面倒なことがあるのだ。たとえ今日、やり過ごしたとしても、そのうち直面しなければいけないのだろう。

　──どこでも私は嫌われる人間なのね……。

「さぁ、姫様。お疲れでございましょう。今日はゆっくりお休みください。お部屋にご案内いたします、マヌル！」

　オセロットに呼ばれて進み出たのは、小柄で丸みのある顔つきの女性だった。

「ようこそおいでくださいました。マヌルと申します。これから姫様の御用を仰せつかります。何でもおっしゃってくださいませ」

「ありがとう、マヌル。私はレイフェリアというの。これはルーシー、私の侍女です」

「よろしくお願いいたします。ルーシーさん。この城でわからないことがあれば、なんでもお聞きくださいね」

「ありがとうございます。こちらこそよろしく、マヌルさん」

　マヌルの物柔らかな態度と言葉に、ルーシーもほっとしたように挨拶を返した。彼女もやはり緊張していたのだろう。

　レイフェリアが案内されたのは、主宮の二階にある南の部屋だった。

　そこは綺麗な部屋で、壁は赤みのある漆しっ喰くいで塗られている。館と同じく優雅さはないが東側に面した壁に大きな窓が二箇所もある、明るい清潔な部屋だった。

　北の城では、昼間でも薄暗いのが普通だったから、夕刻なのに、この明るさは珍しい。

「綺麗なお部屋ですね。清潔で風通しも良くて！」

　ルーシーはあちこち見まわりながら言った。

「荷物はすぐに届けてもらえるそうですよ」

「ええ。だけど……なんだか」

「あ、気づかれました？　このお館、なんだか変じゃないですか？」

　レイフェリアも気がついていた。

　かなり規模の大きな城なのに、マヌル以外の女性の姿を見かけなかったのだ。

　マヌルは良い人物らしく、にこにこしながらここは大広間、向こうは庭園と説明しながら案内してくれたのだが、そこに当然見かけるべき女の召使いがいない。

　しかし、物陰から粘っこい視線を感じる。外で兵士たちから挨拶を受けたときは、好奇心は感じたものの、嫌な感じはなかったのに。

　オセロットの言葉が、いよいよ現実味を帯びてきたってことかしら。

「それにしても、ちょっと暑いですね」

「そうね。出てきたときはまだ寒かったから、私たちの服も厚地だしね」

「失礼いたします」

　いったん下がっていたマヌルが入ってくる。捧げ持つ盆には、飲み物や菓子が載っている。ガラスでできた美しい杯には、透き通った飲料が満たされていた。

「改めてよろしくお願い申し上げます、レイフェリア姫様。私は以前、この城に勤めておりましたが、家庭の事情でお暇をいただいたのです。ですが、この度ティガール様に呼び戻され、再びこちらでお仕えすることになりました」

　マヌルは脇の卓上に盆を置くと、正式な貴婦人のお辞儀をする。その微笑みはとても親しみやすく、二人の娘を安心させた。

「まずはお掛けになって、こちらの飲み物とお菓子をお召し上がりくださいませ。その後お二人とも、ご入浴のご用意がございます」

「わ、私もお風呂に入るのですか？」

　ルーシーは驚いて尋ねた。

「もちろんでございます。ただ、姫様とは別の浴室になりますが」

「マヌル、もし良かったら私のことは姫様ではなく、名前で読んでもらえないかしら？」

「え？　でも……前北方領主様の娘御様に」

「いいのよ。名前で読んでもらったほうが、気持ちが楽だから」

「は……それでは、レイフェリア様とお呼びさせていただきます」

　マヌルは少し言いにくそうに、だが嬉しそうにレイフェリアの名を呼んだ。

「ありがとう、マヌル。あなたがいい人のようで安心したわ。どうして以前、このお仕事を辞めたの？」

「はい。母の看病のために暇を頂戴しました。ですが、その母も亡くなり、私は故郷で一人で暮らしていたのでございます」

「マヌルさん、このお菓子とても美味しいです！　ぷるぷるして、甘くて！」

　ルーシーは透明な菓子をつるんと飲み込んだ。

「リモネという柑橘類から作るんですよ。甘酸っぱいでしょう？」

「ねぇ、マヌル、あなたはティガール様のことはよく知っているの？」

　レイフェリアは匙スプーンを置いて言った。

「ええ、そうですね。奥様……領主様の奥方様が、早くに亡くなられたので、ティガール様の小さい頃は、私がお世話をしておりました」

「まぁ、では彼に信頼されているのね？」

「はい。ありがたいことでございます……私、お城に戻ってきてようございました。ティガール様の奥方となられる方に、お仕えさせていただけるのですから」

　それはわからない、とレイフェリアは思ったが、今は黙っておくことにする。

　話し出したのはルーシーだ。

「あのぅ、マヌルさん。私、実は侍女のお仕事は、ほとんど初めてなのです。恥ずかしいのですが、北のお屋敷では半端仕事ばかりをしておりまして。だからその……よろしければ、私に侍女の仕事を教えていただけないでしょうか？」

「まぁ……」

　マヌルはルーシーの申し出に驚き、少し考えていたが、すぐに笑って頷いた。

「わかりました。私でよければお教えいたします。ですが、私も久しぶりで、お館の雰囲気が変わったような気がしております。今の召使頭はキティといって、私より歳下なのですが、なかなか話しにくい人のようで……キティは、ナドリネ様づきの侍女なのです」

「ナドリネ様とは、ティガール様のお従姉という方ね」

「はい。私が前に辞めてからこの館に来られたのです。お嬢様のカラカ様とご一緒に」

「そうらしいわね」

「はい。なので、私も最近のお館のことはわからないこともあるのですが、一緒にレイフェリア様にお仕えいたしましょうね、ルーシーさん」

「お願いします！　ルーシーと呼んでください！　私、物覚えは良い方ですよ。レイ様のために頑張りたいのです！」

「レイフェリア様はよい侍女をお持ちです。さぁ、飲み物もどうぞ、ぬるくなってしまいます」

「ありがとう。あ、これも冷たくて美味しい。それにとっても綺麗な赤い果汁ね」

「ラズリェと呼ばれる果物から絞ったものです。清涼感がありますでしょう？」

「ええ、北の領地では木の実ばかりで、あまり果物は獲れないから珍しいわ」

「ほほ……少し休まれたら、こちらの浴室にいらしてくださいませ」

　こちらの風呂は北の領地でよくあるような、湯の湧き出る温泉ではなく、沸かした湯を溜める浴槽式だった。

　作り付けの浴槽はそれほど大きくはないが、華奢なレイフェリアには十分だ。

　湯の中にいくつも浮かんでいるのは、さっきのリモネの果実だろう。部屋中にとても爽やかな香りが漂っている。

　マヌルによると、季節によって、薬効のある花や、木の枝を入れることもあるという。

　レイフェリアは設備や備品の使い方を教えてもらいながら、快適な入浴を終えた。

　──お湯に使う薬草のことも知りたいわ。

　着替えはさっきまで着ていた冬物ではなく、橙色の柔らかな布地でできた、南の衣装だった。下着も全て新しいものに取り替えられている。

「これを着るの？　着て来た服はやっぱり見苦しかったのかしら」

　レイフェリアは左右の身ごろを合わせる、南方式の服に手を通しながら尋ねた。

　風呂もそうだが、自分のことを一人でし慣れている彼女は、世話をされることがあまり得意ではない。

「いいえ、あんなに鮮やかな青のお召し物、珍しくてびっくりしたくらいですわ。ただ、生地が上質で、こちらでは暑いと思ったものですから……」

「そうなの？」

「はい。まぁ、なんて滑らかなお肌に御髪でしょう！　北の女性は皆様こんなに色が白いのですか？」

「肌はそうだけど、髪の色は、貧相だと思われてたのよ」

「とんでもありません！　さぁ、帯を……いえ、後ろではなく前で結びます。寝る前だから緩くでいいですよ。まぁ、これもよくお似合いです！　お色目がよく映えますこと」

「ありがとう。とても軽い布ね。重ねて着ても楽に動けるわ」

　下着の上に着る服は薄い色の長衣で、その上に濃いめの生地を重ねるものらしい。布地は下の服が透けて見えるほど薄い。色の重ね方は好みで様々で、女性たちはそれで自分のセンスを競うのだそうだ。

　北の地の服は、重ねて着ることは同じでも、上に着るものほど丈が長くなるため、重ね着の色を楽しむ発想がなかったので、レイフェリアには興味深かった。

　橙色の服の襟や袖口、裾からは薄い同系色の色が覗いている。これは無難な組み合わせなのだろう。足元は足首で結わえる草履のような履物が用意されていた。

「今宵は、お部屋でお食事を取るようにとのことでございます」

「そう……疲れているからそのほうがいいわ」

　南の城で迎える初めての夜。

　マヌルの勧めもあり、早く休むことにする。

　寝台は大きくてとても寝心地が良い。風を通すために窓が開け放たれているので、天蓋から薄い紗の幕が下ろされている。

　疲れていたからか、眠りはすぐに訪れた。

　外では低く昇った月が赤い城を照らしていた。弱い風が城壁を登ってくる。

　そこに──。

　眠る娘を見つめる獣がいた。

　獣は窓枠に両脚をかけ、淡い月光が差し込む部屋を覗き込んでいる。疲れているのか、レイフェリアの眠りは深い。

　だから気づかなかった。大きな獣が一晩中自分を見守っていたことを。




　翌朝も空は晴れ上がった。

「いよいよ、はじまるのだわ……」

　習慣であまり朝寝ができないレイフェリアは、一人で寝台から抜け出すと、窓際の椅子に膝を預けて外へと身を乗り出した。

　丘の真下の城下は見えないが、赤い壁の向こうに広がる草原と森、そして無限の蒼天があるばかりだ。赤と緑と青の世界である。

　吹き込む朝風はひんやりとしていて、起き抜けの肌に心地がいい。

　春の朝に暖炉を使わないこの地はやはり南方なのだ。こんな気候は北方領土では夏にしか味わえない。

　──ルーシーはまだ眠っているのかしら？

　今まで宿泊した宿とはまったく違う豪華な寝台は、敷布の肌触りも良く、天蓋から掛けられた紗うすぎぬが柔らかく陽を遮って、起きたらすぐ動く性分のレイフェリアでさえ、しばらくその寝心地を楽しんでいたくらいなのだ。

　ルーシーも気疲れしているのだろう。隣の部屋は静かだ。わざわざ起こすこともない。

　窓辺から離れ、備え付けの水差しとたらいで顔を洗ったレイフェリアは、今日は何を着ようかと少し考える。荷物は、マヌル昨夜が片づけてくれていた。マヌルは荷物の少なさに少し驚いていたようだ。

「まぁ、どれを着ても一緒ね……え？」

　衣装箪笥を開いて驚いた。そこには美しい南方風の衣服がぎっしり入っていたのだ。

　もちろん持ってきた服も吊ってあるが、比較にならないくらい多い。こんなにたくさんの衣装を見たのは初めてだった。

　──これ、私が着てもいいのかしら？　でももし、客用だったらいけないし……。

　レイフェリアは迷った末に、自分で直したお古の緑の服を着ることにした。

　この服も襟が詰まっているが、布はいくらか軽いものだし、飾りもなくて体の線を品よく出してくれる。自分の今の気持ちによく合うと思ったのだ。

　服を着ると髪を整える。白っぽい金髪は結わずに梳くしけずるだけにする。腰までもある髪は、昨夜洗って髪油をすり込んでもらったので、絹糸のような手触りだった。

　贅沢にも大きな鏡が壁に備え付けてあるので半身を映すと、その中には目元に不安を漂わせながらも、きりりと眉と口の端をあげた北の娘がこちらを見ていた。

　──まぁまぁよ、レイ。今日は多分、あの人の身内に紹介されるのだから、しっかりしないと。

　そう思って、顎をついとあげた途端、外に人の気配がした。

　マヌルが来てくれたのだろうと、レイフェリアが自ら扉を開けると、そこには紅色の巻き毛の少女が立っていた。

「……え」

　彼女の目も髪と似通った紅色だ。レイフェリアの紫の瞳よりも、赤が強い珍しい色である。肌はこの地方の平均よりもやや白い。レイフェリアよりもかなり背が低く、しなやかな体にまとわりつく黄色の衣をまとっていた。

　──まるで花のような女の子だわ……。

「あの、えっと……あなたが北から来られたお客様？」

　少女は、大きな瞳をくるくる回しながら首を傾かしげた。

「はい、昨日このお城に到着しました。レイフェリアと申します」

　そう言ってレイフェリアは、北方風の腰を屈めるお辞儀をした。少女はまた小首を傾げた。癖なのだろう。

「ええ、知っています。ティグ兄様が夕べ、教えてくれたのよ」

「ティグ兄様？」

「あ……ごめんなさい。私ったら……その名前で呼ぶのは、二人きりの時だけって言われてたのに。あのね、ティグ兄様というのは、このお館の後継のティガール様のことなの」

　少女は歌うように言った。

「もしかして、あなたはカラカ様？」

「まぁ、私を知ってらっしゃるの？　ティグ兄様が私のこと、伝えてくれたのね？　まぁ嬉しい！」

「いえ、伺ったのはオセロットからです」

「ああ、オセロット。あのちょっと怖いおじいさんね」

　オセロットが怖いなどと思ったことのないレイフェリアは、なんと答えて良いものかわからず、この小柄な美少女を眺めた。

「あのぅ……お部屋に入ってもいいですか？」

「……どうぞ」

「わぁ！　このお部屋に入るのは初めてなのです……お客様のお部屋って、こんな感じなのねぇ。とても綺麗だわ！　そう思わない？」

　カラカは窓際の椅子に腰を下ろして言った。

　さっきまでレイフェリアが座っていたところだ。

「ええ、そうですね」

「私のお部屋は上にあるの」

「上って三階ですか？」

　レイフェリアの知る限り、領主の身内に近かったり、身分が高いほど上層階に部屋が与えられる。それは城でこの少女の待遇が、かなり良いということだった。

「そう。ティグ兄様のお部屋からもそう離れていないのよ」

　さもあろう、とレイフェリアは思った。

　この少女がティガールの花嫁候補として、この城では公認なのだろう。

「レイ……レイフェリア様って、美しいお名前ね」

「ありがとうございます。正式にはノーザン・レイフェリアです」

「私はエスティン・カラカ。カラカって呼んでね。みんなそう呼ぶから」

「わかりました、カラカ様。じゃあ私のこともレイって呼んでください。このお城のことはまだよく知らないのです。よろしくお願いしますね」

「こちらこそよろしく、あのぅ……レイ様。レイ様の着ているものは不思議な形ですね、それが北方の服なのですか？」

「そうです。こちらでは少し重苦しい色合いですね」

「不思議な緑色ね。こちらではあまり見ない深い色あい」

「木賊色とくさいろというんです」

　アリーナが嫌った地味な緑色の服だが、レイフェリアは好きで、自分の髪がよく映えると思っていた。

「木賊ってなぁに？」

　小首を傾げてカラカが尋ねる。

「植物の一種ですね」

「よく似合っていてよ。それにしてもレイ様、お背が高いのね？　私は小さいから羨ましいわ。南は大きな人が多いので、私はとても目だつの。西の血を引いているせいかもしれないけれど。でもティグ兄様は、小さいほうが可愛いって言ってくれるの。ふふ」

「北方では普通でした」

　レイフェリアも相槌を打った。北の人間は大柄ではないが、すらりとした体形が多い。

「あの……レイ様？」

　どうやら「あの」と呼びかけるのが、この少女の口癖のようだった。可愛らしく儚げなこの少女にふさわしい。

　──だけど、遠回しに私を牽制しているのが言葉の端々に出ている。アリーナみたいに、意地悪ではなさそうだけど、自分の魅力をよくわかっているのね。

「なんですか？」

「レイ様は、ティグ兄様に連れてこられたの？」

「そうです。私が住んでいたところにティガール様が迎えに来られました」

「そうなの。出立前に兄様も話してくれたの。王様に言われて遠くまで旅をすることになったから、留守を頼んだぞって」

　──王様に言われて……確かにその通りね。ティガール様は私を連れて来ることを、こんなふうにこの子に話していたんだ。

「ええ、確かに遠かったですわ。馬で半月以上もかかってしまって。途中で盗賊まで出たし」

「盗賊？　まぁ恐い！」

「でも、ティガール様やヒューマたちが追っ払ってくれたから、私も、滞在していた村のみんなにも怪我はなかったのです」

「そうよね！　ティグ兄様は南方一の戦士なの！」

「ええ……皆さん、とてもお強かったですわ」

「そのお話、もっと聞きたいわ！」

　カラカはすっかり寛いでいる。

「そうですね。でも、私は話が下手なので、オセロットかヒューマにしてもらえばいいですわ。それか、ティガール様ご自身か」

「そうね。ティグ兄様は私のこともいつも守ってくれるの。それだから、私たちは私が十五になったら、結婚すると言われていたのです」

「……そうでしたか」

　レイフェリアは平坦に言った。胸に走った小さな痛みは無視することにする。

「あの……でも、レイ様もお兄様の花嫁候補なんですよね？　実は少しだけお話を聞いてしまって……私」

　カラカは不意に言葉を詰まらせた。

「まぁ、そうですが、多分まだ決まってはいないと思います」

「レイ様は、ティグ兄様のことがお好きなの？」

「……ご立派なお方だと思います」

「私……私はティグ兄様のことがずっと前から好き！　大好きなの！　だから……ごめんなさい。わざわざ遠くから来てくださって申しわけないのだけど、私が兄様のお嫁様になりたいの」

「まぁ、そうでしたか」

　──ああ、これが言いたかったのね、この子は。これから大好きなティグ兄様の話を、何回も聞かされることになりそうだわ。でも自分に素直なところは認めないとね。きっと、私より性格が可愛いのだろう。

「こんなこと言ってごめんなさい。だからできれば花嫁候補は、私だけだといいと思うのです……ごめんなさい」

「カラカ様のお気持ちはわかります。私はまだ、ティガール様とは会ったばかりですし。ですが、これから先のことはわからないのです。だから今はなんともお答えできません」

　レイフェリアは正直に言った。

「そう……なの？」

「そうなのです。私にも立場があって……残念ながら、すぐには帰れないと思います」

「そうか……そうよね。だって王様のご推挙ですものね」

「ええ」

「でも、レイ様がお話のできる方でよかったわ！　あのぅ……レイ姉様って、お呼びしてもいい？　私、以前からお姉さまが欲しかったの」

「……いいですよ」

　やや複雑な心境ながら、断るのも大人気ないと思い、レイフェリアは頷いた。

　その時、軽いノックの音がしてマヌルが入って来る。

「レイ様、おはようございます……あら？」

「おはよう、マヌル」

「これはこれは、カラカ様！　どうしてこちらに？　お母上は？」

「知らない。私は、お客様にお会いしたかったの。私たちすっかり仲良しになってよ」

「……左様でございましたか。ですがレイフェリア様は、昨日お着きになったばかりでお疲れです。それに、淑女はこんなに早朝から、よその部屋に参りませんよ」

　カラカへの非難を匂わせてマヌルが、朝食の盆を置いた。

「レイフェリア様はゆっくりお休みになられましたか？」

「ええ、とても寝心地の良い寝台だったわ。でもルーシーはまだ眠っているようね」

「まぁ、起こして来ましょう」

「いいえ、マヌルが来たから大丈夫。もう少し眠らせてやって」

「わかりました。ではお食事のご用意をいたしますね」

「ありがとう」

　マヌルはてきぱきと盆から皿や杯を並べる。小さな鍋のふたを開けると、乳で煮込まれたような穀物の粥が入っていた。干した果物も添えられている。

「レイ姉様、朝早くからごめんなさい。ご朝食のお邪魔はいたしません、ゆっくり召し上がってね。私は兄様と食べてきます！　ではまた遊びに来ますね！」

　そう言うと、カラカは来た時と同じように、軽やかに飛び出して行った。

「すみません、レイフェリア様。あの方はああいうお人なのです」

「気にしないわ。可愛らしいお方だと思います。まだとてもお若いし」

「お……おはようございます！」

　その時、大慌てで身支度をしたルーシーが駆け込んで来た。

「すみません！　寝坊してしまいました！」

「気にしなくていいのよ、一緒に朝食を取りましょう」

「レイ様、おわかりになると思いますが、貴婦人は召使いと一緒に食事をとってはなりません。城の者に軽く見られます」

　マヌルは、すまなそうに二人に向かって言った。

「ああ、そうだったわね。ごめんなさい、ルーシー」

「そんなの、あたりまえですわ。私たちの食事は別に用意されておりますし。今はお給仕に徹します。こちらの果汁をどうぞ！」

「ありがとう、とても美味しいわ。ここではたくさんの果物が取れるのね」

「はい。いつか果樹園もご案内いたしますわ」

「それは楽しみね。薬草園もあるのかしら」

「はい。私は入ったことはございませんが」

　レイフェリアには薬草の知識がある。いつか行ってみたいと思った。ティガールに頼めばいいのだろうか？

「ごちそうさま。しばらく本でも読んでいるわ」

「衣装箪笥の服はお気に召されませんでしたか？」

　マヌルは古い服を着ているレイフェリアを見て、心配そうに言った。

「いいえ。とても綺麗だったわ。でも私が着ていいものか、わからなかったので」

「ティガール様のご命令で私が整えたのです。全てレイフェリア様のものですわ。もし足りなければ、もっとご用意いたします」

「え？　いえ、十分よ、ありがとう。じゃあ、食事が終わったら着替えるわね」

「そうなさいませ。マヌルがお選びいたしましょう」

　着替えを澄ませて二人が下がると、レイフェリアは本には目もくれず窓辺に立った。

　書物はいくらも持って来ていないし、全て暗記するほど読んでいる。そのうち図書室にも案内してもらおうとぼんやり考えた。

　朝早くは涼しかったのに、今は太陽が昇ってぬるい風が吹き込んで来ている。辺りの風景の色合いは、ますまず鮮やかな色合いに変化していた。

　──どうにも手持ち無沙汰ね……。

　することがないのは、あまり性に合わない。いっそ自分で図書室を探しに行ってみようか、レイフェリアがそう考えた時。

「入っていいか？」

　聞こえて来たのはティガールの声だった。低い声にどきんと心臓が飛び跳ねる。

　──これではまるで、待ちかねていたみたいじゃない！

「どうぞ。おはようございます」

　レイフェリアは努めて平坦な声で応じた。

　入って来たティガールは、今まで見ていたような武装を兼ねた旅姿ではなく、薄い布を重ねる南方男性の服装だった。上半身は、半袖の木綿の服の上に斜めに赤い模様の布を引っ掛け、腰には太い帯を巻いている。

　彼の均整のとれた体つきと長い手足がよく映える、すっきりとした民族衣装だった。

「おはよう。その……よく眠れたか？」

「はい」

「飯は食ったのか？」

「はい。でも、あなたはなぜ、こちらに？　朝食はカラカ様と一緒では？」

「カラカに……会ったのか？」

「ええ、今朝早くこの部屋に来られました。可愛らしい方ですね。ご自分があなたの花嫁候補だと教えてくださいました」

　意地悪く言ったレイフェリアに、ティガールは憂鬱そうに床に目を落とす。

　意外に長いまつ毛が陽に白く透けた。

「……確かに彼女は、この城で俺の嫁候補として認められている。親父殿がそう言っているから、だ」

「親父殿って、ご領主様ですか？　確かリューコ様とおっしゃいましたね」

「親父殿は、出迎えにも下りられず、申しわけないと言っていた。老いて弱っているうえ、足が悪い。それを恥じてほとんど人に会おうとはしないんだ」

「年をとって弱ることがなぜ、恥なのでしょうか？　誰もがいずれ、そうなると思うのですが」

　言ってしまってから、レイフェリアは立ち入り過ぎたかと後悔した。

　しかし、彼は気を悪くした様子は少しもない。むしろしっかり説明したいと思っているようだった。

「すみません、立ち話になってしまって……どうぞこちらでお座りください」

　レイフェリアは部屋の中央のテーブルと椅子を指した。マヌルの配慮で氷の浮いた飲み物の入った水差しが置かれてあり、いつでも喉を潤せるようになっていた。

　ティガールは素直に腰を下ろし、レイフェリアから飲み物の入った杯を受け取る。

「……かつての父は、名高い戦士だった」

　一息に杯をあおりながら、彼は再び話し始めた。

「この国一の強さを誇り、剣でも槍でも無敵だった。そして腕力や脚力が自慢だった。だから今の老ろう残ざんの姿を認めたくはないのだろう」

「それは……お辛いでしょうね」

　自分も脚力に覚えがあるので、レイフェリアにもその気持ちはよくわかる。

「俺は親父殿の遅くにできた子で、唯一の子でもあるので、彼は俺に望みを託している」

「そのお父上が、カラカ様をティガール様の花嫁に、と望んでいるのでしょう？　あなたはそれを叶えようとは思わないのですか？」

　レイフェリアがそう言うと、金色の目が仄かな怒りを湛えてレイフェリアを見据えた。

　この目を見たのはこれで二度目だった。

　この表情は危険だ、とレイフェリアは密かに身構える。今度はどんなふうに切り込まれるのか？

「あなたはそれでいいのか？」

　ティガールはレイフェリアを見据えて言った。この前とは違い、言葉によってレイフェリアの心を引きずり出そうという強さだ。

「私の意思が尊重されたことなど、一度もないのでわかりません」

　それは故郷での日々を指して言った言葉だったが、不意に先日の口づけの感触が鮮やかに蘇り、レイフェリアの頬に朱がのぼる。

　ティガールの頬も僅かに強こわ張ばったようなので、彼もやはり同じことを思ったのだろう。

「では、あなたの意思とは？」

「それは……」

　レイフェリアは口ごもった。

　今ここで、父の名誉回復という、本来の望みを彼に打ち明けるのは、はばかられる。

　王の勧めで自分を迎えに来たティガールと、肉親の名誉回復を考えたレイフェリア。

　そこにはお互いに対する愛情はない。

「私は争いを好みません」

　レイフェリアは慎重に言った。

「私が来たことで南方領主家に、諍いさかいが起きることは本意ではありません」

「あなたは俺に、無理やりここに連れてこられたと思っているのだろう」

「ご存知のように、北の領地で私は厄介者でしたから」

「そこから逃れるために俺について来たのか」

「逃げるのではなく、道を探したかったのです。私が自分らしく生きられる道を」

　レイフェリアは真剣だった。

　これは少なくとも嘘ではない。それがティガールと共にあるのか、そうでないのかわからないだけだ。

「だから、名誉ある立場でなくても、ここで何か役目をいただけたら、と思うのです」

「……俺の妻でなくてもいいわけだ」

「そうは申してはおりません。ただ、軋あつ轢れきや蔑べっ視しよりは、孤独のほうがましです」

「つまり俺は必要ないか」

「えっと……」

　どういうわけか、どんどん話がこじれていく。

　──なぜこの人は、こんなに苦々しい顔つきをしているのだろう。自分こそ、国王に押し付けられて、仕方なく自分を迎えに来たのではないの？

「父がカラカを推すのは、彼女が身内だからというだけだ。あれの母親、ナドリネが俺の従姉だからな。血を薄めたくないのだろう。あと、朝食は最後の茶だけ、カラカと一緒に飲んで、俺はすぐ出てきた」

「……」

「父のことは尊敬している。だがあなたが自分らしく生きる道を探しているのと同じように、俺の人生は俺のものだ。自分のことは自分で決める。俺はあなたを伴侶にする。逃げることは許さない」

　きっぱりと言い切るその言葉に、レイフェリアの胸はざわめいた。

　これは彼の決意だ。だがそこに、レイフェリアへの情は含まれるのだろうか？

「……それは」

　──親しい関係と聞いているゼントルム王への義理を果たすためでは？

　その言葉をレイフェリア飲み込む。しかし彼は、それを察したように続けた。

「言っておくが、王に言われたからだけ、ではないぞ」

「では、他にどのようなわけが？」

　レイフェリアはまっすぐにティガールを見つめた。

　──気になる。それも、すごく。聞きたい！　その、わけを！

　しかし、金色の目は逸らされてしまった。

「すまない……今は言えない。言いたくない。それは俺の勝手な理由だから。あなたには関係ない」

「……そうですか。わかりました」

　自分でも驚くほど落胆したレイフェリアは、努めて平静に言った。

「いつか話せる時が来ればいいと思う……」

　ティガールは目を閉じた。この様子ではとても問いただせそうにない。

　レイフェリアは気持ちを切り替えた。

「カラカ様のお父上は、西方領主のお身内と伺いました」

「西方領主の弟だ。従姉のナドリネは西方に嫁いだが、夫と折り合いが悪く、数年前に、ここに戻って来た。どうせナドリネの性格が原因だろうが、まだ離縁には至っていない。西方と南方は友好的だから。縁を潰したくないのだろう」

「よくわかります」

　一族の結束を固めるために、身内から配偶者を選ぶことは貴族なら珍しくない。

　カラカはやや幼いが、ティガールをとても慕っているのだし、花のような美少女だ。

　おまけに南方と西方の両方の血を引いているのだから、ティガールの花嫁として、これほどふさわしい相手はいない。

　対して、レイフェリアは、南方と縁の薄い北方の、しかも反逆者の疑いで追放された前領主の娘で、ティガールにとっては初対面の他人だ。

　確かな理由もわからず、国王に推挙されたという、それだけが頼りの、あやふやな立場なのである。

　──ティガール様が国王と親しい仲なら、婉曲に断ることだってできたはずだわ。なぜ彼は、わざわざ迎えに来ることまでして、私をここまで連れて来たのだろう？　自分本位の理由があると言ってたけど、政治的な意図があるのかしら？　あんな美少女に慕われて、心が動くことはないの？

　今まで二人が交わして来た言葉は、あまりにも少ない。

　旅の間は常に人がいたし、話がほとんどできなかった。やっと二人になって話ができても、彼が一方的に断ち切ってしまった。

　レイフェリアも女だから、彼に嫌われていないことは、なんとなくわかる。しかし、好かれているかと言えば、今までのことから考えて、とても自信がない。

　あの口づけは、彼女を屈服させるためのものだった。

　しかしレイフェリアはここまで来てしまったのだ。もう引き返せない。

　王に推挙されたティガールの婚約者として。これからは立場を自覚し、それに見合った態度を取らなくてはいけないだろう。

　──そうか。だから、この人は今、ここに来てくれたのかもしれない。私にそれをわからせるために。

　レイフェリアはそう考えて、苛立ちを抑え込もうとしているティガールを見つめた。

「私は心を決めて故郷を出てきたのです。だからもし、ティガール様が望むなら、私はあなたの伴侶になりましょう」

「本当か!?」

　今まで沈んでいたのが嘘のように、ティガールは立ち上がった。

「ええ。ですが、あなたは別に私に情があるわけではないのでしょう？　違いますか？」

「……なぜそう思う？」

　ティガールは鋭く尋ねた。

「私を見ると、なんだか苦しそうなご様子だからです。もしかして、他にどなたか心に想う方がいるのでは？　と思って」

「……心に決めた女は……いる」

「やはり……」

　心の奥がみるみる萎しぼんでいく。

　認めたくはなかったが、それはレイフェリアが初めて味わう消沈の心持だった。

　──私はがっかりしているのだわ。ここでも自分が選ばれないということに。

「……それはどんなご婦人なのですか？　あ、別にお答えいただかなくとも……」

「ね、猫の好きな女だ！」

　ティガールは急いこんで言った。

「ねこ!?　ねこって……猫、ですか？　にゃーと鳴く？」

「そ、そうだ」

　なぜだか顔を赤くしてティガールが目をそらす。

「そのご婦人が好きなのは猫……」

「なんで語尾が下がる？」

「いえ、あの……ちょっと変わったご趣味だと思って」

「あなたは猫が嫌いなのかっ！」

　立ち上がったまま、ティガールが身を乗り出す。大きいので、かなりの圧だ。

「え!?　そこ？　い、いえ、嫌いではないですよ、というか好きです。可愛いし。でも、馬や犬、猛禽など、動物はだいたい好きです」

　突然の剣幕に圧倒されながら、レイフェリアは正直に答えた。

「猫よりもか!?」

「猫も好きです」

　──なんでそんなに猫にこだわるの？

「ええと……それで、その猫好きなご婦人は、今どちらにいらっしゃるのですか？」

「えっ？　そ、それはその……いるにはいるが、正確には、ここに……」

「いらっしゃらないの？」

「……いまのところは。だが、すぐに戻る！　戻らせて見せる！」

「そんなにお好きなのですね」

「そうだとも！」

　即答である。

　──だったらなんで、私を迎えに来たのよ！

　すっかり意味がわからなくなったレイフェリアは、早くこの不毛な会話を終わらせようと思った。

「じゃあ私はこの城で、どう振る舞えばいいですか？」

「あなたらしくでいい。自分を卑下することなんかない。ただ」

「ただ？」

「さっきも言ったように、父は俺にカラカを娶らせたがっている。もちろんナドリネも、その眷けん属ぞくも」

「……」

「要するにこの城には、あなたを認めようとしない人間がいるということだ」

「それが、以前おっしゃっておられた、私がいい気持ちがしないということですか？」

「……そうだ」

「お気づかい感謝いたしますわ。でも私も言いましたでしょう？　蔑ろにされるのは慣れておりますの」

「確かにあなたは強い」

「それは褒め言葉ですね」

「当然だ」

「ではせいぜい私は堂々と振る舞い、嫌われ役になるようにいたします」

　自分が嫌われることで、後から現れると思われる、ティガールの愛する女性の待遇が少しでもよくなるのならいい。

　この男の役に立てば、レイフェリアの最大の望みである、父の無実を国王に訴える機会も設けてもらえるかもしれない。

「でも、お願いがあるのです」

「願い？　なんだ、それは！　言ってみろ、なんでも聞くぞ！」

　思いがけず勢い込むティガールにレイフェリアは驚きながらも、ここは遠慮なく本音を言おうと決意する。

「もしも、ティガール様が、その猫好きなご婦人を奥方にお迎えになられても、私を追い出したりしないでくださいますか？　私は喜んで、そのお方の侍女にでも、召使いにもなります」

「なんだと！」

　最早、怒鳴るどころではない、吠えられている。

「うわっ！　いえあの……私、厚かましいことを言いましたか？　ごめんなさい」

　機嫌の移り変わりが激しすぎて、レイフェリアはついていけない。

　五歳児を相手にしているようだ。もっとも、レイフェリアは五歳の男の子のことなど知らないが。

「違う！　くそっ！　なぜこうなる！」

　ティガールは怒り狂いながら床を踏み鳴らしていた。もう手がつけられない、つけたくもなかった。

　レイフェリアがすっかり面倒になって壁際に引いていると、男はずんずんと部屋を横切ってやってくる。

　危険な香りがする。逃げたい。でも絶対に逃げられない。

　──なんでこんなに理不尽に叱られなくちゃいけないの？　何か悪いこと言ったのなら、理由を言ってくれたらいいじゃないの！

「きゃっ」

　レイフェリアの肩がぐいと引き寄せられた。

　ぐわっと口が開かれ、尖った犬歯が迫る。

「いいか？　あなたはここにいるんだ！　俺のはな……婚約者として！」

　そう言い捨ててから、口づけとも言えないような、乱暴な密着をぶつけると、へなへなと崩れ落ちるレイフェリアを後に残し、鼻息も荒くティガールは部屋から出て行った。

　──なんなの？　これは！　支離滅裂の極みじゃないの！

　心が濡れている。ただ、唇だけがひりひりと熱かった。




　レイフェリアがこの城にきて三日が過ぎた。

　その間、特にすることもなく、マヌルからこの地方の習慣や作法を教えてもらったり、いろいろな種類がある南方の衣服の着付けを覚えたりしている。

　しかし、どうにもよくわからないこともあった。

　部屋に籠ってばかりいるのも退屈だし、この城のことも知らなくてはいけないと思ったので、レイフェリアはマヌルに城内を案内してほしいと頼んだ。

「そうでございますよね。主様からは買い物でも食事でも、レイフェリア様の好きなようにしていただくようにと、お言葉を賜っております」

「そうなの？」

　それは意外だった。

　ティガールとは彼が好いていると言う、猫好きの婦人の話を聞いて以来、一度も顔を合わせていない。

　彼は北方への旅で、一月以上この地を留守にしていた。そのため、領地を視察せよという領主の命令で城を出ていき、数日は戻らないとのことだった。

　それはオセロットを通じてもたらされた伝言で、ティガールは彼女になんの挨拶も無しに旅立ってしまったのだ。

　よほど彼を怒らせてしまったのだろうと、レイフェリアは思っていた。

　出かけることすら私に教えてくれなかったのに、そんなことを言いおいてたなんて。

「ですが、申しわけございません。お城からは出てはいけない、とのご厳命で……」

　──ああ、そういうことね。そう言ってたわね。私を服従させるために。

「わかったわ。だったら厨房や、お庭は大丈夫ね。私が見てみたいのは、このお城の人たちが働いているところなの」

「まぁ、それは皆も喜びましょう。お庭は綺麗ですよ」

　マヌルは、レイフェリアの表情が明るくなったことを喜びながら言った。




「まぁ、素敵！」

　中庭は春の花で溢れかえっていた。

　それは人工的に造園されたものではなく、ただ自然の野や小川をそのまま持ち込んだような庭だったのだ。聞けば、城の北側には森や泉まであるという。また東側にはここよりも小さめの庭園があるとのことだった。

「まるで妖精の花園に迷い込んだみたいですね！」

　ルーシーも目を丸くして色鮮やかな花々や、レースのような葉を持つ羊シ歯ダ類に見入っている。だいたいどの植物も北のものより大きくて、華やかだった。

「美しゅうございましょう？　こちらには真冬の一時期を除いて、大抵お花で溢れているのですよ。すぐに夏の花が咲き始めます」

「それは楽しみね」

　レイフェリアは庭師の腕に感心しながら答えた。

　一見、自然の造形をそのまま取り込んだように見えているが、花々の色合いや、樹木の高さや種類が調和して見えるように計算し尽くされている。

　地面も歩きやすいように、素焼きの煉瓦が埋め込まれていた。しかし、それも街道のように整然とした並びではなく、さりげなく、しかし歩きやすさを損なわないように巧みに敷かれている。

　──これは、かなりの美意識を持った庭師による造園だわ。でも、陽が強いわね。

　レイフェリアは眩しい日差しから目を保護するため、ルーシーが探してきてくれた更紗の布で顔に影を作り、広い庭園を見渡していた。

　気温が高くなってきていたが、ここは樹木が多いせいか、吹き抜ける風が涼しい。

　向こうの木陰に小さな四阿あずまやの屋根が見えた。

「暑くなって参りましたね。あちらでお休みくださいませ。何か冷たい飲み物をご用意いたします」

　マヌルはそう言って本丸の方に姿を消す。多分、厨房に近い出入り口がどこかにあるのだろう。

　レイフェリアは、そのままゆらゆらと四阿の方に歩き出した。ルーシーは夢中で花を見て回っているので、しばらく放っておくことにする。

　つい一月前まで、雪の残る北国にいたというのに、なんだか夢のようね。

　瞼を閉じ、透明な光を受けながら、レイフェリアはわずかな風に身を任せた。

　その──時。

「あ！」

　何かが強く肩にぶつかったのだ。

「この無礼者！」

　はっと目を開けたレイフェリアの前に、薄い紅色の髪が飛び込んできた。同時にきつい花の香りが鼻腔を刺す。

　目の前に立っているのは美しく大柄な女だった。後ろに侍女らしき者を四人も引き連れている。

「申しわけありません。あまりにお庭が美しいので、つい見とれてしまいました」

「こなたは庭を見るのに目を閉じて歩くのかえ？」

　横柄な言い方だが、言っていることは正論だ。レイフェリアは黙って頭を下げた。

　一目でわかった。

　この女はカラカの母親のナドリネだ。

　体つきこそ大柄だが、薄紅色の髪に同色の瞳、やや浅黒い肌は、あの美少女にどこか似て……というより、この女性を小さく優しげにしたらカラカになる、というところだろうか。

「話は聞いておる。こなたが野蛮な北方から参った、落ちぶれ田舎娘であろ？」

「多分そうでございましょう。私はレイフェリアと申します」

　レイフェリアはおとなしく相槌を打った。

「それにしても、貧相な体つきよのう。それにみすぼらしい色の髪、妙な色の瞳。ティガール殿もさぞ失望されたことであろうなぁ」

「ティガール様が、そうおっしゃったのでしょうか？」

「無礼な。こなたから私にものを尋ねるでないわ！　私はナドリネ。当家ご領主、リューコ殿の姪にして、その後継ティガール殿の従姉にあたる」

「……それは大変失礼をいたしました。申しわけございませぬ」

　親戚というものにまったく良い印象のないレイフェリアは、馬鹿丁寧に南方風の礼をしてみせた。こういう手合いに逆らっても、面倒なだけだということは身に染みているからだ。

「ふん。わかればよい」

　レイフェリアが殊勝に見せているので、ナドリネは一応満足したらしい。口調をわざとらしく優しげなものに変えて言った。

「はるばる北の辺境から来たこなたであるが、すぐに故郷に帰るがよい」

「それは、なぜでございましょうか？」

　尋ねるなとは言われたが構わず、頭を下げたままレイフェリアは尋ねた。

「ふむ、特別に質問を許してやろう。理由は、こなたがティガール殿の花嫁に選ばれることはないからじゃ」

「……」

「ゼントルム王は酒宴での戯たわむれに、ティガール殿にこなたを推挙したのだと聞く。そのようなものに縛られる謂いわれはない」

「戯れ」

「そうとも。ご病身の現ご当主リューコ様も、こなたなど息子の嫁に認めぬとの、きつい仰せじゃ」

「現御領主様には、まだお目にかかっておりませぬ」

「ははは！　それが何よりの証拠であろ。こなたはこの館の誰にも認められてはおらぬ。ゆえにさっさと帰るがよい。金きん子す、馬車などの手配はしてやろうほどに。のう、キティ。皆もそう思うであろ？」

　ナドリネが後ろの侍女を振り返ると、皆同じように頷き、嘲るような笑みを浮かべた。

「ナドリネ様のお優しさにすがるが良いかと」

　キティと呼ばれた目の間の狭い侍女が、レイフェリアを見下しながら言った。

　この女がマヌルの言っていた召使頭なのだろう。つまり城中の女の使用人の長である。

「なんでしたら、私が今すぐお支度をお手伝いいたしましょうか？」

「では、私は馬車の手配を」

「悪いことは申しませんわ。早々に立ち去られませな」

　皆同じように一言ずつ言い立てるのが、このような待遇に慣れたレイフェリアの目には滑稽に映る。殊勝げな顔の下で、彼女の心は少しも挫けない。

「ほれ、この者たちもこう申しておる。こなたがこれ以上ここにいても益はないぞ」

「益はなくとも、私の一存では決められませぬ」

　レイフェリアは謙へりくだりはしても、引く気は毛頭ないのである。

　──申しわけないけど、従姉殿、私は尻尾を巻いて帰るわけにはいかないの。

「レイフェリア様！」

　振り返ると、マヌルとルーシーの姿があった。二人とも緊張した面持ちだ。

「散歩していたら偶然ナドリネ様と、こちらでお会いしたの。ご挨拶をして、少しお話を伺っていただけよ」

　レイフェリアは二人を安心させるように頷いた。

「お前たち何をしておる。さっさとその娘の帰り支度をしてやるがよい。今その話をしておったところじゃ」

　ナドリネが高慢に、レイフェリアの二人の侍女に命じる。

「私の直接の主はティガール様です。若様のご命令でない限り、そのようなことはできかねます」

　マヌルは、はっきりと言い返した。

「なんと！　この私に対して無礼な！　お前など、リューコ殿に申し上げ、今すぐ放ほう逐ちくしてくれるわ！　新参者の下女のくせに！」

　ナドリネは怒りで口をゆがませながら言った。

「失礼ですが、ナドリネ様」

　レイフェリアは一歩踏み出してマヌルの前に出た。すっと背筋が伸びる。

　こうすれば、身長差はそれほどでもない。

「このようなことを、申し上げるのは誠に心苦しいのですが、今マヌルが申したように、私もティガール様、あるいはご領主様から直接命じられない限り、故郷には帰るつもりはございません」

「なに？　なんと申すか、この小娘！」

　今や、ナドリネの頬は真っ赤に染まっている。豊かな髪の両側が逆立ち、まるで怒り狂った猫のようだとレイフェリアは思った。

「確かに私は小娘ですけれど、私には私の事情があるのです。カラカ様と張り合うつもりは毛頭ございませんが、私はここに残ります」

「この無礼な田舎者め！　このような者をティガール殿が妻にと望むわけがない！　ましてや、リューコ様になど絶対に認められぬわ！」

「そうかもしれません。ですが北の領地でも、南は野蛮だと教えられてきましたのよ。私は両方知っていますから、どちらもまちがっていると思います。文化の差異はあっても、理解はできましょう。それが貴族の嗜たしなみというものですわ」

「知った風な口を！　今すぐご領主様に、こなたの無礼を進言してやる！」

「お好きに、ナドリネ様。ですが、私も北方領主家直系の一人娘。いたずらに私と私の家を愚弄するのは、やめていただきたく存じます。それこそ無礼というものですわ」

「なんと！　私が慈悲を持って接しておればつけあがりよって！　では、ティガール殿に申しつけて、こなたをこの城にいられなくしてやるわ。その時にせいぜい泣きを見るがよい！」




　それからレイフェリアは、ナドリネの侍女から時折嫌がらせを受けるようになった。

　食事はマヌルやルーシーが直接厨房から運んでくれるので、今までと変わりはないが、二階の廊下ですれ違うときなど、わざと体を当てられたり、よろめく振りをして運んでいる水差しの水をかけられたりする。

　そしてまた、聞こえよがしに「あの貧相なご様子」だとか「花嫁様に選ばれる筈がないのだから、早く田舎にお帰りになればいいのに」などと陰口を叩かれるのだ。

　マヌルやルーシーは非常に憤慨し、オセロットに言いつけて、ナドリネに抗議してもらうと息巻いたが、レイフェリアはそんな事は止めるように、と静かに言い渡した。

「私は気にしないわ」

　こんな扱いは慣れたものだ。女同士のつまらない争いごとで動揺していると思われたくない。しかし、彼女が願っていた、軋轢や蔑視を避けることは見事に叶わなかった。

　──結局、どこでも一緒かぁ。

　レイフェリアはげっそりと肩を落とす。また、これは勘なのだが、オセロットはこの件を気づいているように思った。

　彼のこの館での立場は、副家令といったところだ。彼は留守中のティガールの代わりを務めているのでいつも多忙そうだが、一日一回はレイフェリアの元を訪れ、様子を気にしてくれている。

　レイフェリアに「困ったことがあればなんでもおっしゃってくださいませ」と言っていたが、自分からはこの館の内情については話そうとはしなかった。

　恐らくオセロットは、領主の身内を批判することを控えているのだろう。

　それでも彼なら、レイフェリアがナドリネに嫌がらせを受けていると訴えたら、なんとかしてくれるのだろうと思う。

　しかしレイフェリアは、自分は試されているのかもしれないとも考えていた。オセロットに、ティガールに、ひいてはまだ見ぬこの館の領主に。

　苦しい立場に立たされた時、どのように振る舞えるのか。

　──考え過ぎかもしれない、でもそうでないかもしれないわ。

　どちらにしても、レイフェリアはオセロットにこの状況を訴えて、なんとかしてもらおうという気はまったくなかった。

　レイフェリアにしても、伊達に不遇の七年間を過ごしてきたわけではない。

　大柄な侍女に体を当てられたら「体が大きいのも大変ね」と憐れみ、嫌味には「無駄口を叩けるなんて、よっぽどお暇なのね」と言い返した。

　するとある日の午後、レイフェリアが自室を出ると、そこには大量の生ゴミが撒かれていて、嫌な臭気を放っていた。

　もちろん駆けつけたマヌルとルーシーがすぐに掃除をしてくれたが、このままではもっと面倒なことになるのでは、と感じたレイフェリアは、あまり出歩かないようにした。

　ただ想定外だったのは、母親があのような態度であるのにも関わらず、娘のカラカは、相変わらずレイフェリアを構いに来るということだ。

　彼女は数日おきに、他愛のない話をしに部屋にやってくる。

　大体は茶を飲み、半刻くらいで帰るのだが、その大半は「ティグ兄様」のことだった。

「小さい頃にこのお城にやって来て以来、兄様はいつも優しくしてくれたの」

「私に立派な淑女になってほしいと言ってくださる」

「いつか二人で王都に行って、ゼントルム陛下にお会いするのが私の夢」

　などで、レイフェリアはいつも微笑んで話を聞いていた。

　この無邪気さが演技なのかどうかはともかく、少女がレイフェリアを味方につけようと思っているのは確かだと思ったからだ。

　中庭でのことがあった日の翌日、お付きの侍女と共にやって来て、困惑するレイフェリアに、悲しそうな顔で母親の態度について謝罪した。

「レイ姉様、お母様がひどい態度をとったって聞いたわ。本当にごめんなさい。お母様は私以上にティガール様のことを気に入っているの」

「そのようね」

「ええ。血族意識の高いお母様は、私と、ティグ兄様の婚姻を強く願っているのよ。だから国王様に推挙されたレイ姉様のことが、気に入らないのだわ」

「でしょうね」

「それにね、私も久しくお会いしていないんだけど、領主のリューコ様も、私たちの結びつきを望まれているということなので、尚更なのね」

　現領主に、レイフェリアは未だ拝謁が叶わない。

　しかし、それが領主の出した結論だとしたら、いくら国王の推挙があったとしても、レイフェリアがティガールの妻になることは望み薄だろう。

　──私には王に近づきたいっていう目もく論ろ見みがある。けれどそれは、どうしても彼の妻になりたいって意味じゃないわ……ここにいれば、きっと機会はある。だから平気だわ。黙ってこの子の言うことを聞いていればいいのよ……なのに、どうして、心の奥がこんなに不快なのだろう？　妻になれなくても、私はあの方と繋がっていたいのだろうか？　この子よりも近い距離で？

「なんにも心配することはありませんって、私からお母様に伝えておこうと思うの」

「ええ。でも、カラカ様のお母上は、何を言っても心配されると思います」

　思い込みが強いところは、似たもの母娘なのだと感じながら、レイフェリアは曖昧にこの話を終えた。

　自分でもティガールについて、これ以上考えたくなかったからだ。

　あまり突き詰めたくはない。けれど、本当はこのままでいいとも思えない。

『もし、ティガール様が望むなら、私はあなたの伴侶になりましょう』

　自分で言ったことなのに、状況は極めて難しい。

　最もわからないのは、レイフェリア自身の心だった。









７章　領主からの試練











　その日は昼前から、夏を思わせるように暑くなった。

　春とはいえ、南に面したこの部屋は、窓の日除けを下ろしてもかなり気温が上がり、北国育ちのレイフェリアには、薄着をしていても身に熱が篭るようだ。

　いつも元気なルーシーも同じようにぐったりとしている。二人ともまだ、この地方の気候に体が馴染んでいないのだ。

「こんなに急に暑くなるなんて驚きです」

　マヌルが氷を入れた飲み物を、二人に手渡しながら言った。

「今からこんなんじゃ、真夏が思いやられますわぁ」

「無理しないで少しずつ体を慣らしていくといいですわ。若いのですから、きっとすぐに慣れていきますよ。暑い地方には、いろいろと涼しく過ごす知恵があるのです。ほら、これを体に塗ってくださいな。ずっと涼しくなりますよ」

　マヌルが冷汗効果のある薬草を混ぜて練ったという、乳液をくれた。ほのかに爽やかな香りのするそれは、この地方の貴婦人には必需品だそうである。

「まぁ、いい香りがするわね。それにこのガラスの瓶がとても綺麗」

　薄くのばして皮膚に塗ってみると、確かに皮膚がすっと爽やかになる。それで幾分気分の良くなったレイフェリアは、思い切って領主のことを訪ねてみようと思った。

「ねぇマヌル。ご領主様のことを聞きたいんだけど……ご病気なのよね？」

「ええ……、そうですわ」

　マヌルはその質問が来ることを予測していたように、まじめに答えた。

「どういうご容態か尋ねてもいいかしら？　私はまだお目通りが叶っていないのだけど、そんなにお悪いの？」

「はい……病気というより、お体の衰えが著しいというところでしょうか？　私が前にこのお城にいた時から、少しずつ弱っておいでになって。以前のリューコ様は、お強く華々しいお方だっただけに、思うようにいかない体に歯がゆい思いをされているのではと思います」

　先日ティガールも同じことを言っていた。

「数年前に足を痛められてからその治りが悪く、あまりお歩きになられません。足を引きずる姿を、余人に見られたくないというのもその理由かと」

「お気の毒に……」

「ティガール様は、リューコ様の遅くにできた、たった一人のご子息です。その三年後に奥様を亡くしていらっしゃいますから、一人息子のティガール様を非常に大切に思われておられて……いつも気にかけていらっしゃいます」

　おそらく、領主が気にかけているのは息子と、この先の領主家のことなのだろう。

　だから、息子の配偶者となる者には、まったく知らない北の娘ではなく、同じ血統のカラカを嫁にと望んでいるというのも納得できる。

「だったら、当分ご挨拶はできないわね」

「でも、もうすぐティガール様も戻ってこられますし。きっとそれから、なにか進展があると思います。今しばらくご辛抱くださいませ」

「ええ、気にしていないわ。話してくれてありがとうマヌル」




　夜になってやっと気温が下がり、涼しげな風が吹き込んできた。

　入浴後、マヌルとルーシーを早々に下がらせたレイフェリアは、昼間の熱気をまだ残している部屋の窓辺から、城壁の外側を眺めている。窓は最大限に開け放っていた。

　──今日は暑かったな。

　草原の向こうから、大きな月と星が昇り始める。

　ティガールは今日も帰らなかった。

　──今頃あの方は広い草原か、豊かな森のどこかで馬を駆っているのかしら？　午後に顔を出したオセロットは、二、三日の内に戻ると言っていたけど。

「あんな別れ方をして、どんな顔をして会えばいいの？　まぁ、今さらか」

　口づけの感触は、唇が覚えている。

　──ああ、私も外に出たい。

　今日は一日中、部屋にこもりっきりだった。

　閉へい塞そくを嫌うレイフェリアは、物欲しげに窓から身を乗り出す。

　本宮の窓には大きな庇がついている。上の階の庇はかなり上方だが、レイフェリアの跳躍力なら余裕の高さだ。

　──建物の上ならもっと涼しいかもしれないわ。三階に近づかなければきっと大丈夫。

　心を決めたレイフェリアの行動は早かった。慎重に狙いを定めて体を沈める。

「やっ！」

　黄昏の空にしなやかな姿が躍った。音もなく三階の庇に着地したレイフェリアは、弾みをつけて、屋上に跳びあがる。簡単すぎて、どうして今までやらなかったのか、と思うくらいだ。

「……広い」

　想像した通り、そこは大きくてなにもない空間だった。

　周囲には分厚い鋸きょ壁へきが張り巡らされ、四隅には物見の塔があるが、今は人の気配が感じられない。

　夜の色が深まりつつある空の下、吹き渡る風は強い。昼間の熱気など、もうどこにも感じられなかった。

「気持ちがいい！」

　髪に残る湿り気を風が攫っていく。

　降るように輝く星は、北の空よりもずっと大きく見える。暗くなるにつれて見たこともないような星の川が天空を横切っているのが見えた。

　レイフェリアは星と月明かりの下、爪先で回転しながら、久しぶりの開放感に思う存分浸った。素肌にまとった軽い服が、空気を孕んで膨らむのも心地が良い。

　その──時。

「……え!?」

　ゆったりと夜を楽しんでいると、視界の隅に何か大きなものが映った。

　東に立つ塔の上に、ちらりと見えた影は、丸い頭をもつ獣の姿。登り始めた月を背に、その姿は暗い。

　レイフェリアがぴたりと動きを止めるのと同時に、その影はゆっくりと塔の反対側へと消えた。長い尾が弧を描いて見えなくなる。それはほんの一瞬の出来事だった。

　──叔父の言う通り、ここにはやっぱり獣がいる！　夢じゃなかったんだ！

　それはティガールが言っていた、南方領主家に憑いているという獣だろうか？　久々にその姿を見る。やはり夢ではなかった。

　──何でここにいるの!?　守るべき主人ティガールについて行ったのじゃないの!?

　それとも今回はティガールにつかずに、病身の領主の元に残ったのだろうか？

　──もしかして、私が目的なの？　私がこの家に仇あだなすものと認識して？

　叔父から預けられた毒は今ここにない。こんなに突然出くわすとは思わなかったのだ。しかし、たとえ毒があったとしても、容易には仕留められないだろう。あの獣からは高い知性を感じる。

「冗談じゃない！　私はあんたなんかに、追いかけられる謂れはないわ！」

　レイフェリアは恐ろしさを誤魔化すため、声に出して叫んだが、獣はもうどこにもいなかった。

「なによ、もったいぶって！　私にはなにも疚やましいことなんて、なにもないわよ！」

「そなた、誰のことを言っておる」

　闇の中から唸るような声が響く。声は、獣が座っていた東の塔の中から聞こえた。

「だ、誰!?　誰なの！」

　レイフェリアの問いかけに、ぽっかり空いた塔の入り口から、一人の男がゆっくりと姿を表す。

　それは壮年の男だった。

　どなたですか？　とは、レイフェリアは尋ねなかった。

　彼は月を背にした塔の影に立っているので、顔はよく見えないが、その体つき、声、放たれる雰囲気からわかってしまったのだ。

　この男が現領主であり、ティガールの父、サーザン・リューコであることが。

　男は肩を大きく揺らせて前に踏み出した。その半身が月光の下に浮き上がる。

　彼は背が高く体格も立派だが、その骨格を残したまま肉が落ちたような体つきで、左の肩がやや下がっている。

　老人と呼ぶにはまだ少し間がある、そんな年齢だ。

　もともとは息子のように豪華な金髪だったのだろう。今では真っ白な長い髪が彫りの深い顔を取り囲んでいる。ところどころに黒い毛束が残っていた。

　有り体ていに言って、リューコの顔かお貌かたちは息子にあまり似ていない。

　ティガールは華やかさの中に、どこか朴訥とした雰囲気が漂う美丈夫だが、リューコの容貌は整ってはいるが、ひたすら厳しい。

　息子と変わらないのは、その金色の双眸だった。

　頼りない月光を受けてそれは、鋭く見る者を射抜く。

　老いて衰えてなお、誇り高い孤高の獣──そんな印象の男だった。

「そなたは、なんで一人で踊って、喋っておったのだ」

「……」

「どうした。口がきけんのか？」

　リューコがまた一歩前に出る。

　その右肩が揺れることにレイフェリアは気がついた。

　マヌルが言っていた、足を悪くしたというのは左足であるようだ。痛めた足を庇かばうために右足が早く動くから肩が揺れるのだろう。

　レイフェリアは片膝をついて頭を下げた。

「……ご領主様でございますね」

　声に動揺を含ませまいと、レイフェリアはゆっくり言った。

「お初にお目にかかります。南の御領主様。私は前北方領主エイフリークの娘、ノーザン・レイフェリアと申します。ご挨拶が遅れて誠に申しわけございません」

「……南方領主リューコである。挨拶できなかったのは、私が表に出なんだからだ。お前のせいではない。エイフリークの娘、顔を上げよ」

　レイフェリアは素直に顔を上げると、覗き込むリューコの瞳とまともにぶつかってしまった。そのまま瞬きもせずに二人はお互いを探り合う。

「なるほどな……奴め」

「は？」

「……で、もう一度問うが、そなたはここでなにをしておったのだ？」

「あの……今日はとても暑く、私はまだこちらの気候に慣れずに少々弱っておりました。ですから、涼しくなってから外に出たのです」

「ほう。で、どうやってここまで登った？」

「……」

　階段を上って来たというのが無難な答えではある。

　しかし、それでは嘘になるし、下手な噓は、きっと彼には見抜かれてしまうだろう。

　一応淑女たる身にはあり得ない失態だが、ここは正直に言ったほうがいいとレイフェリアは考えた。

「窓から出て、庇をつたってまいりました」

「北方領主家の紋章は、確か大鷹であったか」

「左様でございます」

「なるほど。直系であるというわけだ。で、どうであったかな？　ここは」

「はい。ここはとても広くて風が通って気持ちよく……つい体が動いてしまいました」

「それで舞っておったのか」

「はい、お見苦しいところをお目にかけてしまい……」

「なにを見た？　北の娘よ」

「……」

「ここでなにかを見たかと聞いておる。私の参る前にな」

　ここでもレイフェリアは正直にならざるを得ない。

「ご領主様のおいでになる直前に、獣のような影を見ました」

「ほぅ……獣とな？」

「いえ、でも……月明かりで、雲の影をそのように見まちがえたのかもしれませぬ」

　リューコはおそらくわかって尋ねていたのだろう。あっさり認めたのだ。

「獣だよ。そなたが見たのは」

「え!?」

「倅せがれから聞いているのではないのか？　昔から、この家には獣が取り憑ついている。さぁ、立つがよい、娘」

　話を断ち切るかのようにリューコはそう言って、足を引き摺りながら、屋上の中程に進み出た。そして振り向く。

「……あ！」

　月光の下に立ったリューコの肌には、ティガールと同じような青い文様が浮かび上がっていたのだ。

「これを見たことがあるか？」

「は、はい。ご子息の肌にも見られました。その時に南方領主家の直系の男子にだけ、この紋様が継承されると伺いました。満月に近いほど強く現れるのだとか」

「あやつめ、ぺらぺらと喋りおって……」

　領主の顔が忌々しそうにしかめられる。

「他言は一切しておりませぬ」

　レイフェリアは強く言った。

「まぁよい。この紋様は別に秘されておるわけではないのだ。月が出たら勝手に表れるものだからの。まぁ、進んで見せたりはしておらぬが」

「私にはとても……美しく見えます」

「美しいとな？」

　リューコは金色の目を眇すがめてレイフェリアを見据えた。昔はティガールに勝るとも劣らない美男だったのだろう。

　今も加齢と怪我でやつれてはいるが、妙な色気がある。そしてその身から発揮される威圧感は、内心ひやひやしているレイフェリアを圧倒していた。

「北の娘よ」

「はい」

「悪いが、倅の花嫁にそなたはふさわしくない」

「……」

「ゼントルム王は、倅にそなたを娶ったらどうだと勧めただけで、命じられてはおらぬ。だから、私の眼鏡に叶わなかったとして、そなたを北方へ送り返すのに……一切の躊躇いはない」

「左様でございますか」

　レイフェリアは落胆を顔に表すまいと、懸命に堪えた。

「ですが、私のなにがいけないのでしょうか？　伺ってもよろしければ、聞いてみとうございます」

「なにもいけなくはない。老いたる私の目から見てもそなたは美しいし、おそらく性質も善なる者なのだろう」

「ではやはり……」

「そう。血だ」

「南方では、血がそれほどまでに大切なのですね。私は北方領主直系でありながら、追放された身ですから」

「そうだ、我が南方領主家後継の花嫁には、南方領主家の血を引いた女でなければならない。獣を従わせるためにな。そなたも喰われたくはなかろう」

「……喰われません」

「なに？」

　今度はリューコが驚く番だった。金色の虹彩が大きくなる。

「あの獣は私を襲うものではないと考えます」

「……なるほど。美しい上に利口であるか、北の娘は」

「お褒めの言葉と承ります」

「無論である。だが、なぜそう思った？」

「ティガール卿が北方へ参られた折、私は偶然、獣を見ました。最初は夢かと思いましたが、今ではそうではないと確信しています。もしかしたら、偶然ですらないのかもしれません。獣は私を見つめておりましたが、威嚇も危害もなかったのです。もし害意があるのなら、私など一噛みで殺されていたでしょう。獣は私を敵とは見なさず、ここに来るのを許してくれたのです」

「ふむ。そなたの解釈はそうなのか」

「でも……噂では、かつて人に害をなした獣もいたとも聞いています。その獣と、今の獣が同じかどうかはわかりませんが」

「確かに、我が家の周りでは獣に関する噂が絶えない。でたらめも含めてな」

「では、かつて人を襲った獣がいたというのは本当なのですか？」

「我らに害なす者がいたなら、そうなるであろうな」

「……」

「そなたにそのことを話したのは、あの愚かな若造だな。イェーツとか申したか」

「それは……私には言えません」

　叔父を若造と言うことは、どうやらこの二人には面識があるようだ。

　何か確執があったからこそ、イェーツは獣に襲われ、南方を憎んでいる。しかし、どんな経緯があったのだろうか？

「そうであろうよ。あの若造は私のことを憎んでおった。あ奴の性質からすると、今でもそうだろう。しかし、そう考えれば、そなたがここに送り込まれたわけも、自おのずから知れようというもの」

「……」

　これはもうだめだと、レイフェリアは思った。叔父の浅はかな企みなど、初めから南方領主には筒抜けだったのだ。

　──憎しみで目がくらんだ叔父の浅せん慮りょに、乗せられてしまった私も愚かだったのだ。これでもう、私があの人の花嫁になることはないのだわ。

　レイフェリアは唇を噛んだ。

　次にティガールに会うときは、婚約者としてではないだろう。無意識に下がった視線の先にリューコの靴が見えた。

「悟ったか。やはりそなたは利口な娘じゃ。そなたも会うたであろう、倅にはカラカを娶らせる」

「……わかりました。でも一つお願いが」

　うなだれたまま、レイフェリアは勇気を振り絞った。

「申してみよ」

「誠に勝手ながら、私にも事情があって、もう故郷へは戻れません。召使いで構いませんので、この城のどこかで使ってもらえませんか？」

「なに!?　召使いだと？」

　リューコは本気で驚いたようだった。

「はい。私は反逆の疑いを受け、自害して果てた父の娘として、故郷でも一人で暮らしてきました。私の最後の願いは、父の無実を国王陛下に訴えることだけです」

「エイフリーク殿の無罪を」

「はい。そのためにも、御領主様やティガール様のご協力は欠かせません。どうか、この城の片隅においてくださいませ。なんなりとお役に立って見せます」

「ふむ……よかろう。ではそなたの働きを見極めてから考えるとする。だが、もはや客人の扱いはならぬぞ」

「はい。感謝いたします」

「では、今後のことはオセロットから聞くが良い。私から指示しておくゆえ」

「承知いたしました」

　素直に、しかし誇りを持って、レイフェリアは貴婦人の礼を見せた。




　翌日。

「おはようございます」

　朝食がすんですぐに、オセロットとマヌルが部屋に入ってきた。ルーシーもいる。三人とも、非常に難しい顔をしている。

「おはよう。今日も暑くなりそうね」

　二人が暗い顔をしている理由を知っているレイフェリアは、ことさら普段通りに二人を迎え入れた。

「レイフェリア様、その……申し上げにくいのですが」

　オセロットが悲壮な顔で口を開く。

「この部屋を出て行けというのでしょう？」

「……なんと、既に知っておられましたか！」

　オセロットは非常に驚いたようだった。それはルーシーも同様で、皿を持ったまま硬直している。

「ええ、昨夜偶然、御領主様にお会いしたので、その時にお話を伺ったの」

「お館様に会われた？　私には、レイフェリア様の客分扱いを禁じるとしか」

　その様子からみると、リューコが普段、知らぬ人間に会うことはないのだろう。

「偶然、とおっしゃられましたね。それでその……どこで会われて、御領主様はどんな御様子であられましたか、お伺いしても？」

「昨日あまりに暑かったので、夜になってからこっそり屋上で涼んでいたら、お出ましになられたの。そこで私を花嫁候補とは認めないってことを、きっぱりと言われたわ」

　取り繕っても仕方のないことなので、レイフェリアは正直に打ち明けた。

「ひどいじゃないですか！　北から呼びつけておいて、こんな仕打ち！　これが南方のやりかたですか!?」

　ルーシーがオセロットに嚙みつくが、彼の顔も苦渋に満ちている。

「ルーシー、あなたは口を挟まないで。オセロット、私は構わないのよ。それでどこに行けばいいの？」

「き、北の、館の北にある小屋でございますっ！　こんな……こんなお美しいお嬢様を、あんなところに！」

　マヌルは声を震わせて言った。よほど腹に据えかねているのだろう。オセロットも、深く頷いて同意する。

「お館様も、せめてティガール様がお戻りになられるまで、お待ちになればいいものを」

「まぁ、北にあるの？　じゃあ少しは涼しいかもね。ルーシー、荷物をまとめてくれる？　この部屋のものは置いていきます。持ってきたものだけでいいわ」

　レイフェリアは、泣き出さんばかりのルーシーに命じた。




「まぁ、趣おもむきがあるわね」

　マヌルとオセロットに連れていかれたところは、城の裏にある木立の中に建つ、石造りの小屋だった。

　木立の後ろには、北壁と呼ばれる城壁が続いている。

　小屋はかつての氷ひ室むろだったそうで、小さいがしっかりした造りだった。日陰を好む蔦がびっしりと壁を這っている。

　周りの木立は、南方独特の大きな葉を持つ種類ではなく、幹も細くてひょろひょろしている。日陰になっているからだろう、下生えも少ない。

　そこは薄暗くて陰気な場所だった。主宮からは二十メートルほど離れている。

　古びた扉を開けてみると、小さな段がある。小屋は半地下になっているのだ。中はかなり涼しい。

「ここが新しいお部屋なの？　窓はないけどほんのり明るいのね、それにとっても涼しいわ」

「はい、もともと氷室ですし、北壁と主宮に挟まれて風が通ります。おまけに両方の影になっておりますので、陽が差し込むことはほとんどないかと」

　オセロットは申しわけなさそうに説明した。

「今の氷室は？」

「この城の北に洞窟があって、そちらのほうが大量の氷を貯蔵できますので、今はそこを使っております。ですからここはしばらく、使われていなかったのです」

「洞窟があるの？　行ってみたいわ」

「いつかお連れいたしましょう。あそこは山の麓で夏でも寒いのです。土壌や植物も様子が違っていて、北方を思い出せるかも知れません」

「それは興味深いわ」

　レイフェリアは北壁の向こうの山々を見上げて言った。

　ここなら今までより自由に動けるだろう。それに比べたら、窮屈な主宮を追い出されたことなど、どうということもない。

「みなさん、何をおっしゃっているんです！　お部屋？　部屋ですか？　ここが？」

　ルーシーは呆然と薄暗い、部屋とも言えないような土間を見回した。

「そうよ、私たちの、というより、私の新しい部屋」

「こんな暗くて、なにもなくて……これではあまりに……いったい、このお城はどうなっているんです!?」

　ルーシーは堰を切ったように泣き出した。

「ご領主様からのお言葉はなし！　ティガール様も黙って行ったきり戻られない！　意地悪なおばさんはいる！　こんなのってあんまりです！　レイフェリア様をなんだと思っているんですか？　こんな仕打ちをするために、わざわざ北方まで迎えに来たんですか？」

「も、申しわけございません！」

　オセロットはルーシーに対し、深く腰を折ったまま言った。

「おっしゃる通りでございます。この一件を、ティガール様は、まだご存知ではないと思われます。そして、ティガール様の北方行きは、御領主様の指示ではなく、王都を訪ねた道行きの延長で……言わば独断先行で行われたことだったのです」

「だから追い出すんですか？　レイ様は、れっきとした前北方領主様の一人娘でいらっしゃるのに！　これじゃあ、あの感じの悪いお身内と変わ……」

「ルーシー、控えなさい」

　静かな、しかしきっぱりとしたレイフェリアの言葉に、ルーシーははっと直立した。

「私を慮ってくれてありがとう。嬉しいわ。確かにこのお部屋は少し暗いけど、清潔だし静かよ。今から寝台や、家具を運んでもらえるそうだから大丈夫。何より涼しいのがいいわ。本宮のお部屋は綺麗だけど、あのままあちらにいたら私、溶けてしまいそうだったもの。これから夏だし、ここでいいのよ」

「ですが、ここは一部屋しかなくて……」

「ええ。だからルーシーは、どこか別のお部屋をもらってちょうだい。ここには私一人で大丈夫。平気よ」

「平気だなんておっしゃらないでくださいまし。こんなの、あの嫌な奥様の仕業に違いないですよ！」

「気持ちはわかるけど、今は堪えてちょうだい」

　レイフェリアはルーシーの髪を撫でながら言った。

「わっ、わかりました。でも私……悔しいです……」

「私なら本当に大丈夫なのよ。ずっと一人で暮らしてきたしね。ルーシーは近くにいてくれるんでしょう？」

「もちろんでございます！」

「マヌルは大丈夫なの？」

「私の主はティガール様ですから、あの方の命が下るまで、レイフェリア様のお側にいさせてくださいませ。ここはちょうどお城の厨房の裏です。このお城の厨房は大きいので、召使い部屋はたくさんあるのです。ここから一番近い部屋を私たち用に用意して、いつでもすぐ、駆け付けるように取り計らいますわ。その点はご安心してくださいまし」

　マヌルは力強く頷いた。

「心強いわ」

「ですが、ご不便はいかんともし難く……できるだけ早くに改善はいたしますが」

　オセロットは、早くもその算段を考えているようだった。

「ありがとう。厨房がすぐそこだから井戸も近いし、お湯もふんだんにあるのでしょう？　元の部屋よりも便利なくらいだわ」

　その日の午後はルーシーとマヌルが大騒ぎしながら、少しでもこの小屋を居心地良くしようと頑張ってくれた。

　オセロットも下男を使って調度品を運び入れてくれたので、夕方にはすっかり見違えるようになった。

　土間には清潔な藁と上等の敷物が敷かれ、寝台のそばには衝立も置かれた。小さいながら卓と、それを囲む椅子もある。

　レイフェリアも久々に体を動かせて、すっきりした気分になった。

　ただ一度、ナドリネが様子を見に来た時を除いて。

　彼女は午後を過ぎた頃に、侍女を従えてやってきた。

「おお、なんという見苦しさであろうのう。見てみよキティ、あのむさ苦しい様子を」

「誠に。ですが、ある意味お似合いかと」

　侍女たちは判で押したように呼応する。レイフェリアは挨拶をしたきり、相手にしなかったので、彼女らは好きに喋っているのだ。

「やはりこなたは、ご領主様のお眼鏡に適わなんだか。おお、ほんに暗く、陰気な場所じゃ。わかっておろうが、二度と表に出て来るでないぞ！」

　ナドリネはそう言い捨てて、笑いながら城の方へ去って行った。




　そうしてこの日も暮れる。

　レイフェリアは意外なほど寛いでいた。元いた部屋の家具は大きくて運び込めなかったので、新たにどこからか持って来たものだ。豪華さは比べようもないが、こぢんまりと清潔で文句はない。

　厨房が近いせいで湯もふんだんに手に入り、持ち込んだ大きめの桶で簡単な湯浴みもできるのだ。ルーシーは何度も振り返りながら、明日の朝早くまいりますと、夕食の盆を持って下がった。

「また一人ね」

　小さな燭台のロウソクを吹き消すと、途端に部屋の中は真っ暗になった。

　昼間は城から伝わってきた人々のざわめきも、今は届かない。厨房で働く者は朝が早いので休むのも早いのだろう。

　レイフェリアはそっと扉を押し開けると、昨夜と同じように寝間着のまま外に出た。

　さすがにもう屋上までは登らないが、夜風にあたる心地よさを知ったので、少しだけ外に出たかったのだ。湯浴み後の髪も乾かしたい。

　ふわふわと外に出ると、黒々とそびえる城と、北壁が夜空を遮っていた。もっと広い空が見たい、そう思ったレイフェリアはそっと木立を抜け出し、城の側面に出る。

　そこは城の東の棟の外側だった。

　東の棟は本宮より低く、二階層しかない。つまり正面から見た、鷲のような城の左の翼に当たる。

　その下から見える夜空は、昨夜見たほどではないものの、十分広かった。風も通る。

「さすがに城壁の上までは跳べないわね。見張りもいるだろうし。仕方ない、地上の散歩で我慢しよう」

　今夜も晴れて月も出ているので、目が慣れてくると歩くのも不自由はない。小さな庭園もあって、夜の中を気ままに歩き回れた。

「すごい星空だわ。手で掴めそう……」

　腕を伸ばして空を見上げる。昨夜も思ったが、北の空とは星の見え方が違う。銀河は明るく、夜空を流れている。

「あ！」

　城壁の上にちらりと動くものが見えた。昇り始めた月をしなやかな影が掠める。

　──獣だ！

　二晩続けて獣が現れたのだ。

「……」

　そして獣は飛び降りんばかりに、壁の隅に爪をかけてこちらを見下ろしている。

「……なんで？　夕べは逃げるように隠れたのに？」

　しかし、その声が聞こえたかのように、獣はすっと壁の奥に姿を隠した。てっきりこちらへ飛び降りてくると身構えたレイフェリアは、拍子抜けしながら目を凝らす。

　でもなんだか妙だわ。昨夜の獣と動きが違っている気がする。今夜のほうが素早いというか、動きが滑らかだ。体つきも一回り大きく感じる。

「まさか、二匹いるとか？」

　考えてみれば、獣が一匹だけという根拠はどこにもない。

　レイフェリアがまた獣が姿を表さないか城壁の上を見ていると、すぐそばに何かがいる気配がした。

　もうこんな近くに！　と、レイフェリアが飛び退すさりつつ振り向くと、大きな影があった。

　それは獣ではなく、人だった。

「ティガール様……」

「何をしていた？」

　彼は二歩で、レイフェリアの目の前に立ちふさがった。

　下半身に衣をつけただけの半裸である。

　そしてやはり肌に紋様が浮き上がっていた。前夜、彼の父の領主の肌の上に同じようなものを見たが、彼のほうがより鮮やかで美しい。

「あ、あの」

　今夜ティガールが戻ってくるとは一言も聞いていなかった。もっとも今日一日、城の裏側にいたのだから、知らなくても不思議ではない。

「髪を乾かすために散歩をしておりました」

　レイフェリアはもごもごと説明した。それにしても彼は一人なのだろうか？

「こんな夜中にか？」

　ティガールはすっと腕を伸ばし、月明かりに光るレイフェリアの髪をすくい上げた。

「なるほど、少し湿っている……」

「いつお帰りに？」

「たった今」

「供の者たちは？」

「明日の朝着くだろう。俺一人、先に戻った」

「そう、ですか……」

「……留守中なにかあったか？」

　ティガールの指先は髪を弄もてあそんでいる。

「少し。でも平気……です」

「すまない。何があった？」

「……」

　この人は謝ることを知っている、とレイフェリアは思った。同時に目尻が熱くなり、月が滲む。そんな顔を見られたくなくてレイフェリアはうつむいた。

　知らない城に着いてすぐ、一人取り残された。

　ルーシーやマヌルがいても、後ろ盾となるこの男に放って置かれたのは、やはり辛かったのだと今さらながら思う。

　お互い本音はさらけ出してはいない。圧倒的に言葉が足りないのだ。

　──もどかしい。

　ティガールは唇でレイフェリアの髪に触れた。

「あなたに会うために半日駆け通した……俺を待っていたか？」

「ええ。待って……いました」

　ぐんと腰が引き寄せられる。

　抵抗はおろか、声すら出せないうちに唇が覆われた。

　濡れた音が闇に染みる。

　以前の口づけと同じように、いやそれ以上に深く熱く、口腔を侵おかされている。

　レイフェリアはいつの間にか自分が腕を上げて、ティガールの首にしがみついていることに気がついた。

　体は大きく後ろに傾いているが、腰を抱き込まれているので転倒はしない。ただ少し、いや、かなり苦しい。

　姿勢も──心も。

　こんなことは初めてだった。

「あ……はぁ……んんっ」

　なのに、自分からこの行為に身を委ゆだねている。無意識に自ら舌を差しだしているのだ。もっと絡んできて欲しいというように。

「んっ……はっ、はあっ……くそっ！」

　いきなり悪態をついてティガールは体を離した。

　金色の瞳が情欲で潤んでいる。

　彼は大きな掌でレイフェリアの頬を挟み、黙ったまましばらくその紫瞳を覗き込んでいたが、やがて再び口づけると、今度はもっと体を屈めて首筋をねぶりだした。

「はっ……」

「んんっ」

　首を味わわれ、薄い寝間着の上から肩を軽く噛まれて、思わず体が逃げようとする。

　それを片腕で抑え込まれ、もう片方の手で手首を掴まれて動けない。

　びちゃびちゃと音を立てて男の唇と舌が腕に下りてくる。寝間着に袖がついていないので、二の腕はもう唾液まみれだ。雫が肘から地面に滴したたる。

　時々柔らかい腕の内側を強く吸われ、小さな痛みが体を駆け抜けた。唇を噛んで声を抑える。だが、次第に足に力が入らなくなってきた。

「……え？」

　ざらついた唇が腕を滑り、今は指を舐めしゃぶられている。

　小指から順に一本ずつ。まるで子どもが棒飴を楽しむ時のように、時には舐め、時には小さく噛んで。

「あ、あの……？」

　さすがに奇妙な気分になって、レイフェリアは指を引き抜こうとした。無論そうはさせてはもらえない。

「冷たい」

「えっ」

　そんなにひどい態度だったかと、思わずティガールの顔を覗き込むと、彼は無心に四本の指を同時に咥えながら言った。

「……びが……たい」

　指を舐めながら喋ろうとするので、よく聞き取れない。

　おまけに腰を擦り付けられて、ごつごつしたものが体に当たり、妙な気分になってくるのだ。体を駆け抜ける甘い疼痛を、首を振ってやり過ごしながらレイフェリアは尋ねた。

「なっ……んです……か？」

「指が冷たくて美味い」

「はぁ？」

　ティガールは腰を擦りつけつつ、指先を唇に含んでいる。二人の息が荒くなる。

　どういうわけか、腹が立ってきたレイフェリアが思わず指を引き向くと、お菓子を取り上げられた子どものような目をした男がいた。

「ティガール卿、私の指は飴の棒じゃありません」

　レイフェリアはあえて出会った頃の呼び方で、他人行儀に彼を呼んだ。

　このままでは彼に呑まれてしまう。そう感じて。

「いや、か？」

「残念ながら、それほど嫌では。卿」

「ティー」

「……何かおっしゃいましたか？」

「卿ではない。ティーと呼べ」

　──ティー？　ティーですって？

　不思議に覚えのある音だった。

　レイフェリアが気を取られた隙に、再び荒っぽく唇が奪われる。

　気がつくと、レイフェリアは木立の中に押し倒され、半裸にされてティガールに舐めまわされていた。彼の唾液は豊かで蜜のような香りがする。

「だめ！　それ以上は！　卿！」

「ティーと呼ばねば、今ここで奪う！」

　乳房を掴み、もう一方を口に含みながら、ティガールは無情に言った。彼の体が激しく押し付けられ、小刻みに揺すぶられている。

　初めての感覚にレイフェリアの体中が慄おののいていた。

　舐めしゃぶられるところ、触れられているところの全てが熱く苦しく、快かった。そしてそれは、体の奥に集約されていく。

　──もっと欲しい！　でも、これ以上は今はだめ！　レイ！　獣に呑み込まれないで！

「ティー！　お願い、やめるのよ！　やめなさい！」

「うっ、おおおおおお！」

　レイフェリアが、思わず叫んだ瞬間、体を揺らしていた男がのけぞり、咆ほう哮こうした。

　汗が滝のように落ちてくる。皮膚の紋様は今まで以上に鮮やかだ。

「ティ、ティガール様、大丈夫ですか？」

　荒い息をこぼし、レイフェリアの上に落ちてきた彼はかなり重い。その重さがかえって彼女を冷静にした。極まっていた体の熱を、無理やり北の血が冷ましていく。

「だ……大丈夫ではない。くそ！　こんなこと初めてだ」

　ティガールはなぜか足の間を気にしながら言った。

「えっ！　どうしましたか？　さっき、大声をあげてましたね」

「俺は俺に感心している。よくぞ堪えた。危なかった！」

「だからティガール様、なにをおっしゃっています？」

「ティー、だ。そう呼べ」

　ようやく体を起こしたティガールは、レイフェリアの衣を整えながら、文句を言った。

「名を呼んでくれたから、我慢ができた。その名は絶対だからな。だからティー、と」

「それは……無理でしょう」

　さっきは必死だったから呼んだだけだ。この派手で逞しい男を、そんな可愛いらしい名前で呼べるはずがない。人前では絶対無理だ。

　しかし、いったいその呼び名はどこから出てきたのだろう？　以前誰かがその名で彼を呼んでいたのだろうか？

　──でも、以前私は誰かをそう呼んでいた気がする。でもまさか、この人ではないでしょう？　そんなことがあるわけがない。

「なぜ？」

「そんなふうに誰も呼んではいません」

　レイフェリアは釈然としないまま言った。

「誰にも呼ばせてないからな。ただ一人を除いて、知らぬ呼び名だ」

「では、その方に呼んでもらえばいいのでは？」

　一人とは、ティガールの愛する猫好きな女性のことだろう。

　ティガールは長い睫毛を伏せていた。それは悲しみに近い表情だとレイフェリアは思った。

「その方はなぜ、姿をお見せにならないのです？」

「俺にもわからない。しかし、すぐに戻ってくる。きっと……だが、あなたにもそう呼んでもらいたい。あなたは婚約者という特別な立場なのだから、俺の好きな呼び名で呼んでもらう」

「それはどうやら無理のようです」

「……どういうことだ？」

　ティガールはレイフェリアを抱き起こすと、近くの丸太に腰を下ろした。

「私はお父上……ご領主様に認められませんでした」

「なぜここに親父殿が出てくる？　まさか……会ったのか!?」

「はい。偶然にですが」

　レイフェリアは主宮の屋上で、リューコと会ったことを話した。

「何を言われた？」

　情欲の名残を残しつつ、ティガールの顔つきは次第に厳しいものになっていく。

「親父殿はあなたに何を言った？」

「それは直接お父上に伺ってください。ですが、リューコ様は腹ふく蔵ぞうなく、心の内を私に語ってくださいました。そして、私はそれを受け入れました」

　レイフェリアは落ち着いて伝えた。ティガールは、苦いものを食べたような顔つきで、拳を握りしめている。

「親父殿が何を言ったか、大方察しがつく」

「そうですか……まぁ、そういうことです」

「だが、俺は受け入れた覚えはないぞ。いくら親父殿でも、俺の全てに口出しできるわけではない」

「それはお二人の問題でございましょう。それに」

「それに？」

「ティガール様ご自身が私をどう思っていらっしゃるのか、私にはよくわかりません。それに私も自分の気持ちがよくわかりません……嫌いではないですが、好きというのとも、なんだか違うような」

「……っ！　あなたは！」

「きゃっ」

　両腕をがっしり掴まれ、引き寄せられて、体の平衡が崩れる。

「さっきのような事を許しておいて、よくもそんなことを……」

「だってその……あ、あれはその……素敵でしたが、お怒りのようにも思えて……今夜だけでなく、いつもあなたは怒りに任せて私を翻弄する」

　レイフェリアの下で何かが蠢き、臀部を突いた。

「怒り？」

「ええ。違いますか？」

「ちが……いや」

　ティガールは唇を噛んでいた。尖った犬歯が白々と光る。

「確かに俺は怒っていたかもしれない。出がけにあなたが、あんなことを言うから……」

「あんなこと？」

「別の女を妻に迎えてもいいから、追い出さないでくれ、とかいうようなことを」

「……言いましたね」

　だが、それがティガールの怒りの原因だというのなら、彼は自分に花嫁になりたいと言って欲しかったのだろうか？

「でも、それはあの折、ティガール様が、好きな方がいるとおっしゃられたし、今もそうでしょう？　猫がお好きで、ティガール様をティーと呼ぶ、お方なんですよね？」

「それはその……もういいのだ！」

　ティガールは焦ったように否定した。

「は？」

　──相変わらず、言ってることが無茶苦茶だ。この人、いったい誰のことが好きなの？

「もういいのだ」

　ティガールは断固として繰り返した。

「だけど……持参金もなにもない私よりも、立場が安定していて、あなたをお好きな女性が近くにいらっしゃるでしょう」

「そんな女はいない！」

「カラカ様」

「カラカ？　なんであいつが出てくる？　あれはただの従姉の娘だ。尊重はするが、まだ子どもだろう」

「十四歳はもう、子どもではありません」

「俺にとっては子どもだ！」

　そう言い張るティガールのほうが子どもっぽいと、レイフェリアはおかしくなった。

「なにを笑う？　結局、あなたは俺の妻になるのが嫌なのだろう？　そうだろう」

「わかりません。私たちはまだ、お互いをあまりにも知らなさすぎる」

「……知らないのはあなただけだ」

「え？」

　ぼそりとしたつぶやきを、レイフェリアは聞き逃してしまった。

「いや、これから知り合えばいいだろう。俺はあなたの味を気に入っている」

　そういってティガールは、再びレイフェリアの手を取って指を口に含んだ。

「……全部知りたい」

「でも、私は多分、お城のほとんどの人から嫌われてしまいましたよ」

「……ナドリネのことを言っているなら、あいつのことは気にしなくていい」

「そういうわけにはいきません。明らかにあの方が、紅鷲城の女おんな主あるじですし」

「勝手にそう振舞っているだけだ。あれは親父殿の姉の娘で、いったんこの城を離れた身だぞ」

「それでも、お立場というものがあります。それは尊重しないと」

「どういうことだ？　そうだ、なんであなたはこんな場所にいる？　俺が気づかなかったらどうするつもりだった？」

「だから髪を乾かしていたんです。お部屋が変わったので」

　レイフェリアは、ティガールの膝の上から飛び下りた。髪はすっかり渇き、軽くなって夜風に戯れる。

「なんだって!?　どこの部屋だ！」

　ティガールも立ち上がって、レイフェリアの腕を捕えようとするが、もうその手には乗らない。レイフェリアは、ひらひらと木立に逃げた。

「いえ、私には今のほうがいいのです。最初のお部屋は暑すぎて、こちらの気候に慣れない私は、困っていたところなんです。それにこうやって気ままに外に出られるから、私にとっては気楽で都合がいいです」

「気ままに外に出られる……？」

「ええ、このように」

　レイフェリアは小さく笑ってくるりと回った。寝間着の裾が持ち上がって素足がのぞいた。

「どうかなさいましたか？」

　片手で顔を覆ってしまった男に、自分がまた不愉快なことをしてしまったのかと、レイフェリアは心配になって尋ねた。

「なっ！　なんでもない！　あなたの具合がいいのなら、どこか知らんが、そこで暮らすのは認めよう……だが、外に出る時は、もう少し服を羽織ることだ。ここには大勢の衛士がいる。その姿を見られるのはよろしくない。見てもいいのは俺だけだ」

「気をつけます」

「親父殿には俺が話をつける。あなたは俺の……婚約者のままだ！」

「いいのですか？」

「いい！　自分のことは自分で決める」

「わかりました、でも……」

　──この人を真正面から信じられない。ああ。私、どうしてこんなに性格が悪いのかしら？　あの誠実なお父様を死なせた世界を受け入れられないのだわ！　この人に、この金の瞳に屈してしまえば、楽になれるのに！

「でも？」

「とりあえず、私はご領主、リューコ様の命には従います。なので、明日からこのお城で働かせていただきます。あ、言っておきますが、私、全然嫌ではないんです。仕事は好きですから。私らしくっておっしゃってくださいましたから、尊重してくださいね。ではおやすみなさい！」

　そういうとレイフェリアは、抱き止とどめようとする腕をすりぬけ、庭の奥へと走った。

「フェリア……」

　後を追うのは簡単だった。しかし、ティガールは、そうすることができなかった。

　彼女がそう命じたのだから。

「小癪な女、忘れん坊の女め！　俺はなに一つ忘れられないというのに……」

　ティガールは、白い影が消えた闇を見つめて叫んだ。

　暗闇も雨も透かす彼の視力をもってしても、さすがにもうその姿は見えない。

　小さな白い顔。気の強い紫瞳の眼差し。月光で染めたような薄色の髪。

　そして、抱きしめると折れてしまいそうな華奢な体。

　全て覚えている。

　──俺を抱き上げて包んでくれた。頭を撫でてくれた。柔らかな頬を押し付けてくれた。細い指先を吸わせてくれた。

　思い出すだけで、心臓が苦しくなる。

　──さっきの急せからしい触れ合いなどでは到底足りない。もっともっと抱きしめたい、奪いたい、味わいたい、胎な内かに入りたい！　溜まりに溜まった地中の溶岩のような、荒々しい想いを噴出させたい！

　ティガールは濡れた石の壁にどん、と背中をついた。濡れた壁の冷たさが、せめてもの慰めだ。

「畜生！」

　なぜ、素直に告げられないのか？

　──それは、あなたがなにも覚えていないからだ。あの頃の俺たちのことを何一つ。俺はずっと忘れられなかったのに。フェリア、あなたにとって俺は、その程度の存在だったのか？

　最初は叔父のイェーツに気を使っての振る舞いかと思っていたが、そうではなかった。

　レイフェリアにとって、ティガールは赤の他人と成り果てていたのだ。

　かける言葉は他人行儀で、感謝と尊敬は示しても、心には隔たりがある。だからもどかしく、感情に任せて強引に触れてしまうのだ。いけないとわかっていても。

　──だが、このままでは置かない。

　月光に美しい紋様を浮かび上がらせながら、ティガールは大きな犬歯を見せた。

　──親父め、さすがに鼻が効く。俺のいない間に出し抜いたつもりだろうが、そうそう思惑通りにはさせない。

「俺は俺の花嫁を手に入れる」

　男は娘の消えた闇に目を凝らせながら呟いた。




　更に深更。

　本丸の三階層の一番奥の部屋にティガールは立っていた。

　その部屋は広くて暗い。

　入り口近くにほんの小さな灯りがたった一つ、点っているだけなのである。

「親父殿、どういうつもりだ？」

「どういう、とはなんのことかな？　倅よ」

　暗い帳の向こうの寝椅子から、物憂げな声が返る。

「とぼけるな！」

「お前こそ、その話し方をなんとかせい。よくそれで部下どもに指示が出せる」

「俺の部下は察しがいいからな」

「だが、女どもにはわからないだろう。あやつらはとかく言葉を欲しがる生き物だから」

「語るに落ちたな、親父殿。俺のいうのは女の話だ」

「ほう、お前から女の話を聞くのは久方ぶりじゃて。女とは、あの北の娘のことか？」

「最初からわかっているのだろうに、喰えぬ親父め」

「おまえから見てどんな女なのだ？」

「どんなって……」

　ティガールはレイフェリアを飾るにふさわしい言葉を見つけるため、しばし瞑めい目もくした。自他ともに認める言葉知らずである。

「まず気概がある。それに優しくて……け、賢明で、感じやすくて……」

「ふぅ～ん」

　リューコは、一生懸命乏しい語彙をひねくり回している息子を愉快そうに眺めた。

「で、結局なにが言いたいのだ？」

「親父殿はなんで、あの人を追い出した？　俺が連れてきた女だぞ！」

　つかみどころのない父親の態度に業を煮やしたティガールは、どかどかと部屋を横ぎり、帳を開け放つ。

　寝椅子の上には長々と体を伸ばした壮年の男の姿があった。奥の窓から小さな月が見える。

「理由は、あの娘から聞かなんだか？」

　闇の中で金色の瞳が眇められる。

「少し聞いた。だがあの人が否を言えぬと知っていて、親父殿は仕組んだのだ」

「まぁな。だが、案外素直に引っ込んだぞ。お前のいうほどには、気概がないのやもしれんて」

「何を言う！　気概ならありすぎて困るほどだ！」

「それは知らなんだな」

　リューコは信じられない、というふうに頭を振った。

「とにかく、彼女を城に戻す！」

「それはまだやめておけ」

「聞かぬ！」

「まぁ待て。私とて、ただのいじわる爺ぃでやったことではない」

　今度はティガールが疑わしそうな目つきで黙った。

「のぅ、倅や？　あの娘が逆境の中で、どこまでやれるか見とうはないか？」

「ない。俺には余計なことをしている余裕はない！」

「お前にしては自信のないことよ。忘れられてそれほど不安か？」

「我慢も限界だ！」

　父親と同じ、しかしずっと光の強い瞳が光を放った。

「何か事情があるはずだ！　あの人でさえ知らない事情が！」

「北方領主家のことは私も知っている。前領主エイフリークは、温厚で誠実な人物だったが、王家の慶事に毒を盛ろうとした疑いをかけられた。確たる物的証拠は出ず、幾人かのとりなしで、死罪は免れたが、エイフリークは苦しみぬいて自死。疑義に塗まみれた悲劇的な結末であった。今から思えば、何か陰謀があったのかもしれぬが。例えば……そう、東方とか？」

「あの人は、多分その真実が知りたいのだと思う。だから、俺についてここまでやってきたのだ」

「お前を好いて……ではないことが、不満で腹立たしいか。若いのう」

「俺はどうしていいのかわからない」

　ティガールは素直に心情を吐露した。

「やれやれ」

　すっかり威勢をなくしてしまった一人息子に、リューコは慈愛とも、哀れみとも取れる微笑みを見せた。

「倅や？　お前は私のたった一人の子で、この領地の後継だ。我が亡き妻アムールの忘れ形見でもある」

「だからなんだ！　年寄りの思い出話につき合う気はないぞ！」

「思い出などではない。いずれこの地を治めるお前の花嫁は、それにふさわしい者でなくてはならんのだ。獣を従わせなくてはならない胆力、知力、決断力。それに加えて我らが血を受け継ぐ子を産んでもらわねばならんのだぞ。普通の女では勤まるまい」

「カラカにそれができるというのか？」

「少なくとも、我が一族の血脈は引いておる。我らは、血を受け継ぐことが重要なのだ」

「俺にとってはどうでもいい。それにあの人は北方領主家の直系だ。受け継ぐ血は濃い」

「さもあろう。ただ、我が家の血と合うかどうか」

「……血など！」

　ティガールは歯をむいて吐き捨てる。皮膚に、青い文様が浮かび上がった。

「おお！　こんなに月光が弱いのに、聖なる紋様がはっきり浮かんでおる。見事な獣の血よのう。であるのに、この父に抗うか？　獣は血によって強くなる。そして強さが血を守るのだ。お前も欲しいだろう。全てを守る強さが」

「……ぐぅ」

　ティガールは荒い息をこぼして、怒りをなんとかやり過ごそうとしている。

「まぁ、そんなに怒るでない。それに、あの娘にも機会を与えることなのだぞ。絶対的に不利な状況に追い込まれて、さぁ、どうする？　本人が言っていた通り、使用人で終わるのか、あるいは行動を起こすのか。なにを我らに見せてくれるかな？」

「……」

「ほれ、私はこんなに優しい父親だろ。それで、お前はあの娘はどうすると思う？」

「わからない。だが、あの人は強い」

「そうか。ふん、まぁよい。ふぅ」

　リューコは疲れたようだったが、なんとか上半身を起こして足を床に下ろした。

「我々はそれを見届けなければならん。南方領土にふさわしい花嫁をな」

「しかし！」

「これは命だ。我が血にかけてお前に命ずる。見極めるのだ」

　そういうとリューコは自分の指の腹を噛んだ。ぶつりと犬歯が肉に食い込み、血が筋となって床に滴り落ちる。南方領主家の血の大たい命めい。これには逆らえないのだ。

「くそっ！　こんな時にだけ……姑息だぞ！　親父殿！」

「姑息、大いにけっこう！　よいな、違えるなよ。あの娘の処遇は私が決めたとおりとする。さぁ、この血を！」

「くっ……」

　ティガールは床にはいつくばって、滴り落ちた血を舐めた。

「いいか、ティガールよ。わたしとてお前に一番ふさわしい伴侶を、と願っておる」

「……くそ親父が」

「そんな顔をするな。せっかくアムールに似て、美しく生まれた顔が台無しではないか」

「……」

「代々我が南方領主家では、愛と信頼の元で、つがいとまぐおうてきたのだ。こうして独り身を貫いてきたのもひとえに、あれへの愛が深ければこそ。だが、お前たちにはまだそれがない」

「それは……すぐにでも！」

「思い出しても、もらえぬのにか？　いいか倅よ、よく聞け。赤夏の満月に、お前の花嫁を決める」

「赤夏の月？　二か月後じゃないか！」

　赤夏。それは真夏を意味する月の名だ。

「そうだ。その日に宴を開こう。それまでにお前たちは考えて行動するのだ」

「……わかった。血の大命は遵守しよう。あの人が我がつがいにふさわしいかどうか、親父殿にも見定めていただく」

「やっと話が通じたか」

　にやりと笑うリューコを、ティガールは忌々しそうに睨み付けた。

「ふふん。あとな、カラカを蔑ろにするでないぞ。あの娘のことはよう知っておるが、素直で正直という、良い面もあるのだからな。決して慈しみと礼を欠くな。言っておくが、私は今の時点では、血筋を重視しておるのだからな」

「だが、余計なことはするなよ。親父殿」

「しないよ。もうやるべきことはすませたからの。しかし、協力もいっさいせぬ」

「初めからあてにはしておらん」

「けっこう、けっこう」

　ようやく収まりの付きそうな話に、リューコは満足げに手を擦りあわせた。そして改めて息子に向き合う。

「よいか。我らの使命は、強い後継を残すことである。この血を守り、連れん綿めんと絶やさぬこと。お前がどうしてもあの北の娘を望むならば、せいぜい見苦しくあがくがいい」

「わかった。そうするとしよう、親父殿」

　息子は瞳をぎらぎらと燃え立たせた。二組の金色がぶつかる。

「見ているがいい。わが花嫁の強さと美しさを」

　そう言い捨てて、ティガールは父の部屋を辞した。




　翌朝、まだ朝露も乾かぬ早朝に、ティガールはさっそく、レイフェリアの住まう小屋へとやってきた。城の主の後継とはいえ、普段厨房の裏になど行かない彼にとって、初めての場所である。

「こんな粗末な小屋に……あのくそ親父めが！」

　しかし、小屋の扉は閉ざされていて、中からは物音ひとつしない。

　──少し早く来すぎたか？

　朝とはいえ、眠っている異性の部屋へ踏み込むことは、いくら傍若無人なティガールでも、さすがにためらうものがあった。

　──ええい、昨夜あんなことまでしておいて今さら！

　しかし扉を叩こうと握りしめた手は、宙で止まる。

　目を閉じると、昨夜の感触がまざまざと蘇ってくる。

　冷たくて甘い北の娘の唇。含んで舐めた指と乳。本当はもっと先へと進みたかった。

　いまでもそうしたくて堪らない。思い出すだけで下半身が吊り上がりそうになる。

　──けど、俺が強引だったせいで、あの人は身を任せただけのかもしれないんだ。くそ！　なんだってこう、あの人のことになると、俺は意気地がないんだ！

　ティガールが扉を開けるのを諦めて、待ちの体勢で小屋の横に控えようとした時、背後からのんびりとした声がかかった。

「あれぇ？　こんな朝早くに、誰かと思ったら主様じゃありませんか！」

「ヒューマか」

「はい。俺たち、ついさっき戻りました。おはようございまーす。昨日、いきなり脱兎のごとく一人で駆け戻られて、俺たち置いてけぼりで唖然としてたんですよー、って、あれから今までずっとここにいたんですか。ご苦労様ですー」

　ヒューマは肩に天秤を背負っている。どうやら水を汲みに行ってきたらしい。だが、その後ろからひょっこり顔を覗かせる姿があった。

「お……おはようございます」

「レ、レイフェリア……！　なんであなたがそこにいる！」

　ティガールはぐいと従者を押しのけた。桶にたっぷり入った水がちゃぷんと溢れる。

「私は起きて井戸に顔を洗いに行こうとしたら、ヒューマが来たので、なんとなく一緒にお話しをしていたんです」

「一緒にお話し？　なにを？　こんなところで！」

「それは俺の台詞ですよ。主様こそ、なんでレイさ……姫様を、こんな小屋に押し込めてるんです？　俺、戻って腹減ったんで、厨房に忍び込もうとしたら、姫様が出てきなさったんで、たまげたんですから！」

「……ちっ」

「で？　なんでなんです？　上にお部屋は？　もしかして、レイ様、追い出されたんですか？」

「追い出してないぞ！　俺だって不本意だ！　フェリア！　いいからこっちに来い！」

「おはようございまぁす」

　更にそこへ、朝食の盆を持ったルーシーがやって来た。

「あら、ティガール様？　視察からお戻りになられたんですか？」

「ええ！　主様は、昨日の夕刻から駆け通しで戻られました。俺たちは追いつけずに、今しがた帰ったんです。あ、それ朝ごはんですか？　俺の分あります？」

　ヒューマの興味は、ルーシーの捧げ持つ盆の方へ逸れてしまったようである。

「なんでお前がここで食べるんだ！　さっさと自分のねぐらに戻れ！」

「え～、嫌ですよ。だってここは厨房に近いし、夜明け前からずっと駆け通しで今、ものすごく空腹なんですから。主様もこちらでどうですか？　ね？　姫様」

「ティガール様さえよろしければ、私は構いません。皆でいただきましょう」

　ヒューマの提案にレイフェリアも澄まして応じた。

　出鼻を挫くじかれたティガールだが、その申し出には惹かれるものがあったようである。

「でも、女二人分じゃさすがに足りないわね。ルーシー、厨房から、もっとたくさんもらってきてくれる？　飲み物もね。ヒューマと一緒に行くといいわ」

「かしこまりました」

「どっさり貰ってきます！　ルーシーさん、行きましょう！」

　二人が厨房に向かった後、小屋の前には微妙な雰囲気の二人が残った。

「ティガール様、こんなに朝早くから何のご用ですか？」

「昨夜、親父殿に会って来た」

「ご領主様に!?　あれから？」

「ああ。俺はあなたを、こんなところに押し込めるつもりはなかった。俺の配慮不足だった……すまない」

　ティガールの謝罪に、レイフェリアは明るく答えた。

「私はこちらがいいのです。涼しくて過ごしやすいので」

「ここは、ただの氷小屋だ。部屋ではない」

「いいえ、強がりではなく、私はこちらのほうが気楽に過ごせるのです。誰も来ないし」

「来たじゃないか。俺もヒューマも。とにかく不用心だ、警護させる」

「無用です。自分の身は自分で守ります」

「この細腕でか？」

　ティガールはむき出しの腕を取った。だがレイフェリアはその手を振りほどき、強い調子で言い放った。

「戦うのは腕力だけとは限りますまい。勘違いしている方もいるようですが」

「……う」

　心当たりのある当てこすりに、ティガールは言葉に詰まる。

　しかし、レイフェリアは、それ以上追及するつもりはないようだった。

「ティガール様、ご領主様は、考えをお変えにならかったのでしょう？」

「……ああ」

「仕方がありません。私はここでは余所者です。ですから、一人でなんでもいたします。ティガール様がお気になさるようなことはありません」

「……あなたは俺を頼らないんだな」

「え？」

「思い出しもしないし、信用もしない」

「……なにをおっしゃられているのですか？」

「あなたの記憶からは、すっかり消え落ちているようだが……俺たちは昔、会ったことがある」

「ええ!?」

　思いもよらぬ言葉だった。

「会ったことがあるのだ」

　ティガールは繰り返した。凛々しい眉が顰められ、金色の瞳が探るように、驚くレイフェリアを見つめている。

「それは……いつのことですか？」

「十年以上も前になる」

「それは二人とも、子どもではないですか」

　十年以上前と言えば、レイフェリアの父がまだ存命だった頃のことだ。だが故郷でも都でも。こんな少年を見た記憶はない。こんな容姿の少年だったら、絶対に忘れないはずだ。

　しかし、いくら考えても自分の記憶の中に、彼の姿は思い浮かばなかった。

「……すみません。覚えていません」

「だろうな。俺はあの時とは、様子がまったく違っているから」

「違う？　どういうことですか？」

　レイフェリアが、苦しそうに考え込んでいるティガールに問いかけたとき、にぎやかな声がした。ルーシーとヒューマが戻ってきたのだ。

「レイ様！　ティガール様！　お待たせしました！　朝ごはんです」

「たくさんもらってきましたよ！　飲み物もあります。さっそくいただきましょう！」

　小屋の中は薄暗いので、ルーシーは扉を開けたまま、床の敷物の上に皿や籠を並べる。卓上には乗り切らないのだ。

「なかなか居心地がよさそうですね……けど、ちょっと暗いな」

　ヒューマが薫製肉をほおばりながら、物珍しそうに室内を見渡した。

　調度は一通りそろい、元氷室だったので、床も壁も清潔なのだ。ただ半地下で窓がないだけだった。

「いいのよ。私は北国育ちだから、こちらの気候にまだ馴染めなかったの。日中は熱くてあまり動けなかったくらいだから」

「確かにここは、北側にあるから城の影になるし、山から風が下りてきて涼しいでしょう。だけどさすがに窓くらいはないと。よぉし！　俺、ごはんを食べたら壁をくりぬけないかやってみます。他にも人を呼んで！　よぉし、まかしてください！」

「……でもやはりここは、レイ様が暮らすお部屋ではありません。ティガール様、ご領主様は何をお考えなのでしょうか？」

　ルーシーが言いかけたが、レイフェリアの視線の圧に負けて黙り込んだ。

「親父とは、そのうちカタをつける。すぐに部屋も用意する」

　ティガールは断固とした調子で言った。

「これでいいのです。私は自分で身を養いたいのです。わかってください。ティガール……ティー？」

　下から自分を覗き込む紫の瞳に、ティガールの手が宙で止まった。ヒューマとルーシーも食べることを止めている。

　三人とも目を見開いてこちらを見ていた。

　レイフェリアがこんなふうに他人、しかも男にものを頼むなど初めて見るのだ。

　しかも愛称呼び。

「てぃー？　てぃーってなんですか？」

　ヒューマの間抜け面は誰も見ていない。

「私はここで、できることをします。これは私の挑戦なのです。だから……」

「わ、わかった！　しばらく様子を見よう。だが、しばらくだからな！」

　珍しく頬を染めたティガールが怒鳴るように言った。

「ありがとうございます」

「親父殿の話では、二か月後、赤夏の満月の日に、館で宴を催し、俺の伴侶を決めるという」

「赤夏の宴!?　長いこと開かれなかったという、あの？」

　ヒューマは声を上げた。

「そうだ。それまでに、俺は証明しないといけない。あなたが、南方領主後継の伴侶にふさわしいかどうかを」

「あなたが、というより私が、ですね？　ええ、わかりましたわ」

「だが、フェリア。絶対に無茶はするなよ」

「どうでしょう？　あ、いえ。慎重に行動します」

　涼しい顔のレイフェリアを疑わしそうに見やって、ティガールも頷いた。

「俺も自分にできることをする。言っておくが、親父のお眼鏡に適うためじゃない。俺も、俺の目的のために動く」

　ティガールは切っていない燻製肉を大きく噛みちぎった。白い犬歯がぬらりと光る。立派な肉食の獣だ。

「ナドリネとカラカは、この城では尊重されている。俺の伴侶に、と推す者も多い。だから俺たちは、表向きには行動をともにはできない。嫌がらせをする者がいるかもしれないから」

　嫌がらせならとっくにされています、とルーシーが言いかけるのを再び目で押し込めてレイフェリアは頷いた。

「大丈夫です。それにカラカ様のことは好きですよ。お可愛らしいし」

　レイフェリアにはなんの気負いもなかった。

　境遇だけでいえば、故郷にいた時となにも変わらないからだ。どちらかというと、こっちの方が自由に振る舞えていいくらいだ。

　ただ、リューコのあからさまな挑発には、自分のやり方で乗ってやろうと思っている。しなやかに、強したたかに。

　──残念ながら、誇りまで捨てたわけではないのよ、リューコ様。あなた様は面白がって見ていればいい。私は自分の足で立ってやるわ。

「ここで、できる限りやってみせます。宴の準備も、お手伝いは要いりません」

　心が定まり、生き生きと食事をとり始めたレイフェリアを、気がかりそうに金色の瞳が見つめていた。

「ねぇヒューマさん……あのお二人、肝心なことをすっ飛ばして話をしていますよね？　あれ、ひょっとしてわざとですか？」

　ルーシーは食事に専念している二人を眺めながら、隣のヒューマに囁いた。ヒューマもひそひそと応じる。

「やぁどうかなぁ。お互い見事に避けまくっていましたが、絶対にアレはかみ合っていませんよ。主様はああ見えても、必死で告白しているのです」

「まったく伝わってはいませんけどね」

　ルーシーは心から気の毒そうに言った。

　数日後。

「主様、レイフェリア様が昨日、街に出たそうでございます」

　オセロットが真剣な顔で報告する。ティガールは珍しく執務をしていた。

「知っている。俺があの人から目を放すと思うか？」

「思いません。なら、何をされているかはご存じですね」

「まぁな」

　ティガールは不本意そうに唸った。

「商人の真似事を始めたようだな」

「ええ。真似事というより、かなり本格的のようです。初めてではないと思われます。多分、北のご領地でも経験がおありなのでしょう」

「ああ、どうもそのようだ」

「どういたしますか？」

「いたすもなにも、俺はあの人と親父殿に、手を出すなと約束させられたのだ。だが、目を放していいとは言われてないからな。お前も新しいことがわかったら報告しろ」

「かしこまりました。大したお姫様ですな、あのお方は」

「当然だ」

　ティガールは複雑な顔つきで頷いた。




　それから更に数日後。

　初夏の長い陽も、さすがに落ちはじめようとする時刻のことだった。

　父に押し付けられた仕事の山を、なんとか片づけたティガールは、レイフェリアの小屋の戸口に立った。

　──いつも入る前は身構えてしまう。こんなにも会いたいのに。

　ヒューマの報告では、城下に下りて盛んに活動しているらしいが、そんなことをさせているのが、そもそも自分たちなのだ。

　大きな背中を丸めて逡しゅん巡じゅんしていると、内側から扉が開いた。レイフェリアだ。髪を軽く結っている。

「まぁ」

「やっと体が空いたので、そのぅ、様子を見に……」

「ええ、なんとかやっております」

「知っている。街で薬草などを売っているそうだな」

「ええ」

「……すまん」

　甲斐性なしの亭主のように、派手な男が項垂れる。レイフェリアは笑いをかみ殺した。

「いいえ。自分で自分を養えるのは私の誇りです」

「少し歩かないか？」

「喜んで」

　二人は黙って城壁に沿って歩き、正面の城門を潜って城の正面に立った。目の前にはなだらかな草の斜面が広がっている。

　ここは城下のみならず、遠くの山脈まで見渡せる高い場所だ。門衛も軽く姿勢を正しただけですんなり通してくれた。

「ここからの眺めは素晴らしいですわね。こんなに大きな太陽を見たのは初めてで、最初はびっくりしました」

　レイフェリアは静かに言った。

　陽は一層濃く巨大になって、赤い大地の上に落ちようとしている。

「故郷では山や木に遮られて、あまり遠くまで見渡せる場所がなかったものですから、いつも私はここで足を止めるのです」

「街に下りるのは楽しいか？」

「ええ、とても。お店の人たちの知り合いも、何人かできましたし」

「……俺は本当は、あまり出て欲しくはない」

「でも、お城にいてもすることもないし、お金がなくては宴の支度もできませんので」

「街では若い男どもが色めき立っているという」

「色めき？　それはなんでまた」

「なんでって、紫の瞳の謎の女が、商家に出入りしていると噂が立っているんだぞ。俺が密かに護衛を増やさなんだら、今頃……」

「え!?　護衛？　それは本当？」

　レイフェリアが目を見張る。

「あなたは無防備すぎだ！　城下の秩序は保たれているが、街の外に出れば、野盗も無頼もいる。先だっての巡回でも、東の国境付近の治安が悪化していることを確認済みだ！」

「東というと、東方領土との境ですか？」

「ああ。領地と領地の間にある帯状の一帯だ。そこは我らの直接の版はん図とではない。だが、悪事を働く奴らに容赦はしない。ここに来る途中であなたも見ただろう」

「……ええ」

「俺も親父殿も警戒して、日に何度も報告を受けている。だからあなたにも気をつけて欲しいんだ」

「そのようにいたします。でも、おかげで少しは稼げましたのよ。こちらではあまり知られていない薬草が、お城の裏にたくさん生えておりましたの。現在の氷室のある洞窟の中です。それは北方のものと近い種で、解熱作用があります。それを干して売ったのです。それにティガール様に持ってきていただいた故郷の石も、良い値で取り引きしてもらえましたし」

　レイフェリアはよほど嬉しかったのか、いつもより饒舌になっている。自分の手にかけた品々が認められるのが嬉しいのだろう。

　ティガールは複雑な気持ちでその様子を見つめていた。

「そうか……」

　斜面を少し下ると、下から吹き上げる風が強くなった。

　淡い色の髪が舞い上がり、レイフェリアは自分の腕に巻きつけて押さえる。

「少しは隙を作れ」

「……可愛げのない女だとおっしゃりたいの？」

　夕陽を背にレイフェリアは振り返った。強い光に照らされて、靡なびいたおくれ毛が、真っ白に光る。

「いや、気の強い女は好きだ。一人で身を立てられる強かさも」

　ティガールは、レイフェリアが無意識に開けた間まを詰め、胸の中に抱きすくめた。

「だが俺だって、このまま待つつもりはない。必ず思い出させてやる」

「……」

　金色の瞳に夕陽が映り込んで燃えるようだ、とレイフェリアが思ったのは刹那のこと。

　あとは貪られるままだった。抵抗はできなかった、しなかった。

　このまま食べられてもいいとさえ思う。気がつけば、太い首に自分の腕が回っていた。結わえた髪が解けていく。

「……怒っているか？」

「怒らせるようなことをしたのですか？」

　ティガールの気がすんだと見るや、レイフェリアはさっと体を離した。

　太陽を背にするのは、表情を読ませにくくするためだ。

　草原に落ちかかる真っ赤な陽は、レイフェリアを包む守護の光だった。

「いくつかは。俺の責任だ。必ず親父殿の気を変えてみせる」

「あなたのお気のすむように……」

　口づけの余韻で頬を染めたレイフェリアは、更にティガールから距離をとり、自分より高いところに立つ男を見上げた。

　──こうして見上げているのが私には一番いいのかもしれない。だってね、ほら……。

　彼の肩越しに、斜面を駆け下りてくる小さな姿がある。

「ティグ兄様ぁ！」

　レイフェリアの目の前で、ティガールの眉間にしわが刻まれていく。

「ここにいらしたのね！　あっ！　レイ姉様も」

「カラカ様、お久しぶりでございます」

「そうよぅ、レイ姉様ったらお部屋を変えてから、すっかりお顔を見かけなくなってしまって、寂しかったのよ。兄様はいつもお忙しそうだし。ね？　兄様、今日は私と一緒に夕食を食べてくださるのでしょう？」

「俺は親父殿と食う」

「うふふふ！　実はお館様からご許可をいただいたのですわ！　今夜は私と取るように、ですって！」

　カラカはするりとティガールの腕を取りながら微笑んだ。その仕草は女のものだが、少なくとも微笑みは無邪気なものだ、とレイフェリアは思った。

「あのくそ親父……」

「でも、お二人は何をしていらっしゃったの？」

　ほんの少し探るような目をして、カラカはレイフェリアに尋ねた。

「ここは風が通って気持ちがいいから散歩をしていたら、偶然ティガール様とお会いしました。それで北方の品々が南方で価値があるのかどうか、お伺いしていたのです」

「なんだか難しいお話みたいね。私にはわからないわ、兄様」

「お前にわかる必要はない」

「そう言えば兄様は、北方へレイ姉様をお迎えに行ってたんだわね。でも、お二人一緒のところを見たの、初めてだったから……少しだけ驚いちゃった。ねぇ兄様」

「なんだ」

「私、この頃、今日みたいにお館様に呼ばれる時があるの。びっくりするでしょう？　でもこれって……あの、そういうことなのかしら？」

　カラカが言外にたっぷり意味を含ませて、ティガールを見上げる。

「俺は知らん。知りたくもない。お前もあの親父殿の言うことを真に受けるな。カラカはただ、カラカでいるがいい」

「……そうね、わかったわ。兄様のいう通りにする。ところで、レイ姉様は最近どちらにいらっしゃるの？」

　ティガールの機嫌を察したのか、カラカは話題を変えた。

「いただいたお部屋があまり暑いので、お城の北にある離れに替えていただいたのです」

「まぁ、そんなところがあったのね。レイ姉様は北からいらしたのだから、きっとこちらの気候が苦手なのね」

「ええ、今は快適に過ごしております」

「またお顔を見に行ってもいい？　私退屈なの」

「ナドリネ様のお許しが出れば」

　そんなものは出ないだろうと思いながら、レイフェリアも美少女に優しく頷き返す。彼女は、ただただティガールが一途に好きなだけなのだ。

「ティグ兄様、そろそろお城に戻りましょう？　お母様も久しぶりにお話がしたいと言ってらしたわ。ねぇ、参りましょう？」

　カラカはひらひらとティガールにまとわりついて言った。その姿は夕陽に照らされて白く舞う蝶のように見える。

「俺はまだ……」

「そうですね。もうすぐ陽も落ちます。私はまだここにいますから、お二人でお戻りなさいませ」

　自分を窺うティガールに、レイフェリアは断固として言った。

「フェリア……」

「おやすみなさい。レイ姉さま」

「おやすみなさい。ティガール様、カラカ様」

　そう言ってレイフェリアは、ゆっくりと斜面を夕陽のほうへと下り出した。

　解ほどけた長い髪がさらさらとなびく。陽に染められた髪は、絹糸のようにティガールの腕に触れた。

「うまく逃げたな……今は引いてやる」

　夕陽に向かって遠ざかっていく細い背中に、ティガールは低く呟いた。レイフェリアの体と髪が白く輝いていて、その輪郭は光の中にぼやけていく。

「フェリア！」

　ティガールは思わず声を上げた。

　声に驚いたのか、レイフェリアが足を止めてこちらを見ている。表情は見えないが、足を止めてくれたことに、ティガールは詰めていた息を吐いた。

「ねぇ兄様ぁ、早く行きましょうよ」

　レイフェリアの見守る中で、こちらを見ているティガールと、ぶら下がるように腕にしがみついたカラカが斜面を登って行く。

　大きな背中と小さな背中。二人とも豪華な髪色をしていた。彼らはとても似合いだと思う。

　──眩しいわ。眩しすぎる。この地で私だけが異分子なのだわ……。

　密かな孤独を感じながら歩き出す。

　誰かの腕に縋すがらずとも、レイフェリアは一人で進めるのだ。









８章　求愛











「主様。東の国境地帯がまたしても、不穏なことになっているようです」

「不穏？　また野盗のたぐいか？」

　オセロットの報告に、ティガールは税収の計算書から顔を上げた。

　今日は三つの村の収穫量における税率の計算と収支を、一桁まで合わせるようにと厳命されている。ティガールの最も苦手とする仕事であった。

「野盗は、先だっての巡察の折に、相当数が退治されたので当分心配はないかと。今朝入った報告では、なにやら怪しい楽団だか旅芸人だかが、東の村々に現れているそうです」

「旅芸人だと？　どこの？」

「それはまぁ、旅の芸人ですから、出自ははっきりとはしないのですが、一つの村で二、三日興行した後、どうも村の様子がおかしくなると」

「おかしい？　とはどんなふうにだ？」

「それが、よくわからないのです。なにやら女や子どもの情緒が不安定になったり、男どもの気が荒くなったりと、なんでもそんなようなことで」

「ふーん……妙だな。しかし、またも東か！」

　ティガールは忌々しそうに唸った。

　南方領土の東側には荒地が広がっていて、南方でも貧しい地域だ。大きな町はなく、点在する小さな村々が、岩塩を採掘しながら生計を立てている。

　昔から南方とはあまり仲の良くない、東方領土との国境に近いその地域は、いくら取り締まっても流れ者がよく出没するのだ。

「その使者はまだいるか？　いるならば直ちに呼び出せ」

「は！」

　ヒューマは急いで部屋を出て行った。




「では……お前から聞いた話をまとめると、旅芸人の興行を見物した村の者たちが、その直後から、どういうわけか様子がおかしくなる……ということだな」

「はい。しかも普段はこれと言った揉め事のない、穏やかな村なのです」

　ティガールは自分用の執務室の椅子にもたれて考え込んだ。

「妙だな」

「左様でございます。特に最後まで興行を見て、音曲を長く聴いた者たちに、その傾向が顕著でした」

「お前も聴いたのだろう？　どうだったのだ。情緒が乱れたか？」

「はい。ちょっと聞いた感じでは普通の笛と鉦かねの重奏です。しかし、初めて聴いた時、なんだか不安な気持ちになりました。その時は特に変だとは思わなかったのですが、夜はなかなか寝つけませんでした」

「それで？」

「どうも変だと思ったので、次の日から芸人の一行の後をつけて行くと、彼らの行く先々で同じようなことになるのです。一つの村で二、三回公演するのですが、終わると直後の村はとても荒れます。子どもは泣き叫び、喧嘩が絶えず起き、男は女を殴ったり、年寄りが寝付いたり。皆仕事どころではなくなるようです。しかし、その頃にはもう芸人の一団は姿を消しているという寸法で」

「音か？」

「はい。私も音に何か細工があるようだと思ったので、それからは芸を見ずに、村を渡り歩いて観察し、ようやく確信を持つまでに至りました」

　そう言って使者は言葉を結んだ。オセロットが「大義」と言って下がらせる。

「主様、どう思われますか？」

「東だな」

　難しい顔で尋ねるオセロットへ、ティガールは短く言った。

「東方領土、ということですか？」

「領土ではなく領主だ。ファハル・ザイード」

　東方は呪術が盛んな地方だ。ティガールの二代前の時代では、南と東で小競り合いを繰り返し、あわや大戦になりかけたこともあったという。

「……数か月前に後を継いだ、あのお方ですか」

「ああ。俺は以前、まだ後継だったころの奴を、王都で見かけたことがある。慇いん懃ぎんだが、何を考えているのかわからない男だった」

　ティガールは、思いきり鼻にしわを寄せた。

「野盗、無頼の類が増えたのも、ここ数ヶ月のことかと。偶然ではありますまい」

「ああ、まちがいない」

「しかし今回の事件は、更に手の込んだ仕掛けのようですな。穏やかな村を不安に駆り立てて何をしようというのか」

「混乱極まったところに扇動者でも送り込もうというのだろう。姑息な手だ」

「それにしても、いったいどう言ったからくりで……」

　オセロットが難しい顔で考え込む。

「おそらく楽器を使った催眠術のような技ではないかと俺は思う」

　ティガールの言葉に、はっとしたようにオセロットが顔をあげた。その表情には感嘆の色も滲んでいる。

　ティガールはその見かけと、言葉足らずな性格から、武辺一辺倒の戦士のように思われることが多い。それはもちろんその通りなのだが、実は知識も豊富だ。

　特に他領の民族性や、文化、産業のことはよく調べていて、国王ゼントルムの信頼も厚い。

「単純な笛の音でそんなことが」

「できるようだな。ただ操るのではなく、特殊な音を旋律に織り込むことによって、人の心の奥にある、危うい部分に刺激を与える技だ。お爺じじ殿どのからそんな話を聞いたような覚えがある。やはり東の技だった。ファハル・ザイード、あの男は得体が知れない」

「主様がそんなことをおっしゃるのを初めて聞きました。四方候は四方候を知るということなのでしょうか……？」

　オセロットはティガールの言葉に眉をひそめた。

「さぁな。歳は俺より、五つ六つ上かな？　東方領主は代々優れた術者だ。だが、あの男は術というより、何か別の資質も持っているように俺には見えた。それも仄暗い資質を」

「ザイードは我が南方に、何か仕掛けようと？」

「証はないが可能性なら常にある。今回の件も国境の小さな村々の不安や不満を煽り、やがては付近の村や町に不穏な空気を伝播させ、最終的には暴動でも起こす計画でも俺は驚かん」

「なるほど。野盗を使って村々を襲わせるより、足がつかないのは確かですな。密かに、治安を乱れさせる策かもしれません」

　オセロットが重々しく頷く前で、ティガールはぐいと立ち上がった。

「直ぐに国境に発つ。奴らの首根っこを捕まえる」

「あ、主様、お気持ちはわかりますが、いま少しお待ちください。主様はつい最近、巡察に行かれたばかりなのですよ」

「……何が言いたい？」

「失礼を承知で申し上げます。主様にはもう少し……もう少しだけ。レイフェリア姫と寄り添う時間を持たれたほうがよろしいかと」

　その名を聞いた途端、雄々しい戦士の顔が一瞬、自信なさげな青年の顔になった。

「一日二日遅れても、大事には至りますまい。我らが先見を務めますので」

「……だめだ。親父殿には見抜かれてしまう。務めを後回しにする姿なぞ見せられない。それに……」

　ぐっと唇が噛み込まれる。

「あの人は俺を必要としない。生き抜く術をここで見つけてようとしている。俺は……」

「主様……」

「おれはあの人に恥じないように進まねばならん」

「では」

「俺は行く」

　ティガールは短く宣言した。

「左様でございますか。では我らも主様について行くのみです。けれどもせめて、発つ前にレイフェリア様にそのことを告げてください。前回の時のように黙って行ってはなりませんぞ」

「う……わかった。今夜会う。フェリア会いに行く！」

　いつにないオセロットの強い調子に、ティガールは項垂れながら首しゅ肯こうするのだった。




「……と、いうわけで、俺はまたしばらく留守にする」

　ティガールは肌の文様を美しく浮かび上がらせながら、レイフェリアに打ち明けた。

　二人がいる城壁の上からは、満月に近い月と、城下から続く草原が一望に見渡せる。

「怪しい芸人一座、ですか」

　話を聞いたレイフェリアも気味悪そうに眉をひそめた。

「そういえば、動物にしか聞こえない音を出す笛のことを聞いたことがあります。でも……なぜ、そんなことまで私に？　言ってもいいことなのですか？」

「それはその……なんだ」

　月光がレイフェリアの髪を朧おぼろに光らせるのを、ティガールは見惚れていた。

「前は俺が勝手にへそを曲げて、ここにきたばかりのあなたを放って行ってしまったから」

「別に気にしていませんよ。お忙しいのはわかりますし」

「だから……どうしてあなたは、俺に関心を持たないんだ」

「持ってます」

「え？」

　短い応えにティガールの動きが止まった。

「関心は持っているのです。でも、まだよくわからないの……わかりたいのですけれど。あれからいくら考えても、以前にお会いしたことを思い出せませんし」

　レイフェリアは物憂げに言った。

「それはもういいんだ。あなたの責任ではない」

「ああ、そうだわ！」

「な、なんだよ！」

　ティガールは、こっそりレイフェリアの背中に伸ばそうとしていた手を慌てて引っ込めた。

「今思いつきました！」

「なにをだ！」

「私も行けばいいんだわ！」

「は？」

「その旅芸人の怪しい動きを調べて、悪人ならばやっつけるのでしょう？」

「ああ、まぁそうなるか」

　ティガールはレイフェリアに、東方領主への疑惑を打ち明けていない。

「でもそれって、領主後継の一行だってわかったら、拙いのでは？」

「ああ。だから普通の旅人の姿になる」

「無理です」

「え？」

「普通の、なんて無理と言っているんです。あなたはものすごく目だつんです。わからないようにするためには、あなたのその派手な風貌を、なんとかしていただかないと！」

　レイフェリアは、力を込めて言った。

「風貌？　俺の？」

「そうです。まずその派手な髪を染めて、私と夫婦の振りをするのです」

「ふ……ふうふ!?　って、夫婦？」

　強烈な単語を聞いたティガールは、意味を理解するまでに時間がかかったようだ。

「もちろん振りだけです。夫婦の薬商人の設定でいきましょう。私は最近街歩きをしているから、目だたぬようにするのに慣れましたし！」

「いや、駄目だ！　髪を染めるのはともかく、東はなにかと危険なんだ。あなたを連れて行くわけにはいかない！」

「じゃあ、わからないままでいいのですか？」

「どっ、どういう意味だ？」

「このお館で、私たちが共に過ごせる時間は非常に限られています。それに、私にはカラカ様やナドリネ様への遠慮もあります。私たちがもっとわかり合うためには、長く共にいることが必要だと思うのです」

「……」

「もちろん、ティガール様が、わかり合う必要がないとおっしゃるのであれば、無理にとは申しませんが」

「必要！　必要性を感じる！」

「じゃあ、問題解決ですね。出発はいつですか？」

「……明日」

「ではこれから直ぐに休んで、明日に備えます。おやすみなさい！」

　そう言うと、レイフェリアは虚しく伸ばされた腕にも気づかず、ひらりと鋸壁から垂直に飛び降りた。そして空中でティガールに手を振ると、館の裏へと消えたのである。

　月下の城壁には、放心してへたり込んだ男だけが取り残された。




「主様、レイ様！　情報にまちがいはありません。この先の小さな村に奴らはいます！」

　物見に出したヒューマが戻って報告する。ここは東方へ続く街道だ。

「おい、馴れ馴れしく呼ぶな！」

「あっ！　申しわけありません」

　少しも申しわけなさそうにヒューマが謝る。今回の旅は三人連れだった。

　レイフェリアとティガールが旅の夫婦者、ヒューマがその従者という設定である。

　強あながちまちがいではないと思っているヒューマは、この状態を至極楽しんでいた。

「かまわないわよ、ヒューマ」

「……様子はどうだ？」

　ティガールは、ぶっすりした表情で話の先を促した。

「旅芸人の一座は昨日、この先の村に来て、既に昨夜公演を一度行ったようです。報告にあった通り、村中そわそわしています。特に子どもが過敏になっていて、あちこちで泣き声が聞こえます」

「一座の数は？」

「十数人というところですね。報告通り天幕は大小二つで、大きい方は舞台、もう一つは楽屋になっています。演目は、最初に軽業があって、射的やナイフ投げがあり、最後に楽団が出てきます。これだけ見れば普通の一座なんですが」

「そうか、ご苦労。では夜になる前に宿を取ろう。そして見物客に紛れ込む」

「は。既に宿を取ってあります。村長宅の離れです。他に旅人はいません」

　どこまでも気の利く若者である。

「じゃあ、私たちはここから商人夫婦ということで」

　言いながら、レイフェリアが荷袋の中から薬草の束を取り出して見せる。

「薬草は貴重ですからいい考えです。すごいです、レイ様！」

「馴れ馴れしい呼び方はやめろ。では俺は、し……しゅ、主人ということで、いいな！」

「くれぐれも話し方には気をつけてくださいね。旦那様？」

　レイフェリアはまじめくさって言った。

「わー……わかっているっ！　では妻よ、行くぞ！」

　──主様、ちょろ過ぎます……。

　ヒューマのため息は幸い、ティガールには届かなかった。




「ああ、あんたたちが旅の人かね？　その若い衆から聞いてるよ。部屋も準備できてる」

　古ぼけた扉から顔を出したのは、村長夫人と思おぼしき老婦人である。

「裏の離れはお二人さん。若い衆はこの奥の小部屋だよ。追加料金で夕飯も出すよ」

「ありがとうございます。あなた……よかったわね」

「あ、ああ。そうだな。なんだ、その……お、お前は休んでいろ。俺は村をけいか……いや見てくる」

　そう言うと、ティガールとヒューマは、荷物を置くのもそこそこに、外へ出て行った。

　怪しまれるといけないので、武器は外に隠してあるのだ。

「あの……なんでも、旅芸人が来ているって聞いたんですけど」

　居間で夫人が出してくれたお茶を飲みながら、レイフェリアはさりげなく尋ねる。

「ああ、私は足が悪いから見にいけないけど、爺さんと孫が昨日見に行ったよ」

「まぁ、お孫さんがいるのですね？　お幾つですか？」

「五歳なんだけどねぇ。今日は一日調子が悪くって、ずっとむずかっているんだよ。嫁はいるけど、息子は今、隣村に用事に行っていてね。困ったもんだ」

　耳をすますと、確かに細くて高い子どもの声が聞こえる。

「まぁ、かわいそうに……あの、私は薬草売りなんですけど、疳かんの虫に良く効く煎じ薬を持っています。試しにどうですか？　お代はいりません」

「本当かい？　それじゃあ、やってもらおうかね」

「はい。台所を使わせてくださいね」

　レイフェリアが薬草を煮出して冷ましたお茶を二階に持って上がると、泣き声はますます響いて来た。それを叱りつける母親らしい声も聞こえる。

「いい加減に泣き止みな！　これ以上騒いだらぶつよ！」

　扉を開けた途端、目に飛び込んで来たのは、小さな男の子を寝台に押さえつけて腕をふり上げた若い女の姿だ。子どもは押さえつけられて、ますます泣き喚いている。

「やめて！　やめてください！」

「なんだい！　あんた！」

　目を血走らせた母親が、レイフェリアを睨みつけた。

「旅の薬売りです。今、階下でおかみさんから事情を聞いて、子どもに効く煎じ薬のお茶を持って来たんです。坊やにどうですか？」

　レイフェリアがそう言うと、母親はもう何をする気力もなくしたらしく、どっと傍の椅子にへたり込んだ。子どもは驚いて泣き止んだが、不信感も露わにこちらを見ている。

「坊や、名前はなんていうの？」

「……ロー」

　男の子は、レイフェリアの持つ盆の上の菓子に気づいて目を輝かせている。

「私はレイっていうの。お菓子を食べる？」

　レイフェリアは盆を置くと、卵と砂糖とバターをたっぷり使った焼き菓子を一つ取り上げた。マヌルに用意してもらった贅沢な菓子である。

　案の定、子どもは飛びつき、もっと欲しいというように皿の上を見つめた。

「いいわよ。全部あげる。でも、このお茶を飲んでからね。ちょっとだけ苦いけど、我慢して飲んで欲しいの」

　男の子はしばらくお菓子とお茶、そしてレイフェリアを見比べていたが、やがて心が決まったのか、薬を一気に喉に流し込んだ。

「うへぇ、にが～い！　まず～い！」

「よく頑張ったわね。じゃあ、お菓子食べていいわ」

　男の子はもりもりとお菓子を平らげたが、甘味の効果が出たのか、食べ終わる頃には、すっかりおとなしくなっていた。

「このお茶には鎮静効果があるんです。あなたも飲んでください」

　レイフェリアはおどおどしている母親にもお茶を飲ませると、ひとまず落ち着いたと見て、部屋を出た。下にはティガールとヒューマが戻っていた。

　一通り村を見回ってきたらしい。裏の離れで早めの夕食を頼んで、さっそく今夜の相談を始めた。

「やっぱり、村人たちの様子が変ですね。通りのあちこちで言い争いをしていました。年寄りは泣いている者もいましたし、子どもは大人の言うことを聞かずに暴れていたり」

「確かに村全体が落ち着かない様子だった」

　想定していた事態だが、目の当たりにしたティガールたちは難しい顔をしている。

「芸人たちは今、小天幕で休んでいるようです。大きな天幕の中に忍び込んでみましたが、特に怪しいものはなかったし。楽器のようなものもありませんでした。そもそも見張りも立てていないのですからね」

「なにも疾しい事はないと示しているんだろう。小天幕の中はどうだった？」

「さすがにそこには入れませんでした。遮光性の黒布がぴっちりと張り巡らされていたので、眠っているのでしょう。夜に活動する奴らですから」

「そうか。やはり、その音とやらをこの耳で確かめなくてはならないな。ヒューマ、夜になったら行くぞ」

「私も！　私も一緒に行きます」

　レイフェリアは勢い込んで言った。

「だめだ、あなたは残るんだ」

「足手まといなどにはなりません。私には……」

「絶対に許さない。残れ！」

　ティガールが強く声を上げる。レイフェリアは驚いたが、同時に怒りも湧いた。

「いやです！」

「だめだ！」

「いや！　せっかく耳栓を作ったのに、私だけのけ者なんて！」

　レイフェリアは眦まなじりを吊り上げた。

　彼女は、音に何かの仕掛けがあると聞いて、綿を固く丸め、布を巻きつけた耳栓を作っていたのである。まったく聞こえなくなるわけではないが、音量はかなり軽減される。

「のけ者ではない！」

「まぁまぁレイ様、大丈夫ですよ。俺たちでなんとかできます。あなたはもう十分お役に立ってくださいました。この先は男の仕事です」

　ヒューマが今にも言い合いが始まりそうな空気を察し、とりなすように言った。

「そうだ。それにここだってまったく安全というわけじゃない。本当は村から離れたっていいくらいなんだが、それはそれで別の危険があるからな。だからあなたはここにいろ」

　ティガールが一歩も引かない構えで言い張った。

「わかりました。でも、なるべく大騒ぎにならないようにしてくださいね。村の人たちは被害者なんですから」

「わかっている。とにかく、あなたはここを動くな」

　念を押すティガールの言葉に、レイフェリアは黙って頷いた。

　その夜。

「主様、なかなかの見世物ですね。特にあの少年なんか、都の催しでもいけそうです」

　二人が見ているのは玉乗りや、綱渡りなどの軽業の見世物である。

　粗末な客席はぎっしりと埋まり、みんな夢中になっている。綱渡りの少年は最後に大きく一つ跳んで、台の上に着地した。盛大な拍手が鳴り響く。

　観客は四、五十人というところだろうか？

「あ、また同じ少年が出てくるようです。次はナイフ投げか……おお！　やるな！」

　ヒューマの言う通り、少年が投げたナイフは、十メートルほど離れた的の中心に過あやまたず刺さった。またも拍手喝采だ。

「だが……そろそろだぞ。ヒューマ、油断をするな」

　舞台では軽業やナイフ投げの小道具が、次々と袖に引っ込められていく。いよいよ楽団のお出ましのようだった。

　二人はこっそりレイフェリアの作った耳栓を耳にはめた。

　楽団は六人ほどの編成だった。二人が小さな太鼓と鉦、あとの四人は大小の笛である。

　最初の曲は陽気な舞曲で、観客も足で拍子をとったり、子どもたちは飛び跳ねたりしている。耳栓のおかげで音がかなり制限されている二人は、注意深く様子を見ていたが、特に問題はないようだった。

　三曲めは鎮魂歌のような物悲しい曲だ。人々は急に静まり返り、不自然なほどの集中力で耳を傾けている。子どもが好きそうな曲でもないのに、幼児までもが黙り込んでいた。

　旋律はどちらかと言えば美しいのだが、時折妙にずれた音が入る。

　なにがどうというわけもないのだが、なんとなく不安になったヒューマは、ティガールを促して外に出ようとした。

「主様？」

　ティガールは顔中から汗を流していた。まるで苦痛に耐えているかのように、口元がゆがみ、目が光っている。

「これは！」

　通常では聞こえない音がティガールに届いている！

　一目で察したヒューマは、ふらつく主を急き立てて、なんとか天幕の外に出ることに成功した。

　外に出ると、音はほとんど聞こえない。その上耳栓もしているので、もう大丈夫かと思われたが、ティガールは、尋常ではないほどふらふらしている。

　これは想定外だった。

　もしかしたら自分の感覚もおかしくなっているのかもしれない。ヒューマは焦った。

「主様、しっかりなさってください。とりあえず、あの物置の陰に潜みましょう」

　ヒューマは、天幕から離れた物置の後ろにティガールを引きずって行った。途中で隠しておいた武器を拾い上げる。

　戦いで不利な状況に追い込まれた時でも、主のこんな有様は見たことはない。

　レイフェリアのことを除いて、どんな時でも冷静な男だ。聴力が優れていることが仇になったのだ。

「くそ！　これでは奴らを追い詰められない！」

　そうこうしているうちに全ての出し物が終わったのか、村人たちがぞろぞろ天幕から出てくる。

　その顔つきが異常だった。

　大人も子どもも、男も女も誰一人口を聞かず、中空を見ている。

　中には涎を垂らしている者もいる。さっきまであんなに騒いでいた人々が、まるで亡霊のようになっているのだ。

　そしてその時、笛の音がひときわ鋭く鳴るのを、ヒューマは聞いた。

　一人の子どもが転んだ。父親だろうと思われる男が、後ろの男に「お前が突き飛ばしただろう！」と怒鳴り始める。それがきっかけだった。

　あちこちで罵り合いが始まった。

「な、なんだ？　なんなんだ？」

　灯りが乏しいのでよく見えないが、怒鳴り声や泣き声に混じって、鈍い打撃音、何かが壊れる音もする。幸い自分たちが潜んでいる暗がりには誰も来ないが、村の大通りはかなりの喧騒になっていた。

「もしかしたらレイ様も危ないんじゃ……主様、早く戻りまし……」

　振り向いたヒューマは生まれて初めて戦慄した。

　暗闇の中に二つの金色が光る。獣の目だ！

「主様！」

　ティガールは完全に獣と化していた。

　──そう。

　南の領主家に憑いた獣とは、領主自身だというのが真実なのだ。

　領主家の直系の男子だけが、月光を浴びて、猛々しくも美しい獣となる。

　しかし、普段ならいくら月夜といっても、自分の意思なく、獣化することなどあり得ない。内なる獣は人格の一部であり、人の心が制御してこその獣化なのである。

　けれども今、ティガールは一匹の獰猛な獣と化している。

　辺りにはちぎれた衣服が散乱していた。服を脱ぐ余裕もなかったのだ。この様子では自我も喪失しているかもしれない。

「いけません！　主様！」

　ティガールはヒューマの声など聞こえないように、ひらりと物置小屋の上まで飛んだ。折しも満月であり、南方領主家の獣性が、一番猛たける夜である。月光がその姿を照らし、美しい縞模様をくっきりと浮かび上がらせている。

「駄目です！　主様、村人にそのお姿を見られては！」

　しかし、獣は大きく一つ吠えると、ヒューマの視界から消えた。反対側に飛び降りたのだ。

「しまった！」

　ヒューマは物陰から飛び出した。走りながら落ちていたティガールの長剣を肩に背負うと、自分も剣を腰に佩はく。

　大通りからは怒声に変わって悲鳴が聞こえるようになった。

　ヒューマは走った。

　足の早いのは自慢だが、これほど切羽詰まったことはない。

　いくらも離れていない村の通りが無限に遠く感じた。一番悲鳴が大きく聞こえた辺りに走り込む。そこは広場になっていて、松明の灯りがいくつも灯されているところだ。

　そこに──獣は、いた。

　広場の真ん中に巨体を見せている。

　村人たちは突然現れた、見たこともない化け物に竦み上がり、混乱の極みで右往左往としていた。だが、ヒューマが見て取ったところでは、傷ついて血を流しているものはいない。それだけが救いだった。

　ごう！

　獣が再び吠える。

　腹の底から絞れるような、そんな響きだ。さっきの音曲など霞んでしまう、威嚇と哀しみに満ちた唸り声。

　その声が引き金となって、さっきまで自分勝手な行動をとっていた人々は、我先に子どもや老人の手を取って、狭い路地へと逃げ始めた。確かに広い道よりも襲われる危険は少ない。しかし、その分逃げ遅れる者も出る。

　案の定、再び子どもが転び、母親が抱き上げようと必死の形相で振り返った。

　そこに獣が目を向ける。瞳孔が縦に裂けた金色の瞳を。

「ああああ！」

　ヒューマはとっさに近くにあった、木製の樽を投げた。獣はそれを難なく躱し、地面に当たった樽が木っ端みじんに砕け散る。

　その隙にヒューマは、剣を抜いて親子の前に立ちふさがった。

「主様！　どうか！　どうかお気を確かに！」

　ヒューマが叫んだ瞬間、獣が飛び掛かり、青年の左腕に喰いつく。

　鋼で補強した手てっ甲こうがなかったら、腕を喰いちぎられていたかもしれない。しかし、めりめりと圧がかかり、皮膚に牙が食い込む激痛がヒューマを襲った。

「くあああああ！」

　最悪自分が死んでも、主は止めなくてはいけない。ヒューマは覚悟を決めた。

　かっと目を見開く。

「御免！」

　剣を振り上げ、柄頭で獣の頭を打ちすえようとした時、その肩越しに白い影が見えた。

　それは今、ここにいるはずのない人の姿。

「レイ……レイフェリア様！」

「ティー！」

　不意にヒューマは、右腕に掛かる圧が軽くなったと感じた。

　獣がぴたりと動きを止めている。

「ティー、やめなさい！　今すぐやめるのよ！　こっちを向いて！」

　静かな、しかしきっぱりとした声。獣は体を返して真後ろを見ている。

　長い尾が軽くヒューマの足を打った。腕から流れた血が地面に滴るが、そんなことはどうでもよかった。

「ティー……落ち着きなさい」

　獣が腰を落として止まった。

「さぁ……こっちへ来て」

　その誘いにつられたように、獣は音もなくレイフェリアのほうへ歩き始める。

「レイ様！　いけません！」

　ヒューマは慌てて後を追った。

　もし我を忘れた獣に飛びかかられたら、レイフェリアなどひとたまりもないだろう。

　獣は頭を下げてなおも進むと、娘から少し距離を置いて地面にうずくまった。付近に村人はもうどこにもいない。一人残らず家に中に駆け込んだと思われる。

「ティー、お前……ティーなのね？」

　そう囁きながら、レイフェリアは一歩一歩獣に近づいた。

　ヒューマも何かあればすぐに飛び出せるように、じりじりと獣の背後に接近する。しかし、獣はひたすらレイフェリアを見つめていた。顎を前足の間に埋め、害意がないことを示しているように見える。

「ティー……」

　獣が喉の奥で鳴いた。

　それは先ほどの猛々しい咆哮と違い、まるで甘えているような音だった。

　そして驚愕するヒューマの前で、獣は首を伸ばし、すぐそばまできたレイフェリアの靴を舐めた。

　それを受けてレイフェリアがしゃがみこむ。

「やっと思い出したの」

　白い手が丸い頭を撫でる。

　大きな満月と松明の灯りが、黄色と黒の縞模様を鮮やかに浮かび上がった。

「ごめんね。ずっと気づいてあげられなくて。私の可愛いティー」




　その出来事の少し前──。

「広場のほうが騒がしい。何かあったのだわ」

　外に出るなというのが、ティガールの厳命である。

　しかし、じりじりしながら外の様子をうかがっていたレイフェリアは、「化け物だ！」という声を聞きつけて、これ以上どうしても部屋で待っていることができなくなった。

　──芸人に向けて化け物と叫ぶのは不自然だ。なんだろう？　すごく嫌な予感がする。行かなくちゃ！　あとでティガール様に怒られたっていい。

　空気の振動が変だった。緊張と恐怖、そして怯えに満ちている。心の底がざわざわして居ても立ってもいられない。

　そうしてついに、レイフェリアは部屋を飛び出した。通りに出た彼女が見たものは、怯えて逃げてくる村人の群れ。

　みんな何が起きたか理解できずにいるが、それでも家族を庇いながら、それぞれの家へと急いでいる。そこには恐れはあっても、おかみさんに聞いていたような、わけのわからない奇妙な混乱はなかった。

　つまり、聞いていた一件と別の事態が起きているのだ。おそらくそちらの衝撃が大きすぎて、もともとの事件が吹き飛んでしまったのだろう。

　その衝撃とは──。

　──まさかとは思うけど、あり得ないことじゃない。奇くしくも今日は満月だし。

　レイフェリアは、己の脚力が許す限りの速度で道を急いだ。しかし、村人が大勢いて駆け抜けられない。彼女はためらわずに地を蹴った。

「あれは！」

　探すまでもない。一番高い屋根の上に飛び移ったレイフェリアは、すぐに広場の中央で跳ね回っている獣を見つけた。

　広場は興行のせいもあって、いくつもの松明が焚かれて比較的明るい。

　そこで獣が暴れているのだ。逃げ遅れた村人をヒューマが逃している。獣が村人に近づかないように必死だ。ティガールの姿は見えない。

　獣は、いつも彼女が知っているような静かな様子ではなかった。混乱といえば、村人よりも獣のほうが混乱しているようだ。

　──いったい何が彼をあんなにしてしまったの？

　そこまで考えてレイフェリアは気がついた。ティガールは、芸人が音で村人を扇動していると言った。

　──もしその音を、あの獣が聴いてしまったのだとしたら？

　獣は人間より鋭い聴覚を持っている。人には聞こえない音に反応してしまったのかもしれない。犬笛のように。

　獣は暴れてはいるが苦しそうだった。どういうわけか、レイフェリアにはそれがよくわかったのだ。

「あっ！」

　村人の前に立ち塞がったヒューマの腕に、獣が噛みつく。

　ヒューマの顔が苦痛にゆがんだ瞬間、獣の苦しみが直接レイフェリアの頭の中に流れ込んできた。

『苦しい苦しい！　嫌だ！　嫌だ！　嫌だ！　こんなことをしたくない！』

　レイフェリアは茫然と、その声を聞いた。

　記憶の扉が開いていく。

　──ああ！　この感覚は知っている！　昔、私はこの獣と同じ時を過ごしていたんだ！

　その獣の名は──。

「ティー！」

　大声で叫びながらレイフェリアは、広場に向かって跳んだ。




「ごめんね。ずっと気づいてあげられなくて。私の可愛いティー」

「ひ、姫さま……？」

「やっと思い出したの！　あなたは昔、私と遊んでくれた、子猫のティーなのね！」

　──今ならわかる！　この獣はティガール様だ！

　北の地で彼に出会ってからずっと感じていた、不思議な感覚。

　初めて会ったはずの無作法な男に、警戒と反発を感じながらも、苦しくて、切なくて。それでいて、なぜか懐かしい感情を抑えきれなかった。

　それは、心の奥底に封じ込めてしまっていた記憶がもたらす慕わしさだったのだ。

　──あなたは、そもそもの最初から、私を見守ってくれていた優しい獣。

　昔、王都にいた頃、出会った縞模様の可愛い──。

　子猫のティー！




「大好きよ……！」

　茫然とするヒューマの前で、レイフェリアは獣を抱きしめた。

「こんなに大きくなって……でも、この額の蝶の模様は昔のままね。何度も口づけしたのに、私はどうして忘れていたのかしら」

　満月の下で獣の大きく丸い額には、確かに蝶が羽を広げたような形の模様がある。レイフェリアはそっとその模様を撫でた。

　獣が喉を鳴らしてレイフェリアの掌に頭を擦りつける。加減していても力が強く、レイフェリアはひっくり返りそうになった。

「レ……レイ様？」

「大丈夫よ。ヒューマ、あなたの怪我はどう？　ティーがやったのを見たわ」

「平気です。たぶん、ぎりぎりのところで自制してくださったのです。でも……」

　ヒューマがおそるおそるレイフェリアを見つめる。彼女がどこまで理解したのか、測りかねているのだろう。

「ええ、わかっているわ……この獣は、ティガール様ね」

「……」

　疑問形ですらない。レイフェリアの言葉に、ヒューマは答えられない。

「大丈夫。もう隠さなくていいのよ。私は思い出したの。この子は昔、私が名づけたティー。いつも遊んでくれた可愛い子猫。そして、今はティガール様。そうよね？　ティー」

　獣は黙ってレイフェリアの指を舐めた。

「……」

　ヒューマは傷の痛みも忘れ、不思議な一対に目を奪われていた。

　肩の位置がレイフェリアの腰ほどもある巨大な獣を、この子呼ばわりする華奢な娘。

　──この人はいったい、どういう人なんだろう？

　大きな疑問と好奇心がヒューマの目に溢れる。しかし、彼は慎重に言葉を選んだ。

「レイ様、レイ様はどうして……この獣を従えられたのですか？　恐ろしくはないのですか？」

「ちっとも。言ったでしょう？　私は昔、この子に会っている。その時は小さくて、猫だと思い込んでいたんだけど」

　獣はその言葉に反応して嬉しそうに、長い尾でレイフェリアのスカートを叩いた。

「ティー。わかったわ。でも、私たちには、今からやることがあるでしょう？」

　レイフェリアは視線を遠くに投げながら言った。獣がさっと立ち上がる。

「ごめんなさいヒューマ。怪我をしているのにすまないけれど、手を貸して。ともかく、ティーを混乱させた音を何とかしなければ」

「え？」

「この混乱は音が原因なのでしょう？　悪い人は、みんな逃げてしまったの？」

「わかりません。それどころではなかったので」

「じゃあ、探しに行かないと。ティーが落ち着けたってことは、今はもう音は聞こえないってことだわ。ティー、あなたは夜目も鼻も効くはずね？　すぐに彼らを追って！　ヒューマは松明を持ってついてきて！」

　そう言いながらレイフェリアは、獣の背中にまたがった。

「ひ、姫様！」

　手甲のひもをきつく縛りなおしたヒューマは、あり得ない光景に言葉を失った。

　月光の下、縞模様の獣に乗った長い髪の乙女。

　それはどんな伝説でも、おとぎ話でも聞いたことのない姿である。

「さぁ、行け！　ティー、私たちでこの騒ぎを収めるのよ！」

　獣は一声ごう、と吠えると、素晴らしい速さで背後の闇の中に突っ込んでいった。その背に腹這いになるようにして、レイフェリアがしがみついている。

　ヒューマの見ている前で、両者はあっという間に闇に溶けた。




「今夜も上手くいったな」

　黒い天幕の闇の中で、数人の男たちがひそひそと囁いている。

「ああ、村人たちは大混乱だ。さっきは広場で、ものすごい悲鳴が聞こえたぜ」

「俺たちの音響誘導は、人の心の奥に隠れた不安を掻き立てる。この村でいくつめだ？」

「四つだ。もうあといくつかの村を駆り立てて、きっかけをくれてやれば大きな暴動が起きるぞ。そうなれば都に知らせが届いて、南の領主は王の不興を買う」

「いや、それにしても、あのお方はすごい。誰もあんな小さな笛に、そんな力があると思わないだろうよ」

「あの方は、いったいどういう人なのだろう？　いつも被り物で顔は見せねぇが、古学の偉い先生で、かなり身分のある人なのだそうだな？」

「さぁ。だが、俺は見たことがあるんだ。ほんの一瞬だが、被り物が捲れた時、耳に蛇のような形の宝石がはめ込まれているのを」

「へぇえ、そりゃいいネタかもしれねぇな」

「だろ？　うまくすりゃ強請りの……おい、ウンピョウ、そこにいるな！　食い物が足りねぇ！　酒も、もっともってこい！」

　男の一人が天幕の外に向かって怒鳴った。小さな足音が慌てて駆け去る。

「まぁ、あまりそこは深入りするな。おりゃあ金さえ稼げたら、なんだっていい」

「おお。交易の場でも、ちょっと笛で暗示をかけたら、有利に取引を進められそうだ。俺たちが街道の交易権を握れるぞ。ひっひっ」

「大儲けができるぞ！　俺たちは選ばれた一族だ！　うはははは」

　昏くらい笑いが天幕を這い昇る。だが、その空気を破って一人の男が声を上げた。

「おい、なんか変じゃないか？　ウンピョウが戻って来ねぇ」

「あいつ、まさか逃げたんじゃねぇだろうな。お前見てこい」

　一人の男が立ち上がって天幕を捲る。

「ああ、戻ったようだぜ。おい！　ウンピョウ！　さっさと……うぐぅ」

　すぐにその声はくぐもって、苦鳴と共にかき消えた。

「おい！　どうし……」

　別の男が立ち上がった途端、天幕が倒れ、上からばさりと黒い布が被さってくる。一瞬暗くなったと思えたが、倒れたランプから布に火が移り、天幕がぶすぶすと燃え始めた。男たちが騒ぎ出す。

「おい！　危ねぇだろうが！　早く火を消して……ぐっ！」

　燃えだした天幕から顔を出した男は、何かに頭をぶつけたのか、突然昏倒した。

「早く布をどけろ！　燃え広がるぞ！」

　男たちは天幕から這い出た時、再び肝を潰した。

「な、なんだ、あれは！」

　積み上げられた木箱の上。月を背に巨大な黒の影があった。

　四足の獣の影と、その上の小さな人影。下方の金色の目がこちらを見据えている。

「ひい！　なんだ！」

「ば、化け物！」

　獣は音もなく飛んで、逃げる男の上に着地する。

　踏みつけられた男がぎゃっと叫ぶが、それを顧みもせず、獣は炎の中を跳びまわった。獣が跳ぶごとに、骨の折れる鈍い音と、男たちの苦鳴が闇に響いた。

「ティー！　わかっているわね、狙っていいのは手足だけ！」

　涼やかに命じる声に一声吠えた獣は、狙いを定めるように低く跳んだ。

　既に男たちは燃える天幕から脱出し、恐慌状態で四方へ散っている。しかし、煙が月を覆い隠してしまったので、やみくもに走り回るばかりである。それらは闇を見透かす獣にとって、格好の獲物となった。

「うわぁ！」

　狙いは誤ることなく男たちを潰し続け、逃げ惑う影はどんどん少なくなる。次第に辺りはうめき声以外聞こえなくなった。

「あ！　向こう！　一人逃げるわ！」

　ほとんど倒したかと思っていたが、積荷の隙間からこそこそと這い出る男がいた。

「逃がさないわ！　ティー！」

　レイフェリアは一声叫ぶと、獣の背中からひらりと背後の箱の上に飛び移る。こちらも鮮やかな跳躍だ。

　獣は這ほう々ほうの体で逃げる男の背に飛びかかった。男はあっけなく地に伏せられた。

「ヒューマ！　こっちよ」

「はい！」

　縄を持って現れたヒューマは、次々に男たちを捕まえていった。とはいえ、ほとんどは腕や足を折られて動けなくなっていたので、木の根元まで担いでいき二人ずつ繋ぐ。

　ヒューマの手際の良さのおかげで、瞬く間に作業は終わった。

「足に大怪我をさせてしまったわね。治るかしら？」

「なに、構うことはありませんよ、姫様。こいつら国境の村を妙な音で扇動して、悪事を企んでいやがったんです。おい！　お前たち、全部吐いて貰うからな！　首謀者もだ！　覚悟しろよ！」

　男たちは最早抵抗する気もないらしく、うめき声をあげている。

　獣は彼らを威嚇するように喉の奥で唸った。いつの間にか天幕の火事は収まっていた。幸い、空き地だったので、周囲に燃え広がるようなことはなかったが、辺りには焦げ臭い匂いが立ち込めている。煙そのものは大気に広がり、薄まりつつあった。

「……ですがレイ様」

　一仕事終えたヒューマは、獣を背にしたレイフェリアを畏怖の目で見つめた。

「なに？」

「あなた様は……その、本当に……」

　ヒューマの目はレイフェリアと、彼女の後ろに座り立ちする獣を往復している。

「ティーのこと？　言ったでしょう？　彼のことはよく知ってるの」

「それはどうして、どこで知ったのです」

　ヒューマは驚いて聞き返した。

「彼は私が子どもの頃、王都に滞在していた頃の友だち」

　細い指先が獣の頭を撫でる。獣は喉の奥でごろごろ──というには、少々物騒な音を立てた。

「あの頃は、さすがにこんなに大きくなかったから……すっかり印象が違って、すぐには思い出せなかったけど。あなたに噛みつくティーを見て、突然わかってしまったの」

「そりゃ、いったいどういうことです？」

「ここではちょっと話しにくいわ。この人たちもいるし」

「ああ、そうでした！」

　ヒューマは改めて自分が縛り上げた男たちを見た。既に半分くらいは気を失っている。

「彼らをこれからどうするの？」

「今日はこのまま見張って、明日の朝、近くの警備隊に遣いを出して、しょっ引いてもらいます。ところで……こいつも仲間かな？」

　ヒューマが倒れた天幕から離れたところに置いてあった箱の中から、何か細長いものをひょいと取り出した。

「この騒ぎよりも前に、俺が捕まえておいたんですよ」

「なぁに？　まぁ！　子どもじゃない！」

　それはまだ十二、三歳くらいの痩せっぽちの少年だった。

「奴らの仲間には違いないんですが、まだ子どもですし。どうも見た感じ、奴らにこき使われていたようなんで」

「なにか事情があるんでしょう？　本当にこの人たちの仲間なの？」

「ええ。こいつは軽業師で、今夜も前座で、なかなかの腕前を披露してたんですよ。な？　坊主」

　少年は答えずに顔を背ける。その肩が細くて痛々しい。

「おい！　ウンピョウ！　まさかお前が俺たちを売ったんじゃねぇだろうな！　そんなことすりゃぁあとでどうなるか……」

　まだ比較的元気が残っていた男の一人が少年に向かって凄んだ。

「うるさい！　お前らなんか大嫌いだ！」

　初めて少年が口をきく。それはまだ変声前の細い声だった。

「俺の母ちゃんと妹を返せ！」

「お前がなんかすりゃ、どっちも命はねぇぜ……ひいっ！」

　音もなく獣が男の前に鼻面を突き出し、牙を見せた。

「た、たのむ！　殺さねぇでくれ……ぐあっ」

　獣の前足で横面を張り飛ばされ、男は縛られたまま棒のように吹っ飛んだ。少年の目が恐怖で真ん丸になるが、彼は気丈にも叫んだり泣いたりしなかった。

「お前……ウンピョウって名前なんだな。ほら、もう聞いてる奴はいなくなった。この獣は悪者じゃない」

「……」

「ウンピョウ、お前が知ってることをすっかり話してくれたら、決して悪いようにはしない。あいつらの使っていた楽器は全部取り上げた。それについて知っていることがあったら教えてくれ」

「さっきの話からすると、家族を人質にとられているの？」

　レイフェリアは彼の握りしめた拳を、そっと自分の手で包んでやる。

　少年はためらいがちに首を縦に振った。

「今はいいのよ。話す気になったら、ゆっくり話を聞かせてね。ウンピョウ」

　ウンピョウは黙ってレイフェリアを見ていたが、やがて先ほどよりは大きく頷いた。

「ありがとう。かなり疲れているようね。しばらく眠るといいわ」

　その様子を見ていたヒューマは、しばらく考えをめぐらしていたようだが、心が決まったようにレイフェリアに向かって言った。

「レイ様、俺は馬で警備隊の駐屯地まで走ります。この子もついでに連れて行って預けてきます。ひとっ走りで戻って来ますから、しばらくこの場をお任せしていいですか？　獣がいるんで、大丈夫だと思うんですが」

「大丈夫よ。私たちで見張っている。ね、ティー？」

　獣は答えるように大きく口をあけた。三日月のように尖った牙が白々と光っている。

「で、その……獣のことはなるべく……」

「大丈夫。信用してちょうだい。それより早く戻ってきてね。あなたも怪我をしているのよ。向こうでちゃんとしたお医者に診てもらって」

「わかりました！　では！」

　レイフェリアはヒューマを見送ってから、やれやれと草の上にへたり込んだ。その横に獣が寝そべる。こうしてゆっくり見ると彼は本当に大きく、美しい獣だった。

「素敵な縞模様ね。以前はこんなに、くっきりしてなかったように思うんだけど」

　話しかけても無論答えは返ってこない。

　口の構造が人間とは違うのだ。言葉を理解することはもうわかっていたから、レイフェリアは一人で囁くことにした。離れて気絶している男たちには聞こえないだろう。

「……すっかり忘れちゃってごめんね」

　獣はふんふんと鼻を鳴らした。

「だってあの頃のあなたは、ひょいと抱き上げられるくらい小さかったのよ。実をいうと……ふふっ」

　思わず思い出し笑いがこぼれる。

「私はあなたのことを、ただの猫だと思っていたの。とっても賢くて、人懐こい猫だって……それが今や、こんなに」

　縞模様の入った太い前足に触れる。太さはレイフェリアの三倍ほどもあるだろうか？　丸まった手の先には鋭い爪が隠れているのだ。

「こんなに大きくなって……それにとても綺麗。なのに、姿を見せてくれるのは、いつも夜なのね。だからすぐにわからなかったのかな」

　言いながらレイフェリアは両腕で獣の首を抱いた。ざらざらした舌が首筋を舐める。

「くすぐったいわ」

　レイフェリアが体を離すと、今度はその指先をそっと舐める。

「相変わらず私の指が好きなのね」

　ひとしきり好きにさせた後、レイフェリアは寝そべった獣にもたれた。

　──なんて不思議な夜。こんな大きな獣と寄り添って話をしているなんて。

　頭と背中を獣に預けたまま、足を投げ出すと満天の星空が見えた。

　北の星々よりも大きくて明るい。

　──だけど変だ。いくらびっくりするほど大きくなったからといって、名前までつけて遊んだティーのことを、まったく思い出さなかったなんて……どうして今まで忘れていたのかしら？　そもそも私は、どんなふうにティーと出会い、そして別れてしまったのだろう？

　いくら考えても、そのあたりの記憶は、今も曖昧なままだ。

　──いいわ。こうして思い出せたのだから、これからゆっくり考えたらいいんだわ。

「ねぇ、ティー……ティガール様」

　ふかふかの頬毛に鼻を埋めると、獣が尻尾を優しく絡ませる。

　いつの間にか、レイフェリアはぐっすりと眠っていた。









９章　虎の寝床











「……あっ！」

　レイフェリアが起きた時、既に陽は高く上っていた。

　気がつくとここは、借りていた離れの小部屋で、自分はちゃんと寝台で寝ている。

　どうやら一人きりのようだ。ティガールはあれからどうなったのだろう？

　ヒューマは昨夜、戻らなかったのだろうか？

　──私だけここに運んで、また出て行ったのかしら？

　服は身につけたままだったので、急いで水盤で顔を洗い、外に出る。そして出るなり、おかみさんと、ばったり顔をあわせてしまった。

「まぁあんた！」

「お、おはようございます。あの、すみません……私の連れはどこに？」

「それが奥さん！　昨夜は大変だったんですよ！」

「ああ。そういえば、昨夜は騒がしかったようですね。私は疲れて、ずっと眠っていたのですけど」

　嘘をつくのを後ろめたく思いながら、レイフェリアは尋ねた。

「それがね、昨日、旅芸人の話をしたでしょう？　その芸人の一座が実は悪い一味だってことがわかったらしく、昨夜遅く警備隊がやってきて、全員捕まえちゃったみたいなんですよ！　私も主人から聞いてびっくりでね」

「まぁ、驚いた。ウ……うちの人も、その公演を見に行ったはずなんですが。怪我はなかったのかしら？」

「いえ、旦那さんは大丈夫そうでしたよ。出ていったときと、服が違ってましたけど」

「……」

　確かにあのまま獣に変異してしまったのなら、着ていた服はダメになっただろう。おそらく、レイフェリアが眠ってから人型に戻れたのだ。そして部屋に寝かせた後、急いで服を着たのに違いない。

　レイフェリアはその瞬間を見逃したことを残念に感じた。

　──私は裸の彼に抱かれて戻ってきたのね。なんでそんな時にぐっすり眠ってしまったんだろう？

　昨夜、獣の暖かさを背中に感じた途端、ひどく安心して眠ってしまったのだ。

　こんなことは今までになかったことだ。

「おかみさんは起きて待っていらしたの？」

「ええ、主人が心配でしたし、嫁と二人で待っていたんですよ。一時は大騒ぎになったけど、幸い怪我人はいなかったようです。転んで足を挫いた人が出たくらいで」

「まぁ、私ったら、なにも気がつかず、お手伝いできずにすみません」

「いえ、あの部屋は少し離れているからね。眠っていてよかったですよ。なんだか化け物を見たって人もいてね」

「化け物？」

　それはまちがいなく、ティガールの変異した獣のことだろう。

　村人の何人かは獣を見てしまったのだ。それがティガールだとはわからないにせよ。

「さぁ、なんでも四つ足のでっかいケダモノだったらしいんだけど、恐ろしくってまともに見た人はいないらしくて。多分、悪い奴が飼っていた動物が逃げ出したんじゃないかって、警備隊の隊長さんは言ってましたよ。でも、もういなくなったみたいです」

「そうですか、よかった……それで、うちの人ったら、朝からいないんですよ。どこに行ったのかしら……」

　レイフェリアは、だんだん「うちの人」の呼称に慣れてきている。

「ああ、あのいい男の旦那なら、お供の方と朝早く出かけて行かれましたよ。多分、悪い男たちが連れて行かれるのを見に行ったんですよ。うちの主人も孫も、嫁まで見に行っちゃいましたからねぇ。こんな辺鄙な村では、一大事件なんですよ」

　レイフェリアが寝こけている間に、ヒューマが警備隊を連れて戻ってきたのだろう。

「そういえばお供の若い衆は、男の子を連れていましたよ」

「あら」

　男の子というのは、ウンピョウのことだろう。昨夜ヒューマが警備隊に引き渡すと言っていたが、そうはならなかったのだろうか？

「おかみさん、私も今から外に見に行ってきます！」

　レイフェリアがそう言って扉に向かった途端、不意に扉が開き、勢い余って鼻をぶつけてしまった。

「んぅ！」

「今戻った」

　反動で後ろに跳ね返った肩をがっしりと掴まれる。

　ティガールが立っていた。当然ながらもう、どこにも獣の片鱗は残っていない。

「レイ様、おはようございます」

　腕に包帯をまいたヒューマもいた。彼の後ろには、昨日見たウンピョウという少年が、くっついている。その更に後ろには、村長とその孫も立っていた。どうやら男たちの警備隊への引き渡しが終わったらしい。

「疲れは残ってないか？」

「ええ。あなた、お帰りなさい。村はどうなっていましたか？」

　ここには村長家族がいるので、レイフェリアは当たり障りのないように尋ねた。

「すっかり落ち着いている。まぁ、朝飯を食いながら話そう」




「つまり……彼らは音曲を使って、村人たちに不安感を与えていたんですね」

　村長が、わかったような、わからないような顔で言った。

　前の大きな卓には焼きたてのパンに野菜と卵の汁物、薄切り肉が置かれている。

　辺境の村の朝食としては豊かなものであった。ティガールが金を出したのだろう。腹が減っているのか、みんな食欲旺盛だ。

「俺が警備隊長から聞いた話では」

　ティガールはパンに肉を挟んだものを大きく噛みちぎりながら答えた。その歯はやや尖っているが、もう牙とは言えない。

　ティガールは村の人々が理解しやすいように順序立てて、あらましを語った。

　口下手だと思っていたが、その合理的で配慮のある話しぶりに、レイフェリアは密かに感心してしまう。

「一味は、東方との国境で揉め事を起こすことで、一儲けしようと企んでいたらしい。つまり後ろに、もっと悪い奴がいる」

「へぇえ～、この頃どうも、あちこちの村で喧嘩や小競り合いが多いって聞いてたけど、旦那の今の話じゃあ、私らは危なかったって事ですね」

「そうなる」

　脱力したようなおかみさんに、まじめに頷き返しながらティガールは尚も言った。

「俺たちがここにやってきたのも、怪しまれないように調査するためだった」

「えっ、それじゃあ、兄さんたちは薬屋じゃなく、お役人さんなんですか？」

「まぁ、似たようなものかな？」

　ティガールの代わりにヒューマが答えた。

「どうりで、なんだか雰囲気が違うと思ってたんですよ～、こちらの奥さんも美人すぎるし」

「いや、この人は……本当に……俺のつ、妻だ！」

　隣でむせているヒューマを睨みつけながらティガールは言い放ち、レイフェリアの視線を避けるように残りのパンに齧りついた。

　レイフェリアは笑うしかない。しかし、もう気持ちに迷いはなかった。これからのことを話す時間はたっぷりある。

「そうですね、さぁ早くご飯をいただいてしまいましょう。あなた」

「そ、そうだな」

「だけど、薬屋さんでないのは残念です」

　水をがぶ飲みしているティガールを不思議そうな目で見てから、村長は話を続けた。

「こんなところじゃ、なかなか巡回のお医者さんもこないんで、備えの薬草を補充しときたかったんですが」

「いいえ、薬草はちゃんと持ってきています。小分けにして効能も記してありますから、あとで家々に配ってもらえるかしら？　ヒューマ」

「はい。朝食を食べ終わったら回ってきます。おい、手伝ってくれるな、ウンピョウ！」

　ヒューマは横で黙々と食べている少年の肩を叩いた。

「わかった」

「ほら、早くスープを飲んじまいな。行くぞ、終わったら馬に乗せてやる」

「馬に？　やった！」

　少年は目を輝かせてスープを飲んだ。

「じゃあ、俺たちは失礼します。主様はゆっくり休んでいてください」

　ヒューマはウンピョウをせきたてて出て行った。その瞬間、二人の男が素早く目を交しあったことに、レイフェリアは気がつかなかった。

「ヒューマはあの子をどうするつもりなのかしら？」

　質問の答えはない。しかし、レイフェリアに寄越された視線は、非常に熱っぽいものだった。

「あんた方はもう一泊するのかい？　宿代はまけときますよ」

「ありがとう、おかみさん。でも私たちは今日中に……」

「そうだな。もう少し休んで……多分、明日の朝、ここを発つ」

「え？　今日じゃないの？　なんで多分？」

「いや、俺もちょっと疲れたから……」

「……あなたが？」

　──そんなわけがないでしょう？

　と、レイフェリアは思った。

　ティガールの戦闘能力と体力で、悪者を十人程度倒すことぐらい、朝飯前のはずである。

　──まぁ、私は寝てしまったけど、二人は眠ってないのだろうから、眠いのかもしれないわね。ヒューマも帰ってきたら寝ちゃうのかも。

「じゃあ、私は気晴らしに散歩でもして……え？　ええっ！」

　レイフェリアがお茶を飲み干すと、いきなり腕をひっ掴まれ、有無を言わさず食堂から連れ出される。

「行くぞ。やり残したことがある」

「え？　あ、あのっ……ごちそうさまでした！」

　呆気に取られている村長家族を後に残し、ティガールはずんずん裏口から離れに歩いて行く。

「ちょっと、なんなのですか？」

　ティガールはレイフェリアを部屋に放り込み、慎重に扉の鍵をかけている。

「変に思われるかもしれないわ。それにまだやることがあるの？」

「ある」

「なんです？」

「俺は獣だ」

「知ってます。綺麗で可愛くて強くて、素敵な獣だわ」

「獣は虎という……だが、今はそんなことどうでもいい。もう我慢できない」

「我慢？　なんの？」

「俺は飢えている」

「あんなに食べたのに？」

　レイフェリアは呆れた。

「まだ足りない。あなたを喰う。今すぐ！」

　あっという間に抱き上げられ、寝台へと運ばれる。

「あ、あのっ、ティガール様」

「ティー、だ」

　ティガールはそう言うと、まっすぐにレイフェリアを見つめた。

「あなたは昔、俺をそう呼んで抱きしめてくれた。何度も口づけてくれた。だから今もそうしてくれ」

「……」

　そうは言っても、あの頃は彼を可愛く人懐こい縞猫だと思い込んでいたのだ。

　にゃあにゃあ鳴きながら、膝の上によじ登ってきた。幼かったレイフェリアも喜んで柔らかく、暖かい毛皮を抱きしめた。頬ずりもした。

　しかし今、自分に伸しかかるこの生物は、昨夜ほどでなくても十分巨大だ。

　それなのに、ぎゅうぎゅうと硬い体を押し付けてくる。昨夜はあんなにふかふかの毛並みで甘えてきたのに。

　──しようのない人！

　レイフェリアはぐいと両腕を伸ばして、逞しい首を搔かき抱いだいた。

　押し倒されているはずなのに、ちっとも重くない。首に抱きついて少し体が浮いているのだ。背中に腕が回されて体が安定し、かえって居心地がいいほどだった。

「……」

　ティガールは満足そうに一つ深い息を漏らすと、大きく口を開けてレイフェリアの唇に喰らいついた。ちらりと見えた犬歯が昨夜の獣を思い起こさせる。

「んんんっ！」

　熱い唇が、舌が顔中を這い回る。口を開けていない時は頬を擦り付けられて、レイフェリアの顔の下半分は大変なことになってしまった。

「んぅ……」

　濡れた舌先で自分の唇を突かれ、レイフェリアは薄く口を開けた。

　その機を逃さず、熱く長いものが入ってくる。それから先はもう苦しくなるほど長く、口腔内を弄られる。歯の裏表も、口こう蓋がいも、喉まで舐め尽くされる。

　彼の舌は長く器用で、縮こまっている自分の舌を強引に引っ張り、まるで蛇の交尾のようにねじり上げられて吸い尽くされる。

　まさに野生の口づけだった。

「は……はぁっ！　ティー、も、もうこれ以上は……」

　──息が続かない……。

　男の息も上がっていた。そして、瞳がぎらぎらと強い光を放っていた。まだ喰い足りないのだろう。口の端から唾液が流れていた。

　いつの間にか、レイフェリアは半裸になっている。

　平民の夏服は着やすい分、脱がしやすくもあるのだ。胸を押さえるための紐は解け、鎖骨とその下の曲線が露わになる。そこには真っ白な乳房が誘うように揺れていた。

「ぐぅ……」

　男の喉の奥から震える音が漏れる。人型になっても獣は獣なのだ。

　獣はレイフェリアの衣を尖った犬歯に引っ掛けると、そのまま一気に食い破った。

「あっ」

　首を一振りしただけで、あっけなく裂けてしまった服の端を振り落として、ティガールは、自分の着ているものも破り捨てるように脱いでしまった。

　発達した胸筋が大きく動いている。それは獣の呼吸だった。

「や……」

　膝立ちになった彼の下腹から、激しくそそり立つものをまともに見てしまい、レイフェリアは思わず体を反対側へ捻る。

　が、再び腕が絡みつき、大きな体がレイフェリアに伸しかかる。布を隔てない体は燃えるように熱かった。この男はどこもかしこも熱い。

「……んぅうう」

　悩ましい唸り声が男の喉から漏れる。

　逞しい脚の間に挟まり、縄のような筋肉がのたくる腕にきつく閉じ込められて、レイフェリアは身動きできない。

　抱き込まれたまま、燃えるような素肌を擦りつけられている。

　特に、腰のあたりに押しつけられる彼の男性が異様に硬く大きく、ざらざらしていて、乙女たるレイフェリアは慄おののきさえ覚えた。

　このまま進めば、この猛々しいものが自分の胎内に収まる筈なのだ。心もとない知識によると。

「んあああああ！」

　ティガールはその整った口元から、信じられないような悩ましい呻き声を発した。

　その間もお互いの腰が擦りあわされ、それがレイフェリアには羞恥と戸惑いを、ティガールには異様な昂りを与えているのだ。

「ああ、無理だ！　とても収まらん！　出る！　出す！」

　初めて男が唸り声以外の言葉を発する。

　何を出すのか、レイフェリアにはわからなかったが、すぐに思い知らされることになる。

　突然、肌に擦りつけられる肌の速度が早まった。

　熱く硬い異物がぐりぐりと柔らかい下腹に押しつけられ、あまつさえ両足の付け根の、小さな隙間に食い込もうとするのだ。

　隙間に入り込みたいのは、猫の時だけではないようだ。

　ほんの少し力を抜くだけで、その異物は足の間の小さな三角形の隙間に図々しく埋まり込んだ。そのまま大きく出し入れが始まる。

「おおおおお！」

　数回そんなことを繰り返した時、異様な唸り声とともに腰がひかれ、熱い飛沫が腹に飛び散った。

「な……これは？」

　それは薄めた乳のようだったが、もちろん乳ではない。粘り気も香りも尋常ではない。

　けれどどうしたわけか、それは嫌なものではなく、むしろレイフェリアの熱を更に呼び起こす類いのものだった。

　──もしかしたら、これが子種というものなのかしら？

「そうだ」

　ティガールが心を読んだように汗まみれの顔で頷く。肩が大きく上下していた。

「俺が子種を植えるのは、あなたにだけだ。フェリア」

　硬い指先が体液を伸ばしていく。まるでレイフェリアに自分の一部を刷り込むように。

「これが子種をもらうということなのですか？」

「違う……こんなものではない」

　そう言って自分を見つめる瞳は、ぎらぎらと情欲に濡れている。興奮しきっているのだと、レイフェリアは思った。

「次はあなたの中に出す。けど、準備が必要だ」

　そういってティガールは、レイフェリアの胸に鼻先を埋めた。まろい膨らみの麓から頂へと何度も往復して舐められ、次第にレイフェリアの息が上がってくる。

「どうして……そんなに舐めるの？」

「美味いから」

　恥ずかしさを我慢して聞いたのに、帰ってくる答えは短い。

　──私の何が美味しいのだろう？

「あっ！」

　突然、今までよりも強い刺激が駆け抜ける。

　胸の先を咥えられたのだ。二枚の唇で挟まれたかと思うと、ざらついた舌が巻きつき、更にはもう片方の頂まで指先で捏ねられては堪らない。

「やっ……あああ！」

　今まで感じたことのない甘い刺激に、レイフェリアは腰を浮かせて耐えようとした。

　──な、なんだかおかしいわ。胸とお腹が私の中で繋がっているみたいに感じる。こんなの変だ。何かが染みだしてくるわ！

　ティガールが胸を愛撫すればするほど、胎はらの奥にも熱が集まるのだ。

「ん、んんんっ」

　そして、胸を好き放題に舐めしゃぶっていた男の頭が、ゆっくりと下半身へと滑っていくのだ。あちこちに吸いつき、味わいながら。

　あまり大きくもない寝台の上を、もつれ合ったまま転がり回り、巻きつく腕の力にレイフェリアが苦しがって苦鳴をあげる頃、突然体が開かれた。

　足首が掴まれ、左右に大きく広げられている。自分の中心をいやがおうにも意識させられ、レイフェリアは羞恥で体を捩よじった。

「いやっ！」

　レイフェリアが上げた叫びに、ティガールが顔を上げる。

「すまない。でも聞いてやれない。俺が一番味わいたかった場所だから」

　情欲にけぶる金色の瞳でそう言った男は、レイフェリアの足の間に顔を埋めた。

「やあああ！」

　あまりの驚きと羞恥で、レイフェリアは声をあげる。

　こんなことは知らなかった。自分の足の間に巨大な男がぬかづき、あろうことか自分でも見たことがない秘所に口をつけた。

　そこはさっきからずっと、なにかわからないものが溢れている部分だ。男はそれを啜すすり上げている。

「あっ！　はぁああ……やぁっ！」

　ティガールの唇や舌がある箇所に触れた時、一段と強い刺激が走る。

　刺激の名は快感だった。

　それは胎を突き抜けて全身に走る。そして体が釣られた魚のように跳ね上がるのだ。

　彼もそれを察したのだろう。執拗にその部分だけを責めたてる。

　ぐりりと押さえつけ、生き物のような舌が巻きついて絞られる。なんという羞恥にまみれた甘美な拷問であることか。

「はぁっ！　ああ……もう、もうだめ！」

　耐えかねたレイフェリアが上に逃れようとすると、がっしりとした腕が足を抑える。もう身動きができない。まさに獣に喰われる弱きものだった。獣の唾液と、自分の中から出てくるもので、足の間はもうずぶ濡れだ。

　やがてその時が来た。

　一際強く吸い付かれた瞬間、レイフェリアは感覚の極みに達し、大きく体を震わせた。無意識に反り返っていた腰が敷布の上に崩れ落ちる。

　快感はなかなか去っていかず、びくびくと秘所が収縮を繰り返した。

　こんな感覚は生まれて初めてだった。

「心地よかったか？」

　心配そうな様子でティガールが尋ねる。

「わからない……こんなの知らない！」

「俺もわからない。でも俺はすごく感じている。もっと感じたい。もっと昂りたい！　フェリア！　これを見てくれ！」

　そう言って身を起こした男が見せたものは、先ほどよりも更に大きく、反り上がった男根だった。よく見ると、毛の生えている部分がない。

　獣の男性器とは、このようなものなのか？

「は、恥ずかしいわ」

　目をそらそうとするレイフェリアの顎が掴まれる。

「だめだ。恥ずかしくない。もっと、もっと見てくれ。これがあなたを求め、あなたの中に入りたがって涎をこぼしている」

　顔の近くに突き出されたそれは、最初恐ろしく見えた。

　勇気を出してレイフェリアが見つめると、滑らかな肌を持っていて、異様な形をしているものの醜くはない。太い血管が浮き上がり、いったん鉤爪のように広がって、先端は丸い。そこから後から後から透明な粘液が染み出している。

　そしてそれは、見つめられて嬉しいかのように、ゆらりとくねった。

　──案外可愛いかも。

　思わずレイフェリア手を添えた。思った通り、それはすべすべしていて清潔そうだ。

「うっ」

　触った途端、ティガールがあっと腰を引く。

「痛かったの？　ごめんなさい」

「違う。もう少し、もう少し触って」

「……はい」

　両方の掌で挟んで前後にゆっくりこすってやる。それは祈りのしぐさに似ていた。

「……いい、今度は握って」

「こう？」

「ああ、そのまま上下に動かして……とてもいい。あなたの指が冷たくて……からみついて……あおおお！　もっと激しく！　激しくしてくれ！」

　求められるままレイフェリアは、両手で握った男根を擦り上げた。ふと思いついて、握り方に強弱をつけてみる。

「ああああ！　だめだ！　出る。出てしまう！」

　男が再び咆哮する。切羽詰まったように脚が広げられ、体の中心にそれの先端があてがわれた。

「あっ！」

「おおおぅ！」

　それは一気にレイフェリアを貫いた。

　なんの余裕もない荒々しい動作だった。

　めりめりとレイフェリアの体を割るように押し入って来る。体が獣に引き千切られるのだとレイフェリアは思った。それほど圧倒的な質量と痛みだった。

「ぐぅあああああああ！」

　──ああ、獣が吠えている……私はこのまま食べられてしまうんだわ。

　レイフェリアは必死で痛みに耐えながら思った。

　首を激しく振ってその苦痛をやり過ごす。突き抜ける痛みで目の前に星が飛んだが、辛うじて耐えた。自分がたっぷり濡れていなかったら、裂けてしまったかもしれない。

「おっ！　おう！　おおおおおう！」

　ティガールは吠えながら、大きくレイフェリアを穿うがち、奥に熱いものを放った。それは何回もしぶいてから、ようやく収まる。

　最後の放出が収まってから、数度息をついたティガールは、組み敷いているレイフェリアを見下ろした。

　レイフェリアは声も立てられずに大きな息をこぼすだけだ。汗で髪が頬に張りついているのをティガールがそっと退けてくれる。

「すまない……痛かったか？」

「え……ええ、すごく……痛かった……死ぬかと思った」

　それはまだ彼女の中にいる。レイフェリアは、大きな異物感を感じながら、息も絶え絶えに言った。

「すまない、堪えられない俺が悪いんだ……あなたは初めてだったのだろう？」

　レイフェリアは頷いた。痛みは残るが、その形状に体が馴染んでいくのがわかる。

「怖かったか？」

「……とても」

　正直に白状する。まるで裸のまま、嵐の中心に飲み込まれた感覚だった。

「子種が私の胎に入ったの？」

「ああ。大量にな」

「私は子どもを産むのですか？」

「それはまだわからない。わかることは、俺があなたのものだってことだ」

「私の？」

「ああそうだ。俺を扱えるのは、あなただけだ」

「それは獣の時のティー？」

「両方だ。そしてあなたも俺だけのものだ……ずっと待っていた。あなたが欲しくてどうにかなりそうだった。ああ……また、欲しくなる」

　ティガールは再びきざしてきたようで、切なく腰を揺らし始める。

「あ、んん……か、感じる……あなたを」

　自分のものとは思えない情けない声が、レイフェリアの唇から漏れた。なにもかも経験したことのないことばかりで、心も体もついて行けない。

「……あっ」

　無意識に中のものが蠢いて、レイフェリアは体を竦めた。

　しかし、それは新たな刺激になってしまったらしい。やや大人しげにしていた異物が、またしてもむくむくと成長を始める。

「すまん……抑えられない。耐えてくれるか？　子種が次々に俺のものに下りてくる」

「ええ。ください」

「くふっ」

　喉の奥で満足そうな音が鳴ったかと思うと、一気にそれは質量を増す。

「フェリア！　フェリア！　あああ！」

　ティガールがレイフェリアの名を叫びながら、腰を進める。

　最初の時はひたすら苦しいだけだったものが、次第に違う感覚を連れてくる。

　潤沢な体液が痛みを軽減するせいか、レイフェリアは自分の内部の感覚を意識することができた。

　自分の中に入って来た塊が、狭い部分で激しくのたうつ。獣が自分を喰い尽くそうと暴れているのだ。

　薄い皮膚同士が絡み合いたくて、じっとしていられない。自分からも求めたい！

　レイフェリアがそう思った瞬間、それは身を引き、あっと思うと、再び強く穿たれる。それが繰り返されて、細い体ががくがくと揺さぶられた。

　自分の中から何かがあふれ出し、少し圧迫が楽になる。しかし、一番最初に舌で秘所を愛撫された時の感覚はなかなか戻ってこない。

　──私はまだ、ここではその快感は得られないのだわ。もう少し優しくしなさい！

　塊を叱責する気持ちで下腹に力を入れる。

「あぅ！　そんなにしないでくれ！　耐えられない！　おうっ！　おうっ！」

　ティガールは恍惚として吠え、数回激しく突き込むと、体を大きく震わせた。同時にひどく熱いものが体の奥に流れ込んで来る。

「……？」

　ようやく止んだ揺さぶりにレイフェリアがこわごわ目を開けると、肩で息をしているティガールの顔がすぐ近くにあった。

　汗まみれで、その幾筋かが顎を伝ってぼたぼたと降りかかる。

「すごくいい……でもまだ……だ。まだ欲しい、足りない」

　ほんの少し呼吸を整えただけで、男はまた塊を滾たぎらせる。だんだん腹がたってきたレイフェリアは、腰をひねって自分を犯す、この図々しいものを絞り上げた。

「くあああ！」

　金色の瞳がちかちかと瞬く。汗まみれの顔で男は苦しげに笑った。わずかな反撃は彼を煽っただけだったのだ。

　そうして再び奥まで押し込まれ、揺れが始まった。

「んん……んぁあっ」

　ありがたいことに痛みは既にない。

　代わりに自分の内部の壁が、ざわざわと蠢き出すのがわかった。それはこちらからの報復だった。苦しさはあるのに体が喜んでいる。

　そして心までも、体の欲求に従おうとしている。

「フェリア……ああ、いい！　いいんだ、フェリア、やめられない！」

　切羽詰まったように名を呼ばれるだけで、心がざわめいた。

　──ああ、なんだろうこれ。あんまり激しくて熱くて……もうなにも考えられない！

　理性は早く終わって欲しいと考えているのに、体はいつまでも続いて欲しいと願ってしまう。

　男は唇と舌で彼女の肌を味わいながら、無我夢中で腰を振り立てている。

「おう、おう！　あおおおお！」

　それはまさしく獣の咆哮だった。

「フェリア！　俺の名を呼んで！」

　獣がねだる。

「ティー！　私のティー！」

　その瞬間、二人の間の壁が消えた。もう、ただのフェリアとティーだった。

「ティー！」

「おおお！」

　顔を見たくて目を開けても、汗まみれの肩と胸、そして美しく乱れた髪しか見えない。男はレイフェリアの細腰をつかんで大きくのけぞっている。

　──もう、なにがどうだっていい。私たちには今しかないのだわ。

　明日のことは考えない。

　レイフェリアはこの瞬間も弛たゆまず、もたらされる熱と欲を、全て受け止めようと大きく体を開いた。




　気がついたときはすっかり夕刻になっていて、部屋の中には濃密な生物の香りが立ち込めていた。どうやら二人揃って素肌を絡めながら眠っていたらしい。

「うん……あ、あれ？」

　体が動かせない。斜めから覆いかぶさるようにして抱き込まれているのだ。

　ティガールは深く眠っているようだった。掛け布は床に落ちているが、男の体が熱くて体は冷えていない。

　──でも、ちょっと重いわ。

　なるべく起こさないようにそろそろと体をずらす。もう少しで抜け出せそうだと思った途端、腕が動いて今度は正面から向き合うように体が寄せられた。

「ん……きゃっ」

　二人とも素裸なのである。レイフェリアの下腹に、固く逞しいものが突き刺すような感触で存在していた。

　──こ、困るわ。それに体を拭きたい。でも……それにしても。

　彫りの深い野性的な顔だち、整った鼻梁の線。浅黒い肌は、男にしては滑らかで染み一つない。閉じられた瞼にはぴっしりと金色の睫毛が揃っていた。

　頬や額にかかる髪は、不思議な金と黒の色合い。

　──なんて華やかで……綺麗な人。この人が獣なんだわ。

　そっと手を伸ばして髪を梳いてみる。目だたないよう染めた髪が、いつの間にか元に戻っていた。濃い金色に黒が混じった髪は、蓬ほう髪はつのように見えて、さらさらと指通りがよかった。

　──村長さんたちに変に思われないように、出発の時に布を巻かなくちゃいけないわね。

　ふと目が開く。

「あ」

　あっという間に、その金色は目の前に迫る。

「ん……ん……」

　喉を鳴らしながら、無心に唇を味わっている様子のティガールだが、もうこれ以上蹂躙されるわけにはいかないレイフェリアは鼻息と拳で抗議した。

　今朝から昼まで求められ続けて、さすがにこれ以上体力が持たない。

　それに、自分たちはまだ何にも話をしていないのだ。体のやりとりだけでは、いけないこともあるのだった。

「ティー！　もう、おとなしくして！」

　唇が浮いた瞬間、素早く声をあげると、大きな男の体がはっと強張り、直ぐに擦り合っていた胸が離れた。心配そうな金色の目が自分を覗き込んでいる。

　──もう、そんな目をしないで……。

　あの熱くて激しいひとときから、他人行儀な敬語もやめることにした。ログウッドの城に帰れば、ナドリネやカラカの目もあるので、今まで通りになるだろうが。

　レイフェリアは緩みそうになる口元を引き締める。

「ティー、私は服を着たいの。離して」

　情けなさそうに体を離した男の足の間を見ないように、きっぱりと言った。

　しかし、着ていた服は引き裂かれて、もう着られる状態ではない。

　仕方なく、とりあえず体を拭おうと、水差しの水で布を絞って体を、拭いていった。

　体液があちこちにくっついて手間はかかったが、布を繰り返しゆすいでなんとか綺麗にすることができた。

　別の服を身につけ、身だしなみも整えて、やっと一心地つく。

　ティガールはその一部始終を、寝台の上に胡座をかいて見つめていた。

「……そんなふうにするものなのか。次から俺がやってやる」

「けっこうです。あなたも早く服を着て」

「……井戸へ行ってくる」

　腰に布を巻いて裏口から出て行くティガールがひどく可愛く見えて、レイフェリアはしばらくにやにや笑いを止めることができなかった。

　──だけども！

　尋ねたいことがたくさんあった。そして、言わなくてはいけないことも。

　ティガールは食事を持って戻ってきた。それを見てレイフェリアはひどく空腹だったことに気がつく。

「あなたは、あの伝説の獣なのね」

　レイフェリアは干し果物をつまみながら尋ねた。

　いつもなら世話を焼きにくるヒューマが一度も顔を出さなかったところをみると、男同士でなんらかの約束が取り交わされていたに違いない。

　しかしこれで、ようやく二人だけの話ができる。

　今がその時なのだ。

「南方領主家は四方侯の中で、一番濃い血を継承しているということなのね」

「そうだ。虎だ。なぜ今まで思い出してくれなかった？」

「それが考えてもわからないの。あんなに毎夜遊びに来てくれて、幼い私の、たった一人の友だちになってくれたのに。額の蝶々の模様が大好きだったのに。どうしてだか思い出せなかった」

「……」

「私は賢くて綺麗なあなたに夢中だったわ。名前をつけようとして、あなたが気にいる名前を考えた。カイ……サム……ピール、いろんな名前を試したっけ」

「覚えている」

「それで、いくつも考えて、偶然ティーって呼んだ時に、あなたは嬉しそうに鳴いて私の指を舐めてくれたのよ。だからティーと呼ぶことにしたんだわ。でもあの時から指を舐めるのが好きだったのね」

「ああ、俺の名を呼んでくれて嬉しかった。ティガールのティーだから」

「でも、なぜ、忘れていたのかしら？　私、記憶力はいいのに……なぜかあの頃のことだけが曖昧で……」

「誰かに何かされたのではないか？」

「わからない。父が反逆の疑いをかけられたあげく、亡くなったから、その混乱で記憶が飛んでしまったと思ってたの。それしか考えつかないけれど。そういえば……知らない人が家に来たような気がする……」

「そうだ。俺はその日も忍び込んで、庭で泣いているフェリアを慰めようとした。そしたら、見知らぬ男たちがやってきて、あなたを無理やり連れて行こうとしたんだ。俺は男の腕にとびかかって噛み付いた。残念ながら体が小さすぎて振り払われてしまったが」

「そう。昨夜あなたがヒューマの腕に噛み付いたのを見て、私は思い出したのよ。偶然だろうけど、まったく同じような場面だったの。黒い男が私に腕を伸ばして、私は恐ろしくて振り払おうとしたら、ティーが戦ってくれた。よっぽど強く記憶に焼きついたのね。それで一気に記憶が蘇ったのだわ」

「ヒューマに噛み付いたから、俺は思い出してもらえたのか……」

　ティガールは複雑そうな顔をした。

「ごめんなさい。ヒューマには気の毒だったけど、私にしてみればよかったわ。だってあなたはきっと私を守ろうとして、男の腕に噛みついてくれたのよ。今まであんなに、おとなしくて可愛いティーが！　あの光景は忘れないわ！　って、忘れてたけど」

　そこでレイフェリアはふと思いついて、顔をあげた。

「でも……それじゃあ、前にあなたが言ってた猫好きの女性って……もしかして私？」

「今頃気がついたのか？　この鈍感娘！」

　ティガールは拗ねたように唇を尖らせた。

「だって、本当にわからなかったんだもの。ごめんなさい……ごめんね」

　レイフェリアは食べる手を止め、向かいに座る男に腕を伸ばした。

　固くて滑らかな頬。その手触りはあの獣とも、遠い日に頬を寄せ合った子猫とも、似ても似つかない。

　聞きたかったことの一つが、これで判明した。

「あなたに忘れ去られていたと知った時の、俺の気持ちがわかるか？」

　ティガールはそう言って、砂糖のついたレイフェリアの指先を舐めた。舐めるのが好きな男だ。

「本当にごめんなさい。でも、あの頃の私はとても嬉しかったのよ。王都では友だちがいなかったし、親戚とは疎遠だし。一人ぼっちでどこかの庭にいたら、にゃあにゃあ膝の上によじ登ってきてくれて可愛くて……毎日会うのを楽しみにしてたの」

「あの日は、北方からの客が来ていて、見に行ったらあなたがいた」

「そう？　父上とリューコ様とは、私的な交流があったのかしら」

「あった。王都での滞在が重なった時には、互いに屋敷を訪問していた」

「でも、前にお会いした時、ご領主様は、そんなこと一言もおっしゃってくれなかった」

「俺にはわからない。親父殿には何か思惑があるのだろう」

　──もしリューコ様に認められたら、父上の名誉回復に力を貸してくれないだろうか？

　レイフェリアは、ふとそんなことを考えた。

　しかし、リューコは彼女を認識したうえで、ティガールの花嫁にとは望んでいないのだから、都合のいい期待はできないと思いなおす。

「だけど、ティーはどうして普通の子どもの姿で、私に会ってくれなかったの？」

「子どもの頃は力の制御が難しいからな……月が昇ると、力を抑えきれずに獣になることもある。フェリアに会ってからは、かなり制御できるようになり、自分から獣化して忍び込んだ。あの姿のほうが、会うのに都合がいいとわかったし」

「ああ……そうなのね」

　また一つ疑問が解決する。

　──こうやって、どんどん話を重ねていけばいいんだわ。

「あの頃のティーは、ずっと王都で過ごしていたの？」

「親父殿が元気だった頃はわけもわからず、領地と王都を往復していた」

「私たちは同じ時期に、王都で過ごすことが多かったってことなのね」

「フェリアの父は南方の風物に興味があったらしいな。その頃は親父殿も社交的で、小さな夜会などもよく開いていたようだ」

「ええ、大きくて風変わりなお屋敷に連れて行ってもらった覚えがあるわ。珍しい服装の外国人もいたような……あれが南方領主の邸宅だったのね。ずいぶんたくさんの事忘れていたんだわ」

　親同士の交流があって、一緒に過ごすうちに、少女と猫（虎だが）は、仲良くなっていったのだ。

「それから父上があんなことになり、私は母とともに、どこかに閉じ込められてた。毎日暗くて怖くて……悲しかった」

「そうだ。あなたは屋敷の隅に閉じ込められて泣いていた。だから俺は夜になってから忍び込んだんだ。こういう時は猫……いや、虎でよかったと思った」

「ええ、あの頃の私は人が信じられなくなって、猫のティーだけが心の慰めだったわ。ずっと来てくれるのを待ってた」

「俺はあなたの涙を舐めた……」

　その頃からこの人は、自分を舐めるのが好きだったのか、とレイフェリアはおもわず笑ってしまう。

「でも、急に別れがやって来たのね。誰が連れに来たのか、そこは覚えがないんだけど」

「俺にもわからない。だがあなたは連れていかれる前に俺に言ったんだ」

「私はなんと言ったの？」

「……」

「いじわるしないで教えて？　そのために私たちは今、こうしているのでしょう？」

　自分を思い出してくれた、可愛い恋人の願いをティガールが断れるはずもない。

「フェリアはこう言った。『私はティーとずっと一緒にいたい。ティーが大好き。私はティーの……』」

「……ティーの？」

　レイフェリアは恐る恐る尋ねた。

「お嫁さんになる」

「……」

「だっ、だから俺はっ！　それを信じて、ずっと！」

「それは全然覚えてないわ」

　レイフェリアは正直に白状した。ティガールはすっかりむくれている。

「……ごめんね」

「ふん、そんなこったろうと思っていた。所詮その程度だったんだ、俺の存在は」

　ふてくされた男は行儀悪く、卓上に着いた腕に顎をうずめた。

「だから、謝っているでしょう？　大きな体で拗ねないで。ほらパンを食べて！」

　レイフェリアはバターをたっぷり塗りつけた大きな切れ端を、男の口に押し込んだ。

「もしかしてパンより、お肉のほうがよかった？」

「肉より、フェリアのほうがいい」

「私はお茶のおかわりをしよう」

　男を無視してレイフェリアは、まだ熱い茶器から自分の茶を注いだ。濃くて果物の香りがする南方の茶だ。

「俺はずっと待っていた。自分が大人になるのを」

　レイフェリアが茶を飲み終えるのを待ってティガールが再び口を開く。

「大人？　もうずっと前から、あなたは大人でしょう？」

「この国の男子の成人は十八歳だろう？」

　この大陸では女子には成人年齢は決められていないが、男子が成人、つまり一人前だと制度的に認められる年齢は十八歳であった。

「だから今は」

「え？　ちょっと待って。と、言うことは……もしかしてティーの年齢って、えっと」

「だから十八歳だと」

「えええ！」

　──そんな！　私よりも歳下だったなんて！

　レイフェリアの頬に一気に朱が上る。ずっと歳上だと思い込んでいたのだ。

　そのことに特に根拠はないが、最初会った時の落ち着き払った印象と、寡黙な性格。

　そして少年というには程遠い、その雄ゆう渾こんな体格に、自分より上だと思い込んでいたのである。

「今初めて知った！　どうして言ってくれなかったの!?」

「別に隠したつもりはないが」

「私は二十歳なんです」

「知っている」

「そうですか！」

　それがどうした、とでもいうようなティガールに、レイフェリアは気まずくて顔を上げられない。

「だから俺は、十八になって直ぐに、都のゼントルムに会いに行ったんだ。あなたと婚姻の承認をもらうために」

「えっ？　あなた、国王様から北と南の交流を回復させるために、私が推奨されたって言ったわね？」

「ああ。最初は、そういうことにしておこうと、王が言ったんだ。嘘ではないしな」

「私にはなにも知らされなくて……」

「すまん。だってせっかく会えたのに、あなたは獣を見ても、俺を思い出しもしなかったし。あんなに蝶の紋様を気に入ってくれたのに。俺も意固地になってしまった」

「姿が違うんだから、仕方がないでしょ！　だから一言教えてくれたら、私だって……」

　言いかけて、レイフェリアは思い当たった。

　──だから彼は、北に着いた日の夜、私に獣の姿を見せたんだ。あれが暗黙の告白だったのね。彼は彼なりに、何とかして伝えようとしてくれていたのだわ。私がティーのことをすっかり忘れていたから……。

「すまない。あなたは俺を忘れていた上に、全然俺が好きじゃなさそうだったんで、どうしていいかわからなくなった」

「いいえ……私こそ、ひねくれた目であなたを見ていたから。王様に言われて仕方なく私を迎えに来たんだって思い込んで……密かに傷ついて、心だけは明け渡さないぞって頑張ってた。それに……叔父上から、南方には恐ろしい獣がいる。獣の証拠を掴め、そして獣は殺せって言われていたの。ごめんなさい」

　もう隠し事はこりごりだ。レイフェリアは南北の交流に差しさわりのないように、叔父の企みごとを伝えた。

「そうだったのか……」

「ええ。叔父上は昔、獣を見てから南方を酷く恐れたようで……そうだ、これ！」

　レイフェリアは壁に掛けられた上着の隠しから、小さな黒い瓶を取り出した。

「獣を殺せる毒も手渡されたの。東方のものだって言って……」

　もう隠し事はこりごりなレイフェリアは、ティガールに毒の瓶を渡した。

「気をつけて……これ、どうしよう？」

「俺が預かる。あなたはもうイェーツ殿から自由になるべきだ」

「……ありがとう。本当にごめんなさい」

　次々にわだかまりが解けていく。

「俺に冷たくしたのもわざと？」

「私、素直じゃなかった。カラカ様には遠慮があるし、リューコ様には認められなくて、必死に自分を守ろうと、心に壁を作っていたのよ」

「壁？　あなたは冷たかった！　俺にまとわりつくカラカを見ても、少しも動揺しない。焼きもちを焼いてほしかったのに！」

「焼きもち。あんな少女に？　あ、でも少し不愉快だったかも」

「本当か！」

「ええ」

　素直になったティガールはまるで子どものようだと、レイフェリアは何度も笑いをかみ殺す。

「あなたがあんまり冷淡なものだから、俺は心が折れそうだった。どうしていいかわからず、でもそばにいたら襲ってしまいそうで、いったん館を離れた。それが一層ことを、ややこしくしたな」

「そうね。でも、あなたに惹かれている自分もいたの。でも私も、どうすればいいかわからなかった」

「あなたが混乱するのも無理はない。許してくれ」

「許します。だから私のことも許して。私たちはお互い言葉が足りなさすぎたのね」

　レイフェリアは金色の頭を引き寄せ、頬に唇を寄せた。

「そうだ。圧倒的に足りなかった。だがもうまちがえない」

「ティー」

「フェリア、あなたは俺のつがいだ」

「……つがい？」

「そうだ。南方領主家直系の男は、自分の妻のことをそう呼ぶ。俺のつがいはあなただ。フェリア」

「……あなたが私のつがいでよかった」

　レイフェリアが微笑む。午後の光が正面から彼女を照らした。

　獣は卓を飛び越え、彼のつがいを抱きしめる。

「くそ！　胸がかきむしられる。どうにかなりそうだ！　この気持ちをなんと呼ぶ？」

「獣の言葉はわからないわ。……でも、人の言葉で一番近い言葉は……」

「それは？」

「愛」

「そうか。ならば俺は、フェリア、あなたを愛している。何が起きても放さない。生きている限り！」




　東から風が吹く。

　北の鷲の娘と、南の虎の男。

　ようやく重なった二人の運命は、ここから更に大きく動き始めるのだ。










「月下の獣けものは氷の美姫に喰らいつく　下巻」に続く








月下の獣けものは氷の美姫に喰らいつく


恋に憑かれた次期領主は運命の乙女を諦めない　上








発行　２０２４年10月10日

著者　さとのふみ




イラスト　haruka




表紙デザイン　吉田麻里以




発行所　株式会社パブリッシングリンク

　　　　〒１６０－００２２

　　　　東京都新宿区新宿１－36－２






※この作品の著作権は、著者に帰属しており、株式会社パブリッシングリンクが著者の許諾を得てお客様へ提供しているものです。

◎本電子書籍は、個人の閲覧の目的のためのみ、ファイルのダウンロードが許諾されています。複製・転送・譲渡は、禁止します。

© Fumi Satono 2024






item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		目次



		序



		１章　北の娘



		２章　獣



		３章　南からの客人



		４章　出立



		５章　襲撃



		６章　南方領土



		７章　領主からの試練



		８章　求愛



		９章　虎の寝床













Guide





		表紙



		目次



		表紙













item/image/cover.jpg
T Y

IZi RS LK R 1 S O = R e

PR





item/image/logo.jpg
N O V E L S





item/image/titlepage.jpg





